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刊行のことば
 
  
この度、東北大学大学院文学研究科東北文化研究室では、新た
に『東北文化資料叢書』を刊行する運びとなりました。
 
 
東北文化研究室は、一九二五年に法文学部国史研究室に設けら
れた「奥羽史料調査部」を淵源として、一九五五年に文学
部に東北地方の文化と歴史を解明するために設置された永い歴
史をもつ研究組織です。 現在は文学研究科を中心に、 国文学、
国語学、日本史、日本思想史、考古学、東洋日本美術史、社会学、
行動科学、心理学、文化人類学、宗教学などの各研究分
野において、東北地方に関わる研究を行っている教員や大学院生などによって組織されています。
 
 
これまで本研究室では、構成員各人が個別的 研究を進めると
ともに共同研究を行い、また研究成果の公表のために『東
北文化研究室紀要』を刊行し、さらに市民へ成果を公開するた
めに公開講演会やシンポジウムを開催するなどの諸事業を行
ってきました。
   
 
研究の基礎が資料にあることは言うまでもありません。これま
での個別研究・共同研究を通して、本研究室では東北地方
の文化と歴史に関する史料を多数収集・整理し、それらの一部を随時『紀要』に掲載してきました。この度、新たに『東北文化資料叢書』を刊行するのは これまで 収集し また今後
発掘される貴重な資料をさらに広く一般に紹介し、東北地方
の文化と歴史の研究 貢献しようとするためです。
 
 
今回は第一集として、東北大学附属図書館所蔵の『守山御日記』を刊行することといたしました。本書は江戸時代に陸奥
国田村郡守山（現在 福島県郡山市）などに領 を有した守山藩の編纂記録であり、東北近世史研究に資する貴重な史料としてきわめて価値の高いものです。
 
 
今後とも、各研究分野の資料を継続的に刊行していく予定で
すが、本叢書が東北地方の文化と歴史を研究するための一大
資料群に成長し、研究 進展のため 寄与 ことができるならば、本研究室として望外の喜びとするところです。
 
 
最後に『守山御日記』の翻刻刊行をご許可いただいた東北大学附属図書館に厚くお礼を申し上げます。
 
        二〇〇六年三月三日
 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東北大学大学院文学研究科長・東北文化研究室長
 
                                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野家
 
啓一
 
守山御日記 凡例 
 二
 
凡
 
 
例
 
  一、本資料叢書では、東北大学附属図書館所蔵の狩野文庫に含
まれる「守山御日記」 （全三六〇巻、三五帙一七五冊）について、その解題を施し、さらに、初代藩主となる松平頼貞が陸奥国田村郡守山周辺を中心に新知二万石を拝領した元禄一三年九月二五日条を含む第三一帙以降、第三五帙までの記事をすべ 解読・翻刻した。
 
二、解題においては、 「守山御日記」の史料的性格や成立事情に
ついて言及したほか、 「守山御日記」 と同様 日々の藩政の動向を知ることができる東北諸藩の史料についても、主要なものをあわせて紹介した。
 
三、解読文においては、読解に便利なように、適宜読点（、 ）や
並列点（・）を打った。
 
四、漢字の旧字体や異体 仮名の変体等については、原則とし
てこれを避け、今日通行の字体に改めた。例えば、 ・」 、「者」 、 「禮」等は、それぞれ「より」 、 「は」 、 「礼」等 した。ただし 助詞の「江」 、 「而」と、 「壱」 弐」 、 「拾」 、「廿」等の漢数字は、そのままとした。
 
五、 解読者の傍注はすべて括弧 （ （
 
） ） にくくり入れた。 なお、
本来は「儀」であるところの「義」などについては、繁雑となることから、これらの注は控えた。
 
六、敬語上の改行（平出）は、一字欠にして連記し、闕字につ
いては、そのまま一字欠にした。普通 行よりも高く上に出して書かれたもの （抬頭） についても、 そのままとした。
 
七、本文中に割注の形で統一されて記されている人名（実名）
と記事の出典名については、 括弧 （ 〈
 
〉 ） にくくり入れた。
なお、ほかに割注の形で記されていると ろについても、同様に示したところがある。
 
八、虫喰の箇所は 字数を推算して□を挿入し、また字数が詳
らかでない箇所は
[  
 
 ] をもって示した。
 
九、本文中に挿入されている絵図 つい は、 【口絵図版①】の
ように示し、巻頭の口絵写真 対応でき ようにした。
 
一〇、 製本時のものと思わ る前後綴じ違えの乱丁については、
鉤括弧 （ 「
 
」 ） でそれぞれの丁の範囲を示し、 入れ替えた。
 
一一、本文中に頻出する人物について 解読文のなかで傍注
を付したところもあるが、巻末に簡単な説明を載せた。
 
一二、 本資料叢書の解題執筆と史料の解読・翻刻・校正作業は、
東北大学大学院文学研究科博士後期課程（歴史科学専攻・日本史専攻分野）の兼平賢治が担当 た。
 
守山御日記 解題 
 三
 
守山御日記
 
解題
 
 
 
 
 
兼平
 
賢治
 
  
守山藩について
 
  
守山藩は、御三家のうち水戸藩の支藩として元禄一三年（一
七〇〇） に成立した、 陸奥国田村郡 （現福島県） 、 常陸国行方郡・鹿島郡・茨城郡（以上、現茨城県）の四郡にあわせて二万石を領有する家門小藩である。藩主家は、水戸藩主徳川頼房（家康一一男）の四男で寛文元年（一六六一）常陸国額田に新田二万石を分知された松平頼元を祖と その子の頼貞が五代将軍徳川綱吉から幕領となっていた陸奥国田村郡守山（現福島県郡山市）周辺の二六ヵ村を中心に行方郡内一 ヵ村・鹿島郡内一五ヵ村 ・ 茨城郡内八 のあわせて新知二万石を拝領して以降 （＝守山藩の成立、 旧領は水戸藩に返上） 、 頼寛・頼亮 頼慎・頼誠・頼升・頼之と七代続いた。藩主が常府 あることから 庁は江戸藩邸に置かれ、守山と常陸国松川に設けた陣屋を おして領内の支配を行った。その藩政には、常に水戸藩の影響 強く受けていた。明治三年（一八七〇） 庁 松川 移して松川藩と改称、翌四年 は廃藩を迎えて る
 
 
 
 
 
守山藩に関する史料
 
  
この守山藩に関する史料のなかでも、基本史料として特に知
られたものに、元禄一六年（一七〇三）から慶応三年（一八六七）までの一六五年間にわたって守山周辺の村々の出来事が記録された 「守山藩御用留帳」 （一四三冊、 郡山市歴史資料館所蔵）があり、これを活用した主な成果としては、阿部善雄著『駈入り農民史』 （至文堂、一九六五年） 、同著『目明し金十郎 生涯―
江戸時代庶民生活の実像
―
』 （中央公論社、 一九八一年） 、
松本純子「近世の子供と老人の扶養
―
奥州守山藩領の事例か
ら―
」 （ 『歴史』第八八輯、一九九七年）などがある。
 
 
また、東北大学附属図書館所蔵の狩野文庫に含まれる「守山
御日記」 （全三六〇巻、三五帙一七五冊〔一帙 冊、一冊に二～三巻分を合本〕 ） は、 頼元が水戸藩から新田二万石を分知された寛文元年九月二六日条にはじまり、守山藩初代藩主となる頼貞の治世期（元禄六年〔一六九三〕～寛保三年〔一七四三〕 ）のうち後に二代藩主に就任する頼寛が誕生した元禄一六年二月七日条までの四三年間にわたる藩政 般に関する記録で、こちらを活用した主な成果としては、氏家幹人「 「守山日記」にみる〝かぶき〟終焉の時代像
―
寛文～元禄期における作法の形成
―
」 （西山松之助先生古稀記念会編『江戸の芸能と文化』吉
守山御日記 解題 
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川弘文館、一九八五年） 、同著『江戸藩邸物語
―
戦場から街
角へ
―
』 （中央公論社、一九八八年） 、安田富貴子「 「守山御
日記」にみる芸能
―
浄瑠璃操りを中心に
―
」 （ 『橘女子大学
研究紀要』第一四巻 七 などがある。
 
 
前者の「守山藩御用留帳」が、守山周辺の村々の出来事を記
録した史料であるのに対して、後者の「守山御日記」は、守山藩主が参勤交代 領地へ下 ことなく常府であったことから藩政の中心としてあった江戸藩邸の記録類をもとに 享保年間（一七一六～一七三六）になって 主就任以前 頼寛が考証を加えつつ編纂したものである。
 
  
 
 
「守山御日記」の成立事情
 
  「守山御日記」 （全三六〇巻、三五帙一七五冊〔一帙五冊、一
冊に二～三巻分を合本〕 ） のうちの一冊は、 およそ縦二六 ・ 〇㎝、横一八・〇㎝の和本（竪 、四つ目綴、袋綴）で、もともと一冊ごとに表紙があり、題箋もあるが、その外側にさらに「東北帝国大学図書」という文字が浮き出ている紙を用いて新た 表紙が付され、 虫喰箇所を裏打するなど補修して製本され おり、なかには「東北帝国大学図書印」との蔵印が押されている。
 
 
「守山御日記」は、きれいな御家流で されており、読みや
すい史料であるが、すべてが同筆ではなく、複数人の筆が確認され、その筆跡には個性もみられる。
 
 
さて、この「守山御日記」はどのようにして成立したのだろ
うか。その成立事情は、次に紹介する『徳川諸家系譜』所収の「水戸家支流磐城守山松平家譜」 （松平頼寛の項）に詳しい。
 
十三年（
享
保
）戊申有司ニ先代ノ遺制ヲ問フ、有司答テ先年ノ火災
ニ旧記多ハ焚燬シ、其存スルモノ亦潰爛観ル可ラス、因テ先代ノ事詳ニ知レ難キ由ヲ云フ、頼寛聞テ嘆息シ、凡ソ和漢共ニ後世ノ古ヲ視ルコト瞭然トシテ、身ノ当世ニ処ルカ如キハ、独旧記 存スルニ由ルノミ、然ルニ今纔ニ数年間ノ事ト雖モ知ルヘカラサルモノハ 畢竟有司無状ニ 視テ日用常 シ、コレヲ軽忽 シテ意ヲ其間ニ用ヰサル 致ス所ニテ、 遂ニ法ノ循フヘキトコロナク 事 臨 臆断シ、苟モ一時ノ便利ヲ主トシ、 章ヲシテ益湮晦ニ従ハシムナリト、新ニ令シテ今ヨリ諸役所ニ存ス 所 旧記 収拾シ、残欠ヲ修補シ、上ハ寛文元年辛丑頼元額田分地ヨリ、下ハ元禄十六年癸未頼寛生ルヽ時ニ至ルマテ凡三百六十巻、又寛文以前元和二至ルマテ幕府ノ命令ヲ記録ヨリ抄出シ、凡ソ十六巻名ケテ前録ト云、其他家臣略伝並附 等総テ此ヲ守山日記ト名ケ 元文元年丙辰ニ至テ編修始テ成リ、祖宗ノ旧制復タ明ニ、上下ヲシテ皆拠ル所アラシム （ 『徳川
守山御日記 解題 
 五
諸家系譜』第三、続群書類従完成会、一九七九年、一六五～一六六頁）
 
 
つまり、幼いころから学問に通じていたことで知られる松平
頼寛が、まだ藩主に就任する以前の享保一三年（一七二八） 、火災によって多くの「旧記」が失われて先代の事跡が判然としないことを嘆き、諸役所に残された「旧記」をもとに考証を加えながら編纂 はじめたのが、この「守山御日記」 （ 「守山日記」 ）であるという。なお、東北大学附属図書館所蔵狩野文庫の「守山御日記」は、その原本であり貴重である。
 
編纂にあたって利用された「旧記」は、 「守山御日記」に収録
されている記事ご に典拠とし 明記されている 用部屋 次帳」 、 「横目方日次帳」 、 「式台進物帳」などが主なものであり、このことからも、 「守山御日記」が後世の編纂物とはいえ、信頼できる貴重な史料であること 知られよう。
 
  
 
 
 
東北諸藩の藩政史料
 
  
ところで、東北諸藩に目をむけると「守山御日記」のように
日々の藩政の動向を知ることができる貴重な史料が数多く残されている。 簡単に紹介すれば、 次のような史料が挙げられよう。
 
弘前藩（津軽家）国許と江戸の藩政全般にわたる記録
 
・ 「弘前藩庁日記」四五一五冊、寛文元年～慶応四年
 
 
「国日記」三二九七冊
 
 
「江戸日記」一二一八冊
 
 
 
 
 
○弘前市立図書館所蔵
 
○『青森県史』などで一部活字化
 
 
・ 『御用格（寛政本） 』 （弘前市・弘前市教育委員会発行）
 
 
 
 
 
○原本は弘前市立図書館所蔵
 
盛岡藩（南部家）家老席執務日記
 
・ 「雑書」一九〇冊、寛永二一年～天保一一年
 
 
 
 
○盛岡市中央公民館所蔵
 
○『雑書』 （熊谷印刷出版部・東洋書院）刊行中
 
・ 「覚書」六七冊、文政一三年 天保一二 明治三年
 
 
 
 
○盛岡市中央公民館所蔵
 
 
 
 
○『覚書』 （東洋書院）刊行中
 
八戸藩（南部家）目付所日記と勘定所日記
 
・ 「八戸藩日記」二七〇冊、寛文五年～慶応三年
 
・ 「御勘定所日記」一 三冊、貞享二年～慶応三年
 
○八戸市立図書館所蔵
 
○『八戸市史』などで一部活字化
 
秋田藩（佐竹家）近世初期の日記と所預（角館・湯沢）の
日記、藩政全般にわたる編纂記録
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・ 『梅津政景日記』 （ 『大日本古記録』岩波書店刊行）
 
 
 
 
○原本は秋田県公文書館所蔵
 
・ 「佐竹北家御日記」七六五冊、延宝二年～明治二七年
 
○秋田県公文書館所蔵、未刊行
 
・ 「佐竹南家御日記」二七一冊、天和二年～慶応四年
 
○湯沢市立湯沢図書館所蔵
 
○『佐竹南家御日記』 （湯沢市）刊行中
 
 
 
 
・ 『国典類抄』 （秋田県教育委員会発行）
 
 
 
 
 
 
 
○原本は秋田県公文書館所蔵
 
 
 
 
・ 『御亀鑑』 （秋田県教育委員会発行）
 
 
 
 
 
 
 
○原本は秋田県公文書館所蔵
 
仙台藩（伊達家）藩の正史として編纂
 
・ 『伊達治家記録』性山公～肯山公 宝文堂刊行）
 
・ 「獅山公治家記録」 （二五〇冊）以降は未刊行
 
 
 
 
 
○仙台市博物館所蔵
 
米沢藩（上杉家）歴代藩主の年譜
 
・ 『上杉家御年譜』上杉謙信～上杉茂憲（温故会刊行）
 
 
 
 
○原本は米沢市上杉
 
中村藩（相馬家）歴代藩主の年譜
 
・ 「相馬藩世紀」一四二冊、相馬利胤～相馬誠胤
 
 
 
 
 
 
 
○個人蔵
 
 
 
 
 
○『相馬藩世紀』 （続群書類従完成会）刊行中
 
会津藩（保科〔松平〕家）藩の正史として編纂
 
・ 『家世実紀』保科正之～松平容衆（吉川弘文館刊行）
 
 
 
 
○原本は福島県立博物館所蔵
 
東北諸藩には、家門大名の会津藩もあったが旧族外様大名が
数多く存在し、これらの藩は藩主家の入替えが激しかった東北南部に い譜代小藩に対して幕末まで国替もなく藩政が安定していた。こうした事情が、いまその一端を紹介したように、東北の旧族外様大名が領有した藩に膨大な 政史料が残存し、長年にわたる詳細な藩の正史が編纂された要因のひとつであろう。
 
 
以上のように、東北においては旧族外様大名の領有した藩に
数多く残る史料であるが、そうしたなかで、家門小 ながら国替もなく幕末をむかえた守山 「守山 御用留帳」と「守山御日記」は注目される史料であり、すでに辞典類や自治体史、個別研究などのなかで広く利用されている「守山藩御用留帳」とともに、 「守山御日記」 も今後より広 利用されることが期待される史料であるといえよう。
 
  
 
 
「守山御日記」の主な記事内容
 
  
今回の『東北文化資料叢書』に収録する「守山御日記」の記
守山御日記 解題 
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事の範囲は、資料叢書刊行の主な目的が東北地方の貴重な資料を広く一般に紹介して多くの方々に利用していただき今後の研究の発展に資するところにある で、松平頼貞が元禄一三年九月二五日に陸奥国田村郡守山周辺の二六ヵ村を中心とした新知二万石を拝領して守山藩が成立する前後の記事を収めた第三一帙以降の計五帙二五冊すべての記事を解読 ・ 翻刻して紹介した。巻数では三一一巻から三六〇巻までの五〇巻分、収録記事は元禄一三年六月一 日条 同 六年二月七日条までにおよぶ。
 
 
「守山御日記」に収録されている記事は、先述のように江戸
藩邸の諸記録をもとにしているので、守山藩領内の出来事だけにとどまらず、江戸藩邸周辺での出来 や当時の幕藩関係、大名家同士の交際関係を窺う上でも興味深い記事が数多く収録されている。
 
本資料叢書に収録した記事のなかから注目される点について
その一端を紹介すれば、ま 守山 というひとつの藩が誕生し、新たな領主の施政に対する領民の反発を経験しながらも、領内政策を実施し、藩政が展開されるようになるその過程を知ることができる点を挙げるこ ができよう。また、元禄年間といえば五代将軍綱吉の治世期である 当該政権期に特徴的な忠孝の奨励、服忌令や生類憐み令といった諸政策が展開・浸透する過程を窺える記事が数多く収録されている点、さらに、元
禄一五年（一七〇二）一二月に発生した赤穂事件に関する記事も数多くみられる点などが挙げられる。当時に出された法令もよく収録されている。この時代の人々の関心がどこにむけられていたのかが窺えよう。いずれにしても、 「守山御日記」が編纂物とは え、元 期の社会全般の動向を知る上で興味深い史料であることは確かである。
 
 
東北大学附属図書館が所蔵する数多くの貴重な史料が、資料
叢書として刊行されることにより、広く一般に利用しやすくなり大いに活用されることを願っているが、この「守山御日記」についても、その一部の解読・翻刻にとどま が、今回の史料紹介 より広く利用されるようになったならば幸いである。
 
なお、本巻を執筆するにあたり、日本史研究室の今泉隆雄・
大藤修両先生に助言をいただきました。また、口絵写真の撮影と編集作業に際しては、日本史研究室 天野真志・徳竹剛両氏に協力をいただきま た。末尾ながらお礼申し上げます。
 
 《参考文献》
 
本文中で紹介したものを除く
 
『福島県史』第三巻（近世二・通史編三） 、福島県、一九七〇年
 
『郡山市史』第三巻（近世上・下） 、郡山市、一九七一～七二年
 
大河峯夫「守山藩」 （木村礎
他
編『藩史大事典』第一巻〔北海
道・東北編〕 、雄山閣出版、一九八八年）
 
守山藩主家略系図 
 八
松平頼元
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 『徳川諸家系譜』第三〔続群書類従完成会〕などによる）
 
徳川頼房四男
 
母円理院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、小笠原右近将監忠真の娘
 
万治元年、小笠原右近将監忠真の娘を娶る
 
 
 
 
延宝二年、松平主膳正信利に嫁す（信利没す）
 
 
寛文元年、水戸藩領のうち額田二万石拝領
 
 
 
 
延宝八年 相馬弾正少弼昌胤に嫁す
 
 
元禄六年、没す
 
真源院
 
 
 
 
 
 
 
 
 頼貞
 
大学頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
染
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、小笠原右近将監忠真の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、蜂須賀飛騨守隆重の娘
 
 正室
 
小笠原右近将監忠真の娘
 
嘉祢
 
 
 
 
 
 元禄二年、蜂須賀飛騨守隆重の娘を娶る
 
 
 
 
 
 
 
 
宝永四年、小笠原壱岐守長熈に嫁す
 
 
 
 
 
万治元年、頼元に嫁す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 元禄一三年、陸奥国田村郡ほか三郡に新知拝領
 
 
 
女子
 
 
早世
 
 
 
 
 
元禄六年、頼元没後に松林院と称す
 
 
 
 寛保三年、老病により致仕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 勝之助
 
早世
 
 
 
 
 
（ 「守山御日記」同年五月三日条）
 
 
 
 
 
 
 延享元年、没す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 女子
 
璵米
 
 
 
 
 
宝永七年、没す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 女子
 
 
早世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、蜂須賀飛騨守隆重の娘
 
 
 
 
 
（ 『徳川実紀』第七篇〔吉川弘文館〕
 
 忠国
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 享保二年、細川伊豆守有孝に嫁す
 
 
 
 
「文昭院殿御実紀」同年五月二七日条）
 
 
 
母、小笠原右近将監忠真の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 女子
 
名須米
 
幼名美野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
延宝元年、本多中務大輔政長の養子となる
 
 
 
 
 
 
 
母、西川氏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 元禄一四年、誕生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、小笠原右近将監忠真の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宝永六年 没す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
延宝二年、本多飛騨守重益に許嫁するも適わず
 
 
 女子
 
多米
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元禄八年 松平志摩守直丘に嫁す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、松本氏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
早世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 元禄一五年、誕生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 享保一二年、没す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、小笠原右近将監忠真の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 頼尚
 
丹波
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監忠雄の養女となる
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、蜂須賀飛騨守隆重の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
頼愛
 
主膳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 元禄一五年、誕生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、辻氏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宝暦八年 没す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元禄六年、水戸藩において禄二千石拝領
 
 
 
 
 
 頼寛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
早世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母、蜂須賀飛騨守隆重の娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小三郎
 
早世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元禄一六年、誕生
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
女子
 
 
早世
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
享保九年 兄頼尚病により廃嫡、嫡子となる
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守山御日記
 
翻刻
 
 （中表紙）
 
（縦二六・〇㎝、横一八・〇㎝、以下は題箋のみ表示）
 
     
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十一
 
」
 
  守山御日記巻之三百十一
 
 
 
起元禄十三年庚辰六月十一日
 
 
 
終同年同月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
六月
 
十一日、御誕生之御姫様御七夜之御祝儀有之候、御名与米姫
（松平頼貞娘）
様
と御医師加藤養仙差上申候、 於御部屋御祝儀相済申候、御用掛之面々
江
夫々ニ御目録等被下置候
 
同
 
日、為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様より（松平頼元正室、頼貞母）
 
 
 
 
 
与米姫様
江 
 
 
 
 
 
 
御産衣代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
干肴一折
 
 
 
 
 
殿様（頼貞）
江 
 
 
 
 
 
 
干肴一折
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
与米姫
江 
 
 
 
 
 
 
御産衣一重
 
 
 
 
 
 
 
干肴一折
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、本所御奉行酒井与九郎殿〈名闕〉 ・同桜井庄之助殿〈同
上〉同道ニ而本所御蔵屋鋪前被通候節、被召連候町人ヲ以本所御屋鋪守有馬三太夫 〈忠時〉 方迄 申越 は、御破損普請有之候と相見え囲之様子有之候、何方
江
御
断被仰越候儀ニ候哉と被申越候付、新地奉行衆
江
相伺
御差図之上申付候、 手前様方
江
相伺申段存不申、御
断も不申上候由申達候処、晩方役所迄可参由被申置通被申候間、追付三太夫彼役所迄罷越候 、最早役所仕廻帰り被申候間、夫より与九郎殿
江
罷越候所、他出
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之由ニ而罷帰候由、三太夫此方
江
申出候
 
同
 
日、元御家老隠居鵜殿六大夫〈広次〉病気ニ付、為御尋、
 
 
 
 
 
 
 
生干鱚鱵
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、与米姫
（松平頼貞娘）
様
江
御札差上候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玄性院
江 
 
 
 
 
 
 
弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
右之通以御使被遣候、 〈上五篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、瑞光院殿〈伝無所考〉七回忌ニ付、
 
三之丸様為（徳川綱吉母桂昌院）
御伺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
熟瓜一籠
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、御小姓頭大戸市郎衛門〈良正〉 、遠慮御免被遊候、 〈横
目方日次帳〉
 
十二日、
 
三之丸様為御精進揚、
 
鱸
 
弐本
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、御徒芹沢団助〈広覚〉 、休息之御暇被下水戸
江
罷下候、
〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、本所奉行酒井与九郎殿〈名闕〉
江
本所御屋鋪守有馬三
太夫 〈忠時〉 被遣被仰越候は、 本所屋鋪土蔵破損ニ付、昨日は家来
江
被仰聞候趣致承知候、 先達而各
江
も御断可
申入儀ニ御座候所、様子不存、新地奉行衆
江
御断申達
破損申付候、此上何分ニも宜御指図頼入候由被
 
仰遣
候所、御返事被入御念被仰下候、本所御屋鋪御破損ニ付、御囲之儀何方よりも御断在之儀ニ御座候、昨日御屋敷前罷通候処、前 御断無 座候ニ付、 家来中迄相改申候、此上少も不苦儀候間其通ニ而御破損可被仰付候、御大法之儀ニ候間相改申 、此旨宜相心得申上候様ニと被申候、 〈用部屋日次帳〉
 
十三日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
右、水戸
江
通之御暇被下置候
 
同
 
日、御代官大貫吉佐衛門〈広尚〉水戸より罷登候
 
同
 
日、主膳様
（松平頼愛）
御用人加藤善兵衛〈賢忠〉儀、来ル十六日嘉祥
御規式ニ罷出候様ニ相済申合候、 〈上三章横目方日次帳〉
 
同
 
日、辻番前ヲ不浄附候馬通申間敷由、四月中辻番人
江
申渡
候処、往来之儀ニ候間通
様ニと評儀相済、其旨申付
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候、 〈横目方留帳〉
 
十四日、手代小野崎安衛門、母病気ニ付、水戸
江
之御暇被下候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
其方儀、御供御雇被
 
仰付候、 〈上二章横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押
 
市佐衛門
 
 
 
 
 
其方儀、御酒部屋手代被仰付候、 〈横目方留帳〉
 
同
 
日、御医師明石通本、借宅
仕候ニ付、借地証文遣候覚
 
 
 
 
 
 
 
借地証文
 
一、細井彦右衛門殿屋鋪、松平大学頭
（
頼
貞
）家来医師明石通本借
り差置申候、
 
公儀御用地又は御頭より借地仕度之由
御申被成候ハヽ早速為罷立可申候 通本 右之地罷有地主迷惑申儀御座候ハヽ何時成共為罷立可申候事
 
一、通本儀は不及申、家来等之儀ニ付六ヶ鋪儀御座候ハヽ
地主苦労ニ掛ケ申間敷候事 〈用部屋日次帳○本書贈証文之条不載出於某職某姓名今無所考訂故不記〉
 
十五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
萩谷弥一佐衛門〈長正〉
 
 
 
 
 
其方儀、 当分御番御刀番之方被
 
仰付候、 〈横目方日次
帳〉
 
十六日、為嘉祥御祝儀、
 
殿様御（松平頼貞）
登
 
城被遊、御退出後、御家
中之面々於
 
御前御菓子〈小豆餅弐ツ・白餅三ツ〉片
木居壱人宛罷出頂戴仕候、 〈用部屋日次帳、 横目方留帳〉
 
十七日、吟味小鷹伊野衛門〈重本〉 、従水戸罷登、御金七拾両致
持参候
 
十八日、御徒目付佐川清助〈規里〉 、水戸
江
致発足候、 〈上二章
横目方日次帳〉
 
十九日、小石川御屋鋪
 
御成御殿御地祭之為御祝儀、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
干肴一種宛
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御物頭
 
高山勘五佐衛門〈重信〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
廿
 
日、小使番権七と申者欠落仕候、尋候様ニと被
 
仰出、御
足軽・御中間申付為尋申候、水戸額田村之者ニ候間、水戸
江
も申遣為相尋申候、右権七儀、他所ニ而かたり
抔仕重々不届ニ付、右之通被
 
仰付候、御足軽六佐衛
門・七郎兵衛申付、為致誓紙差出シ申候
 
同
 
日、向後御蓑箱為御持被遊候筈ニ罷成候
 
廿一日、今日御扶持方相渡候所、御番御刀番渡部亦市〈忠綱〉
家来・同加藤惣佐衛門〈重光〉家来、何も御扶持方請取候所、
（
又ママ
市
）
扶持方相見不申候付、惣佐衛門小者と又
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市小者及口論候折節、新組之者罷在押鎮候得共、扶持方相見不申候、押十衛門御蔵立合ニ 出候間、又市扶持方弥 渡候ヲ見届候哉と致詮儀候処、聢見届不申候由申候、無調法成勤方ニ付、押込指置申候、 〈上三篇横目方留帳〉
 
廿一日、主膳様
（松平頼愛）
、昨夜八ツ時御発駕、水戸
江
御下被成候、其節
為御見立、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭衆
 
 
 
 
 
右之通罷出候、并従
 
殿様為御見送、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
稲毛平六〈重実〉
 
 
 
 
 
右之通千種迄被遣候、 〈横目方日次帳、同留帳〉
 
同
 
日、
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉
江 
 
 
 
 
 
 
御盃台
 
 
 
 
 
右之通、今度主膳様御下ニ付、御頼被成被為
 
進候、
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、主膳様、水戸
江
御下ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
生干鱚鱵一棬
 
 
 
 
 
右之通、御一宿〈本書不載何駅故不記〉迄以御飛札被為
 
進候、 〈横目方日次帳、式台進物帳〉
 
廿三日、相馬図書頭殿〈叙胤〉 、初而御在所
江
之御暇被
 
仰出、
近々御発駕ニ付、為 餞別、
 
 
 
 
 
 
 
熊泥障二懸
 
 
 
 
 
 
 
塩鯛
 
五枚〈用部屋日次帳作干肴〉
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
廿四日、盛徳院殿〈名闕、阿波別封蜂須賀飛騨守源隆重夫人欽
定夫人母公〉十七回忌ニ付、浅草海禅寺
江
御参詣被遊
候、為御香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
右之通、御持参被遊候
 
同
 
日、右之御儀ニ付、
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
 
 
冷麦弐十舟
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒頭
 
三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 
 小高伊野衛門〈重本〉
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三百疋
 
 
 
 
 
 
 
御上下一具
 
右は、今度御用ニ而水戸
江
罷下骨折候ニ付、為御褒美
被下置候
 
 
 
 
 
 
御代官
 
 
 大貫吉佐衛門〈広尚〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御郡奉行
 
 村上甚衛門〈勝房〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸 徒目付
舟木藤衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
右之通、為御褒美被下置候
 
同
 
日、表坊主大内立賀、昨晩泊り番之処、留守之内失物有之
候、其品々
 
 
 
 
 
 
 
絹小袖弐ツ
 
 
 
 
 
 
 
縮緬羽織壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
絹羽織壱ツ
 
 
 
 
 
右之通御座候間、御詮儀被
 
仰付被下候様ニと願出申
候、 〈横目方日次帳 同留帳〉
 
廿七日、大内立賀、失物之儀付、水番孫七、立賀泊番之寝道具
出入致候ニ付、御詮儀之内手錠掛置、御足軽弐人宛番申付候
 
廿八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御酒部屋
今井市佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
御切米三両弐分弐人扶持ニ被成下候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、当夏定番並ニ被
 
召抱候市郎佐衛門儀、昨日御暇被下
候
 
廿九日、他所御出之節、御傘之役人之儀相窺候処、御中小姓抜
人安藤彦衛門 〈矩重〉 、 其外御中小姓之内ニ而誰ニ而も上ケ可申候、併雨宮理衛門〈名闕〉抔は長ケ小ク候間無用可仕候由被
 
仰出候
 
晦
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 福地武兵衛〈義本〉
 
 
 
 
 
其方儀、 大納戸手代
 
仰付候、 〈上五篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百十一
 
終
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守山御日記巻之三百十二
 
 
 
起元禄十三年庚辰七月
 
 
 
終同年八月 日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
 
 
 
 
 
 
七月小
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御郡奉行
 
 村上甚衛門〈勝房〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸 徒目付
舟木藤衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美銀一枚宛
 
 
 
 
 
其方共、水戸御領分御山手入仕骨折候ニ付、御褒美被下候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、内藤豊前守殿〈信季〉御息女〈名闕〉御死去ニ付、鳴
物触之儀相窺 処、不及其儀由被
 
仰出候
 
三
 
日、御屋鋪
江
売人共唯今迄は七ツ切ニ出入致候所、重而は
暮合迄も出入仕候様ニ相改申候、御門も何方より成共勝手次第出入為致候様ニと申合候 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、大御目付衆より 廻状参候
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
当年酒造之儀、委細追而可申渡候間、夫迄は新酒造不
申候様ニ可被申付候、以上
 
七月
 
 
 
 
 
此御書付出申候間、写留順廻可有之候、留り方より摂津守方
江
可被相返候、以上
 
七月二日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
庄田下総守
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
溝口摂津守
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安藤筑後守
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仙石伯耆守
 
 
 
 
 
松平陸奥守殿
 
 
 
 
 
松平讃岐守殿
 
 
 
 
 
佐竹右京大夫殿
 
 
 
 
 
上杉弾正大弼殿
 
 
 
 
 
松平肥前守殿
 
 
 
 
 
松平大学頭
（
頼
貞
）殿
 
 
 
 
 
織田越前守殿
 
 
 
 
 
松平勝五郎殿
 
 
 
 
 
稲葉丹後守殿
 
 
 
 
 
松平大蔵大輔殿
 
 
 
 
 
松平隠岐守殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留守居中
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〈式台御条目留〉
 
同
 
日、大御目付衆より御廻状之趣、水戸
江
申遣候、 〈用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、内藤豊前守殿〈信季〉奥方
江
、御不幸ニ付為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
右之通以奉文被為
 
進候、 〈式台進物帳〉
 
五
 
日、与米姫様
（松平頼貞娘）
、今日御宮参被成候、御屋鋪内八幡・稲荷・
薬師
江
御参詣被成、夫より御用人水沢又衛門〈正次〉
宅
江
被為寄候御供
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 岡本伊衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
浅香伊平治〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
安島杢衛門〈豊昌〉
 
御散米銭蒔
  新組弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
押
 
壱人
 
                                 
 
御駕籠者四人
 
 
 
 
 
右之通罷出候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御中小姓矢内奥衛門〈重良〉家来致欠落候出入ニ付
表町万屋利兵衛、 御中小姓小頭萩谷弥市佐衛門 〈長正〉方
江
参、惣体不届之儀共申候、其段御番頭岡田彦佐衛
門〈宜紀〉方より申出候ニ付 利兵衛儀御門出入之儀
留候様ニと御門番
江
申渡候、 〈横目方留帳〉
 
六
 
日、小石川
 
御成御殿御普請ニ付、
 
宰相様〈粛公〉御心
遣可被遊由ニ而、為御慰、
 
 
 
 
 
 
 
冷麦三拾舟
 
 
 
 
 
 
 
蚫
 
 
十盃
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
七
 
日、今日より御蓑箱為御持被遊候、御道具立候跡ニ為御持
被遊候、 〈横目方留帳〉
 
同
 
日、御坊主大内立賀、失物ニ付、水番孫七御穿鑿之内縄掛
置候所、疑鋪儀も相聞不申候故、先縄御免被遊、先番人は附置申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、七夕為御祝儀、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
御肴代七両五分宛
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
桜田様
 
 
 
 
 
 
 
御肴代銀七両五分
 
 
 
 
 
右之通、以御使者被為進候、 〈式台進物帳〉
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同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候、 〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
八
 
日、従
 
公儀御尋物之御書付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐久間町片丁
 
正阿弥八郎兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年三十一、二
 
 
 
 
 
 
右人形之書付
 
一、長中之男、痩形、色白
 
一、眼丸ク少出目
 
 
 
一、面体少面長、鼻筋通 少鼻平メ
 
 
 
一、眉毛厚、耳少 シ
 
 
 
一、唇薄、歯小歯ニ而揃
 
 
 
一、鬢中位
 
 
 
一、月代之内 右之方ニ五分計兀有
 
 
 
一、惣体 薄兀
 
 
 
一、左之腕ニ万命ト申入黒子有
 
 
 
一、手足尋常 但 両足膝節より下ニ湿瘡之跡有
 
 
 
 
 
右之者、初之名甚兵衛と申候、其後八郎兵衛、又源衛門と改候、衣類定紋ニ瓜ヲ付候
 
 
 
 
 
 
 
 
佐久間町四町目右兵衛店伝左衛門方ニ罷有候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
権衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年三十五
 
 
 
一、長中之男、痩形
 
一、顔面 、色少赤、鼻筋通り眼細目、尻少下り
 
一、鬢之中月代之中程少薄有之候
 
 
 
一、 きひら帷子紋丸 内ニ蔦、 但、 丸之差渡金尺ニ而壱寸、
紋之色柿ニ而有之候、洗兀之様ニ候
 
 
 
一、脇指長壱尺六寸程、黒鞘、柄糸黒茶鮫白、鍔鉄無地縁
赤銅
 
 
 
一、帯絹色黄唐茶
 
 
 
一、鼻紙袋地琥珀織色煤竹隠牡丹鼈甲二所有、右二人之者
御詮儀之事有之候所、八郎兵衛当六月十四日、権衛門は同十六日欠落仕候、右書付之通之者於有之は、其所ニ留置、奉行又は地頭、御代官
江
申出、夫より江戸町
奉行所
江
早速可申達、若隠置後日ニ脇より相知候ハヽ
可為越度者也
 
 
 
 
 
 
辰七月日
 
 
 
 
 
右之通御触有之候、 〈横目方日次帳 用部屋日次帳〉
 
九
 
日、薄井左助〈名闕、手代乎、未詳〉 、水戸より御金八百両
致持参候、 〈用部屋日次帳〉
 
十一日、
 
松林院様
江
御生身玉之（ 見玉・生御霊）
御祝儀被進候ニ付、 御表
江
被為
元禄 13 年(1700) 7 月 
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入候為御馳走、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和泉大夫
 
 
 
 
 
右被為
 
召、操二流被
 
仰付候、御家中男女見物被仰
付候、小川町様ニも被為入候、 〈横目方日次帳、同見物帳〉
 
同
 
日、表町万屋利兵衛、御門出入御留被成、殊之外致難儀候
付、御門出入御免 成候 仕度由 御中小姓小頭萩谷弥市佐衛 〈長正〉申出 、依之今日より御門出入指免申候、 〈横目方留帳〉
 
十二日、水番孫七事、御穿鑿之上越度も相見不申候ニ付、御免
被成並御中間ニ被仰付候
 
同
 
日、大内立賀、失物之節より御屋敷中夜廻別而相廻候所、
今晩より常之通相廻候、 〈上三章横目方日次帳、 同留帳〉
 
十三日、干蘭盆ニ付、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
枝大豆・茄子積合一台
 
 
 
 
 
 
 
燈籠
 
 
 
 
 
 
二ツ
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈用部屋日次帳〉
 
十七日、辻番頭箕輪小衛門〈長春〉申出候は、表町丸屋弥兵衛
手代盆前罷越、木綿之代致催促候付、当分有合不申候間相待候様ニと申候処、不届之挨拶仕候 依之御門出
入留申度由、 此段何も相談之上御門留申付候、 〈横目方日次帳、留帳
（
同
脱
ヵ
）〉
 
十八日、松平式部殿〈源頼豊、後為高松節公嗣〉 、今度従讃岐守
（松平頼常）
様〈節公〉為御使御出府ニ
付、先日御太刀馬代御持参
被成候、依之為御返礼、
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御帷子単物二ツ
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
右之通、 以御使者被遣候、 〈用部屋日次帳、 式台進物帳〉
 
廿一日、細川与一郎殿〈肥後世子源某、諡恵雲〉御死去ニ付、
鳴物・音曲・押立候普請三日御停止之由相触申候 〈横目方日次帳、同遠行帳、式台戒名帳、用部屋日次 〉
 
廿二日、月光院様〈諱元子〉二十三回御忌ニ付、於法伝寺軽
志被遊候、依之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
法伝寺
江 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、尤、年寄衆より口上ニ而遣申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
 
御用部屋詰
鈴木政衛門〈利尭〉
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
廿四日、丸屋弥兵衛手代御門出入留候所、願ニ付指免申候、 〈横
目方日次帳、同留帳〉
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同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主
佐藤宗賀
 
 
 
 
 
其方儀、 常々勤方不宜ニ付御暇被下置候、 水戸
江
罷下、
以後江戸
江
罷出奉公仕間鋪候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈用部屋日次帳、横目方日次帳〉
 
廿五日、主膳様御家来薄井森衛門、御馬為牽水戸
江
罷下候、 〈横
目方日次帳〉
 
廿六日、今日御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務大輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御簱 衆〈本書不載仮名〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師衆〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通御詔請被遊候、 為御慰踊子 為
 
召候、 〈用部屋
日次帳〉
 
廿七日、恵雲院殿御法事ニ付 為御香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
右之通、御寺品川妙翁院
江
以御使者御備被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御物頭
 
高山勘五佐衛門〈重信〉
 
同
 
日、右御法事ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細川越中守殿〈綱利〉
江
 
 
 
 
 
 
 
薯蕷一台
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
法輪院様
江 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿九日、
 
高厳院様〈厳廟夫人〉二十五回忌御法事、於上野明日より始申
候、 〈横目方日次帳〉
 
八月小
 
朔
 
日、為八朔之御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様（綱吉養女、吉孚正室）
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
御肴代一包宛〈如本書〉
 
 
 
 
 
桜田様
江
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、右為御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上御礼被仰上候
 
同
 
日、右為御祝儀、
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松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
芝肴一折
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
二
 
日、於水戸松平懐軒様〈頼恭〉御息女〈諱紺、諡教秋〉 、去
月廿九日御死去由申来候
 
十三日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用部屋詰
 鈴木政衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐両
 
 
 
 
 
其方儀、御徒ニ被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主
 
 
 川崎丹賀
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而、高三両 人扶持被成下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 山口長賀
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方共御加増被下候、丹賀儀は、御仕着結御切米ニ御直被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定番井上由衛門悴
井上佐次兵衛
 
 
 
 
 
 
 
鼻紙代一両壱人扶持御仕着
 
 
 
 
 
其方儀、坊主ニ被
 
召出候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 
 
 兼子所佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
御切米三両弐人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御次坊主並ニ被召抱候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御家中
江
被
 
仰出候御書付
 
 
 
 
 
 
 
御定
 
 
 
一、御家中音信・贈答・振舞御停止之旨、先達而被
 
仰出
候得共、常詰之儀ニ而何も窮屈ニ可有之様ニ被
 
思召
候間、向後軽ク寄合候儀不苦被
 
思召候旨被
 
仰出候
 
 
 
一、軽一汁三菜香物共
 
 
 
 
 
 
 
但シ他客、附リ婚礼為祝儀共一汁三菜不可過事
 
 
 
一、酒之肴弐種
 
 
 
 
 
 
 
但シ、祝儀らしき節取肴・吸物は格別之事
 
 
 
一、麺類出候ハヽ小附無用之事
 
 
 
一、常体手作之類、軽キ取遣御免之事
 
 
 
 
 
 
 
但シ、急度音信・贈答之儀は、唯今迄之通御停止之事
 
 
 
 
 
右之通御免被成候、此上様子重ク相聞 ハヽ可為越度候、以上
 
八月十三日
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰出、頭々
江
申渡候、 〈横目方日次帳、同留
帳〉
 
 守山御日記巻之三百十二
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十二
 
」
 
 守山御日記巻之三百十三
 
 
 
起元禄十三年庚辰八月十五日
 
 
 
終同年九月 一日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
八月
 
十五日、
 
三之丸様（徳川綱吉母）
江 
 
 
 
 
 
 
鶏頭花
 
一桶
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
 
二枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、中山備前守方〈名闕〉拝領屋敷
江
移徒（移徙）
ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
錫切立
 
五ツ
 
 
 
 
 
 
 
錫水次
 
五ツ
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、為御月見御祝、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
冷麦
 
二十舟
 
 
 
 
 
 
 
鮮肴
 
一種
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
 
 
冷麦
 
十舟
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一ツ
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
十六日、本庄因幡守殿〈宗資〉御一周忌ニ付、
 
三之丸様
江
為御伺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
干瓢
 
一箱
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
同
 
日、右之儀ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本庄安芸守殿〈宗俊〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牧野周防守殿〈康重〉
 
 
 
 
 
 
 
干瓢
 
一曲宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上五篇式台進物帳〉
 
十七日、御徒芹沢団助〈広覚〉 、従水戸罷登候
 
同
 
日、御徒目附佐川清助〈矩里〉 、水戸より罷登候
 
十八日、押仁兵衛儀、行跡不宜永之御暇被下候、御国者之儀故
軽被
 
仰付候間、在所
江
可罷越旨、御徒目附萩谷丹衛
門〈副充〉宅ニ而申渡候、 〈上三篇横目方日次帳、同留帳〉
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廿
 
日、岩城采女殿〈亀田侯平秀隆〉御老母慈光院殿〈名闕、
中津侯小笠原信濃守源長次女、亀田世子岩城権之助平景隆夫人〉 、 昨十九日御死去被成候、 右は
 
松林院様御
姪ニ而御座候、依之御家中鳴物今日一日御停止之由相触申候、 〈横目方日次帳、同留帳、同遠行帳〉
 
廿一日、
 
三之丸様より御使日比野七郎衛門殿〈名闕〉ヲ以、
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
二枚
 
 
 
 
 
右之通、御拝領被遊 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、右、御拝領之御肴之内、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
一枚
 
 
 
 
 
右之通、御頒被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿四日、大御目附衆被仰聞候由ニ而、
 
御城附より申来候は、
今度御目附水野小左衛門殿・三上半兵衛殿・津田三左衛門殿火之元改被仰付、諸大名衆上屋鋪・下屋敷共内
江
も入火之元改被申筈ニ被仰付候間、其段御心得可
被成由申来候、依之何方之御門成共被参次第開可申由申合候、 〈横目方日次帳、同留帳〉
 
廿五日、今度小石川
江
 
御成之節、坊主衆御借被成度由申来、
六人被遣候筈ニ付、為支度金、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加清
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
珍賀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立賀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長賀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹賀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円賀
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候由被
 
仰渡候、 〈横目方留帳、 用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、御献上之御道具致出来候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
御上下一具宛
 
 
 
 
 
右之通、為御褒美被下置旨、於
 
御前被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
小泉茂太夫〈久繁〉
 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
右之通、為御褒美被下置候
 
同
 
日、今度小石川
江
 
御成ニ付、御包丁人二人御借被成度由
申来候付、鈴木吉兵衛〈利貫〉 ・村上金佐衛門〈一行〉罷越候筈ニ
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麻上下一具宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
一、右之節、御足軽二十人・小頭一人被遣候付、
 
 
 
 
 
 
 
麻上下一具宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、右
 
御成之節、御包丁人・坊主衆紗綾羽二重之小袖着
用不苦候、常々は御法度ニ候得共、今度は勝手次第可致着 由、小石川より申来候間、其通被
 
仰付候、 〈上
三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、本多吉十郎殿〈忠孝〉
江
初而御逢被遊候付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多吉十郎殿
江 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
右之通、以御使者被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿六日、
 
 
 
 
 
 
松林院様御用人
 福田金兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
其方儀、勤方不宜ニ付知行被
 
召上、四人扶持被下、
御下屋敷
江
被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様附
   
 有田平佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈用人乎、未詳〉
 
 
 
 
 
其方儀、勤方不宜ニ付、御役御免被遊候、御番一通可相勤候
 
 
 
 
 
右之通、於御表被
 
仰渡候
 
廿八日、
 
水戸様御同道ニ而御登
 
城被遊候節、四辻抔ニ而往
来之者通兼候ハヽ、
 
水戸様同勢と此方様御挟箱之間
明ケ候而通候様ニと被
 
仰出候、 〈上二篇横目方留帳〉
 
廿九日、先年
 
水戸様より御借用之御金年賦御返済金之内、卯
ノ年分百六拾六両之内百両、先達而御返済被成、残金六拾六両吟味小高伊野衛門〈重本〉致持参相納申候〈用部屋日次帳〉
 
九月大
 
朔
 
日、御近習大久保八郎衛門〈忠孝〉親病気ニ付、願之通水
戸
江
之御暇被下、早速致発足候、 〈横目方日次帳、同留
帳〉
 
三
 
日、為重陽之御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
御時服
 
二ツ
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
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五
 
日、護国寺ニ而開帳有之ニ付、平四郎御門
江
御足軽一人加
番出シ申候所、開帳相済候ニ付、加番相止候
 
七
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様附
福田五郎太夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
其方儀、
 
松林院様背御意表
江
御返被遊候、 左候得は、
表ニ而も難被召仕被
 
思召候ニ付、御暇被下候、別而
御科も無之候間、奉公御構無之候、御定法之通
 
御三
家様初近キ御一門様方御役人中
江
は奉公可致遠慮候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡、宿
江
罷帰致支度罷出
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
辻番頭
 
 箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御腰物奉行
同
 
清兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
今度福田金兵衛儀、
 
松林院様思召有之御下屋敷
江
被
遣候ニ付、金兵衛妻病身ニ候間、為介抱、五郎太夫儀も金兵衛
江
被下候御長屋並ニ而御長屋致拝領度由、木
内所佐衛門方迄願出、松林院 達
 
御耳、先達而五郎
太夫方よりも木内所佐衛門方迄其段願出罷成間敷由致挨拶候所、 右之通其方共表
江
願出候段不届被
 
思召候、
仍之五郎太夫儀、表
江
御返被遊候得共
 
松林院様背
 
 
御意候者候間、表ニ而 難被召仕被
 
思召候ニ付御暇
被下候、 其方共願之趣不届被
 
思召候ニ付、 遠慮被
 
仰
付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
七
 
日、為重陽之御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿〈昌胤〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平志摩守殿〈直丘〉
 
 
 
 
 
小川町様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於品殿
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折宛
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
九
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
御肴代銀七匁五分宛
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一箱
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
同
 
日、右同断ニ付、
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松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
海老
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、今度
 
水戸様
江
 
御成ニ付
 
宰相様（徳川綱條）
江
被為進候御刀掛、
 
水戸様御役人御頼被遊候所
出来ニ付、為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御用人
 奥津所佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 近藤儀太夫
 
 
 
 
 
 
 
鮎鮓
 
一曲宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塙清佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
梶間六衛門
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
右之通被下置候、 〈式台進物帳、 用部屋日次帳○日次帳作七日、今拠進物帳〉
 
十一日、
 
青楊院様〈甲斐侯源綱豊卿〉御法事、於伝通院今日
より御執行被成候ニ付、鳴物・音曲御停止、御普請は御構無御坐由相触申
 
同
 
日、
 
公儀御徒目附粟津半左衛門方〈名闕〉より御番頭岡
田彦佐衛門〈宜紀〉方迄申越候は 本庄御屋敷辻番御組合罷成候ニ付、請負可被
 
仰付候は、此方存之者有
之候間、御相談可仕由申来候ニ付 御徒目附安島杢衛
門〈豊昌〉ヲ以申遣候は、
先刻御書中之趣、則申聞候
所、度々何角と被掛御心之段 別而被致満足候、能々御礼可申達之由被申候、 何分ニも御指図被成可被下候、請負之事、此方不鍛錬ニ 間、此者ニ諸事被仰付下候由申入候所、半左衛門方逢被申 と被申聞候は、被入御念被仰遣致承知候、請負仕候者は辻番役仲ヶ間之者共も存候者ニ而 下冨坂町半兵衛と申者 而 座候、此 抔
江
被仰付候而も可然候、併御急被成事ニも
無御座候間、此方得と穿鑿仕及者、其元迄遣 様ニ成共可仕候、其内私儀も以参可申上候、且又今日申渡候仲ヶ間共
江
も御請之御使被遣可然候由被仰聞候間、御
目付衆
江
も使遣可然候哉と承候所、夫ニは不及候、併
御用御頼被成御心安方も有之候ハヽ御使被遣 而も可然由被申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、本庄辻番所
江
御徒目附衆四人被参候ニ付、本庄御屋敷
守有馬三太夫〈忠時〉罷出候所 辻番所向後荻原近江守殿と御組合ニ罷成 間、左様御心得可被成由被申渡候、為御馳走温飩・吸物・御酒・菓子等被指出候所、御徒目付衆は御用ニ而罷出候節何方ニ而も御馳走請不申候由ニ而辞怠被申候間、茶・たはこ計 申 御徒目附衆被帰 以後、御小人目付は三太夫宅
江
寄申候ニ
元禄 13 年(1700) 9 月 
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付、右之御馳走出申候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百十三
 
終
 
                 
守山御日記巻之三百十四
 
 
 
起元禄十三年庚辰九月十二日
 
 
 
終同年同月
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
元禄十三年庚辰
 
九月
 
十二日、
 
水戸様
江
 御成ニ付、為御待請、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
江 
 
 
 
 
 
 
御刀掛
 
一ツ〈御紋付、若松黒蒔絵、浅黄羽二重
服紗ニ包箱ニ入〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、用部屋日次帳、同
 
御成用留〉
 
同
 
日、松平志摩守殿〈直丘〉 ・森雲仙老御出、御馳走出申候、
右之儀ニ付、
 
松林院様御表
江
被為入候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
十三日、今度本庄辻番之儀ニ付、御徒目附衆・御小人目附
江
為
御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
浅野理左衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 服部宇衛門殿
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御徒目附
忍田九左衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 池田忠兵衛殿
 
 
 
 
 
 
 
鮮鮭
 
 
二尺宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
松崎弥太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
大村半七
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 浦部半蔵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 堀井弥平次
 
 
 
 
 
 
 
多葉粉五十把宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳、横目方日次帳〉
 
同
 
日、今晩為御月見
 
松林院様御表
江
被為入御慰物有之候、
〈横目方日次帳〉
 
十五日、御近習大久保八郎衛門〈忠孝〉 、従水戸罷登候、 〈横目
方留帳〉
 
同
 
日、
 
御成前為御待請、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
御刀掛
 
一ツ〈惣梨子地、御紋附〉
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈用部屋日次帳、同
 
御成用留、式台進物帳〉
 
同
 
日、柳沢出羽守殿〈保明〉御養女、内藤右近殿〈政森〉
江
近々御婚礼ニ付、為御餞別、
 
 
 
 
 
 
 
毛氈
 
十枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
十六日、松林院様・松寿院殿〈名闕、厩橋侯酒井雅楽頭源忠挙
女、丸亀侯京極備中守源高豊夫人、同縫殿高或母公〉江
被為入御逗留被遊候
 
十八日、
 
水戸様
江
 
上使御老中阿部豊後守殿〈正武〉ヲ以、
来ル廿五日可被為
 
成之由被
 
仰進候、 〈上二篇横目方
日次帳〉
 
同
 
日、御老中阿部豊後守殿〈正武〉御宅ニ而御渡被成候御書
付
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
当辰年酒造米之儀、去々寅年造高之員数半分之積可造之候、 前々相触候通、 寒造之外、 新酒弥堅可為停止定之外隠シ候而酒造 者無之様ニ、急度可被申付候、以上
 
 
 
 
 
 
 
辰ノ九月日
 
 
 
 
 
右之御書付請取ニ参候
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台御条目留、用部屋日次帳〉
 
元禄 13 年(1700) 9 月 
 19 
同
 
日、右御触之儀、水戸
江
申遣候、 〈用部屋日次帳〉
 
十九日、
 
殿様初（松平頼貞）
而松寿院殿
江
御出被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候
 
同
 
日、今度
 
御成ニ付、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
江
被指上候御道具等ニ付、 諸事世話仕候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
東条兵助
 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
辻番頭
 
 
 箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御腰物奉行
 同
 
清兵衛〈永常〉
 
其方共不届之段、未御立腹ニ被
 
思召候得共、小石川
江
御成被
 
仰出候砌故、逼塞御免被遊候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
廿一日、
 
八重姫君様白山祭礼御覧被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
蒲萄一籠
 
右之通、
 
宰相様迄之御口上ニ而被指上候、 〈用部屋日
次帳、式台進物帳〉
 
廿二日、 小石川より申来候は、
 
御成ニ付御借被成坊主衆明日、
明後日も給仕入申候間、明日六ツ半時より被遣可
候、且又、御足軽二拾人之内十七人は御膳部之方ニ御座候間 廿四日五ツ時朝認以後被遣可被下候、残三人は同夕七ツ時より被遣候様可被成候、尤、何も麻上下着用之筈ニ御座候由 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、柳沢出羽守殿〈保明〉御養女、内藤右近殿〈政森〉
江
今日御婚礼御整被成候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢越前守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿三日、明後廿五日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉 、水戸様
江
 
御成之節御献上之品々、表向より
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
紗綾二拾巻〈紅白〉
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
 
 
 
 
御内証より
 
 
 
 
 
 
 
御文台〈浅黄羽 重脇紗包桐之箱入、緒糸真田〉
 
 
 
 
 
 
 
御硯箱
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
塩鯛
 
 
一箱
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右之通、 今日小石川御屋敷
江
被遣、 御用人衆
江
御頼被指
置候
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
御腰物奉行
 箕輪清兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
 
 
 
御道具指添
吟味
 
 
 
 小泉茂太夫〈久繁〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、用部屋
 
御成用留〉
 
同
 
日、今日
 
松林院様
江
之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御相客
小笠原遠江守殿〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 小笠原備中守殿〈真方〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 小笠原長門守殿〈長定〉
 
 
 
 
 
右之通、御招請被遊候、佐渡守殿御出之節、
 
松林院
様御白砂
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 小原孫太夫〈信奥〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 三宅八衛門〈繁賀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
松林院様御属
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
同所御門外
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
御裏御門
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
辻番頭
 
 
 箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
右之通、何も麻上下ニ而罷出申候
 
 
 
一、松林院様御玄関
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
麻上下
 
 
 御刀番二人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 御中小姓一人
 
 
 
 
 
右之通相詰申候
 
一、佐渡守殿御出之節、中途迄殿様より御使被指出候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
松林院方
江
御通被成候ニは、裏門御通御順能御座
候、裏門之内も
 
松林院罷有候所迄は間も御座候
間、松林院前迄御乗輿可被成由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御使役
 
稲垣藤助〈信重〉
 
一、右御客ニ付、商人御門留申付候、 〈横目方日次帳、同客
帳〉
 
廿五日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉 、今日
 
水戸様
江
 
御成ニ付、
 
 
 
 
 
八重姫君様（綱吉養女、吉孚正室）
江 
 
 
 
 
 
 
檜御重一組
 
 
 
 
 
 
 
鱸
 
 
二本
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
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鱸
 
 
二本
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
公方様〈憲廟〉 、水戸様
江
被為
 
成候、殿様ニ
（松平頼貞）
も昨夜八ツ半過之
御供触ニ而御詰被遊、
 
御成以後、段々御規式相済、
播磨守（松平頼隆）
様・此方様
 
御盃御頂戴被遊候
 
 
 
 
 
 
 
御刀
 
一腰〈青江備前末守、代三百五十貫、長二
尺七寸〉
 
 
 
 
 
 
 
御時服十
 
 
御紋付
 
 
 
 
 
右之通、御拝領被遊、御礼被
 
仰上候、以後、亦於
 
 
 
 
 
御前新知二万石被下之旨被
 
仰渡候
 
同
 
日、
 
還御以後、
 
御成之御礼并新知御拝領之御礼旁小石
川より直御老中・若年寄・柳沢出羽守殿〈保明〉 ・松平右京太夫殿〈輝貞〉御廻被遊、又小石川
江
被為入候、
尤、
 
三之丸様（徳川綱吉母）
江
之御礼、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉ニ而被
 
仰置
候、大御留守居稲葉丹後守殿〈正通〉并御側衆
江
御使
被遣候
 
同
 
日、新知御拝領之御知セ
 
 
 
 
 
甲府中納言様〈綱豊卿〉
 
 
 
 
 
鶴姫君様（徳川綱吉娘）
 
 
 
 
 
尾州中将様〈吉通卿〉
 
 
 
 
 
紀州中納言様〈綱教卿〉
 
 
 
 
 
右之御方様
江
被
 仰進候、
 
 
 
 
 
右之外、御一家様方
江
夫々ニ為御知申遣候、 〈上三篇式
台新知拝領届扣〉
 
同
 
日、小石川
江
 
御成ニ而
 
殿様ニも御腰物一腰・時服十御
拝領被遊、追而新知二万石御拝領被遊候由、九ツ半前此方
江
申来候
 
同
 
日、新知御拝領ニ付、御家中之面々御中小姓以上熨斗目着
用、御帰之節御目見え仕候様ニと相触申候
 
同
 
日、御玄関
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓一人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
一人
 
 
 
 
 
右之通加番罷出候 白砂敷、莚・水溜桶等指出申候
 
同
 
日、御門番人、何も袴着用申付候
 
同
 
日、七ツ半時
 
還御之由、申来候
 
同
 
日、殿様夜五ツ過御帰被遊候、御供廻下々迄掛合之御料理
被下置候、 〈上六篇横目方日次帳〉
 
廿六日、昨日
 
水戸様
江
 
御成之為御礼御登
 
城被遊候、 〈横目
方日次帳、式台新知拝領届扣〉
 
同
 
日、御玄関御番御中小姓以上、麻上下致着用候
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御祐筆
 
 
一人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御式台物書一人
 
 
 
 
 
右之通、御玄関
江
相詰、帳面付申候
 
同
 
日、今晩当番切、御吸物・御酒被下置候、 〈上二篇横目方日
次帳〉
 
同
 
日、新知御拝領為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都諸司代
 松平紀伊守殿〈信玆〉
 
 
 
 
 
右、御飛札被遣候、 〈式台新知拝領届扣、横目方日次帳○飛脚日次帳作前日、今従式台届扣〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大坂御城代
 土岐伊予守殿〈頼殷〉
 
 
 
 
 
右、御当地御屋敷迄御書被遣候
 
在府
 
 
 
 御奏者番衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 寺社奉行衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 御留守居衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大御目附衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 町奉行衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 御勘定
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御出入
 
 
 御目附衆
 
 
 
 
 
右之御方々
江
御使被遣候
 
同
 
日、
 
御台様
江
御礼之儀、御並之御方様御聞合被遊候所 難相知候ニ
付、
 
播磨守（松平頼隆）
様被仰合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用番御留主居
大久保玄蕃頭殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
右、御使被遣候、 〈上二篇式台新知拝領届扣〉
 
同
 
日、 新知御拝領ニ付、 為伊勢御代参御小納戸木村郷衛門 〈政
春〉被遣候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
御成相済候為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様（綱吉養女、吉孚正室）
江 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
干肴
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
江 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一折
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干肴
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、用部屋
 
御成用留〉
 
廿七日、
 
御成為御祝儀、従
 
水戸様八重姫君様
江
御膳被為進
候ニ付、
 
 
 
 
 
宰相様〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
石鰈
 
十枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
辻番頭
 
箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
廿八日、御玄関加番今日切ニ而、相引申候
 
廿九日、新知 拝領之為御祝儀、主膳様より御使被為差登候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 
 竹内伝太夫〈良広〉
 
同
 
日、御刀番斎藤哉衛門〈本秀〉 、水戸
江
之御使被
 
仰付、明
昼致発足候筈ニ候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、新知御拝領之為御祝儀、御勘定奉行荻原近江守殿〈名
闕〉
江 
 
 
 
 
 
 
縮緬
 
五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一箱
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿九日、
 
水戸様御用人衆より申来候は、阿部豊後守
（
正
武
）殿以珍阿
弥別紙之通被仰聞候由、 只今御城附之者より申遣候付、
 
宰相様
江
申上候所、成程御支度出来仕候間、朔日ニ
御礼可被
 
仰上旨、以
 
御城附御答御座候、右之段各
迄申遣候様ニと被
 
仰付候間、播磨守様・大学頭
（松平頼貞）
様
江
可被達
 
御耳候、以上
 
 
 
 
 
右、
 
御城附菅六衛門方より佐々木九郎佐衛門方
江
之
手紙写
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿、珍阿弥ヲ以、今度播磨守様・大学頭様新知御拝領被遊候御礼、大学頭様・播磨守様来月朔日ニ被
 
仰上候、御支度致出来候ハヽ早々
承寄可申達由被仰聞候間 否早々可被仰聞候、以上、 〈式台新知拝領届扣〉
 
 守山御日記巻之三百十四
 
終
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【
 
中表紙題箋ナシ
 
〔守山御日記
 
一百五十三〕
 
】
 
 守山御日記巻之三百十五
 
 
 
起元禄十三年庚辰十月
 
 
 
終同年同月四日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十月小
 
朔
 
日、
 
殿様御（松平頼貞）
登
 
城被遊、新知御拝領之御礼被
 
仰上候、
御退出以後、惣御老中・御側御用人・若年寄衆
江
御廻
被遊候
 
同
 
日、火事有之 火元見遣候処、中野新町弐丁程致焼失候、
〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、新知御拝領之御礼被仰上候ニ付、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御時服
 
五
 
 
 
 
 
 
 
黄金
 
十枚
 
御台様
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻〈紅白〉
 
 
 
 
 
 
 
白銀十枚
 
三之丸様（綱吉母桂昌院）
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻〈紅白〉
 
 
 
 
 
 
 
白銀十枚
 
五之丸様〈諱伝子、鶴姫君及徳松君母公、号瑞春〉
江 
 
 
 
 
 
 
白銀五枚
 
 
 
 
 
右之通、 御献上被遊候、 〈式台新知拝領届扣、 同進物帳、用部屋
 
御成用留〉
 
 
 
一、右御礼ニ付、御献上物之品々、松平出雲守様〈義昌〉 ・
松平主税頭様〈頼方〉抔新知御拝領之節御献上物被成候格ヲ以、 播磨守様 〈頼隆〉 御同前ニ阿部豊後守殿 〈正武〉
江
御伺被遊候御口上
 
 
 
 
 
 
 
今度新知拝領仕候ニ付、右御礼申上候節、
 
 
 
 
 
公方様
江
献上物之儀、従水戸殿被相伺候処、昨日御指
図被成被下辱承知仕候、弥御指図之通指上申ニ而可有御座候、夫ニ付、前方同姓出雲守・主税頭新知拝領仕候節、指上物之次第、別紙書付之通御座候、此度之儀、私共よりは如何可仕候哉、右ニ順シ指上物可仕候哉 委細別紙ニ書付相伺申候 御事多中乍御六ヶ敷御指図被成可被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別紙
 
 
 
 
 
 
 
公方様
江 
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黄金拾枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小袖五
 
御太刀指添申ニ而可有御座候、左候ハヽ金馬代も相添可申候哉
 
 
 
 
 
 
 
御台様
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白銀拾枚
 
 
 
 
 
 
 
三丸様
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
并順、今度指上物仕可然思召候ハヽ、右之通程ニも可仕候哉
 
 
 
 
 
 
 
五丸様
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
只今迄指上物不仕候得共、今度は如何可仕候哉、指上物仕候而可然思召候ハヽ、右之通程ニも指上可申候哉
 
 
 
 
 
 
 
右之通御伺之処、被仰聞候は、
 
公方様
江
御献上之内、御太刀と被指添御馬代、別而御献
上ニは及不申候、鶴姫君
（
綱
吉
娘
）様
江
之被為進物は御勝手
次第可被成候、其外御書付之通可被献候
 
五丸様
江
之被献物は、秋元但馬守殿
江
御伺被成候様ニと、
御用人秋山惣右衛門を以被仰聞候
 
 
一、右之通御指図ニ付、直ニ秋元但馬守殿
江
致伺公、
 
五丸様
江
之御指上物 儀、前書之書付之趣ヲ以御伺之段
申入候所、紗綾五巻可被指上候、且又、只今迄は
 
五丸様
江
指上物不被成候由、向後は松平左京太夫様・松
平摂津守様 ・ 同出雲守様被指上物之品御聞合被成、其程々ニ御見合被成可被指上候、尤、被指上候時分前日と当日ニ以御使者 仰聞 由、太田十衛門を以被仰聞候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
大御留主居
稲葉丹後守殿〈正通〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
在府
 
 
 
御奏者番衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      寺社奉行衆
 
                             大御目付衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  町奉行衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御勘定頭衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御側衆
 
 
 
 
 
右之御方々
江
今日御礼被
 
仰上候ニ付、御使被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
京都諸司代
松平紀伊守殿〈信茲〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大坂御城代
土岐伊与守
（
予
）
殿〈頼殷〉
 
 
 
 
 
右為御礼、御書被遣候、 〈上二篇式台新知拝領届扣〉
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同
 
日、御礼被
 
仰上候ニ付、
 
御城女中衆
江
被遣物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右衛門佐殿
 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於市殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高瀬殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松江殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊小路殿
 
 
 
 
 
 
 
白銀弐枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於くら殿
 
 
 
 
 
 
 
同
 
壱枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御表使四人
 
 
 
 
 
 
 
白銀壱枚宛
 
 
 
 
 
右之通為御祝儀被遣候、右之銀子奉書紙ニ而包、水引ニ而結、銘々台ニ載、包熨斗添御登城之、先達
 
御
城
江
以御使者被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、右之為御祝義、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御時服三
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
 
 
 
 
 
 
 
白銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清涼院様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
御樽代三百疋
 
宛
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軽松様
江 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通、
 
御城御退出より御持参被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
英勝寺様
江
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玉峰院様
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
岩茸一箱
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家老
中山備前守方〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
中山内記方〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家老
筧助太夫
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
肥田十蔵
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
 
 木村権野衛門
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 芦沢喜兵衛
江
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 佐々木九佐衛門
江
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八重姫君様
 
 
 老女衆五人
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人様
 
 
 
 若年寄衆四人
江
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人様
 
 
 
 表使三人
江
 
弐百疋宛
 八重姫君様御用人
山高八左衛門殿〈名闕〉
 
御太刀一腰
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
 
少将様御傅
 
 
 榊原新佐衛門
 
同
 
 
 
 
 
 
 佐藤八衛門
 
江
 
干鯛一折
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三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
 川勝権佐衛門
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様老女
 
 
沢井
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
山野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
丸山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
民部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
式部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
幾野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
幾田
 
弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様女中
 
 
於はや
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
於りう
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
  
 
於むつ
 
弐百疋
 
 
 
 
 
右之通被下候、 〈上三篇式台進物帳、用部屋御成用留、式台新知拝領届扣〉
 
同
 
日、右為御祝儀、御刀番斎藤哉衛門〈本秀〉水戸
江
御使被
遣候ニ付、御音物之品々
 
 
 
 
 
源威様（徳川頼房）
御廟
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
江 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
真源院（松平頼元）
様
江 
 
 
 
 
 
 
白銀二枚
 
 
 
 
 
円理院（頼元生母）
様
江 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
右之通、御備被遊候
 
 
 
 
 
黄門様〈義公〉
 
 
 
 
 
 
 
郡内島一箱
 
 
 
 
 
 
 
鯣
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御手樽二荷
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
黄門様附
 
 大森典膳
江
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 井上玄桐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木宗与
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 朝比奈半次郎
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同老女
 
 
 左近
江 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
右之通被下候、 〈式台進物帳、 同覚帳、 同新知拝領届扣
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用部屋
 
御成用留○式台新地拝領届扣、不載川勝権佐
衛門・井上玄桐・朝比奈半次郎〉
 
二
 
日、右之通、御礼被
 
仰上候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
時服四ツ
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
  
 
阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
時服四
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 
 土屋相模守殿〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 
 小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
縮緬五巻
 
 
 
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金壱枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側御用人
 松平右京太夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
縮緬五巻
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若年奇
 
（
寄
）
 
 稲垣対馬守殿〈重富〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        加藤越中守殿〈壬生侯藤原
明英〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        井上大和守殿〈亀山侯安倍
正岑〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        本多伯耆守殿〈正永〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側衆
 
 
 水野肥前守殿
〈忠位〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        水野丹後守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        中根大隈守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        安藤伊勢守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        青山伊賀守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        藤堂伊予守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        大久保長門守殿〈教寛〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        島田丹波守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
        安藤出雲守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀三枚
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺社奉行
  阿部飛騨守殿〈正喬〉
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同
 
 
 
 
 青山播磨守殿〈尼崎侯豊原
幸督〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当番御奏者番
松平弾正忠殿〈正久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺社奉行
 
 永井伊賀守殿〈直敬〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 松平丹後守殿〈桙築侯源重
頼〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当番御奏者番
三宅備前守殿〈康雄〉
 
 
 
 
 
 
 
干肴両種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御留守居
 
 岡部丹波守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 水野長門守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 松平主計頭殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 大久保玄蕃頭殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 村越伊予守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町奉行
 
 
 松前伊豆守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 保田越 守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 井戸対馬守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 久貝因幡守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 戸川備前守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 荻原近江守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大御目付
 
 仙石伯耆守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 安藤筑後守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 溝口摂津守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 庄田下総守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御作事奉行
 木幡備中守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 松平伝兵衛守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
 奥田八郎衛門守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 甲斐庄喜衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 水野権十郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀二枚
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
 多門伝八郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳、同新知拝領届扣、用部屋御成用留〉
 
同
 
日、他所御出之節、只今迄は御用挟箱御馬之先
江
立候所、
御連枝様方ニ而は御馬之先御蓑箱計立候ニ付、此方ニ而も其通致候様 と相済、御用挟箱ハ同勢之先
江
立、
御蓑箱計先
江
立候筈ニ申付候、 〈横目方日次帳、 同留帳〉
 
同
 
日、新知御拝領之為御祝儀、
 
三之丸様よ（徳川綱吉母桂昌院）
り御使守能吉兵衛殿〈名闕〉以、
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白銀拾枚
 
 
 
 
 
 
 
干肴両種
 
 
 
 
 
右之通、御拝領被遊候、 〈横目方日次帳、式台覚帳、同新知拝領届扣〉
 
三
 
日、主膳様
（松平頼愛）
より為御使者罷登候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
竹内伝太夫〈良広〉
 
 
 
 
 
 
 
御目録〈本書不載員数故不記〉
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、新知御拝領為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家頼
 小山修理
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御城附
 菅六衛門
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御同朋
 
 
 河合瓢阿弥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 大家紋阿弥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 河合寸阿弥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 篠原儀阿弥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 前木善阿弥
 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家頼
 戸次平之進
 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
右は、去月廿五日
 
水戸様
江
 
御成之節、御用相達候
ニ付被下置候、 〈式台進物帳、 用部屋
 
御成用留○戸次
某拠進物帳〉
 
四
 
日、新知御拝領為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
白銀三拾枚
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
鯣
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御家老
 
 
小原孫大夫〈信興〉
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
 
 
白銀三拾枚
 
 
 
 
 
 
 
昆布
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御小姓頭
 
大戸市郎衛門〈良正〉
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同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
紀伊中納言様〈綱教卿〉
 
 
 
 
 
甲府中納言様〈綱豊卿〉
 
 
 
 
 
尾張中将様〈吉通卿〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
宛
 
 
 
 
 
鶴姫君様（徳川綱吉娘）
江 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上野
 
 
 吉祥院
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋〈用部屋御成用留作二百疋〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浅草
 
 
 東光院
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公儀御徒目附組頭
 依田十郎兵衛殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 高木十郎衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 岩室伊衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
銀一枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 
 
 
 佐々木文斎
 
 
 
 
 
 
 
六百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 
 
 
 原田三智
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 吉田伝悦
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 関本宗覚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 田島永琢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 青野伝養
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 鈴木宗斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 岡田貞俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 勝村長益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 
 
 
 中村道務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 宅間玄佐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 佐藤玄智
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 星野円寿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 長谷川露三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 同
 
嘉春
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 三谷休甫
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 [  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ] 
同
 
日、
[  
 
 
 
 ] 面々
江[  
 
 
 
 ] 下置候
 
同
 
日、御忌明候ハヽ前々之通
[  
 
 
 
 ] 御番致心掛候様ニ
と被
 
仰付候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平豊後守頼路
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥様
 
 
 
 
 
 
 
菊地川□一箱
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台
 
恭公悔帳〉
 
 守
[  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ] 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本庄安芸守殿〈宗俊〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於順殿〈山本氏〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈粛公之侍女、後為世
婦、諡了照〉
 
 
 
 
 
 
 
巻物二ツ
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳、同新知拝領届扣、用部屋御成用留〉
 
 守山御日記巻之三百十五
 
終
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守山御日記巻之三百十六
 
 
 
起元禄十三年庚辰十月四日
 
 
 
終同年同月 日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十月
 
四
 
日、今度新知御拝領之為御祝儀、御直参之下々迄被下候由
被
 
仰渡、尤、
 
松林院様・御奥様下々迄被下候、 〈横
目方日次帳〉
 
 
 
一、右被下金銀御割合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人より御取次迄常上下、以上
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓より 小納戸迄
 
 
 
 
 
 
 
五百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓小頭より小
吟味迄
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭より御中間頭迄
 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主手代
 
 
 
 
 
 
 
百五拾疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
職人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御菜園頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
辻番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御門番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御末者
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中間之内ニ而刀差
 
 
 
 
 
 
 
鳥目五百文宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
並御中間不残
 
 
 
 
 
 
 
鳥目三百文宛
 
 
 
 
 
右之外、隠居并幼少之面々は、例より軽ク被下候
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松林院様附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川崎嘉太夫〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今井忠佐衛門〈宜智〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有田平佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成瀬治佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊井三衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成瀬条衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊井七衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟田長兵衛〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉木喜平治〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下々
江 
 
 
 
 
 
 
千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
老女
 
 外山
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中老
 
 広瀬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 奥津
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 小塩
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣女中
 
 
 
 
 
 
 
千疋
 
 
 
 
 
御奥様附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笹山平太兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四宮茂兵衛〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
熊川幾衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三木安佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
林
 
藤衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成田権太夫〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御侍中より末々迄
 
 
 
 
 
 
 
二千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
老女
 
 野沢
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中老
 
 増尾
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣女中
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千疋
 
 
 
 
 
小川町様附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
林弥五衛門〈長久〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田中武太夫〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
黒須才兵衛〈吉回〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡部伝五衛門〈重定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石橋平助〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
老女
 
 瀧野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 荻田
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 中老壱人
 
 
 
 
 
 
 
二百疋
 
 
 
 
 
隠居之面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元御家老
 鵜殿六太夫〈広次〉
 
 
 
 
 
 
 
五百疋
 
元御鑓奉行
小原光受〈信勝〉
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚
 
 
 
 
 
御部屋并中奥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
 
 
 
 
 
 
 
五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
綱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐川
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
崎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
かく
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
染姫様
 
 御次壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
娵姫様
 
 御次壱人
 
 
 
 
 
 
 
二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御乳壱人
 
 
 
 
 
 
 
百五十疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中奥
 
 
 御半女二人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御部屋
 
 同三人
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
右之通被下置候、 〈用部屋
 
御成用留、 同新地祝儀頂戴
帳〉
 
五
 
日、新知御拝領ニ付、
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上野御宮
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
台徳院（徳川秀忠）
様
 
大猷院（徳川家光）
様
 
厳有院（徳川家綱）
様
 
 
 
 
 
右三
 
御仏殿
江 
 
 
 
 
 
 
銀一枚宛
 
 
 
 
 
右之通御献上、御参詣被遊候
 
同
 
日、右同断為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城
 
 
 
 御玄関番三十人
 
 
 
 
 
 
 
金三両三分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中之門番人不残
江 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚
 
 
 
 
 
右之通被下候
 
六
 
日、新知御拝領為御祝儀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増上寺寺中
 恵眼院
江
 
 
 
 
 
 
 
弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定組頭
 桜井七衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 保木弥衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岩出瀬兵衛殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
生肴一種宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、今度小石川
江
 
御成之節、御用御頼被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御用人
奥津所佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
郡内島二端
 
 
 
 
 
 
 
鮎鮓
 
一曲
 
 
 
 
 
右之通被下候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
七
 
日、
 
水戸様御
 
家頼木村権野衛門方より申来候趣
 
 
 
 
 
 
 
 
以手紙令啓達候、 今度
 
御成之御物入有之ニ付、
 
大学頭（松平頼貞）
様御借用被遊候御金之内、 返済被遊
候様ニと之御儀ニは御座候得共、御勝手御不如意之御事故、此砌御返納も難被遊之由、依之為御助力御地行所
江
償金被
 
仰付御取立被進候、
夫ニ付、右納候償金 義、
 
大学頭様御借用金
御返済之方ニ御引次可被遊之旨、
 
宰相様（徳川綱條）
思召
候、此段各迄申進候様ニと之御事ニ付、如此御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村権野衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十月三日
 
 
 
 
 
 
 
 
小原孫太夫様
 
 
 
 
 
 
 
 
三宅八衛門様
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右償金御借用金御返済之方
江
請取候段、小石川御金方
役人細井新五佐衛門・藤崎伝之丞方より手形参候筈ニ候、残金御返済之事は、当暮より前々之通御返納之筈ニ御座候由、端書ニ申来候 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、新知御拝領為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森雲仙老
江 
 
 
 
 
 
 
白銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛十枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、新知御拝領為御祝儀、
 
水戸様
江
御招請ニ而
 
殿様被
為入候処、
 
 
 
 
 
 
 
御刀一腰〈延寿、代金十五枚〉
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
八
 
日、御家中
江
被下候御金、今日相渡申候、 〈上二篇横目方日
次帳〉
 
九
 
日、新知御拝領為御御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石尾儀衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河原清兵衛殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤権七郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩出与左衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清野半三郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細田弥三郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遠藤金五郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈上七人役名未詳〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
同
 
日、此度新知御拝領ニ付、為御祝儀、
 
御老中御招請被遊
度由、播磨守様御同様ニ阿部豊後守殿〈正武〉
江
以御
使者被仰入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
今度新知拝領被
 
仰付御礼迄首尾能申上候ニ付、
態と御仲ヶ間様方申請度願存候、如何可致候哉、御内意之程乍御六ヶ敷相伺 、御用人中迄以使申達候
 
 
 
 
 
右之通申入候処、御返事被仰聞候は、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
被入御念被仰下候趣、致承知、御尤存候、近年は何方
江
も不致伺公候間、被仰入候而も何も致伺公
間敷と存候、併被入御念候儀ニ 座候 、各
江
可
申達候由
 
 
 
 
 
右之通、加藤三衛門と申仁ヲ以被仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
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〈式台新知拝領届扣、同覚帳〉
 
十
 
日、御出之御先々、何方ニ而も玄関前
江
小遣之者二人宛入
可申由被
 
仰出候、 〈横目方留帳〉
 
十一日、御刀番斎藤哉衛門〈本秀〉 、水戸より罷登申候、去七日
瑞龍・浄鑑院・山御寺
江
罷越、御代拝相勤申候、
 
源
威様
江
之御太刀目録、 瑞龍ニ而相納申候、
 
真源院様
江
之白銀二枚、浄鑑院ニ而相納申候、
 
円理院様
江
之三
百疋 御目録、山御寺
江
相納申候、大森典膳・鈴木宗
与・朝比奈半次郎・井上玄桐
江
被下候御目録、石野太
郎八
江
頼入候処、朝比奈半次郎・井上玄桐儀は当座之
御雇ニ而西山相勤候間、受納致候而は、御家中衆
江
中
り障ニ罷成候間、致返上候様ニと
 
黄門様〈義公〉御
意之由ニ而、受納不仕候
 
 
 
一、松平懐軒様〈頼泰〉 、芳園院様・光曜院様・松寿院様・
主膳様・寿経院様
江
御使相勤候処、御返答相替義無御
座候
 
 
 
一、黄門様より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
斎藤哉衛門〈本秀〉
江 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
右御使者ニ罷越候ニ付、拝領被
 
仰付候、 〈式台覚帳〉
 
十二日、新知御拝領為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様より
 
 
 
 
 
 
 
紗綾十巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 粟津又左衛門殿
 
同
 
日、今度御拝領之御領知為受取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
右之通可被遣由被
 
仰渡候
 
十三日、新御領為請取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 同
 
伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 小林軍内〈董林〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
右之通可被遣由被
 
仰渡候
 
同
 
日、本庄辻番所請負申候半兵衛と申者方
江
御徒目付安島杢
衛門〈豊昌〉押壱人召連罷越、証文相極、金子九両二歩相渡申候、明十四日より番人両人宛指置候筈ニ申合候
 
同
 
日、今日度々御出被遊御供廻太儀ニ被
 
思召候間、酒為給
候様ニと御意ニ付、諸士中
江
は煮染ニ而御酒為致頂戴
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候、下々
江
はむしり肴ニ而御酒被下候、 〈上五篇横目方
日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百十六
 
終
 
                 
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十四
 
」
 
 守山御日記巻之三百十七
 
 
 
起元禄十三年庚辰十月十四日
 
 
 
終同年同月 八日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十月
 
十四日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 小原六郎衛門〈信本〉
 
 
 
 
 
萩谷丹衛門御用被
 
仰付候付、其方儀、御徒目付御雇
被
 
仰付候、 〈横目方日次帳、同留帳〉
 
同
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江
 
上使御老中土屋相模守殿〈政直〉
ヲ以御国元
江
之御暇被為進候
 
同
 
日、
 
水戸様御家来木村権野衛門方より手紙、今度
 
御成
首尾能相済候付、
 
中納言様ニも品々御拝領物被遊忝
次第被
 
思召候、仍之御拝領之白御小袖壱ツ宛
 
松林
院様并大学頭
（松平頼貞）
様之奥様
江
御頒被為進候間、則右之品為
持進之候、宜御取計御上可 下候、此段私より申進候様ニと被
 
仰付候由、
 
 
 
 
 
端書ニ申来候は、相馬弾正少弼殿奥様・松平内匠頭殿奥様・松平志摩守殿奥様
江
紅羽二重壱疋宛、是又御頒
元禄 13 年(1700) 10 月 
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被為進候間為持進之候、其元御附属衆迄御通達宜様ニ御取計可被下候由申来候、 〈上二篇式台覚帳〉
 
同
 
日、今度新地御拝領之為御祝儀御老中方御招請之儀被
 
仰
入候所、御断ニ而御出無之ニ付、右為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 土屋相模守殿〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側御用人
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 松平右京太夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
 
 
御茶一袋〈初筒、桐箱入〉
 
宛
 
生鯛五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 阿部豊後守殿〈正武〉
 
御茶一袋〈初筒、桐箱入〉
 
鱸一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
辻番頭
 
箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、同新知拝領届扣〉
 
十五日、
 
宰相様御下国ニ付、為御餞別、
 
 
 
 
 
 
 
御羽織二ツ〈黒縮緬御
紋付、茶縮緬御紋付〉
 
 
 
 
 
 
 
御檜小重〈刻物一重、御干菓子 重、山椒餅・柿
餅一重〉
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
大小姓
 田中島権衛門〈兼忠〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、
                手代
 
 小貫惣衛門〈延清〉
 
 
 
 
 
其方儀、新地受取御用
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 并水戸御徒目付舟木藤衛門 〈忠親〉
其外水戸手代四人新地請取御用被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主
 
 大内立賀
 
 
 
 
 
其方儀、御番
 
御免被遊候、毎日御屋形
江
罷出可申旨
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、御小納戸木村郷衛門〈政春〉 、伊勢御代参相勤罷帰候、
〈上二篇横目 留帳〉
 
同
 
日、
 
宰相様〈粛公〉 、昨晩五ツ過水戸
江
御発駕被遊候
 
同
 
日、
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉御病気ニ付、為御伺御機嫌御使役冨
岡斧衛門〈政直〉水戸
江
御使被
 
仰付、今夜六半頃致
発足候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、右御使被為進候付、
 
 
 
 
 
黄門様
江 
 
 
 
 
 
 
生干鱚一箱
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
十六日、
 
水戸様御用人衆より手紙ニ而申来候は、今日
 
中納
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言様
江
為
 
上使中山勘解由殿、尤、御病気付、奥山立
庵被
 
仰付、何も今晩御当地被致発足候由ニ御座候由
 
十七日、
 
播磨守様〈頼隆〉衆より申来候ハ、昨日播磨守殿
江
御老中御連名之以御奉書、御用之儀有之候間阿部豊後守（
正
武
）殿御宅
江
被相越候様ニと申来候得共、従先頃之
病気今以軽無 座平外之体ニ居被申候付、難被罷出、無是非御断被申上不被致伺公候、尤、御用之儀ハ難計候得共、若水戸
江
之御暇ニ而も可有之哉と存候、尤、
快気次第御案内も可被申上候得共、 早速不被罷出、 扨々時分悪被致迷惑候、旁
 
黄門様（徳川光圀）
御様体被承度、幸奥
山立庵老水戸
江
被参候付、 此方手医師庄田立允と申者、
立庵之弟子ニ而御座候間 立庵迄被指越、黄門様御様体可被相伺と被存候、尤、口上等は不被申付候由、 〈上二篇式台覚帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
  大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金拾両四人扶持
 
 
 
 
 
右御刀番並被
 
召出候
 
同
 
日、暮六時、御老中より御奉書到来、明十八日御用之儀候
間四時御登
 
城被成候様ニと申来候、右御用は、
 
黄
門様御病気付、水戸
江
之御暇被
 
仰出義も可有之哉と
被
 
思召、御内支度被遊候、尤、御供之面々も被
 
仰
渡、明日之御様子次第、御帰以後、早速御発駕被遊義も可有之由被
 
仰出候
 
同
 
日、明日之御登
 
城御供ニ、水戸御供被
 
仰付候面々は出
申間敷由被
 
仰出候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、今度水戸
江
御下被遊候ハヽ黄門様
江
御持参物
 
 
 
 
 
 
 
御小寝巻一〈桑染、御裏紅〉箱入
 
 
 
 
 
 
 
御綿子一
 
 
箱入
 
 
 
 
 
 
 
串蚫一箱
 
 
 
 
 
右之通致支度候様ニと被仰出候、 〈式台覚帳〉
 
同
 
日、水戸
江
之御供被
 
仰付候面々
江
支度金被下候覚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 三宅八衛門〈繁賀〉
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 脇田十郎衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
木内造酒衛門〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
 縣
  雲平〈忠正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番格
 浅香伊平次〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 明石通本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御針医
 
 村上養玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 根本忠八〈忠辰〉
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金壱両宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 水沢彦四郎〈正視〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 浦部七郎佐衛門 直庸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 飯村彦五郎〈常好〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 瀬谷伝次郎〈宗成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 福地半蔵〈昌勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 永田弥平太〈次包〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 雨宮利衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 山田与佐衛門〈正平〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 服部惣太夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓並
渡部逸平〈正国〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 嶺岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
 
 
金三分宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 御徒衆八人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 舟橋武助〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 小野崎安兵衛 同上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 市川伊佐衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐分宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主
 
 
 鈴木加清
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 村山珍賀
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主役
 
 須永九太郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 小川茂吉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 
 飯野関野衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御具足師
 落合庄衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀鍛冶
 川村小平
 
 
 
 
 
 
 
金壱分宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御矢倉手代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中間小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御草履取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御末之者
 
 
 
 
 
 
 
金弐朱宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御駕籠之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小道具之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御口之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小使番
 
 
 
 
 
 
 
鐚三百文宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下御厩之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小間使
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御蓑箱持
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
並御中間
 
 
 
 
 
 
 
鐚弐百文宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈用部屋大人水戸下国賜帳〉
 
十八日、御用ニ而被為
 
召御登
 
城被遊候、御用相済次第、早
速為註進御厩手代所谷角衛門馬ニ而下馬迄相詰罷有候所、九半時早乗ニ而罷帰、
 
黄門様（徳川光圀）
御病気為御尋水戸
江
之御暇被
 
仰出候間、御供揃可申候旨被
 
仰出之由
申来候
 
一、御城御退出以後、 御老
中方御廻被遊、 小石川
江
被為寄、
八ツ半過御帰被遊、御膳被
 
召上、七ツ過水戸
江
御発
駕被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、水戸
江
御下ニ付、仮御養子之御願書、御老中阿部豊後
守殿〈正武〉
江
以御使者被指出候、御願書之写
 
 
 
 
 
 
 
私実子無御座候付、万一之節、母方之従弟小笠原右近将監三男大力、当分養子奉願候、兼々右近将監
江
申合置候、恐惶謹言
 
 
 
 
 
 
 
 
十月十八日
 
 
 
 
 
 
 
 
御名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御直判
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿
 
 
 
 
 
 
 
 
土屋相模守殿
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原佐渡守殿
 
 
 
 
 
 
 
 
秋元但馬守殿
 
右之通、大奉書横折壱枚紙ニ而相認、阿部豊後守殿
江
致持参、石山加衛門ニ致対談、俄之儀、不鍛錬之儀御座候、此書付之通、弥差出可然候哉、乍御六敷御指図被成被下候様ニと申入候所
、豊後守義、土屋相模守様
へ罷越候、外之儀 候ハヽ御相談次第可仕候得共 重御用之儀、殊御養子之御先様何とそ存寄有之義も可有御座候、豊後守
江
可申聞候、幸相模守様御屋敷程近候
間、先様子相伺可申候、相待候様ニと申聞候間、暫相待候所 追而御返事 水戸
江
之御暇被
 
仰出候付、当
座御養子之 願書被遣写遂披見 所、一段可然候間、早々御用番迄可被指出候由、加衛門ヲ以被仰聞候付、則土屋相模守殿〈政直〉
江
持参仕、御口上之趣御取次
江
申達、御願書相渡 、 今度水戸
江
御暇被
 
 
仰出候付、 当座御養子御願之御書付被遣、 遂披見候、
明日仲間
江
可申談候、何も御帰府之節懸御目可申達候
由、被仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台覚帳〉
 
同
 
日、水戸御下ニ付、為御土産、
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黄門様〈義公〉
江 
 
 
 
 
 
 
御小寝巻一〈桑染御裏紅、箱入〉
 
 
 
 
 
 
 
串蚫一箱
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候、 〈式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百十七
 
終
 
               
守山御日記巻之三百十八
 
 
 
起元禄十三年庚辰十月十八日
 
終同年同月二十日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十月
 
十八日、水戸
江
御下被遊候付、為御宿割御徒目付佐川清助〈規
里〉昼八ツ半時致発足候
 
同
 
日、夕七ツ過、水戸
江
御発駕被遊候、千種迄為御見送、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御先乗
 
御物頭
 
 
縣与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓三人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野休古
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒六人
 
 
 
 
 
右、何も旅支度ニ而致御供候
 
同
 
日、為御見送千種迄
 
元禄 13 年(1700) 10 月 
 46 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指物屋
 弥兵衛
 
 
 
 
 
 
 
御干菓子一箱
 
 
 
 
 
右之通、持参指上申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紺屋
 
 治兵衛
 
 
 
 
 
右、千種迄罷越候
 
同
 
日、為御見送、
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今井忠佐衛門〈宜智〉
 
 
 
 
 
御奥様より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成田権太夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通、千種迄罷越候 ニと被
 
仰付候所、従伝通院
前御返被遊候
 
同
 
日、千種問屋杢左衛門上下ニ而町中
江
罷出候
 
同
 
日、葛西手前ニ而御挑燈付申候、尤、葛西ニ而為御馳走宿
中より行燈出申候
 
同
 
日、松戸御関所、夜五ツ前御通被遊候、御関所
江
為御断御
中小姓永田弥平太〈次包〉先達而御使被遣 、御関所之御番人三人上下ニ而御番所 下
江
罷出候
 
同
 
日、松戸御舟割、御刀番格浅香伊平次〈忠之〉相勤候
 
同
 
日、松戸舟渡ニ而
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟頭
 
 
 
 
 
 
 
鐚壱貫文
 
 
 
 
 
右之通被下候
 
同
 
日、小金御本陣日暮大蔵上下ニ而宿外迄御迎ニ罷出候
 
同
 
日、小金御泊、夜五半過御着被遊候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小金御宿
 日暮大蔵
 
 
 
 
 
 
 
雁壱羽
 
 
 
 
 
右之通差上申候
 
同
 
日、為伺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御肴屋
 
 市郎兵衛
 
 
 
 
 
 
 
御菓子一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丸屋
 
 
 七兵衛
 
 
 
 
 
 
 
生干鱚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木具屋
 
 忠左衛門
 
 
 
 
 
 
 
生干小鯛
 
 
 
 
 
右之通、小金御宿迄持参、指上申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右三人
江 
 
 
 
 
 
 
弐百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
松林院様より
 
 
 
 
 
 
 
一種〈本書不載幣物故不記〉
 
 
 
 
 
右之通、小金御宿迄御飛脚被為進候、右御飛脚
江
鐚五
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百文被下候
 
同
 
日、
 
季君様・（徳川綱條正室）
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉より御飛脚被為進候
 
 
 
 
 
右御飛脚
江
金壱分宛被下候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小金御宿
 日暮大蔵
 
 
 
 
 
 
 
金三両
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
十九日、明ヶ七過、小金御発駕被遊候
 
同
 
日、取手為御舟割御中小姓永田弥平太〈次包〉 ・同山田与佐
衛門〈正平〉御先
江
罷越相勤申候
 
同
 
日、取手舟渡、牧野備前守殿〈成春〉領分庄屋方より申付
候由ニ而、御座舟支度仕指出申候
 
同
 
日、同所舟渡ニ而
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟頭
 
 
 
 
 
 
 
鐚弐貫文
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、同所宿中致掃除、盛砂仕候
 
同
 
日、藤代御宿三左衛門、上下ニ而町中迄御迎ニ罷出候
 
同
 
日、藤代御昼休、九過被遊御着候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤代御宿
 三左衛門
 
 
 
 
 
 
 
金三分
 
 
 
 
 
右之通被下置候、右は旅籠之支度不宜 並より
少被下候
 
同
 
日、九ツ半過、藤代御発駕被遊候
 
同
 
日、鬼怒川為御舟割御中小姓服部惣太夫〈清勝〉 ・同矢内奥
衛門〈重良〉御先へ罷越相勤候
 
 
 
一、鬼怒川舟渡ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟頭
 
 
 
 
 
 
 
鐚壱貫文
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
一、土屋相模守殿〈政直〉領分境
江
相模守殿より御使者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
檜原平蔵
 
 
 
 
 
右被指出、則御直答被
 
仰遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御披露
 
御小姓頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
同
 
日、相模守殿領分入口より掃除被申付、拾四 五間置ニ人
足箒持罷有候、足軽弐人 先
江
立人払仕候
 
同
 
日、為御馳走、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相模守殿道奉行
下妻源内
 
 
 
 
 
右、御通筋
江
罷出候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同人
江 
 
 
 
 
 
 
弐百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、中村御宿茂兵衛、為御迎上下ニ而町外迄罷出候
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同
 
日、中村御泊、七ツ半過御着被遊候、御本陣門前
江
相模守
殿紋付之高桃燈二張立申候
 
同
 
日、御本陣前
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相模守殿代官
 郡司九衛門
 
 
 
 
 
右罷出
 
御目見仕候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同人
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
右之通、御徒使ニ而被下置候
 
同
 
日、郡司九衛門、御本陣
江
参、御用等も御座候ハヽ被
 
仰
付候様ニと申聞候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中村御宿
 
 
 茂兵衛
 
 
 
 
 
 
 
金壱両弐分
 
 
 
 
 
右之通被下置
 
廿
 
日、明ヶ七過中村御発駕被遊候、昨夕之通足軽弐人御先払
申候
 
同
 
日、土浦町中掃除被申付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相模守殿
 
 
 物頭壱人
 
 
 
 
 
右上下ニ而番所
江
罷出候
 
同
 
日、中貫村
江
相模守殿代官
広沢市郎兵衛領分境
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相模守殿道奉行
戸田市内
 
 
 
 
 
右之通罷出候
 
同
 
日、稲吉本堂八太郎殿〈名闕〉領分致掃除盛砂等、宿中
江
足軽五、六人罷出候
 
同
 
日、府中御宿矢口平衛門、上下ニ而町中迄御迎ニ罷出候
 
同
 
日、水戸より手代佐川太郎兵衛罷越候
 
同
 
日、町中掃除致盛砂、御代官山田源左衛門殿〈名闕〉之手
代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
茂所弥次兵衛
 
 
 
 
 
右罷出、諸事申付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
茂所弥次兵衛
 
 
 
 
 
 
 
百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、府中御昼休、九過御着被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
府中御宿
 平衛門
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
右之通差上申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同人
江 
 
 
 
 
 
 
金壱両
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、九ツ半過、府中御発駕被遊候
 
同
 
日、
 
水戸様（徳川綱條）
〈粛公〉より
 
 
 
 
 
 
 
御菓子一箱
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右之通、以御使者被為進候、片倉ニ而指上申候、則御使者
江
御逢、御直答被
 
仰進候
 
同
 
日、
 
水戸様御領小幡村より庄屋・組頭罷出、御先
江
立御
案内仕候
 
同
 
日、小鶴村
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様御家来
井上源蔵
 
 
 
 
 
右罷出、
 
御目見仕候
 
同
 
日、夕七過、長岡之
 
御殿
江
御着被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
 奥津市郎兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 鮎沢伊太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 湯浅伴衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 入江源五衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
 小山田金衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
檜山又五郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
安斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈本書姓闕〉
 
 
 
 
 
右之外、御馬廻衆・五十人衆七、八人相詰候 御徒以上精進 御料理被下置候
 
同
 
日、七半時、長岡御発駕被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
 雨宮九兵衛
 
 
 
 
 
右被
 
仰付候由ニ而、御先乗仕候
 
同
 
日、為御迎長岡迄、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御同朋
 川合瓢阿弥
 
 
 
 
 
右之通罷出候
 
同
 
日、木沢迄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸新舟渡
 
 入野武太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       枝川
 九兵衛
 
 
 
 
 
右、御迎罷出候
 
同
 
日、水戸壱町目入口迄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主膳様附
 
 
 鵜殿儀太夫〈広道〉
 
 
 
 
 
右、御迎ニ罷出候
 
同
 
日、夜五過、柵町
 
御殿
江
御着被遊候、 〈自十月十八日之篇
横目方大人水戸下国帳○本書不載帰府故不記〉
 
御留守中
 
十八日、
 
殿様御（松平頼貞）
発駕以後当番御屋形ニ居合候面々
江
、 御吸物・
御酒被下置候
 
同
 
日、御道中
江
御小サ刀不参候由、 小納戸より申出候付、
夜中五時、御足軽小頭伝佐衛門 中間弐人 小サ刀為持、小金迄指越申候
 
同
 
日、御留守中昼夜御屋敷廻
 
 
 
一、物頭衆、朝夕御屋敷外組之者召連、鑓為持廻可申候
 
 
 
一、御徒衆弐人 昼夜五時御屋敷廻可仕候
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一、当番之御小姓組、表坊主壱人召連、夜八前後御山御曲
輪之内廻可申候
 
 
 
一、御中小姓壱人、昼夜四時御屋敷廻可仕候
 
 
 
一、御使役壱人、昼九ツ八ツ御屋敷廻可仕候
 
一、御刀番壱人、夜九ツ御屋敷廻可仕候
 
 
 
一、
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓抜人
安藤彦衛門〈矩重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御矢倉奉行
 山崎六衛門〈全堅〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行
 
 石橋五佐衛門〈良忠〉
 
 
 
 
 
右之内壱人宛、夜八時御屋敷廻可仕候
 
一、御徒目付・押之者、昼夜不時ニ御屋敷内外相廻可申候
 
 
 
一、御足軽、昼夜火之廻申付候
 
同
 
日、御留守中御家中之面々上下男女共ニ、むさと御門外
江
出申間敷候、無拠儀有之候ハヽ用之品頭
江
申出、御目
付方
江
申出候様ニ可仕候、 頭無之面々は直ニ御目付方
江
罷出相談可仕候由申合候
 
同
 
日、御家中
江
見廻使有之候ハヽ御門ニ留置、先
江
申通、断次
第入可申候、為其御中間壱人宛附置申候
 
同
 
日、御留守中小石川辺古御殿失火有之候ハヽ、番頭衆・物
頭衆之内一騎出申筈ニ候
 
同
 
日、御膳番所大戸錠〆置候
 
同
 
日、御留守中御膳番所下之御部屋之儀、御用人水沢又衛門
〈正次〉方被
 
仰付置候
 
同
 
日、御留守中
 
御屋形泊番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
右三人ニ而、壱人宛相勤候
 
十九日、昨夜小金迄参候御足軽小頭伝佐衛門今昼九前罷帰候、
 
 
 
 
 
 
殿様御（松平頼貞）
機嫌能昨夜四ツ過〈前作五半過、不知孰是〉
小金
江
御着、今暁七ツ時御発駕被遊候由申来候、 〈上十
一篇横目方大人水戸下国帳〉
 
同
 
日、
 
尾張大納言様〈光友卿、諡瑞龍〉
 
於御国元去十六
日御逝去之由申来候、仍之今日より鳴物・音曲三日御停止之由、相触申候、 〈系図、式台戒名帳、横目方 次帳〉
 
同
 
日、右之御儀ニ付 水戸
江
御飛脚遣候、 〈横目方
 
大人水戸
下国帳〉
 
廿
 
日、主膳様
（松平頼愛）
為御使御出府被成、八時御着被成候 元御家老
鵜殿六太夫 〈広次〉 跡長屋ニ被成御座候、 御着之節頭々之面々御迎罷出候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主小頭
 小林加卜
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 坊主壱人
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 押壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 御中間弐
 
 
 
 
 
右之通相詰申候
 
 
 
 
 
同所御玄関
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 御徒衆壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 手代壱人
 
 
 
 
 
右之通罷出申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、暮六時御用部屋より水戸
江
御飛脚御中間弐人罷立候、
〈横目方
 
大人水戸下国帳〉
 
 守山御日記巻之三百十八
 
終
 
          
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十五
 
」
 
 守山御日記巻之三百十九
 
 
 
起元禄十三年庚辰十月二十日
 
 
 
終同年十一月朔日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十月
 
廿
 
日、
 
尾州大納言様〈光友卿〉御逝去ニ付、御番頭中野平
次郎〈清定〉御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
致伺公、
加藤三衛門と申仁
江
致対談申達候は、
 
尾張大納言様
御逝去ニ付、
 
公方様（徳川綱吉）
奉伺御機嫌水戸
江
可申遣候、右之御儀ニ付、公儀勤方之
儀、致如何可然候哉、御忌も不被為掛候得共、格別之御儀御座候間、献上物仕可然儀候哉、
 
大学頭儀は御
在所之御方様とは少訳も違候様ニ存 ニ付、並ヲ承合候儀も難計候間、何分ニも宜御指図頼入存候由申入候所、豊後守
江
可申聞候由ニ而、追而罷出申聞候は、大
学頭様御儀、少訳も違候得共 御在所之御方様之通以御使札御伺 機嫌可被成候由申聞候ニ付、左候ハヽ、柳沢出羽守様・惣御老中様・松平右京太夫様・若 老
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中様 ・ 御側衆迄、 以使札相伺御機嫌可申哉と申入候所、左様之儀は、前方之御例も可有御座候間、其通被遊可然候、御献上物ニは及不申候由申聞候、 〈式台覚帳〉
 
廿一日、小石川
江
 
御成之節、御雇被遊候ニ付、御包丁人小頭
鈴木吉兵衛〈利貫〉 ・ 包丁人村上金佐衛門〈一行〉
江
従
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御目録拝領被仰付候、 〈横目方日次
帳〉
 
同
 
日、従
 
御奥様御役人衆、其外当番之面々
江
赤飯被下置候
 
廿二日、御留守中平四郎御門
江
加番壱人指出申候、 〈上二章横目
方大人水戸下国帳〉
 
同
 
日、
 
尾州大納言様〈光友卿〉於御国元御逝去ニ付、尾州
江
御足軽飛脚被遣候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
斎藤哉衛門〈本秀〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
其方儀、今度西山
江
之御使相勤候ニ付、為御褒美被下
置候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
廿三日、四ツ前水戸より御飛脚参候、殿様道
（松平頼貞）
中益御機嫌能、廿
日夜五ツ時水戸柵町御殿
江
御着被遊候由申来候
 
廿四日、今朝水戸より御飛脚参候、
 
殿様御機嫌能、廿二日額
田村
江
被為入、廿三日瑞龍山御参詣被遊、廿七日御参
府可被遊候、御着之 分、御発駕之節之通、旅支度ニ
而御迎可罷出候、 御駕籠御手廻赤坂者ヲ頼指越可申候、先小石川
江
被為入、あなたにて得と御支度被遊候而、
直ニ御老中御廻被遊候間、其心得ニ而御供可申合旨、御用人衆・御目附衆
江
申来候、 〈上二篇横目方大人水戸
下国帳〉
 
廿五日、新知請取罷越候面々
江
為支度金、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
 
 
 
金七両
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
金六両
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番並
 大石五郎佐 新佳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
 
 
金五両宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 小林軍内〈董林〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
金三両弐歩宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 小貫惣衛門〈延清〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐両
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽十一人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押
 
 
 
弐人
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大工
 
 
壱人
 
 
 
 
 
 
 
金三歩宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
刀指御中間四人
 
 
 
 
 
 
 
金壱歩弐朱宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中間八人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩 四
 
 
 
 
 
 
 
金壱分宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸御徒目附
 舟木藤衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
金三両弐歩
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸手代四人
 
 
 
 
 
 
 
金弐両宛
 
 
 
 
 
右之通、於水戸被下置候由、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
尾張大納言様御逝去ニ付、公儀為御窺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 土屋相模守殿〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
右四人御連名之御書、但馬守殿
江
致持参、残ル三人
江
は御口上計申入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若年寄
 
 井上大和守殿〈正通〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 加藤越中守殿〈明英〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 稲垣対馬守殿〈重冨〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 本多伯耆守殿〈正永〉
 
 
 
 
 
右四人御連名之御書、大和守殿
江
致持参、残三人御口
上計申入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側御用人
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 松平右京太夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
右御連名之御書、 出羽守殿
江
致持参、 右京太夫
江
御口
上申入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御物頭
 
 
 縣与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
案内
 
御番頭
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側衆
 
 水野肥前守殿〈忠位〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 青山伊賀守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 安藤伊勢守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 島田丹波守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野丹後守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 中根大隈守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 安藤出雲守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 藤堂伊与守
（
予
）
殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 大久保長門守殿〈教重〉
 
 
 
 
 
右御書壱通宛被遣候、 〈式台覚帳〉
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同
 
日、
 
松林院様より当番之面々
江
温飩被下置候
 
同
 
日、御使役冨岡斧衛門〈政直〉 、水戸
江
之御使相勤八ツ半過
罷登候、 〈上二章横目方大人水戸下国帳〉
 
廿六日、従水戸御飛脚参候、
 
殿様、（松平頼貞）
廿四日之夜八ツ時水戸御
発駕被遊候、御宿割
 
 
 
 
 
廿五日
 府中御昼休
 
 
 
 
 
同日
 
 中村御泊
 
 
 
 
 
廿六日
 藤代御昼休
 
 
 
 
 
同日
 
 小金御泊
 
 
 
 
 
廿七日
 江戸御着
 
 
 
 
 
右之通申来候
 
同
 
日、水戸御徒目附舟木藤衛門〈忠親〉 、従水戸罷登候、 〈上
二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
殿様明日御着ニ付、御迎今夜中八ツ半時此方可罷出
候、千種迄は旅装束ニ而罷越、小石川迄御供仕、夫より御老中御廻被遊候節は、江戸廻之装束ニ成候間、何も其心得ニ而罷越候様ニ申合候
 
同
 
日、明朝千種迄御迎早罷越候所、御着之程相知不申候間、
朝旅籠被下候ニ付 押壱人 ・ 御足軽壱人今晩より指越、致宿割置候様ニと申渡候、 〈上二篇横目方 次帳〉
 
同
 
日、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉より水戸
江
之御奉書相渡
申候、但馬守殿御逢、御返事
 
 
 
 
 
 
 
尾張大納言殿逝去ニ付、使札之趣令承知、各申談及
 
言上候、委細は奉書ニ申入候
 
 
 
 
 
右之通被仰聞、御奉書一通 渡被成候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御物頭
 
 縣与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
案内
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
致伺公石山加衛門ニ逢
候而申談候は、此度水戸
江
被罷越候ニ付、帰府之節御
礼等も被申上ニ而可有御座候哉、左候ハヽ何ソ被致献上物も可然候哉、手前ニはヶ様成例も無御座候、各御心得ヲ以御伺被成被下候様 と申越候、可然候様ニ頼入候由申談候所、外ニ御兄弟 或 一家様方ヶ様之御病人之節御暇被為進候御格式は無御座候哉と相尋候ニ付、脇々 例聢と不承 、同苗播磨守・刑部太輔抔此以前
 
古中納言殿病気之節水戸
江
之御暇被下候、播磨
守儀は
 
上使ヲ被
 
仰付候様ニ候、両様共ニ帰府之節
御礼之節献上物等之儀、久敷儀故留ニ分明ニ無御座候由及挨拶ニ候所、追而加衛門ヲ以被仰聞候は、従水戸御帰府之節御礼献上物之儀、御伺被成何も申談、従是可申進由被仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
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〈上二篇式台覚帳〉
 
廿七日、唯今千種迄御着被遊、直小石川
江
被為入候由、九ツ過
千種より申来候
 
同
 
日、
 
殿様九（松平頼貞）
ツ半前小石川
江
被為入、夫より御老中并柳沢
出羽守殿〈保明〉 ・松平右京太夫殿〈輝貞〉 ・若年寄衆御廻被遊、 七ツ過此方
江
御帰被遊候、 其節御家中之面々
麻上下ニ而御目見え仕候
 
同
 
日、御供之面々御直参之分御料理被下候、但、独身ニ而留
守居無之面々
江
は、又者
江
も認被下置候
 
同
 
日、 此度御供之面々三日休息仕候様ニ可申付由被
 
仰出候、
〈上四篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、水戸より御帰府ニ付、御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
以御使者被仰入候は、
 
 
 
 
 
 
 
今日水戸より致帰府候ニ付、御礼申上儀ニ可有御座候哉、左候ハヽ何ヲ献上可仕候哉、御指図頼入候
 
右之通申入候所、 御口上之趣致承知候、 明日御礼被
 
仰
上ニ而可有御座 間 例之通御登城被成ニ而可有御座候、御献上物ニは及申 敷候、併 用番
江
御伺被成候
様ニと伊藤三衛門ヲ以被仰聞候
 
同
 
日、豊後守殿ニ而御指図ニ付、御用番秋元但馬守殿〈喬朝〉
致伺公、御口上右之通申入候所、御返事御口上之趣致承知候、明日 礼被仰上筈候間、例之通御登
 
城可被
成候、御献上物ニは及不申候、先刻は御出被仰置候趣被入御念儀存候由 関 源太夫ヲ以被仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 中野平次郎〈清定〉
 
廿八日、
 
殿様服紗御小袖麻御上下ニ而御登
 
城被遊候、御礼
以前於御黒書院
 
御目見え、黄門様御様体御直ニ御尋
被遊、具被
 
仰上候、 〈上三篇式台覚帳〉
 
廿九日、昨日御帰府之御礼被
 
仰上候節、大御目附仙石伯耆守
殿〈名闕〉何角被致御取持候ニ付、為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十一月大
 
朔
 
日、新知御用ニ付、
 
公儀御祐筆曽雌権衛門殿〈名闕〉
江
御祐筆小林軍内〈董林〉被遣、御用御頼被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
塩引鮭
 
 
二尺
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、水戸より之為御土産、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
江 
 
 
 
 
 
 
色奉書
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
塩引鮭
 
 
三尺
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護国寺
江 
 
 
 
 
 
 
玉海苔
 
 
一曲
 
 
 
 
 
 
 
密柑
 
 
 
一籠
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
水戸紋絹
 
一疋
 
 
 
 
 
 
 
水戸木綿
 
一端
 
 
 
 
 
 
 
麦藁紙
 
 
一束
 
 
 
 
 
 
 
やしやふし二把
 
 
 
 
 
 
 
火縄
 
 
 
二筋
 
 
 
 
 
 
 
蕎麦粉
 
 
二袋
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
二把
 
 
 
 
 
 
 
玉海苔
 
 
拾枚
 
 
 
 
 
 
 
赤土多葉粉三十把
 
 
 
 
 
 
 
水戸柚
 
 
弐拾
 
 
 
 
 
 
 
鳩
 
 
 
 
五羽
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
三籠
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
おしな殿
江 
 
 
 
 
 
 
水戸紋絹
 
一疋
 
 
 
 
 
 
 
赤土多葉粉三十把
 
 
 
 
 
 
 
やしやふし二把
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
二把
 
 
 
 
 
 
 
粕漬蚫
 
 
一桶
 
 
 
 
 
 
 
小鳥
 
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平志摩守殿〈直丘〉
 
 
 
 
 
 
 
稲木矢之根一箱
 
 
 
 
 
 
 
赤土多葉粉三十把
 
 
 
 
 
 
 
玉川緒〆石
 
 
 
 
 
 
 
小鳥
 
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
白鳥
 
 
 
一翅
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
三籠
 
 
 
 
 
小川町様
江 
 
 
 
 
 
 
水戸紋絹
 
一疋
 
 
 
 
 
 
 
水戸木綿
 
一端
 
 
 
 
 
 
 
麦藁紙
 
 
一束
 
 
 
 
 
 
 
やしやふし二把
 
 
 
 
 
 
 
玉海苔
 
 
拾枚
 
 
 
 
 
 
 
蕎麦粉
 
 
二袋
 
 
 
 
 
 
 
水戸柚子
 
二十
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
二把
 
 
 
 
 
 
 
火縄
 
 
 
二筋
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
三籠
 
 
 
 
 
 
 
雉子
 
 
 
二翅
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於初殿
江 
 
 
 
 
 
 
那須小杉
 
五束
 
 
 
 
 
 
 
小鴨
 
 
 
三羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於豊殿
江 
 
 
 
 
 
 
那須小杉
 
五束
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平右近頭殿昌興
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
水戸紋絹
 
一疋
 
 
 
 
 
 
 
水戸木綿
 
一端
 
 
 
 
 
 
 
麦藁紙
 
 
一束
 
 
 
 
 
 
 
やしやふし二把
 
 
 
 
 
 
 
玉海苔
 
 
十枚
 
 
 
 
 
 
 
蕎麦粉
 
 
二袋
 
 
 
 
 
 
 
水戸柚子
 
二十
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
二把
 
 
 
 
 
 
 
火縄
 
 
 
二筋
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
三籠
 
 
 
 
 
 
 
雉子
 
 
 
二羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山備前守方〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
粕漬鮎
 
 
一桶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御出入御目附
多門伝八郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、松平淡路守殿〈綱矩〉より新知御拝領之為御祝儀、御
国使者被指越候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
淡路守殿御国使者
柏木求馬
 
 
 
 
 
 
 
時服
 
 
 
二ツ
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻三百十九
 
終
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守山御日記巻之三百二十
 
 
 
起元禄十三年庚辰十一月二日
 
 
 
終同年同月 六日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十一月
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
稲毛平六〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
    中西忠太夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
其方共御徒目附御雇被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 小原六郎衛門〈信本〉
 
其方儀、願之通御徒目附御雇被遊
 
御免候
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、水戸より為御土産、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主馬殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
粕漬蚫
 
 
一桶宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小島昌怡老
 
 
 
 
 
 
 
塩鴨
 
 
 
二羽
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
三把
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増田寿得老
 
 
 
 
 
 
 
雁
 
 
 
 
二羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
雁
 
 
 
 
二羽
 
 
 
 
 
 
 
麦藁紙
 
 
二束
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
五把
 
 
 
 
 
 
 
矢ノ根
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
鱣
 
 
 
 
九本
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
一曲
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細川越中守殿〈綱利〉
 
 
 
 
 
 
 
白鳥
 
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土屋相模守殿〈正直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平右京太夫〈輝貞〉
 
 
 
 
 
 
 
塩鮭
 
 
 
五尺宛
 
 
 
 
 
季君様
 
（徳川綱條正室）
 
 
 
 
 
 
 
雁
 
 
 
 
三羽
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
塩引鮭
 
 
三尺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
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小鴨
 
 
 
五羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
軽松様
 
 
 
 
 
 
 
雉子
 
 
 
三羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
清涼院様
 
 
 
 
 
 
 
卵
 
 
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様〈頼隆〉
 
 
 
 
 
 
 
雁
 
 
 
 
二羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
能登守様〈頼如〉
 
 
 
 
 
 
 
小鴨
 
 
 
三羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑後守様〈頼道〉
 
 
 
 
 
 
 
雉子
 
 
 
三羽
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、主膳様
（松平頼愛）
、明日水戸
江
御発駕ニ付、為御餞別、
 
 
 
 
 
 
 
白銀
 
 
 
拾枚
 
 
 
 
 
 
 
御酒
 
 
 
一手樽
 
 
 
 
 
 
 
鮮干鱚
 
 
一棬
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寿経院様
江
 
 
 
 
 
 
 
二枚屏風片方
 
 
 
 
 
 
 
和泉新田たはこ三十把
 
 
 
 
 
右は、於水戸御約束被遊候
ニ付、主膳様御頼被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森雲仙老
 
 
 
 
 
 
 
蕎麦粉
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
麦藁紙
 
 
 
 
 
 
 
塩鰯
 
 
 
一棬
 
 
 
 
 
 
 
熟柿
 
 
 
一籠
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
二把
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森雲長老
 
 
 
 
 
 
 
塩雁
 
 
 
一羽
 
 
 
 
 
 
 
赤土たはこ三十把
 
 
 
 
 
右は、 水戸より之為御土産被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
主膳様御用人
加藤善兵衛〈賢忠〉
 
 
 
 
 
 
 
郡内島
 
 
一端
 
 
 
 
 
右は、 主膳様御供ニ而罷登候付被下置候、 〈用部屋日次帳〉
 
三
 
日、主膳様、今 御発駕被成候
 
同
 
日、水戸御籠屋敷ニ而御徒目附明候ニ付、福地半蔵〈昌清〉
罷下候様ニと被
 
仰付候、 〈上二章横目方日次帳〉
 
同
 
日、去月廿八日御帰府之御礼被
 
仰上候節御取持ニ付、為
御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奏者番
田村右京太夫殿〈一関侯藤原建顕〉
 
 
 
 
 
 
 
塩引鮭三尺
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右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 冨岡斧衛門〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
右は、水戸
江
之御使被
 
仰付相勤候ニ付、為御褒美被
下置候
 
同
 
日、御病気為御見廻、
 
 
 
 
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉
江 
 
 
 
 
 
 
焼饅頭
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
鮮干鱚
 
一棬
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
焼饅頭
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
粕漬鰍
 
一棬
 
 
 
 
 
 
 
伊更子麩一桶
 
 
 
 
 
右之通、以御飛脚被為進候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
四
 
日、水戸より之御土産并御
下之節御札守指上候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玄性院
 
 
 
 
 
 
 
粟原牛房
 
 
 
 
 
 
 
金二百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、新知御用御頼被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家来
美濃部又五郎
 
 
 
 
 
 
 
時服代銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
蚫
 
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今度新知御拝領ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
御刀
 
 
一腰
 
 
 
 
 
 
 
鱸
 
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
五
 
日、
 
 
 
  
 
柳沢出羽守殿御家来
薮田五郎衛門
 
 
 
 
 
 
 
紗綾
 
 
五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
千疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、水戸より之為御土産、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
水戸錫
 
一箱宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木屋
 市兵衛
 
 
 
 
 
於御座間
 
御目見被
 
仰付候
 
七
 
日、御徒目付福地半蔵〈昌清〉 、水戸
江
致発足候、 〈上二章
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横目方日次帳〉
 
同
 
日、今度新知御拝領為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
御刀
 
 
一腰
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
八
 
日、 本所辻番五人、 辻番頭箕輪小衛門 〈長春〉 支配ニ被
 
仰
付候
 
十
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 
 鈴木五郎衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右、御徒ニ被
 
召出候
 
十二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番並
 大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
右、
 
御目見被
 
仰付候、 〈上三篇横目日次帳、 同留帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿〈正武〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御茶
 
 
一箱
 後筒
 
 
 
 
 
 
 
御茶碗
 
一ツ
 箱入
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑
 
 
一籠
 
 
 
 
 
 
 
雁
 
 
 
一籠
 二羽入
 
 
 
 
 
 
 
干肴
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御手樽
 
一ツ
 
 
 
 
 
右之通、御直御手紙・御直御目録添、増田寿得老迄御頼被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十三日、
 
水戸様
江
 
御成被
 
仰出候節、 此方様御領分
江
償金被
仰付、金三百七拾七両銭五拾八文、今日
 
水戸様
江
被
為進候所、前方之御借金ニ御引つむき候様ニと申来候ニ付、則手形引替、残元
金七百両之内ニ而高引落申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手形引替人
吟味
 
小泉茂太夫〈久繁〉
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
十四日、従御老中御奉書到来、明十五日御用之儀御座候間、御
登
 
城被遊様ニと申来候
 
同
 
日、御外科小川安斎致病死候
 
十五日、 今日御登
 
城被遊候所、 御領地之御朱印御頂戴被遊候、
御領地陸奥国田村郡之内二十六ヶ村、常陸国行方郡十一ヶ村、 鹿島郡十五ヶ村、 茨城郡八ヶ村、 右之通被
 
仰
出候、右為御礼惣御老中・柳沢出羽守殿〈保明〉 ・松平右京太夫殿〈輝貞〉 ・若年寄衆御廻被遊候
 
同
 
日、今日御帰之節、水道橋之 、棒突抔立居申候故、様子
為承候所、新見伝左衛門殿〈名闕〉と申 旗本衆、欠落致候若党ヲ見附、鑓ニ而突留被申候由、則達
 
御耳
候所、小石川御目附方
江
委細之様子追而書上候様ニと
被
 
仰付候
 
同
 
日、夫より御帰之節、同心町ニ而も侍らしき者ヲ切殺指置
候様子承候所、御箪笥町同心丸野孫七と申者ニ而 座候、昨日侍輩大野政衛門と申者と同道ニ而、頭方
江
振
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舞罷越候先ニ而口論仕候由、沙汰ニ御座候、右之政衛門宿
江
帰不申候間、定而討候而立退申候半由、承参候
 
同
 
日、
 
松林院様附岡田与三兵衛〈信利〉致病死候、 〈上六篇
横目方日次帳〉
 
同
 
日、新知御朱印御頂戴被遊候付、
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉 ・宰相様
（徳川綱條）
〈粛公〉
江
御飛脚ヲ以被
 
仰上候
 
同
 
日、染姫様
（
頼
貞
娘
）御帯解之御祝儀御座候
 
 
 
 
 
殿様よ（松平頼貞）
り
 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
御帯
 
 
二筋〈地白縮子縫入縮緬服紗〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
右為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
御小袖
 
一重
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
桜田様より
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
紗綾
 
 
二巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
小川町様より
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
御帯
 
 
二筋〈綸子縫金紗入〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
紗綾
 
 
三巻
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
 
三尾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿昌興
奥方
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
御帯
 
 
二筋〈白綸子縫入紫縮緬〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
縮緬
 
 
三巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀頼母殿〈隆長〉
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
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内藤豊前守殿信季
奥方
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
於はるとのより
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
蚫
 
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿〈信季〉
 
 
 
 
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿
奥様より
 
 
 
 
 
殿様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
御奥様より
 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
御小袖
 
一重
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御奥様老女
野沢
 
 
 
 
 
 
 
御下帯
 
二長
 
 
 
 
 
 
 
御帯
 
 
二長
 
 
 
 
 
右之通指上申候
 
同
 
日、為右之御祝儀、
 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様老女
外山
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人様御属
有田平佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同人
妻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御属
 笹山平太兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
拾枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同人
妻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増尾
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御用人
四宮茂兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平野
 
 
 
 
 
 
 
御肴
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つな
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干鯛
 
 
拾枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
かく
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
五枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まき
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
三枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
 
二枚
 
 
 
 
 
右之通差上申候
 
同
 
日、為右御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野沢
 
 
 
 
 
 
 
綿
 
 
 
三把
 
 
 
 
 
 
 
金五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山
 
 
 
 
 
 
 
同三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沖津
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増尾
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広瀬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つよ野
 
 
 
 
 
 
 
同二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同人
妻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
かく
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様女中
 壱人
 
 
 
 
 
 
 
同百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もみし
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さかき
 
 
 
 
 
 
 
銀五匁宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上四篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、新知之御朱印御頂
戴被遊候為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
三枚
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一荷
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御小姓頭
  大戸市郎衛門〈良正〉
 
同
 
日、染姫様御帯解為御祝儀、
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松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒頭
  三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
同
 
日、於はるとの御帯解為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於はるとの
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽
 
 
一荷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、染姫様御帯解為御祝儀、当番之面々
江
赤飯・御吸物・
御酒被下置候、 〈横目方日次帳、同留帳〉
 
十六日、昨夜五ツ前、糀町壱町目之順ニ火事相見え候故、得と
致吟味候所、牛込近所と相見 ニ付、小石川
江
御詰被
遊候、四ツ過鎮御帰被遊候、火元見遣候所、二番丁御厩谷と申所より出火、 地獄谷迄長五、 六町、 横壱町程、御旗本衆屋敷致焼失候 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、 与米姫
（松平頼貞娘）
様御箸揃之御祝儀、 於御部屋御祝相済申候、 〈用
部屋日次帳〉
 
同
 
日、新知御朱印御頂戴
被遊候為御祝儀、
 
 
 
 
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉
江 
 
 
 
 
 
 
蛤
 
 
 
一籠
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
鯣
 
 
 
一箱
 
 
 
 
 
右之通、水戸
江
御飛脚ヲ以被為進候
 
同
 
日、小笠原右近将監殿〈忠雄〉より新知御拝領為御祝儀、
御国使者被遣候ニ付、右御使者、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生駒忠兵衛
 
 
 
 
 
 
 
時服
 
 
二ツ
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻三百二十
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十六
 
」
 
 守山御日記巻之三百二十一
 
 
 
起元禄十三年庚辰十一月十八日
 
 
 
終同年同月二十九日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十一月
 
十八日、今度新知御拝領ニ付、護国寺観音堂
江
御参詣被遊候、
尤、先月中御参詣可被遊処、水戸
江
御下ニ付御延引、
今日御参詣被遊候
 
 
 
 
 
観音
江 
 
 
 
 
 
 
白銀一枚
 
附台
 
 
 
 
 
右之通、御奉納被遊候、 〈式台進物帳〉
 
十九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
棟梁
 
石田茂平治〈名闕〉
 
 
 
 
 
右、 在所
江
娘召連罷下り度由、 願之通御暇被下置候、 〈用
部屋日次帳、横目方日次帳〉
 
廿一日、
 
水戸様
江
御成為祝儀、少将様
（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
 
八重姫（吉孚正室）
君様
御招請ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
鯛五枚
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、 松平志摩守殿 〈直丘〉 御息女於豊殿、 御髪置為御祝儀、
 
於豊殿
江 
 
 
 
 
 
 
紗綾三巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平志摩守殿〈直丘〉
 
 
 
 
 
 
 
干肴一種
 
 
 
 
 
小川町様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於はつ殿
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
御使
 
御物頭
 高山勘五佐衛門〈重信〉
 
同
 
日、松平内匠頭殿〈昌興〉奥方
江
為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通、御使者ヲ以被為
 
進候
 
同
 
日、御同人
江
為御慰、
 
 
 
 
 
 
 
食籠二ツ〈菜食壱ツ、白食壱ツ〉
 
 
 
 
 
 
 
小重一組〈煮染〉
 
 
 
 
 
右之通、奉状ニ而被遣候
 
同
 
日、今度御領地御朱印御頂戴 殊ニ所も結構ニ被
 
仰出候
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付、為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛二枚〈薮田五郎衛門方
江
御口上書添〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
小鯛二十枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛二枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
御使
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈上五篇式台進物帳〉
 
廿二日、 本所辻番共、 辻番頭箕輪小衛門 〈長春〉 支配御免被成、
御物頭衆支配被
 
仰付候
 
廿三日、御外科小川安斎後家 何方
江
成共勝手次第引越申候様
ニと被
 
仰付
 
 
 
 
 
 
 
金五両
 
 
 
 
 
右之通被下置候、此段、御徒目附佐川清助〈規里〉罷越申渡、金子も相渡申候、 〈上二篇横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、新御領地之村割御書付、御勘定所ニ而相渡候付、御番
頭中野平次郎〈清定〉 ・御用人鈴木次郎大夫〈智義〉罷越、請取申候
 
 
 
 
 
 
 
御書附
 
 
 
 
 
陸奥国田村郡
 
 
 
 
 
守山村
 
 
 
岩作村
 
 
 
大供村
 
 
 
 
 
金沢村
 
 
 
小川村
 
 
 
手代木村
 
 
 
 
 
大平村
 
 
 
蒲倉村
 
 
 
荒井村
 
 
 
 
 
白岩村
 
 
 
舞木村
 
 
 
木
 
村
 
 
 
 
 
三城目村
 
 
北小泉村
 
 
南小泉村
 
 
 
 
 
阿久津村
 
 
安原村
 
 
 
横川村
 
 
 
 
 
下行合村
 
 
上行合村
 
 
大善寺村
 
 
 
 
 
金谷村
 
 
 
木賊田村
 
 
御代田村
 
 
 
 
 
正直村
 
 
 
山中村
 
 
 
 
 
 
 
二十六ヶ村
 
 
 
 
 
常陸国行方郡
 
 
 
 
 
穴瀬村
 
 
 
蔵川村
 
 
 
永野江村
 
 
 
 
 
金上村
 
 
 
帆津倉村
 
 
成田村
 
 
 
 
 
両宿村
 
 
 
小貫村
 
 
 
次木村
 
 
 
 
 
内宿村
 
 
 
於下村
 
 
 
 
 
 
 
拾壱ヶ村
 
同国鹿島郡
 
居切村
 
 
 
泉川村
 
 
 
国末村
 
 
 
 
 
平井村
 
 
 
神向寺村
 
 
清水村
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荒野村
 
 
 
小山村
 
 
 
青塚村
 
 
 
 
 
大竹村
 
 
 
白塚村
 
 
 
菅谷村
 
 
 
 
 
津賀村
 
 
 
青山村
 
 
 
安塚村
 
 
 
 
 
 
 
拾五ヶ村
 
 
 
 
 
同国茨城郡
 
 
 
 
 
下座村
 
 
 
神宿村
 
 
 
神山村
 
 
 
 
 
成田村
 
 
 
堅倉村
 
 
 
城野内村
 
 
 
 
 
柴高村
 
 
 
竹原村
 
 
 
 
 
 
 
八ヶ村
 
 
 
 
 
右之通、御書付相渡申候
 
 
 
 
〈横目方日次帳、用部屋取附郷帳〉
 
廿五日、今度新地御拝領被遊候付、
 
松林院様・御奥様
江
御合
力金被為
 
進候被
 
仰渡
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
〔
 
根本
（
貼
紙
）久衛門
 
〕
 
御奥様御属
 笹山平太兵衛〈同上〉
 
 
 
 
 
今度新地御拝領 遊候付、松林院様・御奥様
江
御合力
被遊方も可有之被
 
思召候得共、段々御物入も多
 
思
召之通ニは難被遊候、 依之毎年金百両宛被為
 
進候処、
当年は三百両被為
 
進候、右之通、両人被為
 
召御直
ニ被
 
仰渡候
 
同
 
日、御家中之面々被為
 
召、右之御儀ニ付、上下 ニ当年
御切米高半分御増当暮被下置候、当年被召出候面々
江
は月割ヲ以被下置候、隠居・病人
江
は御切米之五分一
被下置候由被
 
仰渡候、且亦為御祝儀御料理被下置旨
被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
右之通、 常上下衆より御中小姓小頭萩谷弥一佐衛門 〈長正〉迄
 
御前
江
被
 
召出被
 
仰渡候、其以下之面々よ
り御中間頭浅野仁佐衛門〈名闕〉迄年寄衆被申渡候、各麻上下ニ而罷出候、 〈上二篇横目方日次帳、 用部屋日次帳〉
 
同
 
日、右被下金御割合之覚
 
 
 
一、当年被
 
召抱候侍中
江
は、御切米月割ニ而被下候、右
之月割半分宛被下候
 
一、小川町様侍中、女中共ニ、
此方より御給分被下候面々
は、此方御家中並ニ御給分半分宛被下候
 
 
 
一、御足軽・御中間御未進有之
候者、御切米高ニ見申候、
縦は、御足軽御未進有之御切米致三両、御中間は壱両弐分と致半金宛被下候
 
 
 
一、侍中并御足軽等迄御加増被下候面々
江
は、御加増も御
切米高ニ組半金宛被下候
 
 
 
 
 
 
 
但、被
 
仰渡候前々御加増之分、右之通高ニ組被
下候
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一、霜月ヲ限罷登候荒子壱人ニ付、壱分宛被下候
 
 
 
 
 
 
 
但、暮渡御切米壱分弐朱宛可被下候
 
 
 
一、
 
松林院様
江
金弐百両
 
 
 
 
 
右は、新地御物成為御祝儀被為
 
進候、例暮百両被為
進候、御金高三百両之都合ニ被為
 
進候
 
一、
 
御奥様
江
右同断
 
一、小川町様
江
金五十両
 
右は、新地御物成為御祝儀被為
 
進候由、御属林弥五
衛門〈長久〉
江
年寄中より申越候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉為御留守御見舞、
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
御煙草一箱
 
 
 
 
 
 
 
芝肴
 
一箱
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
蜜柑
 
一籠
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、松平内匠頭殿〈昌興〉奥方御傷産後為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
芝肴一折
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、新御領地郷村帳御渡候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 久貝因幡守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
水野甚左衛門殿〈同上〉
 
小宮山友右衛門殿〈同上〉
 
平岡市右衛門殿〈同上〉
 
保木弥右衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、新地御拝領ニ付、何角被致世話候為御礼、
 
岩出瀬兵衛殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、新御領地御朱印御頂戴付、
 
大橋左兵衛殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
紗綾弐巻
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
水戸錫
 
一箱
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生干小鯛一籠
 
 
 
 
 
右之通、御口上書添、薮田五郎衛門宅迄被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈上六篇式台進物帳〉
 
廿六日、新御領地より納候御物
成金七十七両、御代官衆より御
使役小高源衛門〈重行〉請取、大納戸
江
相渡申候、 〈横
目方日次帳、用部屋日次帳
 
同
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
為御年忘、八重姫
（吉孚正室）
君様被為
 
入候
付、
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
同
 
日、新御領地郷村帳相渡候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定衆
 岩出与左衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 清野半三郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 細田弥三郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 遠藤金五郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 河原清兵衛殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 石尾浅右衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 佐藤権七殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
雉子三羽宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿七日、新御領地
江
罷越、あの方ニ残候御足軽五人、神文申付
候
 
同
 
日、新御領地より納候御物成金
二十三両弐分、御使役小高
源衛門〈重行〉方より大納戸
江
相納申候
 
同
 
日、奥坊主役須永九太郎致病死候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
廿八日、今日寒入ニ付、為御伺御機嫌、
 
三之丸様
江 
 
 
 
 
 
 
水仙花一桶
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
弐枚
 
 
 
 
 
右、例年之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
廿九日、水戸御徒目付船木藤衛門〈忠親〉 、奥州御領地請取御用
被
 
仰付候付、為申合、先頃より罷登候所、水戸迄罷
下何も一所ニ奥州
江
罷越候筈ニ而、今日致発足候
 
同
 
日、蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉御
息女〈名闕、諡闕〉御死去
ニ付、鳴物触之儀相窺候処、御幼少 儀ニ候間、其儀不及由被
 
仰出候
 
同
 
日、 御領地請取被遣候面々致発足候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、昼四ツ過、辻番八兵衛・御
目付方申出候は、東辻番之
先北之方之道際 古挟箱壱
ツ・古葛籠壱ツ捨置候由、
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本伝寺前之百性七兵衛と申
者為知申候ニ付、辻番五兵
衛罷越見申候所、右之通ニ御座候由、則御目付望月仲衛門〈君年〉方
江
早速申遣達
 
御耳ニ候処、公儀御徒
目付粟津八左衛門殿内意承候様ニ 被
 
仰出、御徒目
付佐川清助〈規里〉 、八左衛門殿
江
罷越内意承候処、八
左衛門殿被申聞候は、右之品上より見分之通有増御口上書ニ被成、向寄之御目付衆迄可被
 
仰遣候、左候得
は、 御口上書
 
御城
江
参当番之御目付中より被
 
仰付、
御小人目付検使ニ参可致御指図候間 指図次第可被成由被申聞候
 
 
 
一、右之捨物
江
御足軽弐人宛番ニ付置申候
 
 
 
一、右指図 通、御目付鈴木源五衛門殿〈名闕〉
江
以御使
者御口上書被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
今昼前、私居屋敷裏通囲之際ニ、古葛籠壱ツ・古挟箱壱ツ捨置申候由、近所之百性見付、私辻番所迄為知申候付、早速番人付置申候、此段為可得御意以使申入候、何分ニも御指図頼入存候、以上
 
右之通、辻番頭箕輪小衛門〈名闕〉ヲ以被遣候処、源五右衛門殿御逢候而御返答、 屋鋪裏通道捨物御座候ニ付、御使者御口上書拝見仕候 委細得其意奉存候
当番之同役
江
早々申遣、追付従是御左右可申上候、此
段御留守居中迄頼入候由被申聞候、且亦小衛門
江
被尋
候は、右之捨物内ヲ御改御覧候哉と被申候ニ付、曽而手付不申候由申候、外より之見分、血ニ而も付見え不申候哉と被 間、外より見分致候所ニ、左様ニは相見え不申候由申候処、兎角御小人目付明日参可致御差図候間、左様ニ御心得可被成候、右之捨物今 より明後日迄三日其所被指置、主出 得而も出不申候共明々 之朝私方迄為御知可被成候、あなた様ニは自余とは違申候間、夜は辻番之際
江
御寄被差置、明日早
天ニ元之場所
江
被指置候様ニ可被成候、左候得は、辻
番人ヲ御用被成候而相済申候、扨右之捨物之場所辻番所より何程 座候哉と被
尋候付、三十間程引込候而
御座候故、番所より相見不申 由致挨拶候
 
 
 
一、右之御口上書ニ松平大学頭使者箕輪小衛門と書付候様
ニと差図ニ而、右之通認申
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木源五衛門殿用人
長谷川次右衛門
 
 
 
 
 
右之仁取次申候
 
 
 
一、箕輪小衛門罷帰、右之段達御耳候処、指図之通、夜中
は辻番所之際
江
寄置、明朝早天ニ元之場所
江
遣置候様
ニと被
 
仰出、御目付望月仲衛門〈君年〉 ・御徒目付
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安島杢衛門〈豊昌〉罷出、捨物之場所抔見届、夜ニ入候而辻番所之際
江
引寄申候、 御中間壱人加番ニ出申候、
夜中相替義無之候、 〈横目方日次帳、同捨物帳〉
 
 守山御日記巻之三百二十一
 
終
 
                
守山御日記巻之三百二十二
 
 
 
起元禄十三年庚辰十一月晦日
 
 
 
終同年十二月朔日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十一月
 
晦
 
日、
 
公儀御代官窪田長五郎殿〈名闕〉より、守山領より
参候御金之由ニ而、朝日猶衛門ヲ以被遣候ニ付、請取手形左之通認遣申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
請取申金子之事
 
 
 
 
 
 
 
金弐百九拾八両三分は
 
（
マ
マ
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但壱分判也
 
右は、 奥州守山領当辰物成より大学頭方
江
致拝領候付、
守山領ニ被差置候役人中御取立被成候物成金御引渡、慥請取申候、重而村々
江
被指出置候請取手形と引替可
申候、仍如件
 
 
 
 
 
 
元禄十三年辰十一月晦日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名内
 
 
 
 
 
  飯村彦五郎印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水沢又衛門印
 
 
 
 
 
窪田長五郎様御手代
 
 
 
 
 
 
 
新松八五郎殿
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朝日猶衛門殿
 
 
 
 
 
右之通、手形相認御金請取、大納戸
江
相納申候
 
 
 
一、守山駒役人、百性之致取次候御代田村安衛門と申者、
右之御金致宰領罷登申候、右、安右衛門申聞候付、左之通書付置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
守山大元明王別当
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鎮守山泰平寺
 
 
師継院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山号寺号同断
 
 
善法院
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、東辻番脇捨物、明六ツ前より元之所
江
遣置、番人御足
軽壱人・御中間壱人付置申候
 
 
 
一、九時、為検使、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目付
 杉野甚衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 木村久助
 
 
 
 
 
右両人参候付、御目付脇田十郎佐衛門〈正義〉 ・同望月仲衛門〈君年〉 、御徒目付佐川清助〈規里〉 ・同稲毛平六〈重実〉 、御式台物書舟橋左七〈名闕〉罷出、御小人目付同道、拾物之場
江
参候処、御小人目付指図ニ
而、拾物二色共辻番所
江
取寄、内ヲ改申候品々之覚
 
 
 
 
 
挟箱之内
 
 
 
 
 
 
 
羅紗合羽壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
紙合羽
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
腰蓑
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
鑓桐油
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
挟箱桐油壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
右三色共紙ニ而
 
 
 
 
 
右、何も風呂敷ニ包
 
 
 
 
 
 
 
文皮
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
内、藤方勘右衛門願書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多金右衛門上屋鋪絵図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
神田和田倉御番所覚帳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同心之名覚帳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論語一冊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紙少々
 
 
 
 
 
 
 
桐之箱
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
内、観音経
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弥陀経
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手形
 
 
 
 
 
 
 
 
 
硯箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆少々
 
 
 
 
 
 
 
重箱
 
 
壱ツ
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内、香之物有
 
 
 
 
 
 
 
櫛團〈如本書〉壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
炭二袋
 
 
 
 
 
 
 
食籠
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
内、味噌有
 
 
 
 
 
 
 
きせる
 
壱本
 
 
 
 
 
 
 
曲物
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
内坪
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
以上
 
 
 
 
 
葛籠之内
 
 
 
 
 
 
 
枕〈栝枕、木枕〉弐ツ
 
 
 
 
 
 
 
御座
 
 
壱枚
 
 
 
 
 
 
 
敷紙
 
 
壱枚
 
 
 
 
 
 
 
 
以上
 
 
 
 
 
右之通被相改、其上当番之御目付衆より之口上申聞候は、右之捨物三日曝被申候様と被仰越候、依 望月仲衛門方より御請書遣申候
 
 
 
 
 
 
 
御当番之御目付中様より被
 
仰下候は、屋鋪脇捨
有之候古葛籠・古挟箱、今日より三日曝、主出候共主不出 共、向寄之御目付中様
江
伺、御差図次
第可仕旨、畏奉存候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
十一月晦日
 
 
 
御名家来
望月仲衛門印
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野甚衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
木村久助殿
 
 
 
 
 
右之通相認遣申候
 
 
 
一、捨物之節立合候者共、口上書并口書之覚
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
辰十一月廿九日昼四ツ過、辻番人五兵衛申聞候は、屋鋪裏通之道際ニ古葛籠壱ツ・古挟箱壱ツ御座候由、近所之百性七兵衛辻番所
江
為知申候付、罷出
見申候得は、右之通御座候由申来候間、早速罷出見申候得は、右之二色御座候付、夫より番人附置候、此外相替儀無御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
十一月晦日
 
 
 
  御名家来
佐川清助印
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野甚衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
木村久助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
口書
 
 
 
 
 
 
 
辰十一月廿九日昼四ツ時、廻仕 以後 近所之百姓七兵衛申聞候は、屋鋪際ニ古葛籠壱ツ・古挟箱壱ツ御座候由 、早速罷越見申候処 右弐有御座候間、早々屋鋪為知申候、役人佐川清助見申候而則番人付置申候、此外相替儀も無御座 、以
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上
 
 
 
 
 
 
 
 
十一月晦日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名辻番人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小泉五兵衛印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
樫村八兵衛印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋本市衛門印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小松彦兵衛印
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野甚右衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
木村久助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
口書
 
 
 
 
 
 
 
辰十一月廿九日昼四ツ時、
私用事御座候ニ付罷出
候節、御屋鋪際ニ古葛籠壱・古挟箱壱御座候付、辻番所為相知罷帰申候、其節人通且而無御座候、其外相替儀無御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
十一月晦日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小石川百性
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七兵衛印
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野甚右衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
 
木村久助殿
 
同
 
日、小日向水道町八右衛門と申者罷越、私儀、藤方勘右衛
門殿家来角助と申者之請人立罷有候処、昨廿九日之朝、
右之角助取逃仕候、然所御屋鋪脇ニ葛籠・挟箱捨置候由承候間、右取逃之品書付致持参候、書付之通ニ御座候ハヽ御渡被下候様ニと申候ニ付、捨物之品ニ引合候所、品不足相見候得共、書付之面 合候品も有之候
 
一、右之通ニ付、御目付鈴木源五衛門殿〈名闕〉
江
以御使
者御口上書被遣候
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
昨日以使申入候、私屋鋪裏之捨物之儀 今日昼程御小人衆被参改被 候 三日曝置 様ニと被申渡、其通申付候処、小日向水道町町人八右衛門と申者罷越申候は、私儀、藤方勘右衛門殿家来角助と申者之請人立罷有候処ニ、昨廿九 之朝、右之角助取逃仕 、依逃品書付致持参 間 書付之通ニ御座候様ニと申候間、捨物之品ニ見合候処 不足相見 候得共、書付面ニ合候物も御
座候、此段為可得御指図以
使申入候 何分ニも頼入存 、以上
 
 
 
 
 
 
十一月晦日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
辻番頭
  箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
右之通被遣候所、源五衛門殿、小衛門御逢御口上書致拝見候、此請人八右衛門事は、人ヲ鋪者ニ在 候哉と尋被申候間 左様ニも相見え不申候、軽キ 之由致挨
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拶候得は、請人方より指出候書付致持参被申候哉と尋被申候ニ付、則持参仕候書
付指出申候、書付之内ニ而
捨物と合申候は何レニ而候哉と被申候間、是も書付出申候、書付ニは無御座候得共、捨物之内ニ見え申候品ヲも持参申候ニ付、是亦為見申候 両通共ニ請人八衛門方より差出候書付と被致付札差置被申候、兎角明朝
 
御本丸申遣若年寄衆迄相伺、明昼御小人目付之者指遣可申候、其節委細御差図可仕 間 夫迄は例之通被成可被指置 御請之儀は御用人衆迄何分ニも被仰上可被下由 申聞候
 
十二月大
 
朔
 
日、九ツ時、御小人目付彦坂金右衛門と申者罷越候ニ付、
御目付脇坂十郎佐衛門 〈正義〉 ・同望月仲衛門 〈君年〉 、御徒目付安島杢衛門〈豊昌〉 ・同稲毛平六〈重実〉式台物書舟橋左七〈名闕〉 ・同吉田善蔵〈正良〉 、辻番所罷出候処、右金衛門申聞候は、 当番之御目付衆より被申越候、捨物主出候由、念入致吟味可被相渡候旨申聞候間、御請書相認遣申
 
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
 
 
御当番御目付中より被仰下候は、捨置候葛籠・挟箱、 主方
江
念入吟味仕相渡可申旨被
 
仰渡奉畏候、
以上
 
 
 
 
 
 
 
 
辰十二月朔日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名家来
 脇田十郎佐衛門印
 
 
 
 
 
 
 
 
彦坂金右衛門殿
 
同
 
日、右之町人共〈記上八衛門不載他人、今従本書記之〉押
者ヲ以呼ニ遣候処、町人共不残参候間、手形為認、葛籠・挟箱相渡申候
 
 
 
一、右之儀ニ付、御目附鈴木源五右 殿
江
為御知、以御
使者御口上書被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
 
 
私屋鋪際捨物之儀ニ付、何角御差図被仰聞忝存候、今昼御当番御目付衆中より御小人衆被遣、主出候ニ付念入致吟味相渡可申旨被
 
仰渡候、依之昨晩
申達候町人共主ニ紛無御座候間相渡申候、此段為御知以使申入候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
十二月朔日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
辻番頭
 
箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
右之通被遣候所、 御返事御相応、 何様参上仕可申上 、此段御用人迄宜申達由被仰聞候、 〈上四篇横目方捨物帳〉
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守山御日記巻之三百二十二
 
終
 
                    
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十七
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十
（
二
）
三
 
 
 
起元禄十三年庚辰十二月三日
 
 
 
終同年同月 二日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十二月
 
三
 
日、御家中
江
被下金、今日相渡申候、 〈横目方日次帳〉
 
四
 
日、今度新地御拝領之為御祝儀、松林院様
江
 
殿様御（松平頼貞）
招請
被遊候、就夫、
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、小笠原右近将監殿〈忠雄〉より新地御拝領之御祝儀物
参候、依之此方様よりも御返礼旁為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
干肴弐種
 
 
 
 
 
 
 
御樽壱荷
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金壱枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候
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五
 
日、御老中秋元但馬守殿〈
喬朝〉被任侍従候付、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右、先格之通被遣候
 
同
 
日、新御領地之 物成
金取集指越候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公儀御代官手代
高島太次兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 間宮次左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 逸見小野衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 野間惣五郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 新松八五郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 朝日猶衛門
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
六
 
日、播磨守様〈頼隆〉 、
 
黄門様（徳川光圀）
〈義公〉御病気ニ付、水
戸
江
御下被成候為御餞別、
 
 
 
 
 
 
 
御綿袍弐ツ
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
同
 
日、本多中務太輔殿〈政武〉より金千両御借用被成候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主並
 
 
 兼子市衛門
 
 
 
 
 
其方儀、飯野関野衛門並被
 
仰付候、関野衛門差合候
時分は、御髪等差上可申候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、播磨守様〈頼隆〉 、水戸
江
御発駕被成候
 
七
 
日、
 
黄門様〈義公〉御病気御養生御叶不被遊、昨六日御
逝去被遊候由、今夜五ツ半過申来候
 
同
 
日、
 
殿様小（松平頼貞）
石川御屋敷ニ被遊御座
候内、柳原順ニ火事相
見候付、東之切手御門迄御詰被遊候、火元元誓願寺前松平伊豆守殿〈信輝〉中屋敷内構計致焼失候
 
同
 
日、
 
黄門様〈義公〉御逝去付、水戸
江
御使
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御刀番
 橋本五郎衛門〈義明〉
 
 
 
 
 
讃岐御（松平頼常）
使
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御徒
 
 芹沢団助〈広覚〉
 
 
 
 
 
右之通被遣候、鎌倉
江
御足軽御飛脚被遣候、 〈上四篇横
目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
黄門様御逝去ニ付、鳴物音曲十四日迄、普請は九日
迄御停止之由、御家中
江
相触申候、并魚類十四日迄御
門内へ入不申候、
 
「
 
 
 
御家中煤払も十四日
（製本時の乱丁ヵ、後丁と入替、候から闕字なく続く）
迄相止申候、 〈横目方遠行帳〉
 
八
 
日、
 
水戸様駒込御屋敷之内、池之端之方辻番長屋より昨
晩失火、十軒程致焼失候
 
同
 
日、
 
黄門様御儀付、為
 
上使御使番中山勘ヶ由殿〈名闕〉
御越被成候、即刻為御礼 出被遊候
 
同
 
日、水戸手代薄井佐助、御金八百両致持参候
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同
 
日、暮過
 
黄門様〈義公〉御逝去ニ付、
 
三之丸様よ（徳川綱吉母桂昌院）
り為
 
上使中沢惣右衛門殿〈名闕〉御越被成候
 
同
 
日、
 
黄門様御逝去ニ付、 普請は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
「
 
 
 
今日一日御停止、明
（製本時の乱丁ヵ、前丁と入替、はから闕字なく続く）
九日より可申付候、鳴物は来ル十
四日迄御停止、十五日より不苦候由
 
御城書申来候、
〈上五篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
黄門様
江
為御香奠、
 
 
 
 
 
 
 
白銀弐拾枚
 
 
 
 
 
右之通、御使者を以水戸へ 備被遊候、但、於水戸播磨守様〈頼隆〉御様子承合御同様可仕由ニ而、先弐拾枚被遣候、 〈式台進物帳、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、 水戸
江
 
御名代御使者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
 
 
 
被
 
仰付候候
（者から闕字なく続く）
、番頭之格ニ而は不被遣候、九佐衛門忰
故被遣候
 
 
 
 
 
右之通、於
 
御前被
 
仰渡候、依之銀子等も並より多
被下置候、 〈用部屋日次帳、横目方日次帳
 
同
 
日、為御朦気御見舞、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一籠
 
 
 
 
 
右之通、来ル十二日、御一七日被為当候間、其節以御使者被為進候筈ニ而、以御飛脚水戸
江
被遣候、 〈式台進
物帳〉
 
九
 
日、御番頭中野平次郎〈清定〉 、水戸手代薄井佐助、水戸
江
致発足候
 
同
 
日、
 
御前より木札五枚御出シ被遊、 一方ハ御目付方焼印、
一方ハ万字之焼印ニ致指上候様ニと被
 
仰出候間、万
字之焼印は
 
御奥様御紋ニ候間致無用候様ニと、御先
代被
 
仰出候由申上候処、不苦候間為押候様ニと被
 
仰出候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
十
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主
 大和田林賀
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而金三両弐人扶持被成下候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
十一日、奥州守山より御飛脚参、去ル六日御領知引渡相済請取
申候由、御徒目付舟木藤衛門 忠親〉 ・同萩谷丹衛門〈副充〉方より申越候
 
十二日、御番頭野口八郎大夫〈氏庸〉 、常州新御領知首尾能請
取、八ツ半時到着致候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、右請取候常州御領知之絵図、左之通
 
【
 
口絵図版
 
⑦
 
】
 
〈用部屋絵図〉
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 守山御日記巻之三百二十三
 
終
 
                   
守山御日記巻之三百二十四
 
 
 
起元禄十三年庚辰二
（十脱）
月十二日
 
 
 
終同年同月晦日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十三年庚辰
 
十二月
 
十二日、
 
黄門様（徳川光圀）
御一七日ニ被為当候付、為御窺御機嫌、
 
 
 
 
 
季君様
 
（徳川綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一籠宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
十三日、御忌中故、今日之御煤払無御座候
 
十四日、御刀番橋本五郎衛門〈
義明〉 、水戸へ之御使相仕舞罷
登候
 
十五日、播磨守様〈頼隆〉 、水戸より御帰府被成候
 
同
 
日、御用人鈴木次郎大夫〈智義〉 、吟味小高伊野衛門〈重
本〉 、守山より罷登候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
 
 
一、今度請取候守山御領ニ竪置候御制札之写
 
 
 
 
 
 
 
定
 
元禄 13 年(1700) 12 月 
 81 
 
 
一、忠孝をはけまし、夫婦兄弟諸親類にむつましく、召仕
の者に至迄憐愍をくハふへし、若、不忠不孝の者あらハ可為重罪事
 
一、万事おこり不可致、屋作・衣服・飲食等に至迄倹約を
可相守事
 
 
 
一、悪心を以て或ハ偽り、或ハ無理を申かけ、或は利欲を
構へ人の害をなすへからす、惣して家業を可勤事
 
一、盗賊并悪党あらは訴人に出へし、急度御褒美可被下事
 
 
 
 
 
 
 
附、博蛮堅令制禁之事
 
一、喧嘩・口論令停止之 自然有之時其場
江
みたりに不可
出向、又は手負たるも を隠置へからさる事
 
 
 
一、被行死罪之族有之刻 被
 
仰付輩之外馳集へからさる
事
 
 
 
一、人売買堅令停止之、并年季に召仕下人男女共 十ヶ年
を限るへし、其定数を過 可為罪科事
 
 
 
 
 
 
 
附、譜代下人、又は其所に住来る輩、他所
江
相越
在付、妻子をも所持、其上科なき者を不可呼返す事
 
 
 
 
 
右之条々可相守、於有違犯は可被処厳科旨所被
 
仰出
也、仍下知如件
 
 
 
 
 
 
 
天和二年五月日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奉行
 
 
 
 
 
右御高札寸法
 
【
 
口絵図版
 
⑧
 
】
 
 
 
 
 
 
 
定
 
 
 
 
 
幾里支丹宗門は累年御制禁たり、自然不審成者あらは申出へし、御褒美として、
 
 
 
 
 
 
 
はてれんの訴人
 
 
 
銀五百枚
 
 
 
 
 
 
 
いるまんの訴人
 
 
 
銀三百枚
 
 
 
 
 
 
 
立かへり者の訴人
 
 
同断
 
 
 
 
 
 
 
同宿并宗門の訴人
 
 
銀百枚
 
 
 
 
 
右之通可被下、たとひ同宿宗門たりといふとも、訴人に出る品により銀五百枚可
被下之、隠置他所より顕
るゝ おゐては、其所之名主并五人組迄一類共に可被処厳科者也、仍下知如件
 
 
 
 
 
 
 
天和二年五月日
 
 
 
 
 
 
 
 
奉行
 
右御高札寸法
 
 
 
 
【
 
口絵図版
 
⑨
 
】
 
 
 
 
 
 
 
定
 
 
 
 
 
頃日猥に鉄炮打候もの有之由相聞候、不届之至也、若隠置輩あらハ可為曲事
 
 
 
一、鉄炮打候者捕候者あらハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
銀三百枚
 
 
 
一、同類之中より訴人に出る者あらハ
 
 
 
 
 
銀弐百枚
 
一、鉄炮打候者見届其者之名在所申出る者あらハ
 
銀百枚
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右之通御褒美可被下、たとひ同類たりといふとも、其科をゆるしあたをなさゞるやうに可申付者也
 
 
 
 
 
 
 
貞享二年十月日
 
 
 
 
 
右、御高札寸法
 
【
 
口絵図版
 
⑩
 
】
 
 
 
 
 
捨馬之儀ニ付、段々被
 
仰出候処、頃日も捨馬仕候も
の有之由、急度 仕置可
 
仰付候得共、先此度も流
罪被
 
仰付候、向後捨馬仕候もの有之におひては、可
被行重科者也
 
 
 
 
 
 
 
十二月日
 
 
 
 
 
右御高札之寸法
 
【
 
口絵図版
 
⑪
 
】
 
 
 
 
 
右四枚之御高札、守山村ニ建置申候 其外弐拾九ヶ村ニは幾里支丹 ・捨馬御高札弐枚宛建置申候、 〈上四枚之高札、用部屋守山領高札留〉
 
一、守山御領之図、左之通
 
【
 
口絵図版
 
⑫
 
】
 
十八日、御忌中故御煤払無御座候付、今日御内証向御用部屋御
掃除有之候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
割御多葉粉一箱
 
 
 
 
 
右之通、
 
水戸様御同朋川合寸阿弥、近日水戸
江
罷下
候ニ付、御頼被成被為進候
 
同
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候、御同朋川合寸阿弥方迄御徒川合黄楊衛門〈名闕〉御使 而被遣候
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玉峰院様（徳川頼房娘）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
英勝寺様
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一籠宛
 
 
 
 
 
右之通、以御飛脚被為進候
 
十九日、軽松様御疱瘡被成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
熨斗餅十枚
 
 
 
 
 
右之通御伽之衆
江
被下候様ニと被為進候
 
同
 
日、為御朦気御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守（松平頼隆）
様
 
 
 
 
 
 
 
薯蕷一台
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上五篇式台進物帳〉
 
廿一日、御刀番鈴木角大夫〈宗忠〉 、昨晩泊番留主之内、家来
品々致取逃候、裏之塀乗候様子ニ相見候由、 刀番組頭関団衛門〈定利〉申出 横目方日次帳 同留帳〉
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廿三日、為御朦気御見舞、
 
 
 
 
 
少将様〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
根芋
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
枝柿一箱
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、軽松様御疱瘡為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
温飩二十舟
 
 
 
 
 
右之通御伽之衆
江
被下候様ニと、清涼院様御附々
江
迄
以奉文被為進候
 
 
 
一、来ル廿六日、
 
黄門様〈義公〉御三七日ニ被為当候ニ
付、為御見廻、
 
 
 
 
 
宰相様〈粛公〉
 
 
 
 
 
 
 
求肥飴一棬
 
 
 
 
 
右之通、今日以御飛脚水戸へ被遣候、御当日以御使者指上候様ニと、水戸詰雨宮八助〈名闕〉方
江
申遣候、
〈上三篇式台進物帳○末之篇本書不載、日随篇次記之〉
 
廿六日、御役料被下候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御使役
 
冨岡斧衛門〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
右は、為小袖代被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 橋本五郎衛門〈義明〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方義、御腰物方相勤候ニ付被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 山田与佐衛門〈正平〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚之内半分
 
 
 
 
 
其方儀、先役御徒目付之御役料之内被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付坊主
大内立賀
 
 
 
 
 
 
 
御役料金壱分
 
 
 
 
 
右之通被下置候、其外皆勤之面々御褒美被下置候
 
同
 
日、御煤払、今日不残相済申候
 
同
 
日、他所御出之節、御蓑箱持御手廻一様之御仕着着候筈ニ
相済申候
 
廿七日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御包丁人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舟田長兵衛〈忠近〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉木喜平次〈名闕〉
 
 
 
 
 
其方共儀、来元日
 
御目見ニ可罷出候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、手代佐川太郎兵衛、水戸より罷登候、 〈上五篇横目方
日次帳〉
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同
 
日、為歳暮之御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
御時服壱重
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
三之丸様（綱吉母桂昌院）
江 
 
 
 
 
 
 
子籠鮭三尺
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
御使
 
御小性頭
大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
右、両様御忌中故御延引、今日御献上被遊候
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
 
 
 
 
八重姫君様（綱吉養女、吉孚正室）
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿〈昌胤〉
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於品殿
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平志摩守殿〈直丘〉
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
小川町様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於初殿
江 
 
 
 
 
 
 
羽子板弐枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於豊殿
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、為御精進揚、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様〈頼隆〉
江 
 
 
 
 
 
 
鯉弐本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御代官
 窪田長五郎殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
元禄 13 年(1700) 12 月 
 85 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 大草太郎左衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 中川吉左衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 完倉与兵衛殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御代官
 瀧野十衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
窪田長五郎殿手
 
 浅井小一左衛門
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 安藤角大夫
 
大草太郎左衛門殿手代
小沢平内
 
中川吉左衛門殿手代
 高橋伝大夫
 
完倉与兵衛殿手代
 
 高島太次兵衛
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧野十衛門殿手代
 
 間宮清左衛門
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右は、当秋中御拝領之新知場所御請取相済候為御祝義被遣候
 
同
 
日、為歳暮之御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿昌興
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿八日、新地場所御請取相済為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平岡十左衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
紗綾弐巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上七篇式台 物帳〉
 
同
 
日、御登
 
城被遊御退出より
 
三之丸様・
 
八重姫君様より御使被遣候為御礼御老中方御廻被
遊候、 〈横目方日次帳〉
 
晦
 
日、御登
 
城之節、雨天ニ候ハヽ御駕籠之者下乗迄笠御免
可被成由、今日於
 
御城御連枝様方被
 
仰合候由被
 
仰出候、 〈横目方日次帳、同留
 
同
 
日、夜四ツ過 料理人石田源八〈猶忠〉御門外より罷帰
候付、御門番之者様子承候処、伝通院前
江
罷越候之由
申候、御門入可申哉と御門番御目付方
江
申出候故、御
包丁人頭鈴木吉兵衛〈利貫〉方ヘ申遣候処、今夕致他出候由申聞 間 切手遣候 遅断之儀は不申聞候得共、 先御門御入被下候様ニと申候ニ付、 御門入 候、〈横目方留帳〉
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守山御日記巻之三百二十四
 
終
 
                    
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十八
 
」
 
 守山御日記巻之三百二十五
 
 
 
起元禄十四年辛巳正月
 
 
 
終同年同月 一日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
九
年
（頼貞治世）
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
正月大
 
朔
 
日、年始御規式、如御嘉例相済、殿様
（松平頼貞）
機嫌能御登
 
城被
遊候、従御退出御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御出、
 
御女中様方
江
年始之御祝儀被
 
仰上、夫より細川越中守殿〈綱
利〉
江
被為寄御装束被
 
召替、惣御老中・御側御用人
衆・若年寄衆・
 
甲府様〈綱豊卿〉 ・八重姫君
（徳川吉孚正室）
様・播
磨守様〈頼隆〉
 
筑後守様〈頼道〉御勤被遊候、 〈横
目方日次帳〉
 
同
 
日、為年始御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
右、例年之通御献上被遊候
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八重姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候
 
同
 
日、
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
御小袖壱ツ
 
 
 
 
 
右は、御拝領 呉服、例年之通御頒被為進候
 
 
 
 
 
 
 
  
 
御使
 
御徒頭
 
三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
同
 
日、為年始御祝儀
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通、
 
御城御退出以後御持参被遊候、 〈上三篇式
台進物帳〉
 
同
 
日、日蝕八分卯辰之時有之候 〈古暦便覧〉
 
二
 
日、年始為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿信季
奥方
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通、当年
 
初而御持参被遊候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
御奥様暮六半頃
 
御姫様方御部屋
江
為御年礼被為入、
与米姫（松平頼貞娘）
様
江
初而御対顔被遊候、就夫殿様・
（松平頼貞）
御奥様・御姫
様方御雑煮・御吸物ニ而御祝相済、追而御蕎麦切被
 
召
上候、御供之女中 目通二人 蕎麦被下候、其外十人雑煮被下
 
 
 
 
 
御奥様より
 
 
 
 
 
染姫様（松平頼貞娘）
江 
 
 
 
 
 
 
御目録〈本書不載員数故不記〉
 
 
 
 
 
与米姫様
江 
 
 
 
 
 
 
紅壱疋
 
 
 
 
 
 
 
塩鯛一折
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 石田源八
 
 
 
 
 
其方儀、御次之料理人被
 
仰附候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方留帳〉
 
同
 
日、清涼院様昨日より御疱瘡御見被成候処、御機嫌能御膳
等も御快進被成候由、水戸様御家来島村杢佐衛門・鵜殿平七方より申来候、 〈式台覚書〉
 
三
 
日、
 
桜田様御疱瘡被成候由申来候、仍之早速為御見舞御
出被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、清冷院
（
マ
マ
）様御疱瘡為御見舞、
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温飩二十船
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、同覚帳○進物帳闕幣物今拠覚帳〉
 
同
 
日、御謡初為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
御盃台一面
 
 
 
 
 
 
 
生肴壱種
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御家老
 小原孫太夫〈信与〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、御謡初為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
 
 
御盃台
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御刀番
 木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通被為進候、所佐衛門、御前
江
被召出、
 
御直答
被仰上候、 〈式台覚帳〉
 
四
 
日、
 
桜田様御疱瘡候附、
 
 
 
 
 
 
 
温飩二十船
 
 
 
 
 
右之通御慰ニ御側 者
江
被下候様ニと被為進候、 〈式台
進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、為年頭之御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
野村六郎左衛門方
 
 
 
 
〈横目方日次帳〉
 
五
 
日、清涼院様〈諱絲子、讃岐侯源頼重女、嫁於久留米侯有
馬玄蕃頭源頼利〉御疱瘡御養生御叶不被成御逝去被成候、水戸様
江
御忌掛之儀相極不申候附、未
 
公儀
江
も
御達不被遊候由ニ附、此方様よりも御達御延引被遊候
 
同
 
日、於水戸
 
源儀様（徳川光圀）
御法事之節、御香奠白銀十枚御備被遊
候筈候由、 御番頭中野平次郎 〈清定〉 水戸より申越候、〈上二篇式台覚帳〉
 
同
 
日、
 
桜田様御疱瘡為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
御花一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、来ル廿八日、長寿院様十三回忌ニ被為当候ニ附、為御
香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通相備御代拝相勤候様
と、水戸詰御用人雨宮八助
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〈名闕〉方
江
申遣候
 
六
 
日、
 
桜田様
江
為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
井籠弐ツ
 
右之通被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
清涼院様御逝去ニ附、
 
水戸様より
 
公儀
江
御達之
振、御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
御書附を以御聞合
被遊候処、豊後守殿御挨拶
 
 
 
 
 
 
 
出羽守各
江
も致物語候、御病気ニ被成候而は自然
間違申儀も候得は如何候間、御指合ニ而明日も御登
 
城不被遊候段、月番佐渡守迄被
 
仰遣可然奉
存候、御服忌は半減被為請ニ而可有御座候、右之旨可被
 
仰上候、以上
 
右之通ニ附、
 
御月番小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
御書
附を以御達被遊候
 
松平源英
（頼重）
娘、古有馬玄蕃頭
（
頼
利
）後室、清涼院儀、実は
水戸殿（徳川綱條）
姉ニ而只今手前被指置候、頃日疱瘡相煩候
処、急指詰昨朝致逝去候、
水戸殿ニは忌中之儀候
得共、少将殿
（徳川吉孚）
江
も実は伯母ニ而御座候、然は明七
日兼而は被致登
 
城候筈御座候得共、為御断被申
入候
 
 
 
去々年松平讃岐守
（
頼
常
）弟靱負（松平頼剛）
相果候砌、水戸殿ニ
も弟、 少将殿伯父之積ニ而、 半減忌請被申候、今度 此通ニ而可有御座候哉
 
 
 
 
 
右之通御城附之者を以御達被遊候処、被致承知候由被申聞旨、
 
水戸様御家老肥田十蔵方より申越候
 
七
 
日、
 
清涼院様御死去之御達
 
御本家様より昨晩相済候ニ
附、此方様よりも 達被遊
候、昨晩は夜陰ニ候、今朝
は御祝日故御指扣 今夕御使者被指出候、御用番小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
致伺公、右御忌掛之御達申入、
御取次
江
申談候は、清涼院儀、一昨朝致死去候儀ニ候
間、早々右之段可申進所、水戸少将殿より阿部豊後守様
江
被得御内意候所、昨晩御指図被
 
仰聞候趣、少将
殿より播磨守
（松平頼隆）
方
江
及夜陰申来候間、昨晩は以使不申進
候、今朝は御祝日之儀故態と指扣候由申達候、夫阿部豊後守殿〈正武〉
江
致伺公、右御達并御用番小笠
原佐渡守殿
江
被
 
仰達候由申入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈上二篇式台覚帳〉
 
同
 
日、
 
清涼院様御逝去ニ附、鳴物音曲三日御停止之由、御
家中
江
相触申候、 〈横目方日次帳、同遠行帳
 
二帳并作
五日而未訃朝之前不禁琴鞁故今記此以備後撰矣〉
 
八
 
日、
 
桜田様御疱瘡為御見舞、
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紅御小寝巻一
 
 
 
 
 
 
 
求肥飴一箱
 
ひい
く
一台
 
 
 
 
 
 
御目録之外
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
九
 
日、右御同人様
江
為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
御重一組
 
 
焼餅
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
御同人様御疱瘡ニ附、於玄姓院御祈祷被
 
仰附候為
御初尾、
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈用部屋日次帳〉
 
十
 
日、大小姓三宅伴助〈繁久〉 、御小納戸根本忠八〈忠辰〉 、
親類杉島織衛門と申者 松平丹波守殿 〈加納侯源光永〉相勤罷有候所、傍輩と致喧嘩候由申来候ニ附、両人先達御暇申上罷越候様子委細御聞被遊度
 
思召候由被
仰出候間、押之者指越候而為承候処、右押之者、松平丹波守殿屋敷
江
罷越、伴助・忠八
江
漸逢候而様子承候
所、両人名附ニ而口 書遣申候、杉島織衛門方
江
同役
間房衛門と申者参候而討果双方共ニ相果 書置も無御座候間、織衛門〈本書誤房右衛門乎〉乱心と相見申候由申越 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、桜田様御疱瘡為御見舞御出被遊候ニ附、
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一台
 
 
 
 
 
 
 
紅粉猪口三拾〈用部屋日次作五十〉
 
 
 
 
 
 
 
御双紙三拾冊
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候
 
同
 
日、御同人様
江
御疱瘡ニ附於玄姓院御祈祷被
 
仰附
 
 
 
 
 
 
 
御札守
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
同
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
御檜小重壱組
干菓子入
 
 
 
 
 
右之通、来ル十三日比指上候様ニと、水戸詰雨宮八助方
江
御飛脚ヲ以被遣候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
十一日、
 
松林院様為御年始御表
江
被為入候、為御馳走御慰物
被仰附候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、桜田様御疱瘡中為御慰、
 
 
 
 
 
 
 
作花石台物
 
 
 
 
 
 
 
御重壱組
 
 
 
 
 
右之通被進候、 〈式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百二十五
 
 
 
（
終
脱
ヵ
） 
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守山御日記巻之三百二十六
 
 
 
起元禄十四年辛巳正月十二日
 
 
 
終同年同月 五日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
 
 
 
 
 
 
正月
 
十二日、清涼院様御遺骸今晩御出棺ニ附、御見送并御代拝被仰
附候、為御香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
右之通御備被遊候
 
 
 
 
 
水戸様御家来肥田重十蔵
江
御香奠儀取計候様ニと御頼
被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御使者
 
 斎藤哉衛門〈本秀〉
 
 
 
 
〈式台覚帳、同進物帳〉
 
同
 
日、大御留主居稲葉丹後守
殿〈正通〉 、御老中被
 
仰附候
為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、但、丹後守殿ニは御由緒有之 ニ附、前方小笠原佐渡守殿〈正通〉御老中被仰附候節之格ヲ以被遣候
 
同
 
日、桜田様御疱瘡為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
食籠二
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、御郡奉行村上甚衛門〈勝房〉方より以飛脚申越候は、
去ル十日昼帆津倉村ニ而伝十郎と申百姓年礼罷通候処、 〈此間一字闕〉之内 鶴ヲ犬喰殺申ニ附、早速打放近所罷在候五郎兵衛と申者呼置、件之仕宜有之候、我等番人ニ 在候 名主・組頭
江
申通候様ニと申ニ附、
則五郎兵衛触廻候処、名主・組頭驚早速走附様子見申候得は、腹と胸ニ犬之歯跡有 鶴落 候、右之段十一日ニ村上甚衛門方
江
名主罷越致注進候由、 〈用部屋日次
帳、横目方留帳〉
 
同
 
日、鶴之儀ニ附、何も相談之上、水戸様御城附菅六衛門方
江
御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀
〉罷越及相談候処、あな
たニ而も左様之例無之候、先年御屋敷前落鴨有之候儀御届も有之候得共 御当地之義候、 領内 儀 先例覚不申候、不遅儀候間、能々御吟味之上被
 
仰立可然
由申聞候、 〈式台領内落鶴届方聞合
 
十三日、明ヶ六過、御医師明石通本、御目附方
江
罷出、昨夜中
私蔵之戸ヲ破、夫より表 路次之戸錠は其侭指置 跡之方より戸ヲ外シ 土蔵之内之道具盗取申候、 右之段、
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今朝見附申候、就夫地主申候は、未明ニ表之掃除ニ罷出申候処、私食焚中間土蔵之前ヲ出入致候様見置候由申候旨 出候 則右之趣達
 
御聴候処、食焚并若党・
草履取致詮議候様ニと被
 
仰出候、尤、御足軽・押之
者・御中間指遣、右之者共召捕、此方
江
連参縄懸指置
申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、桜田様御疱瘡御快然、御酒湯被為懸候為御祝儀、
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿〈昌胤〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
図書頭殿〈叙胤〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人
 
 
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、菅六衛門方手紙
 
 
 
 
 
 
 
鶴之儀、御役人中より注進申参候哉、夜前申上候は、御役人中より申来次第阿部豊後守殿迄被
 
仰
 
達候而可然可有御座哉之由、御物語仕候処、先多門伝八郎殿
江
御達被遊、伝八郎殿指図之上豊後守
殿
江
は可被
 
仰遣候哉、同は
 
讃岐守様・
 
尾紀
之御連枝様方御領分ニ而右ニ似寄候儀有之、被
 
仰達も無之候ハヽ、其元様よりも被
 
仰達候儀不
入儀候様奉存候、右之御方々 御聞合 成可然唯今心附乍推参如此御座 、以上
 
同
 
日、右之通申来候附、松平摂津守様〈義行〉 ・松平出雲守
様〈義昌〉 ・松平内蔵頭様〈頼職〉 ・松平主税頭様〈頼方〉 ・讃岐守
（松平頼常）
様〈節公〉 ・本多中務太輔殿〈政武〉 ・松
平備前守殿〈津山侯源長知〉衆
江
承合候処、右之様成
儀唯今迄無之附、
 
公儀向唯今迄届不致候由申来候
 
同
 
日、筑後守様〈頼道〉衆原甚佐衛門方
江
承合候処、返事
 
 
 
 
 
 
 
公儀
江
届方之儀被
 
仰聞、先年領内病鶴参候附、
所之者出会番等附置致養育、 早速在所役人
江
申出、
役人方より此方
江
申出候附、早々阿部豊後守殿
江
申達候処、病鶴之儀、所ニ而弥致養育候様ニと之御返答ニ而御坐候、然所 右之鶴落申候由又々注進申来候、仍之豊後守殿
江
右為御知被申越候処、
念入埋置候様ニと御返答ニ而相済申候、尤、御用番御老中
江
御届ニ及不申候由ニ而、何方
江
も届無
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御座候、左様御心得可被成候
 
 
 
 
 
一、領内
江
放レ馬有之節も、馬之毛色・長致書附、見
附候日彼是右之儀致口上書持参申候、尤、近郷
江
所より馬主有之 ハヽ可申参由触申候、馬主出不申内は所ニ而致養育 豊後守殿御返答ニも、所ニ而弥致養育、 出候ハヽ相渡候様ニと被仰聞候、尤、右之馬落申候得は、其段豊後守殿
江
為御知申
達候、早々取捨候様 と御返答有之候、其所ニ埋置馬毛色等書附札立置申由御座 、勿論右之馬病馬之様子ニ候得は其段書附加申事御座候、此節も御用番
江
御届不申、豊後守殿ニ而相済申候、以上
 
 
 
 
 
 
 
返啓、鶴抔右之通参候節、少々疵抔有之候而も疵有之候段ヲ申立候儀は悪敷候様ニ及承 少々之儀は病鶴と申立能候由及承 放馬之儀も、捨馬と相見申候而も放馬之様ニ申立相済申様子之由承申候、併此両様之儀は、其節様子ニより了簡可有之儀と奉存候、先為御心得存寄申進候、必善悪共右之通と計も難申儀御座候 疵有之鶴又は捨馬と申立候而は六ヶ敷有之様承 由
 
右之通申来候ニ附、岡田彦佐衛門、原甚佐衛門方
江
罷
越段々相談之上、兎角脇々得と承合候方可然由申談罷
帰候、 〈上三篇式台領内落鶴届方聞合帳〉
 
十四日、明石通本家来久八と申者、五ツ過より御下屋鋪ニ而致
拷問候、依之罷出候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 安島杢衛門〈豊昌〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中西忠太夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新組壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押三人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中間三人
 
同
 
日、明石通本家来渡辺元衛門・又八両人之様子相尋候処、
盗候様相見不申候ニ附、両
人共ニ御免被成、通本方
江
御返被成候
 
同
 
日、
 
源義様（徳川光圀）
御法事、於水戸明十五日より廿四日迄御執行
ニ附、鳴物御停止并魚類は初日、中日、結願、此三ヶ日御門入申間敷由被
 
仰出候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
十五日、従
 
御台様、少将様
（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
年頭之御祝儀物、豊小路殿ヲ以被為
進候附、
 
殿様、（松平頼貞）
播磨守（松平頼隆）
様ニも御樽肴御拝領被遊候、
右之御儀附、
 
御登
 
城之御先より御中小姓抜人安藤
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彦衛門〈矩重〉ヲ以御小姓頭
江
被
 
仰出候は、御拝領
物ニ附御礼之儀、先格共致吟味、早々申上候様ニと被仰出候、初而御拝領被遊候附、宰相様
（徳川綱條）
〈粛公〉
江
奉手
紙ニ而御吹聴被
 
仰上、柳沢出羽守殿〈保明〉 ・惣御
老中・松平右京太夫〈輝貞〉
江
御礼御出被遊、御用番・
御留守居 村越伊与守殿 名闕 并
 
御台様御用人衆
江
御使被遣候由申上、其通御勤被遊候、 〈式台覚
帳、用部屋日次帳、横目方留帳〉
 
同
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
為御精進揚、
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、
 
源義様（徳川光圀）
御法事中、
 
宰相様〈粛公〉為御伺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
青物一籠
 
 
 
 
 
右之通、御法事中日被為進筈ニ而、水戸詰御用人雨宮八助〈名闕〉方迄以御飛脚遣 、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、筑後守
（松平頼道）
様御家来原甚佐衛門方より手紙
 
 
 
 
 
 
 
昨晩被
 
仰聞候儀、半衛門ニも承候処、此方領知
病鶴之節は脇々ヲも承合不申、先旦那被申附豊後守殿
江
申立候由ニ御座候、右之節御約束申候松平
佐渡守殿留守居方承合候処、別紙之通申来候紙面之趣ニ而は世上類無御座儀と存候、 昨晩も申 通、
平助儀は数年相勤世上致広功者之仁ニ而御座候、兼而心易致候間存寄も候ハヽ委細被申聞候様ニと頼遣候、先年生類之儀ニ附御条目之趣 遂御詮儀可然奉存 平助紙面ニ而も落着難儀ニ存候、此方之先格も病鶴之儀御座候得共、此度之御格ニは難成儀と奉存候、早速御届及不申相済申様平助方之紙面ニは相聞候得共 此段も難計 存候、兎角先年之御条目御吟味被成、御了簡被成候様ニと奉存候、以上
 
一、松平佐渡守殿〈良昌〉衆平助〈本書姓闕〉方より原甚
佐衛門方
江
手紙写
 
 
 
 
 
 
 
御領知ニ而若病鶴抔参候節之儀 尋被成候 此方在所唯今迄終ニ左様之儀無之候故、先例も無御座候、外之儀も放馬等之儀はは承
（
衍
）
候得共、鶴之儀は
不承候、乍去先年被
 
仰出候は、御条目ニ生類人
之疵附 様子有之候ハヽ先片附置 早速御届ニ不及、手筋知申候ハヽ御届可申候、痛煩 節は随分介抱可仕候、放遣 而も能
候ハヽ放遣可申候、放
候而も外
江
参候事難成候ハヽ養置可申旨、御書出
出テ申候、左候得は早速届申ニも及申間敷候哉、尤、煩候ハヽ随分介抱可仕 様 候ハヽ、人之堀
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発不申場所
江
念ヲ入埋置可申心得ニ而、兼而罷有
候、人之疵附候さへ手筋知不申候ハヽ早速届ニ不及と之事御座候得共、病鶴等之儀は御届ニも及申間敷候哉、難計儀ニ奉存候、放馬等之儀も兎角生類ヲ不沙汰ニ不仕候様と之事御座候得共、在所筋左様之儀も御座 得は、随分申附、介抱念ヲ入申候、惣而在所之儀遠方故唯今迄御届申儀も無御座候、佐屋より桑名
江
之往還ニ御座候故、旅人若病
死抔仕候節道御奉行衆
江
御届申達候側ニ葬札ヲ立
置申迄ニ御座候、生類之儀ニ附唯今迄何之子細も無之故届申儀も無御座候、 左様ニ御心得可被下脇々之様子不承 以上 〈式台領内落鶴届聞合帳〉
 
 守山御日記巻之三百二十六
 
終
 
       
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百五十九
 
」
 
 守山御日記巻之三百二十七
 
 
 
起元禄十四年辛巳正月十六日
 
 
 
終同年二月二十二日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
 
 
 
 
 
 
正月
 
十六日、御領内之鶴之儀、犬喰殺候ニ紛無之上は、
 
公儀
江
被
 
 
仰達不及候間、念入取仕廻候様ニ可仕旨被
 
仰出候
間、人近ク
江
深ク埋、十日計之内番人附置、不被堀出
様ニ念入取仕廻候様ニと申遣候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御徒芹沢団助〈広覚〉 、讃州
江
御使相勤罷帰候
 
同
 
日、
 
鶴姫君（徳川綱吉娘）
様御疱瘡被遊候ニ付、御附使者被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御使役
 
 関団右衛門〈定利〉
 
 
 
 
〈上二篇横目方日次帳〉
 
十八日、於品殿御疱瘡被成候ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通、以奉文被為進候、 〈式台覚帳、同進物帳〉
 
同
 
日、年頭之為御祝儀、
 
三之丸様（徳川綱吉母）
江 
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生鯛二枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦左衛門〈宜純〉
 
同
 
日、頃日
 
御台様より豊小路殿ヲ以、年始之御祝儀物御拝領被遊候ニ附、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊小路殿
江 
 
 
 
 
 
 
紗綾二巻〈紅白〉
 
 
 
 
 
右之通、山野・幾田〈上二人本藩老女乎、未詳〉方迄御頼老女野沢奉文添被遣候、 〈上三篇式台進物帳
 
十九日、
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附御雇
 中西忠太夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 稲毛平六〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高七両三人扶持被成下候
 
 
 
 
 
其方共御徒目附本役被仰付候、仍之御加増被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓頭
 
 萩谷弥市衛門〈長正〉
 
 
 
 
 
其方儀、御供
 
御免被遊候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
鶴姫君（徳川綱吉娘）
様御疱瘡被遊候ニ附、於護持院御祈祷御頼被
遊候、為御祈祷料
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護持院
江 
 
 
 
 
 
 
銀五枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒頭
 三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
同
 
日、
 
桜田様御疱瘡中為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
味噌漬鰹節一棬
 
 
 
 
 
右之通、以奉文被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿一日、従
 
三丸様（徳川綱吉母）
為年始御祝儀、
 
 
 
 
 
上使中沢惣衛門殿ヲ 、
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、御家老三宅八衛門〈繁賀〉罷出御口上請取之御受も同人罷出申達候、右為御礼惣御老中并柳沢出羽守殿〈保明〉 ・松平右京太夫殿〈輝貞〉
江
御使被遣候、
 
上使之衆
江
も御使被遣候、 〈式台覚帳、
横目方日次帳、同留帳〉
 
同
 
日、御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
季君様（徳川綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
苔菁
 
 
 
 
 
 
 
茸藷
 
 
 
 
 
 
 
独活
 
一籠ニ入
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、於品殿御疱瘡為御見舞、
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蜜柑一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、鉄炮改帳之儀ニ附致世話候為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲斐庄喜衛門殿家来
 
                                        沢田段八
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹羽新左衛門
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江
年始之御祝儀、来月朔日被為進候
筈ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
御大刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
右之通、水戸詰御用人雨宮八助〈名闕〉方迄遣申候
 
 
 
一、
 
源威様
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
右は、御服被為明御上被遊
候筈ニ而、是又雨宮八助方
迄遣申候
 
廿二日、
 
鶴姫君様御疱瘡之御祈祷御頼ニ附、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護持院
江
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一籠
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、従
 
三丸様為年始御使被参候附、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中沢惣衛門殿〈名闕〉
江 
 
 
 
 
 
 
蚫一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、
 
御台様より此度年始之御祝儀物初而御拝領被遊候ニ附、先此節
為伺御機嫌生肴ニ而も被献度之旨、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御伺之処、御勝手次第可被成由御指図ニ
附、
 
御台様
 
 
 
 
 
 
 
鱸弐本
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
廿三日、
 
宰相様 〈粛公〉 、 来ル廿六日御忌明ニ附、 為御精進揚、
 
 
 
 
 
 
 
粕漬〈海松喰鰍〉一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進筈ニ而、水戸詰御用人雨宮八助〈名闕〉方迄遣申候
 
同
 
日、
 
宰相様
江
去歳暮之為御祝儀、
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干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通、来ル晦日ニ被為進筈ニ而、是亦八助方迄遣申候、 尤、 此度は御流可被成候由、 播磨守
（松平頼隆）
様より申来候、
無用罷成候処、追而亦被為進筈ニ罷成遣申候
 
同
 
日、
 
鶴姫君様（徳川綱吉娘）
御疱瘡為御伺御機嫌、
 
 
 
 
 
 
 
生鯛弐枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿五日、
 
桜田様御酒湯以後為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
生干鱚
 
 
 
 
 
右之通、以奉文被為進候
 
同
 
日、於品殿御疱瘡中為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
温飩二十舟
 
 
 
 
 
右之通、以奉文被為進候
 
廿六日、
 
鶴姫君様御疱瘡御順快、昨日 被為懸候為御祝
儀、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御小姓頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
廿七日、為御精進揚、
 
 
 
 
 
季君様（徳川綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、軽松様、頃日御疱瘡被成候附、御酒湯以後御祝儀之御
下心ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
右之通、 時之御口上ニ而被為進候、 〈自正月二十一日之篇式台進物帳〉
 
廿八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 手賀弥次郎〈絵治〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
右両人、御徒被
 
召出候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附平六事
稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候、 〈上二篇横目方日次帳、同留帳〉
 
廿九日、 於品殿御疱瘡御快然、 今日御酒湯御懸候附、 為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於品殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿〈昌胤〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
図書頭殿〈叙胤〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
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右之通被為進候、 〈式台覚帳、同進物帳〉
 
晦
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 鈴木角太夫〈宗忠〉
 
 
 
 
 
其方儀、水戸御蔵屋敷
江
罷越、
 
御主堂
江
之
 
御名代、
播磨守様衆久下佐兵衛申合可相勤候、其方当分独身ニ罷有候間被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、昨日本所ニ失火有之、火元見遣候処、四ツ目松平下総
守殿〈忠雅〉下屋敷より失火、長屋少残、松代町六丁程焼、新庄主殿殿〈麻生侯藤原直詮〉下 不残、夫より十間丁堀之内材木焼失、其外深川 方
江
焼申候、
〈上二篇横目方日次帳
 
同
 
日、宗門改御用之儀、御頼被成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
切支丹与力
 鵜飼源五衛門
 
 
 
 
 
 
 
雉子三羽
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 
 
 
 
 
 
二月小
 
朔
 
日、大元明王学頭善法院為年始御祝儀、
 
公儀
江
罷出候ニ
附、此方
江
も参上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
善法院
 
 
 
 
 
 
 
扇子一箱
 
 
 
 
 
右之通指上申候ニ附、於御座間
 
御目見被
 
仰付候、
畢而御料理被下置候、年寄衆相伴被致候
 
一、大元明王別当師継院使僧為指登候ニ附、是又御料理被
下置候、吟味小高伊野衛門〈重本〉致相伴候、 〈用部屋日次帳〉
 
二
 
日、大御目附安藤筑後守殿〈名闕〉宅ニ而相渡 御書附
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
一、最前相触候通、寺社・侍屋敷鳶・烏巣ヲ懸候ハヽ弥無
油断早速取払、巣を不懸様可仕候、若見落候巣有之玉子かへり候ハヽ、巣移候而、山本藤衛門・佐原十左衛門方
江
可遣候、手前ニ而巣移候儀難成候ハヽ、其段右
両人方迄可申越候、両人方より支配之者遣為移可申候事
 
 
 
一、江戸廻元御留場之内 鳶・烏巣ヲ懸候ハヽ、其所之百
姓より寄合番岡田甚衛門・近藤与兵衛・河原喜兵衛・桜井太郎左衛門・高井平四郎方
江
住（注）
進可仕候、右五人
之者共も相廻可致吟味候間、左様可被相心得候事
 
以上
 
 
 
 
 
 
巳
正月日
 
 
 
 
 
右之通之御書附一通、受取参候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台御条目留〉
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三
 
日、小石川上々様方
江
年始之御祝儀今日被
 
仰上候附、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
季君様（徳川綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候
 
同
 
日、去歳暮之為御祝儀、
 
 
 
 
 
少将様
 
 
 
 
 
季君様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
 
 
 
 
 
右之通、以御使者被為進候
 
四
 
日、飯沼弘経寺
江
御所望之名号御持参之為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
銀一枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
十
 
日、御徒目附佐川清助〈規里〉妹、於水戸十死一生相煩候
附、清助儀、頭之心得ニ而立帰之御暇相済申候、 〈横目方日次帳〉
 
十一日、本多吉十郎殿〈忠孝〉御髪置為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多吉十郎殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
十二日、柳沢越前守殿〈名闕〉 、此間袖留ニ附、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
越前守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十三日、
 
莫勝
（
英
ヵ
）寺様鎌倉より御出着ニ附、
 
 
 
 
 
 
 
井籠一組
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
御次御包丁人
 
石田源八〈猶忠〉
 
 
 
 
 
其方儀、平生勤方不宜、其上酒狂仕候ニ附、御暇被下置候旨、右之通被
 
仰渡候
 
十四日、前々被
 
仰出候音信・贈答・振舞御停止之御書附之内
江
、今度御改被成、酒三献ニ限給可申由被
 
仰出、御
家中
江
相触申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
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十五日、
 
紀州中納言様〈綱教卿〉今日
 
御登
 
城被遊候所、
近々
 
御成可被遊之旨被
 
仰出候、依之為御悦
 
殿様（頼貞）
御
 
城御退出より
 
紀州様
江
御出、
 
大納言様・鶴姫
君様
江
も被仰入候、
 
安宮様初メ
 
御一家様方
江
御使或
奉手紙ニ而御悦被
 
仰遣候、 〈式台紀伊侯御成之節扣〉
 
十六日、 常州茨城郡片倉村・柴高村・下座村・神山村・成田村、
五ヶ村ニ而米四斗入八百弐拾三俵、玄米五石五斗八升納り申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 河野立佐
 
 
 
 
 
其方儀、御家中為療治御屋鋪
江
引越可申候
 
右之通、 於御用部屋御用人水沢亦衛門 〈正次〉 申渡候、右は御家中為療治御屋鋪ニ医師可被指置由
 
仰出候
処、立佐義、居屋敷払 ニ附、幸と被
 
仰付候、 〈横目
方日次帳、同留帳 用部屋日次帳〉
 
十八日、
 
松林院様・御奥様為御年礼小石川
江
被為入候附、例
之通為御入目
 
 
 
 
 
 
 
金拾五両宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候旨、
 
松林院様より被
 
仰出候は、当
年は御有合物御用 持参被遊候、 上去暮中 金ヲも被為進候付、先御用人鈴木次郎太夫〈智義〉
江
御預被
成候由即達
 
御聴、大納戸
江
右之御金納置申候、 〈用部
屋日次帳〉
 
同
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲斐庄喜衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
  鈴木源五衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通、御招請被成候、 〈横目方日次帳〉
 
十九日、鈴木源五衛門殿〈名闕〉 、昨日初而御招請被遊候附、御
祝被成候
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀三枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
  多門伝八郎殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀三枚
 
 
 
 
 
右は、 昨日御招請被成候処、 故障ニ而御出無之候得共、源五衛門殿
江
御祝被遣候附、御同様ニ被遣候、 〈式台進
物帳〉
 
廿一日、御徒目附佐川清助〈規里〉 、水戸より罷登候、 〈横目方
留帳〉
 
廿二日、
 
小川町様、昨日被為入御逗留ニ附、於初殿今日御出
被成候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御領内之干わかさき御献上被遊度由、御老中阿部豊後
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守殿〈正武〉并月番御老中
江
御伺之上、今日初而
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一箱
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
一、御献上之わかさき一把十串結也、一箱二十五把、詰箱
寸法
 
 
 
 
 
 
 
長サ壱尺九寸
 
 
 
 
 
 
 
横壱尺弐寸
 
 
 
 
 
 
 
高八寸五分
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰付候、 〈用部屋日次帳〉
 
 【
 
以下脱ヵ〔守山御日記巻之三百二十七
 
終〕
 
】
 
        
守山御日記巻之三百二十八
 
 
 
起元禄十四年辛巳二月二十二日
 
 
 
終同年三月三日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
二月
 
廿二日、御領内之品御献上之為御残、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 柳沢出羽守殿〈保明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御老中
 
 
 阿部豊後守殿〈正武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 土屋相模守殿〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小笠原佐渡守殿〈長重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 秋元但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 稲葉丹後守殿〈正通〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側御用人
 松平右京太夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若年寄
 
 
 稲垣対馬守殿〈重冨〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 加藤越中守殿〈明英〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 井上大和守殿〈正岑〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 本多伯耆守殿〈正永〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 
 
一、右御献上御残之わかさき被遣候、仕立細代籠廻縁青竹
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ニ而鉄之鋲打組シ八把詰籠之寸法
 
 
 
 
 
 
 
長ヶ壱尺五寸
 
 
 
 
 
 
 
横壱尺壱寸
 
 
 
 
 
 
 
高サ五寸
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、新地御拝領為御祝儀、
 
松林院様初御連女様方御招請
被遊候ニ附、
 
 
 
 
 
殿様よ（松平頼貞）
り
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
色羽二重弐疋
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
 
 
色羽二重弐疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
染姫様（松平頼貞娘）
江 
 
 
 
 
 
 
色羽二重弐疋
 
 
 
 
 
小川町様
江 
 
 
 
 
 
 
色羽二重弐疋
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
松平内匠頭殿昌興
奥方
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於初殿
江 
 
 
 
 
 
 
色羽二重弐疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
同
 
日、右、何も様御寄合ニ附、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿〈昌胤〉
江 
 
 
 
 
 
 
鯔拾本
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一ツ
 
 
 
 
 
右之通被進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、小川町様・於初殿・松平内匠頭殿〈昌興〉奥方為御馳
走、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小山次郎三郎
 
 
 
 
 
右之役者被為召操被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
 
 
 
 木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御属
 
 
 
 
 笹山平太兵衛〈同上〉
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小川町様御属
 
 
 
 林弥五衛門〈長久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於初殿御属
 
 
 
 
 武藤佐市兵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿奥方
余悟市衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御用人
 
 
 今井忠佐衛門〈宜智〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 川崎加大夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御用人
 
 
 
 四宮茂兵衛〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通、御料理・御茶迄被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
廿三日、
 
三之丸様（徳川綱吉母）
江
御領内之干わかさき被差上度、御老中秋元但馬守殿
〈喬朝〉御伺 上 今日初而、
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一箱
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、御献上為御残、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側衆
 
 大久保長門守殿〈教重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野肥前守殿〈忠位〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 青山伊賀守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 藤堂伊予守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 安藤伊勢守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野丹波守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 中根大隈守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 島田丹波守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 安藤出雲守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺社奉行
 阿部飛騨守殿〈正喬〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺社奉行
 青山播磨守殿〈幸督〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 永井伊賀守殿〈直敬〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 松平日向守殿〈重頼〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿四日、町奉行保田越前守殿〈宗郷〉与力加茂宮兵蔵方より御
目附望月仲衛門〈君年〉方迄手紙ニ而申越候は、先頃越前守方
江
御口上書御持参御頼被成候明石通本老紛失
物之儀ニ附、詮儀被申附候処 似寄候衣類出申候、通本老より越前守番所
江
今夕七ツ時人被遣候而右之衣類
為見被申候様ニ可被
 
仰通候、此旨貴様迄申達候様ニ
と申付候由 来候 望月仲衛門・明石通本、越前守殿
江
被遣候処、加茂宮平蔵出合、質屋より紫之絹蒲
団二ツ出候、失候類ニ有之哉と為見被申候、模様も無之物、 殊ニ地主之蒲団 而通本も聢と見覚不申 ニ附、其段挨拶仕候、平蔵申 は、ケ様之品自身手掛 物有之候間、通本ニは見覚無之事可 候、召仕 有之候者も御座候ハヽ為見可申 ニ附、家来も表ニ而
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召仕候之者は見覚無之候、下女等は見知候者も可有之候哉、夫共ニ地主之物□而
（
ニ
）
御座候間、家来も聢と見覚
申間鋪候由申候所、平蔵申候は、唯今迄左様ニは不申付候得共、格別之儀ニ有 候間、明朝通本宅迄右之蒲団為持可遣 間御吟味可被成候、併重而も紛失之品ニ似寄申候物度々出可申候、度々通本宅
江
遣候儀は難致
候、尤、ケ様ニ急度各方御出及不申候、通本方より家来被遣御見セ候 と申聞候
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
三宅八衛門〈繁賀〉娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
縣
 
 
雲平〈忠正〉
 
右、縁組仕度由、 物頭縣与次衛門〈正次〉願出、勝手次第可仕由被
 
仰出候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
松林院様・小川町様・松平内匠頭殿〈昌興〉奥方被
為入為御馳走
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
江戸半太夫
 
 
 
 
 
右一座被為召、 御式台之上之間ニ而操被
 
仰付候、 〈横
目方日次帳、同見物帳〉
 
同
 
日、御領内之干わかさき被進候御方
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大目附
 
 安藤筑後守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御留主居
 村越伊与守
（
予
）
殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 岡部丹波守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野長門守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御留主居
 大久保玄蕃頭殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御作事奉行
小幡備中守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大目附
 
 仙石伯耆守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 多門伝八郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 鈴木源五衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿六日、竹原村御米三斗八升入四百四拾俵、四斗入弐百六俵、
本所御蔵屋敷
江
納申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御領内之干わかさき被遣候方々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御留主居
 松平主計頭殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大目付
 
 庄田下総守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大目付
 
 溝口摂津守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町奉行
 
 松前伊豆守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 保田越 守殿〈同上〉
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御勘定奉行
戸川備前守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 久貝因幡守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 荻原近江守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御作事奉行
松平伝兵衛殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
奥田八郎衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野権十郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
廿七日、右同断、被遣候方々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
井戸志摩守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
甲斐庄喜衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
松林院様
 
 
 
 
 
御奥様
 
 
 
 
 
桜田様
 
 
 
 
 
小川町様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平右匠頭殿昌興
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一曲物宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務大輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿八日、近々上巳之御祝儀ニ附、
 
 
 
 
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
江 
 
 
 
 
 
 
作花二石台
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候
 
同
 
日、
 
御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
紀州中納言様〈綱教卿〉
江
御成之御定日、来月十八
日と被
 
仰出候、 依之
 
紀州様 ・ 同大納言様 ・
 
鶴姫君（徳川綱吉娘）
様・安宮様御悦使 為進 其外
 
御一家様方
江
奉手
紙被遣候、然は松平摂津守様、右為御悦
 
紀州様
江
御
出被成候由申来候ニ付、
 
此方様ニも御同様御出被遊
候、大納言 鶴姫君様
江
も被
 
仰入候、 〈式台紀伊侯
御成之節扣〉
 
廿九日、相馬弾正少弼殿〈昌胤〉御隠居、同図書頭殿〈叙胤〉
江
御家督被
 
仰出、昨廿八日御礼被申上候ニ附、為御
祝儀、
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相馬図書頭殿
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
御同人
 
 
 奥方
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬弾正少弼殿
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
桜田様
江 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御小姓頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、相馬図書頭殿御二男延寿丸殿〈名闕、諡英範〉御死去
被成候、 〈横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
三月大
 
朔
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御参府被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
粕漬蚫一曲
 
 
 
 
 
右之通、 御一宿小金迄以御飛脚被為進候、 〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、上巳之為御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江 
 
 
 
 
 
 
小折十
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
貝尽一台
 
 
 
 
 
 
 
白酒三升
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候
 
 
 
 
 
御奥様
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
染姫様（松平頼貞娘）
 
 
 
 
 
 
 
小折五
 
 
 
 
 
 
 
貝尽一台
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
熨斗餅十二枚
 
 
 
 
 
 
 
小蛤五升
 
 
 
 
 
与米姫（松平頼貞娘）
様
 
 
 
 
 
 
 
小折五
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貝尽一台
 
 
 
 
 
 
 
熨斗餅五枚
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
小蛤三升
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御用人
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
小川町様
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿昌興
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於春殿
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
貝尽一台
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
 
 
 
 
 
 
 
作花石台物
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、御医師明石通本家来久八・吉助両人、盗賊相極候附、
御仕置可被
 
仰付候処、
 
松林院様被聞召、一命御助
被遊度由仍御願御免被遊 就夫請人伊兵衛并大屋長兵衛呼寄右之段申渡候、尤、一命御助之上奉公儀は不
申及江戸徘徊為仕間敷候、若徘徊仕候ハヽ致討捨候、其節御恨申上間鋪由為致証文 両人共ニ相渡申候、此段御徒目附佐川清助〈規里〉申渡候、押壱人立合
 
二
 
日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉 、今朝御参府被遊候、 〈上二篇横目方
日次帳〉
 
同
 
日、
 
宰相様御参府為御祝儀、
 
 
 
 
 
宰相様
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、
 
紀州中納言様 〈綱教卿〉 より以御使者来ル十八日
 
御
成之節
 
殿様ニ（松平頼貞）
も御勝手
江
御詰被成候様ニ被成度由、
御老中小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
被
 
仰達候所、其通
り可被 佐渡守殿より申来候、十八日弥御出御取持頼被成候由被
 
仰進候ニ附、弥十八日御出可被成旨御
返事被
 
仰進候
 
同
 
日、右之儀ニ付、
 
紀州様
江
御礼使被遣候、 〈式台紀伊侯御
成之節扣〉
 
三
 
日、上巳為御祝儀、
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桜田様
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
貝尽一台
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一ツ
 
 
 
 
 
右之通被為進候、尤、朔日ニ可被為進処、御不幸故御延引、今日 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、御刀番三浦浅衛門〈義重〉 、今朝御供罷出候跡ニ而御長
屋下陳醤油樽餅米壱升程入 其上ニ御座切レ懸蓋を致指置申候を、家来庭を掃候とて見附申候、近所承合候処相知不 、昨日参候商人をも承候得共主無御座候由、御目附方
江
申出候、 〈横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百二十八
 
終
 
        
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十
 
」
 
 守山御日記巻之三百二十九
 
 
 
起元禄十四年辛巳三月五日
 
 
 
終同年四月三日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
三月
 
五
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 安島杢衛門〈豊昌〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
其方儀、守山詰代被遣候、仍之銀子被下候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、并押之者壱人、是又被遣候付、金
壱分被下候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
紀州様
江
 
御成之節、御勝手
江
御詰被遊候儀、御用御
頼之御老中阿部豊後守殿 〈正武〉
江
為御知使被遣候、 〈式
台紀伊侯御成之節扣〉
 
六
 
日、守山御領之山伏、為年始之御祝儀参上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大祥院
 
 
 
 
 
 
 
扇子箱
 
 
 
 
 
右之通指上
 
御目見仕候、 追而御料理被下置候、 〈横目
方日次帳〉
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同
 
日、小笠原為千代殿〈定権〉御疱瘡付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
 
 
味噌漬鰹節一曲
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
七
 
日、
 
紀州様
江
近日
 
御成之義被
 
仰出候ニ付、
 
 
 
 
 
紀州中納言様〈綱教卿〉
江 
 
 
 
 
 
 
大間鍋一箱十入
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、 同
 
紀伊侯
 
御成之節
扣〉
 
同
 
日、
 
水戸様御用人衆より手紙ニ而、来ル十八日
 
紀州様
江
 
御成ニ付、
 
宰相様（徳川綱條）
御勤方之儀、前方
 
紀州大納
言様
江
御成之節之通可被遊哉と、 月番御老中
江
御伺被遊
 
候、大学頭
（松平頼貞）
様ニも前々之通御勝手
江
御詰被遊、御勤方
も其節之通ニ可被遊哉と、是又御伺書之内
江
書加御伺
被遊候筈ニ御座候由申来候ニ付、先頃
 
紀州様より右
 
御成之節御勝手
江
御詰被遊候様被成度旨、小笠原佐
渡守殿
江
御伺之処、御詰被成候様ニと御指図候間、弥
御詰候様ニと、 御使者ヲ以被為
 
仰進候、 依之
 
播磨守（松平頼隆）
様被
 
仰合、阿部豊後守
（
正
武
）殿
江
為御知使被遣候由返事ニ
申遣候所、再報、右ノ返事之通申上候所、阿部豊後守
殿
江
為御知使被遣相済申候儀ニ候間、此方より御伺ニ
及申間鋪被
 
思召候由申来候、 〈式台
 
紀伊侯御成之節
扣〉
 
九
 
日、 吟味根本猶衛門 〈通繁〉 、 仍願勢州
江
 
御代参被
 
仰付、
明日致発足候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉 ・桂昌院
（
綱
吉
母
）様、護国寺
江
被為
 
成候、 〈用部屋日次
帳、横目方日次帳〉
 
十
 
日、
 
三之丸様（綱吉母桂昌院）
より上使日比野七郎衛門殿〈名闕〉を以、
 
 
 
 
 
 
 
鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、為御礼例之通御出被遊候
 
同
 
日、村松町ニ替り候曝者有之由ニ而見セニ遣候処、隠候而
見セ不申候ニ付、馬喰町ニ知人有之候間是
江
参様子承
候得は、成程誠ニ而御座候、村松町ニ罷有候行人年頃四十四、 五計ニ相見申候、 件之行人方
江
町人之妻廿四、
五計ニ成候女、夫トは
（
マ
マ
）致参宮留主ニ而御座候処、子供
煩候由ニ而御■貰ニ参候得は、彼行人致密通候所ニ放レ不申 、就夫昨日迄曝申 共 見物 集り殊之外騒敷御座候間 今日は仕廻候而裏店
江
入置申候、未放
レ不申候、女気之毒かり、行人之面ヲ掻破り申 由
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〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御領内之干わかさき被遣候方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八重姫君様
老女衆五人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 若年奇四
（
マ
マ
）人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御用人
 山高八左衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御用達
 森与五左衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御医師
 東
 
宗雲老
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十一日、御徒目附中西忠太夫〈忠次〉 、昨日御用之儀失念仕候ニ
付、頭之了簡ニ而遠慮申付候
 
十二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 三宅八衛門〈繁賀〉娘
 
 
 
 
 
右、讃岐守
（松平頼常）
様御家来
江
縁組仕度由、願之通被
 
仰付候
 
十三日、辻番所
江
公儀御徒目付鹿窪浅衛門方御小人目附黒川理
助・斎藤勘三郎罷越、誰ソ出合候様ニと被申候ニ付、御徒目附佐川清助〈規里〉罷出候所、今度鹿驚鉄炮赤井五郎作殿 〈名闕〉 ・小倉半左衛門殿 〈同上〉 被
 
仰付、
此辺打被申候間、 之衆中被参指図有之候ハヽ御屋鋪内をも御追セ可被成候、尤、御下屋敷
江
も可被
 
仰付
置由被申付候、 〈上三篇横目方日次帳 同留帳〉
 
同
 
日、新地御拝領為御祝儀、御家
中之諸士不残御料理頂戴被
 
仰付候
 
十四日、右之御儀ニ付、
 
松林院様・御奥様御部屋女中
江
御料
理頂戴被
 
仰付候、 〈上二篇横目方日次帳、 用部屋日次
帳〉
 
同
 
日、自今已後、
 
御成御門留候節、不叶儀候而御門外
江
人
出候ハヽ、支配有之面々は頭迄申立、頭より願出次第相談之上ニ而御門断候筈ニ相済申候、 〈横目方日次帳、同留帳、同張紙留
 
十五日、新地御拝領為御祝儀、御足軽・ 手廻、其外御中間不
残御料理頂戴被
 
仰付候、 〈横目方留帳、 用部屋日次帳〉
 
同
 
日、小笠原為千代殿〈定権〉 、御酒湯御掛被成候ニ付、為御
祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
干肴一種
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十六日、
 
源義様（徳川光圀）
御百ヶ日ニ付、為御伺御機嫌、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
岩茸一曲
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江 
 
 
 
 
 
 
茸藷一籠
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
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右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
御成前ニ付、為御見舞紀州様・鶴姫君様
（徳川綱吉娘）
江
御出被遊
候、
 
安宮様
江
御使被遣候、大納言様〈光貞卿〉
江
は御
在国故不被
 
仰入候、 〈式台
 
紀伊侯
 
御成之節扣〉
 
十八日、本多中務太輔殿〈政武〉御病気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
生干〈鱚・鱵魚〉一曲
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、小川町様御病気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
温飩十舟
 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉 、紀伊中納言様〈綱教卿〉
江
被為
 
成候ニ付、
 
紀州様
江 
 
 
生鯛二枚
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、 同紀伊侯
 
御成之節扣〉
 
同
 
日、
 
公方様、 紀州様
江
 
御成ニ付、
 
殿様前（松平頼貞）
々之通御詰被
 
遊候、 〈用
部屋日次帳、 横目方留帳、 式台
 
紀伊侯
 
御成之節扣〉
 
同
 
日、
 
還御已後
 
殿様ニも御帰、途中より御立帰
 
紀州様
江
御歓被
 
仰入候
 
同
 
日、
 
還御
 
御機嫌御窺御使者被指出候、 〈上二篇式台
 
紀
伊侯
 
御成之節扣〉
 
十九日、表坊主大内立賀・大和田林賀・御草履取六助、大山参
詣之御暇被下致発足候
 
同
 
日、氷川之台池田帯刀殿〈名闕〉下屋鋪脇にて男女致自害
候由、辻番人致住進
（
注
）
候ニ付、様子見セ申候処、男三十
一、二と見へ申候、女は二十四、五と相見へ申候、脇指にて女之吭を三所突 男も吭を突申候、男は未死切不申候、男は白山前揚弓屋之子供之由、女は同所柏屋徳兵衛と申者之妻之由、 致沙汰候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
紀州様
江 
公方様御成相済候為御祝儀、
 
 
 
 
 
紀州中納言様〈綱教卿〉
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
鶴姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
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松平左京太夫様〈頼純〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
右之通被為進候処、左京太夫様ニは御受納不被成候、〈式台進物帳、同紀伊侯
 
御成之節扣〉
 
同
 
日、右御祝儀物、
 
紀伊大納言様〈光貞卿〉 ・安宮様・松平
内蔵頭様 〈頼職〉 ・同主税頭様 〈頼方〉 よりは御断ニ付、不被為進候
 
同
 
日、昨日
 
紀州様
江
御成之節、御勝手迄御詰被遊御仕舞御
拝見之為御礼御登
 
城被遊、御退出より惣御老中・柳
沢出羽守殿〈保明〉 ・松平右京太夫殿〈輝貞〉 ・若年寄衆御廻り被遊候、 夫より
 
鶴姫君様
江
御歓御出被遊候、
右は昨日ハ五之丸様未被成御座候故
 
御延引、今日御
勤被遊候
 
同
 
日、
 
安宮様
江
 
御成、并
 
五之丸様被為入候御歓使被遣
候
 
同
 
日、
 
御成之為御祝儀と
 
松平左京太夫様〈頼純〉 ・同山城
守様〈頼路〉 ・同儀太夫様〈頼致〉 ・松平主税頭様〈頼方〉
江
今日御出被遊候筈之所、於
 
御城左京太夫様よ
り御断ニ付、御使被遣候
 
同
 
日、
 
御成之節、 御勝手迄御詰被
 
遊御仕舞御拝見為御礼、
京都諸司代・大坂御城代
江
御書被遣候、 〈上五篇式台
 
 
紀伊侯
 
御成之節扣〉
 
廿一日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 中西忠太夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
其方儀、先頃明石通本義ニ付不調法成御挨拶申上候段不届被
 
思召候、仍之御役儀御免被成、表奇合
（ママ）
ニ被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 岡部茂衛門〈規政〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒目附御雇被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日
次帳〉
 
廿二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 
 大竹仁衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米六両三人扶持
 
 
 
 
 
右、今度御包丁人ニ被
 
召抱候
 
廿三日、元御家老隠居鵜殿六太夫〈広次〉 、今朝致病死候ニ付、
御家中乱舞音曲今明日可致遠慮由相触申候
 
同
 
日、御徒目附萩谷丹衛門〈副充〉并押之者、守山より罷登
候、 〈上四篇横目方日次帳、同留帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、鵜殿六太夫致病死候ニ付、為香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
右之通、同性八太夫〈広近、本藩之士〉方迄以御使被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御小姓組
 水沢彦四郎〈正規〉
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廿五日、小川町様御病気為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
杜鵑花一石台
 
 
 
 
 
 
 
生干〈鱚・鱵魚〉一籠
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿六日、
 
八重姫（綱條正室）
君様為年始之御祝儀、
 
宰相様（徳川綱條）
江
被為
 
入候
ニ付、
 
八重姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
右之通、
 
宰相様迄以御使者被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御物頭
 佐野惣内〈忠勝〉
 
 
 
 
〈上三篇式台進物帳〉
 
廿八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水野省戒
 
 
 
 
 
甥忠兵衛〈本書不載姓故不記〉と申者、養子仕度旨願之通被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
公儀より被
 
仰出候御書附
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
木曽路之内拾一ヶ村、馬次致困窮候付、御定之通、馬二十五疋、人夫二十五人之外は出シ不申筈御座候、自然中山道上京之往還も御座候は、此段為心得物語申由、大目附安藤筑後守
殿被申聞候、以上
 
 
 
 
 
 
巳三月廿八日〈式台御条目留〉
 
廿九日、南都大仏勧化之儀、龍松院願書
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
南都大仏勧化之儀、龍松院願ニ付、御領所は近年高百石付金壱分宛在々より御代官
江
取立、 南都奉行
江
相渡候、
私領方は唯今迄龍松院直ニ勧化仕候処、心々にて勧化集兼候故、修造延々ニ而年数を経候得は、先達而用意致候品々朽損候付、近年之内成就仕候様ニ私領方勧金も御領ニ相准度由、此度龍松院又候願ニ付、其通相叶候間、壱万石以上私領方右之積当年来年在々より勧金取立、南都奉行
江
案内之上可被相渡候、壱万石以下之
衆中も右之趣を以勝手次第勧金取立被相渡候様可然以上
 
晦
 
日、染姫様
（松平頼貞娘）
江
去辰之暮より御金三十両宛例暮被為進候、右
之御金御蔵奉行石橋五佐衛門〈良忠〉方ニ而手廻シ仕候様ニ被
 
仰付候、辰暮分之御金五佐衛門
江
相渡候、
〈上二篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
八重姫君様・
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉御部屋
江
被為
 
入候
付、
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通
 
少将様迄被為進候
 
同
 
日、小川町様御病気為御見舞、
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熨斗餅
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
四月小
 
朔
 
日、 来ル十二日龍雲院
（松平頼重）
様 〈英公〉 御七回忌ニ付、 為御香奠、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
右之通、 讃岐守
（松平頼常）
様 〈節公〉 御屋鋪迄御使者を以被遣候、
〈式台進物帳〉
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 岡部武衛門〈規政〉
 
 
 
 
 
其方儀、無筆ニ而御目附方難相勤ニ付、願之通御雇御免被遊候旨
 
 
 
 
 
右之通
 
仰渡候
 
同
 
日、今度新地御拝領被
 
遊候ニ付、只今迄
 
水戸様より被
為進候御領地御返被遊候、仍之御物成五千石御合力可被為進候由、
 
水戸様より被
 
仰進為御礼小石川
江
御
出被
 
遊候
 
三
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使者
 小島源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
其方儀、唯今迄之御領地引渡ニ水戸
江
被遣候、仍之銀
子被下置旨、
 
 
 
 
 
右之通此間被
 
仰渡、 今朝致発足候、 〈上三篇横目方日
次帳〉
 
 守山御日記巻之三百二十九
 
終
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守山御日記巻之三百三十
 
 
 
起元禄十四年辛巳四月四日
 
 
 
終同年五月三日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
四月
 
四
 
日、興源院殿五十回忌ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
江 
 
 
 
 
 
 
青物一台
 
 
 
 
 
右之通、奉文を以被為進候
 
同
 
日、右之御儀ニ付
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
 
 
青物一台
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
大小姓
 三宅伴助〈繁久〉
 
五
 
日、松平出雲守様〈義昌〉奥様
江
昨日以往ニ而初而御逢被
 
遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出雲守様
奥様
江 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 西川新平〈常延〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金五両弐人扶持
 
 
 
 
 
右御徒並ニ被
 
召出候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部
屋日次帳〉
 
六
 
日、 御徒入野武治衛門 〈名闕〉 、 通之御暇ニ而水戸
江
罷下候、
〈横目方日次帳、同留帳〉
 
九
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 脇田岡衛門〈正道〉
 
 
 
 
 
右、縁組願之通被
 
仰付候
 
十一日、 本所御屋鋪守有馬三太夫 〈忠時〉 、 妻病気ニ罷有候処ニ、
剃刀ニ而吭をかき申候、 併吭ニ当不申候由申来候ニ付、為見分御徒目附稲毛林平〈重実〉本所
江
罷越候、 〈上二
篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 小泉茂太夫〈久繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 小島伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
其方共、年番を定諸事御証文之方無油断相勤可申旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小吟味
 
 飯村彦五郎〈常好〉
 
 
 
 
 
其方儀、御姫様御用水沢又衛門ニ指添相勤可申候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方留帳〉
 
同
 
日、
 
松林院様善光寺如来
江
御参詣被
 
遊候節、現龍院於
善中彼是致御取持 其上御馳走仕候ニ付、 御礼、
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現龍院
江 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十二日、龍雲院
（松平頼重）
様御七回忌ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
青物
 
 
 
 
 
右之通、御使者を以被為進
 
同
 
日、右之御儀ニ付、御内証より御同人様
江 
 
 
 
 
 
 
花一桶
 
 
 
 
 
右之通奉文を以被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 岡本伊衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
江之島参詣之御暇、 願之通被
 
仰出候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、飯沼弘経寺〈祐天〉
江
 
真源院（松平頼元）
様御戒名之儀御頼被遊
候ニ付、
 
 
 
 
 
 
〈水戸海苔・松藻海苔〉詰合一曲
 
 
 
 
 
右之通、以御徒使御書被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
大徒
 
 小林半太夫〈広宅〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、横目方留帳〉
 
十三日、為御精進揚、
 
 
 
 
 
宰相様〈粛公〉
江 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
十四日、
 
三之丸様、（徳川綱吉母桂昌院）
鶴姫君様
江
被為
 
入候、 〈用部屋日次帳〉
 
十五日、
 
三之丸様、昨日
 
鶴姫君様
江
被為
 
入候為御祝儀、
 
三之丸様
江 
 
 
 
 
 
 
生鯛二尾
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
同
 
日、右之為御祝儀、
 
 
 
 
 
鶴姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
鱸弐本
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習組頭
木内造酒衛門〈政康〉
 
 
 
 
 
其方儀、□事
（
諸
）
御内証之金銀請取払方等之御用、小島伊
野衛門ニ差加相勤可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
 鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
其方共、中奥女中給金諸事入目等之御用、小泉茂太夫ニ差加相勤可申旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同留帳〉
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十七日、被
 
召出候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭八郎太夫嫡子
 野口軍蔵〈氏春〉
 
 
 
 
 
 
 
御合力銀十枚三人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御刀番格ニ被召出、中野平次郎支配被
 
仰付
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□□（御小）
姓頭市郎衛門養子
大戸弥次兵衛〈幸監〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金七両三人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御中小姓ニ被召出候、岡田彦佐衛門支配ニ被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番組頭団衛門嫡子
関宇佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役与太夫惣領
 
 岡田与十郎〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役源衛門惣領
 
 小島仲衛門〈梢行〉
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚弐人扶持宛
 
 
 
 
 
其方共、 表寄合ニ被
 
召出、 御目附方支配被
 
仰付候、
三人共ニ毎日御台子之間相詰可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用部屋方伊佐衛門惣領
市川喜平次〈利長〉
 
 
 
 
 
 
 
金壱両壱人扶持
 
其方儀、御包丁人見習ニ被
 
召出候、御用部屋支配ニ
被
 
仰付候旨、
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、 町奉行松前伊豆守殿 〈名闕〉 より御留主居呼ニ参候付、
御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉罷越候処、御書附弐通相渡申候
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
三十三間堂先年類焼付而、於深川代地被
 
仰付之、且
又材木等堂守久衛門ニ被下候得共、堂建候事自力にては難成付、勧進之儀相願候、弓稽古之為ニ候故、柳沢出羽守殿 ・ 御老中松平右京太夫殿よりも金子被下之候、就夫万石以上之衆よりは 金子被下之可然趣 、員数之書附 別紙ニ有之候、以上
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
一、五拾万石以上之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人百両宛
 
一、四拾万石より四拾九万九千九百九十石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人八十両宛
 
一、三拾万石より三拾九 九千九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人六十両宛
 
 
 
一、弐拾五万石より弐 九
万九千九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人五十両宛
 
 
 
一、弐拾万石より弐拾四
九千九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人四十両宛
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一、拾五万石より拾九万九
千九百九拾余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人三拾両宛
 
 
 
一、拾万石より拾四万九千
九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人弐拾両宛
 
一、五万石より九万九千九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人拾三両宛
 
 
 
一、三万石より四万九千九百九 余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人七両宛
 
 
 
一、壱万石より弐万九千九百九拾石余迄之分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
但、壱人五両宛
 
 
 
 
 
 
以上
 
四月〈式台御条目留、横目方日次帳、用部屋日次帳
○日次帳作十八日、今拠御条目留訂〉
 
廿二日、新地御拝領之為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 同
 
宗斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 同
 
貞俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中村道務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 星野円寿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 三善休甫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 勝村長益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 長谷川露三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 加藤春悦
 
 
 
 
 
右之通、被為召候為御馳走人
 御小姓頭衆
 
御物頭
 
 高山勘五佐衛門〈重信〉
 
御腰物奉行
箕輪清兵衛〈永常〉
 
御供御刀番衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三人
 
 
 
 
 
右之通罷出候、給仕御徒衆相勤申候、 〈横目方日次帳〉
 
廿三日、昨日被為召候御城坊主衆
江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木宗斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
奥俊（貞俊ヵ）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中村道務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
星野円寿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三谷休甫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勝村長益
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長谷川露三
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤春悦
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右之通、以奉状被遣候
 
廿五日、玉峰院様
（徳川頼房娘）
御出府ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
胡麻とうらん
 
 
 
 
 
右之通、御一宿神奈川迄御飛脚を以被為進候
 
同
 
日、御同人様御到着ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
井籠壱組
 
 
 
 
 
右之通、以御使被遣候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 
永田弥平太〈次包〉
 
 
 
 
 
右、縁組願之通被
 
仰付候
 
廿六日、
 
三之丸様よ（徳川綱吉母桂昌院）
り上使森弥五左衛門殿〈名闕〉を以、
 
 
 
 
 
 
 
鯛三枚
 
「
 
 
 
右之通御
（製本時の乱丁ヵ、後丁と入替）
拝領被遊候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、桜田様昨日麻布御屋鋪
江
御移徒ニ
（
徙
）
付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
蚫壱折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿七日、飯沼弘経寺、
 
真源院（松平頼元）
様御戒名之儀、御頼被遊候為御
礼、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
右之通御飛札被遣候
 
廿八日、御家中知行取之面々、只今迄二ツ八分之平ニ而被
 
」
 
「
 
 
 
下候処、新知御拝領
（製本時の乱丁ヵ、前丁と入替、被から闕字なく続く）
ニ付、三ツ弐分之平ニ御直被成、
江戸払之相場御立被成可致下之由被仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
是
 
月、従
 
公儀被
 
仰出候御書附
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
参勤交替之節、従者之員数及繁多間鋪旨 兼而被
 
仰
出候、 弥人多無之様ニ可被致候、 大勢指つとひ ては、宿々人馬共に及困窮候間、不召連 而不叶分は、日を替跡先
江
遣、 道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」 
中込合不申候（道から闕字なく続く）
様ニ可被相心得候、 以上、 〈式台御条目留
○本書不載日〉
 
 
 
 
 
 
 
五月大
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
其方儀、守山
江
可遣候、用意可仕候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、旧冬新知御拝領之為御祝儀、
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御城坊主
 佐藤元智
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 長谷川賀春
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 宅間玄佐
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚宛
 
 
 
 
 
右之通、以奉状被遣候
 
二
 
日、右同断之為御祝儀、頃日被為
 
召候処、病気ニ而不被
参候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 佐々木文斎
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、右之為御祝儀、頃 被為
 
召筈之処、御役替被
 
仰付
不被参候得共、其節被為
 
召候筈ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 鈴木宗清
 
 
 
 
 
 
 
鮑一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
三
 
日、
 
御台様、昨日
 
鶴姫君様御殿
江
被為入候付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
鶴姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
鮮肴一種
 
 
 
 
 
右之通、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御伺之上被指
上候
 
同
 
日、
 
八重姫君様、昨（徳川綱吉養女、徳川吉孚正室）
日
 
鶴姫君様御守殿
江
初而被為入候
為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
鮮肴一種
 
 
 
 
 
右之通被指上候
 
同
 
日、端午之為御祝儀
 
公方様（徳川綱吉）
江 
 
 
 
 
 
 
御時服一重〈御熨斗目単物、浅黄御帷子〉
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈上六篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十一
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十一
 
 
 
起元禄十四年辛巳五月四日
 
 
 
終同年同月二十三日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
五月
 
四
 
日、
 
御台様、一昨二日
 
鶴姫君様御守殿
江
初而被為入候為御祝儀、
 
御台様
江 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛二枚
 
 
 
 
 
右之通、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御窺之上御献
上被遊候、 昨日は御精進日故今日御上被遊候、 尤、
 
御
本丸中口
江
以御使者被指上候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、播磨守様〈頼隆〉御領馬入之百性四人、江戸
江
商舟ニ
而罷登候処、 先月廿五日松戸之百性舟と行当致破船候、殊所之百性寄合散々打申候、其節
 
水戸様御手舟参候
ヲ見付、百性共頼候間、様子承候と所 共御手舟
と見請、方々
江
逃申候迚壱人川
江
飛入申候、然処、其以
後所之百性共より御勘定頭井戸対馬守殿〈名闕〉迄申出候は、播磨守様御水主之者所之者壱人川
江
切込見へ
不申候由申出候、仍之対馬守殿より
 
水戸様御城附田
村小衛門方迄 来、 播磨守様御水主之者弐人被召捕候、併御家柄之儀御座候間 弐人共揚り屋ニ被指置候、其砌播磨守様よりも 徒目付松戸迄参 子承候へは、川江
飛込候百性之死骸、三、四日過浮出申候、改見申候
得は、少も疵無御座候、今日
 
公儀より検使参候由御
指図無之候得共、 播磨守様よりも御徒目付弐人・新組・押之者今朝松戸
江
参候由
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
水沢又衛門御用ニ而守山
江
罷越候内、其方儀
 
御部屋
御用相達可申候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
大小性
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 浅香伊平次〈忠之〉
 
 
 
 
 
其方共御用ニ而、近日鎌倉
江
可被遣候間用意可仕旨、
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、御徒入野武次衛門〈名闕〉 水戸より罷登候
 
七
 
日、於京都大乗院御門跡去ル二日薨去之由申来候
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右は、
 
御台様ニは御兄弟、
 
 
 
 
 
八重姫君様ニは御伯父之由ニ而、来ル十一日迄半減之御忌被為受候、仍之鳴物触 儀、播磨守様御様子承合候処、無屹度鳴物・音曲三日御停止之由ニ付、同 ニ相触申候 〈上五篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、小川町様久々御病気之処御
快然被成、御床も被為揚候
付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
〈本書不載幣物故不記〉
 
 
 
 
 
右之通以奉文被為進候、 〈式台進 帳〉
 
九
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務輔
（ママ）
殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石野八兵衛殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤勘衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
志村金五郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井五郎作殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥山玄長老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栗崎道有老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小島昌怡老
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊、於御内証御慰物有之候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野柳伯
 
 
 
 
 
右為御取持被為召候御客様方、昼前より御出、夜四ツ時御帰被成候、 〈横目方 帳、同日次帳〉
 
十一日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆組頭
 
 曽雌権衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御城附
 田村小衛門
 
 
 
 
 
右、 権衛門殿御招請付、 小衛門儀致同道候様ニと被
 
仰
遣致参上候
 
十二日、常州御領武田領ニ御山横目被
 
仰付候ニ付、押之者向
後相詰ニ不及由相極申候
 
十四日、於水戸去ル六日国分佐太夫致自害候、同七日夜佐野藤
衛門自火ニ而致焼失候由申来候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御祐筆組頭曽雌権衛門殿〈名闕〉 、頃日初而御招請、御
書式等之御用ニも御頼被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十五日、惣体御供先ニ而人込候時分片付候而御供可仕候、其内
ニも馬之立並候処歟又は堀端等は一切通不申心得ニ而、道無之候ハヽ見合 而通候様ニ可仕候由被
 
仰出候
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同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合衆
 
 
 
 
 
其方共儀、
 
松林院様
江
被為
 
入候節は御供可相勤候、
且又御台子之間ニ相詰候計ニ而は、見習ニも罷成間鋪候間、御使者有 節、茶・たはこ出可申候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、尤、御坊主方
江
も右之通寄合衆
江
給仕被
 
仰付候間、御使者有之候ハヽ茶・たはこ致支
度次迄指置、寄合衆
江
相渡可申旨申合候
 
同
 
日、御部屋定番野本藤兵衛儀 御部屋当番ニ而不調法之儀
有之、頭之心得ニ而遠慮申付候
 
同
 
日、於
 
御城松平摂津守様〈義行〉 ・松平出雲守様〈義昌〉
御刀番衆不致出入場所
江
参被咎六ヶ敷由沙汰御座候
 
同
 
日、 大小姓三宅伴助 〈繁久〉 ・御小納戸浅香伊平次 〈忠之〉 、
鎌倉より罷帰候
 
十八日、御徒小野崎弥七〈名闕〉儀、存寄有之発心仕候由致書
置立退申候
 
同
 
日、右之儀ニ付、御徒松本軍六〈常行〉儀、弥七と継父兄
弟之事候間、頭より遠慮申付置、御役人迄申達候処、各相談 上二、 三日為致遠慮可然由指図有 候、 〈自五月十五日之篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、松平内匠頭殿〈昌興〉御弟女〈名与津〉
江
太田原備前
守殿〈太田原侯丹治清信〉より御結納之御祝儀 今日
参候付、 為御祝儀内匠頭殿
江
御書御一家方
江
奉手紙被遣
候、 〈式台覚帳〉
 
十九日、讃岐守
（徳川頼常）
様御家来伊藤庄左衛門方より申来候は、大御目
付溝口摂津守殿〈名闕〉
江
被召呼被仰聞候趣、大名衆
御礼日其外ニも登
 
城之割下乗之義、高乗被申候方有
之候、込合申候間 向後大手之方は張番所之角より東切、桜田之方は御堀際石垣畳置候角切ニ而、下乗有之可然候 国持大名又は家ニより先格之由ニ而高被乗候方有之候共、右両角より高無之様ニ御心得尤候、右之儀向寄
江
相達候様ニ通達可有之候、此段申達候付、尤
御老中方同役且又手前
江
も不及御届候、奥表御詰衆其
外万石以上之御 人
江
は、此方ニ而申談候間不及通達
候、以上
 
 
 
 
 
 
 
五月十九日
 
【
 
口絵図版
 
⑬
 
】
 
 
 
一、御絵図御指出、大手并桜田両方下乗之場所此所之筈之
由被仰聞候付、右御絵図見及候通手前ニ而書付 下乗之場所と被仰 所ニ丸ヲ仕進候
 
 
 
 
 
 
 
巳五月十九日〈式台御条目留〉
 
廿一日、小笠原右近将監殿〈忠雄〉之奥方、松林院様
江
御出、
御表
江
も御出、御慰物有之候
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河原崎権之助
 
 
 
 
 
右被為召、 狂言被
 
仰付候、 〈横目方日次帳、 同見物帳〉
 
同
 
日、御使役小高源衛門〈重行〉 、水戸より罷登候、 〈横目方
日次帳〉
 
廿二日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平出雲守様〈義昌〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中条左京殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井五郎作殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石野八兵衛殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
志村金五郎殿〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、為御馳走役者中村長兵衛被為召候、 〈横目方日次帳、同客帳〉
 
 
 
 
 
右御客 夕七時御出、夜八ツ過御書院土戸より御帰被成候、 〈横目方客帳〉
 
同
 
日、御用人水沢又衛門〈正次〉 、守山より罷登候
 
廿三日、夜中四ツ過、御門番御目付方
江
申出は、五ツ過ニ下町
ニ而
 
松林院様之御肴屋丸屋七兵衛者ニ而御座候、御
用ニ而罷通候由ニ而三人御門入申候、其後右之内壱人参候而御通可被下 申候間、断無之候而は通候儀不罷成候由申候得は、御用ニ而参候得は何時も罷通申
御末之五衛門ニも通候様ニと被申候間、御通被下候様ニと申候得共、誰申候而も切手歟断無之候而は 不申候由申候得は、御門ニ笠置罷帰候処、従
 
松林院様小
使参 間、唯今 者は御門ニ罷有候哉 尋ニ参候間、其許
江
帰候由申候得は、此方
江
は参不申候由小使申候、
左候得は紛者ニ而御座 由申出候、然所
江
 
松林院様
附今井忠佐衛門〈宜智〉御末之五衛 と申者召連申出候は、御用達御肴屋下町丸屋七兵衛と申者之若イ者而御座候 屋鋪
江
参候処、御門断無之候得は通不申
候、御断可被下由五衛門方
江
申入候ニ付、五衛門申候
は、七兵衛者ニは見知不申候間、切手遣候儀不罷成候由申候得は、私壱人ニ而無御座 、連も 、右之内をは御見知被成候半と存候、此者ヲ召 可参由ニ而御台所ヲ罷帰申 得共、其後沙汰無 座候間、御門出候哉と承ニ遣候処 通不申 由 座候、然処三人連ニ而御屋敷
江
入候は弐人計、残壱人相見不申候、相残
弐人之者段々致詮儀候得は、彼等は丸屋七兵衛家来ニ而無御座候、御箪笥町ニ而和泉屋七郎衛門と申者之若イ者ニ而 今晩七郎衛門方
江
年頃二十四、五程
ニ相見候男、浅黄之帷子着参候而申候は 播磨守様御用ニ上候上々之鰹節見 様ニと申 、七郎衛門妻申候
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は、七郎衛門儀、致参宮留守ニ而御座候間、播磨守様江
上候鰹節は見セ申事成不申候、何方より参候哉と尋
候得は、
 
大学頭様御用達御肴屋下町ニ而丸屋七兵衛
と申者之若者ニ而御座候、
 
松林院様急御用ニ而御進
物ニ被遣候鰹節一箱入申候、下町迄 候而は遅成申候間、爰元近辺ニ而調候様ニと被
 
仰付候、少次ニ而も
不苦候間見セ候様 と申 付、 次之鰹節ヲ見セ候得は、是ニ而も不苦候由ニ而、六十節 一箱弐十六両ニ直段相定、売上書候而御屋鋪より代物出候ハヽ早速相渡可申由申候間、 右之両人附御屋敷
江
参候、 先表之御台所
江
参候而板之間
江
上り足抔洗罷有候、右両人之者は大戸
口ニ差置候処、御台所衆何者 候哉断無之其元 罷在候由被申候故、御用ニ而
 
松林院様
江
参候者ニ御座候
と申 、
 
松林院様御用ニ参候ハヽあなた
江
罷越候様
ニと被仰候付、夫より
 
松林院様御台所
江
罷越、右之
両人ヲ中途ニ指置 鰹節十節取出御役人衆
江
掛御目候
由ニ而致持参暫過候而懸御目候得は、御意ニ入不申間持帰候様 申候、御門ニ而御通不被成候付、右之者何方
江
参候哉相見不申候由申候間御断申達候由、依
之御屋敷内御山之内等致穿鑿 得共相見不 七郎衛門家来ニは人添返申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
公儀御目付久松忠次郎殿〈名闕〉 、御徒目付組頭岩室
伊衛門殿を以御書付壱通御渡候、急度被
 
仰渡義ニ而
無之候得共為御心得、御連枝様方
江
此段可相達候由、
 
水戸様御城附衆より参候御書付之写
 
 
 
 
 
 
 
先年申渡候通、 酒酔之儀、 書付之趣弥相守可申候、向後酒酔と相見候者通候ハヽ 見送候而酒狂不致候様ニ可仕候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巳五月〈式台御条目留、横目方日次帳○日次
帳作二十四日、今拠御条目留〉
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守山御日記巻之三百三十二
 
 
 
起元禄十四年辛巳五月二十四日
 
 
 
終同年六月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
五月
 
廿四日、御刀番格大石五郎佐衛門〈新佳〉 、守山より罷登御金百
四十両致持参候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御用達候町人夜中御門入候事、御肴屋市郎兵衛・豆腐
屋伝左衛門抔之様ニ得
（候脱ヵ）
は、 見知候者は夜中御用ニ而参
候節は入可申候、其外御用達町人も見知不申候は、御門外
江
指置、 御目付方
江
致注進指図次第御門入候様ニと
申合候
 
廿五日、御徒松本軍六〈常行〉 、遠慮被遊御免候、 〈上二篇横目
方日次帳〉
 
同
 
日、小笠原右近将監殿〈忠雄〉奥方為御馳走、御内証御慰
物有之候
 
同
 
日、水戸より御飛脚到来、御徒目付福地半蔵〈昌勝〉方よ
り申越候、当廿四 之明ヶ六ツ過御郡奉行村上甚衛門〈勝房〉致自害候処、妻早速脇指もき取候間命ニ障無御座候、拙者様子相尋 処別而可申上様無御座候、乱
心故如斯御座候由、尤、新知御勘定等別而相違有御座間敷由申候、早速塚田宗玄薬用申候、松田道林方
江
も
申遣候、 手疵左之方壱寸程、 浅手、 右は小刀疵三ヶ所、何も浅手ニ相見申候由、又別紙ニ申越候は 手代両人甚衛門ニ附置申候由 来候
 
同
 
日、村上甚衛門〈勝房〉病気ニ付、水戸引渡致遅滞候間、
御使役小高源衛門 〈重行〉 被
 
仰付、 水戸
江
被遣候、 〈上
三篇横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
水戸様
江
 
上使御老中阿部豊後守殿〈正武〉を以
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御願之通御領知新田高ニ御結三十五万
石之高被
 
仰出候、 〈式台覚帳、横目方日次帳〉
 
同
 
日、右之御儀ニ付、
 
公儀向御礼之儀、御老中阿部豊後守
殿
江
御聞合之上、御老中并柳沢出羽守殿〈保明〉 ・松平
右京太夫殿〈輝貞〉
江
御出被遊候、若年寄衆・御側衆
江
御使被遣候、 〈式台覚帳〉
 
廿六日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉 、御袖留為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通御指上被遊候、 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、右之御祝儀、
 
宰相様〈粛公〉 ・季君様
（綱條正室）
江
は御祝儀物御
断ニ付、御怡使計被為進候、 〈式台覚帳〉
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廿八日、
 
少将様御袖被為留候付、御祝義心ニ、時之御口上ニ
而、
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番格
 大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
 
 
蕎麦粉
 
 
 
 
 
右、
 
御目見被
 
仰付候付、右之通献上仕候
 
廿九日、御徒目付安島杢衛門〈豊昌〉 、守山より罷登候
 
 
 
 
 
 
 
六月小
 
二
 
日、御使役小高源衛門〈重行〉 、水戸より罷登御金三百両致
持参候
 
三
 
日、
 
松林院様御椀方相勤申候五衛門と申者、去月晦日よ
り相煩罷在候処、今昼八ツ前致自害候、疵喉之下壱寸計脇指ニ而右之方より突申候得共浅手ニ而不致絶入程之事御座候、
 
殿様ニも早速被為入様子
 
御覧被遊、
御徒小原六郎衛門〈重本〉ニ外療被
 
仰付、御医師村
上良賀内薬用申候
 
同
 
日、辻番所
江
 
公儀御徒目付小堀源蔵と申仁参、先日酒酔
之御書付相渡候哉と尋被申候付、成程被
 
仰渡御座候
由致挨拶候得は、其書付有之候哉と被申候付、頭方ニ指置候由申候得は、其御 番所 張置候様ニと被
置候、 〈上五篇横目方日次帳〉
 
四
 
日、麻布様〈称相馬弾正少弼平昌胤室下効之〉御表
江
被為
入候付、為御慰、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狂言太夫
 森田勧弥
 
 
 
 
 
右一座被為
 
召候、惣役者三十壱人、夜四ツ時より狂
言初り七ツ半頃相済申候、 代金
弐拾弐両壱分ニ而参候、
〈用部屋日次帳、横目方日次帳 同見物帳〉
 
五
 
日、麻布様為御馳走こま廻シ被為
 
召候、夜五ツ過より初
り九ツ半過相済申候、 〈 〉
 
九
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
 鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
其方共、御奉公能相勤候付、当御役被遊
 
御免、御近
習小頭並ニ被
 
仰付候、木内造酒衛門申合御次明ヶ不
申候様ニ可相勤候、木内造酒衛門支配被遊御免候、猶又勤方追々御指図可被遊候、伴助
江
は銀五枚被下置候
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 岡本伴衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
其方儀、御取次加番被
 
仰付候、表向之儀候間、随分
念入相勤可申候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 新井三佐衛門〈英仍〉
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御加増と而金拾両四人扶持被成下候
 
 
 
 
 
 
 
岡本伴衛門跡
 
 
 
 
 
其方儀、御奉公精出相勤候付、御近習役被
 
仰付御加
増被下候旨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 浅香伊平次〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
金三両壱人扶持御加増、高拾両四人扶持ニ被成下候、薬種代金三両
 
其方儀、 御小納戸役并御供
 
御免被遊、 御刀番格被
 
仰
付、御腰物御拵方被
 
仰付候、三宅伴助ニ指加相勤可
申候、御前并御子様 御奥向御病用可被
 
仰付候間、
指図次第可相勤候 并御家中諸士中急病之節、医師衆間ニ合不申候時分は、頼次第致療治可遣候、薬種之儀は、昼夜共ニ御前之 薬箱之 薬用可申候、然共、丸散薬等為拵候外 金子被下 旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 水沢彦四郎〈正視〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 冨田弥太兵衛〈政純〉
 
 
 
 
 
 
 
新井三佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
浅香伊平治
 
 
跡
 
其方共、 御小納戸役被
 
仰付候、 大切之御役儀ニ候間、
仲ヶ間共承合随分念ヲ入相勤可申 旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 熊田清六〈可重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
 
 
水沢彦四郎
 
 
 
 
 
 
 
冨田弥太兵衛
 
跡
 
 
 
 
 
其方共、御小姓組被
 
仰付候、仲ヶ間承合念ヲ入相勤
可申候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 
 高島団平〈信次〉
 
 
 
 
 
 
 
御仕着ヲ給金四両弐人扶持被成下候
 
其方儀、御番御徒被
 
仰付候、段々御取立被
 
仰付候
間、精出相勤可申候、勤方之儀は支配方より指図可有之候旨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御式台物書
吉田善蔵〈正良〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐分御加増ニ而高四両被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、御番御徒ニ被
 
仰付候、段々御取立被
 
仰付
候間、精出相勤可申候、勤方之儀は支配 より指図可有之 旨
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、元御普請奉行安中紋衛門〈義次〉 、唯今迄御中小姓之如
ク御番相勤候処、向後御刀番衆と組合御番相勤候様ニと御目附方より申合候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 村上良賀
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其方儀、不届成儀有之付、遠慮被
 
仰付候、 〈上二篇横
目方日次帳〉
 
十一日、小笠原為千代殿〈定権〉 ・同備中守殿〈真方〉
江
御移初
ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備中守殿
江 
 
 
 
 
 
 
鰍壱折十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
為千代殿
江 
 
 
 
 
 
 
昆布壱折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主
 
 
 佐藤円賀
 
 
 
 
 
其方儀、常々勤方不宜ニ付、御暇被下置候、御一門様方
江
奉公仕候儀御構被成候、尤、水戸ニ居住仕間敷候
 
 
 
 
 
右之通、表坊主小頭小林加卜宅ニ而、御目付坊主大内立賀立合、加卜申渡候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日次帳〉
 
十四日、土用入ニ付、為御伺御機嫌、
 
三丸様
江 
 
 
 
 
 
 
龍眼肉一箱
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、就土用入為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主膳様（松平頼愛）
江 
 
 
 
 
 
 
龍眼肉一棬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寿経院様
江 
 
 
 
 
 
 
砂糖壱棬
 
 
 
 
 
右之通、御飛脚便ニ而被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
十五日、御具足御祝儀、御流之御規式、御嘉祥之御祝儀、例年
相触候得共、自今以後相触不申候、若相延候節は相触可申由、御家中
江
申渡候
 
同
 
日、御刀番格浅香伊平治〈忠之〉儀、御家中之諸士急病之
節、 医師衆間合不申候時分、 頼次第致療治可遣 尤、上之御薬箱ニ而可致調合 得共 丸薬等為拵候金三両被下置候処、 御家中療治之儀
 
御免被遊候様ニと願出、
願之通
 
御免被遊候、 〈上二篇横目方日次帳、同留帳〉
 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 村上良賀
 
 
 
 
 
其方儀、 閉門御免被遊候、 〈横目方日次帳○本書九日之条作遠慮至此作閉門相齟齬未知孰是〉
 
同
 
日、吟味小泉茂大夫〈久繁〉 、水戸
江
罷下候、
 
廿三日、従
 
三丸様上使日比野七郎衛門殿〈名闕〉を以、
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瓜一籠
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、為御礼例之通御出被遊候
 
廿六日、双六賭ニ打候様ニ相聞候間、重而打不申候様ニ、御足
軽方・御中間方頭々
江
申渡候、 〈上三篇横目方日次帳、
同留帳〉
 
同
 
日、
 
殿様・御姫様御舟ニ而本所川筋
江
御出被遊、夜九ツ
過御帰被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御老中小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
去ル廿一日為御伺御
機嫌御出被遊候節、御内証
江
御通御料理被召上候付、
右為御礼心、
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候
 
廿七日、自性院殿御一周忌ニ付、為御見廻、
 
小笠原右近将監殿忠雄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥方
江
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一棬
 
 
 
 
 
右之通以奉文被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿八日、
 
御本家様御同道之節は御供廻日笠着不仕様可仕候、
并下馬之内
江
笠持入不申様被
 
仰出候、 〈横目方日次帳、
同留帳〉
 
同
 
 
（
日
脱
ヵ
）、於
 
御城諸役人御礼以後退出、相扣可申由ニ而、於山
吹之間御老中列座被
 
仰渡候御書付
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
一、条目之趣弥相守之、忠孝励、礼義ヲ正、上下之差別混
乱無之様ニ可相慎事
 
 
 
一、政務之仁預候輩は不及申、支配方并頭々
江
対シ我意ヲ
不立、指図之通相守、夫々之勤専要可心掛事
 
 
 
一、諸事其身之分限ヲかへりミ、奢かましき儀無之、倹約
ヲ可用事
 
 
 
一、仁愛之志専にいたし 生類等あわれミ可申事
 
 
 
一、火之本之儀、無油断可入念事
 
 
 
 
 
右之趣被
 
仰出候条、弥堅可相守者也
 
 
 
 
 
右之御書付、
 
水戸様
 
御城附田村小衛門方より指越
申候、 〈式台御条目留〉
 
 守山御日記巻之三百三十二
 
終
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大納戸ヨリ引渡シ金之事
（
中
表
紙
朱
書
）
 
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十二
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十三
 
 
 
起元禄十四年辛巳七月
 
 
 
終同年同月二十八日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
七月大
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御菜園奉行小佐衛門悴
小泉小十郎
 
 
 
 
 
 
 
鼻紙代金壱両
 
 
 
 
 
 
 
御扶持方壱人分
 
 
 
 
 
 
 
御仕着
 
 
 
 
 
其方儀、小僧並ニ被
 
召出候、御用部屋
江
相詰可申候
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御塗師市衛門悴
 
 
 大月巳之助
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
其方義、 小僧ニ被
 
召出候、 坊主部屋
江
相詰可申候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈用部屋日次帳〉
 
二
 
日、於初殿御筆初ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於初殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
三
 
日、
 
御城書ニ申来候趣
 
 
 
 
 
於京都六月十九日夜より大雨、廿日卯刻雷強鳴、二条
 
 
 
 
 
 
御城内御天守所々少宛破損、雷余候体、
 
仙洞御所御台所御門脇与力番所
江
雷余少々破損、其席ニ罷在候
与力壱人絶入、其外は怪我無之候、洛外西七条村之百性之家壱軒雷火ニ而焼失、町中ニ而も所々
江
雷落申候
由、諸司代衆より注進申来候、右之儀ニ付、公儀より京都
江
御届之品無御座候由
 
同
 
日、去月廿八日於
 
御城諸役人衆
江
被
 
仰渡候御書付
 
水
戸様御城附衆より参候付、右御書付之趣 御家中
江
相
触申候、 〈上三篇横目方日次帳○令条記前故略茲〉
 
六
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 小泉茂大夫〈久繁〉
 
 
 
 
 
其方義、御勘定奉行被
 
仰付候、席は御刀番之次
江
可
罷出候、御役料取来 通銀弐枚被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金五両
 
 
 
 
 
其方義、御勘定奉行被
 
仰付候、席は御刀番之次
江
可
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罷出候、仍之御加増被下候
、御役料は取来候通銀弐枚
被下候旨、
 
 
 
 
 
右両人、於
 
御前被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大納戸
 
 石神孫九郎〈長好〉
 
 
 
 
 
 
 
 
村上甚衛門跡
 
 
 
 
 
 
 
御加増高拾両ニ成
 
 
 
 
 
 
 
御役料金五両
 
 
 
 
 
 
 
内中間壱人
 
 
 
 
 
其方儀、御郡奉行被
 
仰付候、仍之御加増御役料并内
中間壱人被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 安島杢衛門〈豊昌〉
 
 
 
 
 
 
 
 
石神孫九郎跡
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高八両四人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、大納戸被
 
仰付候、依御加増被下置候御役料
は取来候通被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
安島杢衛門跡
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、御徒目附御雇被仰付候、仍之御役料被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小吟味
 
 飯村彦五郎〈常好〉
 
 
 
 
 
 
 
 
小泉茂大夫跡
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高八両四人扶持成
 
 
 
 
 
其方儀、吟味役被
 
仰付候、仍之御加増被下候、御役
料は取来候通被下候、 席は抜人之次独礼被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小吟味
 
 根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
小高伊野衛門跡
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高八両四人扶持成
 
 
 
 
 
其方儀、吟味役被
 
仰付候、席は抜人之次独礼被
 
仰
付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番格
 大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀五枚
 
 
 
 
 
其方儀、守山御領御郡方・収納方共当分被
 
仰付候、
仍之御役料被下置 、当検見之義は、初而之事ニ而気遣ニも可有之被
 
思召、小高源衛門御指添被遣候間、
兼而能々可申合候 尤、 御用人共より段々可申含 旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
右之外、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行
 石橋五佐衛門〈良忠〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美銀弐枚
 
 
 
 
 
其方儀、去年中より御払穀等ニ付別而骨折候付被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 小高源衛門〈重行〉
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奥州守山御領大石五郎佐衛門取扱候様ニと被
 
仰付候
処、当年は別而大切之節と被
 
思召候付、当検見其方
御指添可被遣候間、五郎佐衛門
江
先々申合、乍太義可
相勤候、尤、御用人共より段々可申含候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用部屋手代
 小野崎安衛門
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高五両被成下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御郡奉行
 
 
 村上甚衛門〈勝房〉
 
 
 
 
 
其方義、御役被成
 
御免、子共ニ御預被遊候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御代官
 
 
 
 大貫吉佐衛門〈弘尚〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸 蔵方
 
 遅塚弥野衛門〈吉辰〉
 
 
 
 
 
其方共御役
 
御免被遊候、仕切勘定可仕候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 
 小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
其方義、常州御領検見被仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 村上良賀
 
 
 
 
 
其方義、
 
御隠居様
江
之御番
 
御免被遊候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、為七夕之御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御鯖代銀三枚〈一ツニ包、常是包〉
 
 
 
 
 
右之通、当年初而被遊御献上候、尤、包熨斗 目録何
方より之御献上ニも入不申候得共、当年初而故為念致持参候処、御並様より添不申候間無用仕候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 中野平次郎〈清定〉
 
七
 
日、於よつ殿、来ル十日太
田原備前守殿〈清信〉
江
御婚礼
ニ付、為御餞別、
 
 
 
 
 
 
 
毛氈五枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、西御門御普請出来、今晩より番人移申候
 
八
 
日、大納戸引渡 座候
 
一、大判十弐枚
 
 
 
一、金千四両三分弐朱
 
 
 
一、迦金三匁弐分
 
一、銀四百五拾九匁八分
 
一、銭弐拾六貫四百文
 
 
 
一、金弐千両入之箱壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
年寄衆封印之侭
 
 
 
一、金千五百両入箱壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
年寄衆封印之侭
 
 
 
 
 
右之通、引渡相済申候
 
十二日、御徒目附福地半蔵〈昌清〉 、水戸より罷登候、 〈上三篇
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横目方日次帳〉
 
同
 
日、堀田宮内殿〈名闕〉家
督、同権六殿〈同上〉
江
被
 
仰
出候、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 堀田権六殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人
 
奥方
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十三日、 盆中御役人衆出仕
 
御免被遊旨被
 
仰出候、 〈横目方日
次帳、同留帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
西田曽野衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美銀弐枚
 
 
 
 
 
今度御普請ニ付骨折候間、御褒美被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同手代
 
 神長権兵衛
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大工四人
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金百疋宛
 
 
 
 
 
右同断ニ付、被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵手代
 玉生忠衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 白土理衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金弐百疋宛
 
 
 
 
 
其方共、 御新知御払穀等ニ付骨折候付被下候、 〈横目方日次帳、同留帳、用部屋日次帳〉
 
十四日、自今以後御役替被
 
仰付、御役料被下候筈之者ニは縦
押詰候而御役替被
 
仰付候共 筈罷成候
 
同
 
日、自今已後御長屋替被
 
仰付、引料被下候時分は銀十匁
ニ付四匁三分三リン宛之積
ニ増金被下候筈ニ相済候、
右は、下之寄合片岩清三郎〈名闕〉御下屋敷
江
引越候
節、清三郎有普請会所ニ而
積金弐両壱分拾壱匁五分と
相見候之処、金三両弐 被下候、此割合を以右之通相済申候
 
十五日、一昨十三日、高田ニ而
年頃廿二、三之侍致切腹相果申
候、書置も有之
 
甲府様〈綱豊卿〉ニ而七百石取
候衆之子息之所、御法度を背候義有之立退申 依之親ニ尋被
 
仰付候、若尋出不申候ハヽ親共ニ曲事可被
仰付由及承切腹仕候由、死骸早速引取申候
 
同
 
日、昨十四日、
 
尾州様御中間、小頭支配之御中間と致口
論、高田ニ而出会申筈ニ而、小頭は昨早朝より高田
江
参相待候得共御中間不参候、是は仲ヶ間之者共留メ申候由、此段及承小頭仲ヶ間 者共高田
江
参、御屋敷
江
帰候様ニと申候得共、不致承引候間、朋友共ハ罷帰候
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由、此旨御屋敷
江
相聞、昨昼
 
尾州様より四、五十人
ニ而尋ニ参候得共相見え不申候、今日も尋ニ参候由承参候
 
十九日、御医師村上良賀、書付を以願出候は、第一不調法者、
其上頃日持病指発 兼快気可仕体ニ無御座候而御奉公難相勤候、仍之御暇被下置 ハヽ難有可奉存由ニ付、願之通被下置候被
 
仰渡
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
村上良賀
 
 
 
 
 
其方儀、願之通御暇被下置候、
 
公儀御役人中、其外
近キ御一門様方
江
奉公遠慮可仕候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、水戸御徒目附舟木藤衛門〈忠親〉 、水戸より罷登御金三
百両致持参候、 〈上六篇横目方日次帳、同留帳〉
 
同
 
日、本多中務太輔殿〈政武〉 、明後廿一日御在所
江
御発駕ニ
付、
 
 
 
 
 
 
 
桧小重一組
 
 
 
 
 
 
 
粕漬〈鰍、海松喰〉一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、本多中務太輔殿〈政武〉御供ニ而御在所
江
罷越候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中務太輔殿家来
河西蔵人
 
 
 
 
 
 
 
押掛弐懸
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿三日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監殿〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原遠江守殿〈忠遥〉
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、小川町様・於初殿・於豊殿ニも御出被成候、為御馳走御内証御慰物有之候、
 
松林院
様ニも為御見物御表
江
被為
 
入候
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監殿
 
 
 
 
 
 
 
小倉木綿二反
 
 
 
 
 
小川町様より
 
 
 
 
 
 
 
小手掛十筋
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於豊殿より
 
 
 
 
 
 
 
小手掛十筋
 
鰍一折十
 
於初殿より
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通、御持参被成候
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
小川町
江
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絹縮壱端
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於初殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於豊殿
江
 
 
 
 
 
 
 
絹縮壱端宛
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
廿五日、与米姫様
（松平頼貞娘）
御髪置之御祝儀有之候
 
 
 
一、為右御祝儀、
 
 
 
 
 
殿様よ（松平頼貞）
り
 
 
 
 
 
与米姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
御帷子弐ツ
 
 
 
 
 
 
 
干肴一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
廿七日、常州御領松川村ニ新河
岸場御願、御勘定奉行久貝因幡
守殿〈名闕〉
江
被
 
仰遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
私領知奥州守山より穀物等
通船仕候付、幸常州領
之内松川村と申所勝手ニ罷成候場所御座候間、新河岸申付度候、左候ハヽ相馬図書頭荷物等も勝手ニ罷成候ハヽ右之河岸
江
掛申様ニも可仕かと申候、
左様ニも罷成候ハヽ末々は外之荷物等も勝手次第右之河岸着申儀も可有 候付、得御内意候、弥苦
ヶ間敷思召候ハヽ申付候様ニ仕度候、以上
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御郡奉行
 石神孫九郎〈長好〉
 
 
 
 
〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、古之御長屋崩候とて、屋根
ニ押レ候而日用孫助と申者
相果申候、仍之為吊料
（弔料）
金弐分被下候、死骸は大屋七兵
衛・日用頭六左衛門ニ相渡申候
 
廿八日、水戸詰御用人雨宮八助〈名闕〉 、水戸より罷登候、 〈上
二篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻三
（之脱）
百三十三
 
終
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守山御日記巻之三百三十四
 
起元禄十四年辛巳七月晦日
 
 
 
終同年八月六日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
七月
 
晦
 
日、水戸詰御用人雨宮 助〈名闕〉 、於水戸勤方不宜ニ付、
御追放被仰付候、被
 
仰渡
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雨宮八助
 
 
 
一、 新知郷村廻之節、 駒井一菅と申牢人召連相廻、 其上村々
庄屋共
江
も重而参候ハヽ、目を掛呉候様ニと頼、其以
後も一菅郷村廻候由、内宿村自性寺方も参候付、行衛不知者故、右之寺より八助方
江
様子書状ニ而聞ニ遣候
処ニ、念頃成者ニ候間頼入候由申遣 付、為致逗留、八助方より之返事為後日自性寺方ニ所持之由 右之浪人は何とそ訳有 者故、為渡世右之通取計候儀、御後闇仕方ニ候事
 
 
 
一、雨貝九左衛門と申浪人者、是をも新御領内へ相廻万端
見立さセ、其序ニ居切村之
論所籌策仕候様ニと申付候
由ニ而、右之九左衛門、鹿島町名主方 致逗留、居切村之者共呼寄段々申渡候由 其節居切村名主江戸ニ居
候付、飛脚を立彼是いたし候得共不請籌策候由、附、右之者、夏海領芦野残之場所新開之見立彼者ニ申付相廻見積セ候 此者も一菅同前ニ存者故、右之通取計候と相聞候、定而此両人之者共渡世難叶故右之通紛シ相計候哉、若亦御益ニも可罷成 ニ候ハヽ一応江戸仲ヶ間
江
致相談可得内意候処、一分之取計ニ而行衛も不知
者御領内為廻色々無益之儀共申付候事、右之者共
江
之
心入ニ仕候段紛無之候、尤、両人共ニ出所不埒之者共之由、御聞届被遊 事
 
一、郷廻之節、八助儀、鹿島ニ致逗留、其外之他領ニも泊
り候事、無断而他領逗留仕候段、
 
上を軽メ候致方之
事
 
一、桜田様御金当二月中拾両致拝借候、尤、右之金子之儀
は、役人中抔様子有之願候得は、御手 金之事故 居合候御用人聞済、江戸
江
相伺候も不及借候御金ニ候得
共、自分
江
拝借致事ニ候得は、江戸へ申遣可相窺事ニ
候、殊ニ一判ニ而手形を入候由、御金出候節、立合候御徒目附一判ニ而相渡候儀不得心ニ候、左候而は立合判不罷成候由申候付、遅塚弥野衛門方より右之旨八助方
江
申候得は、成程尤之由ニ而、大貫吉佐衛門・船木
藤衛門両人請ニ立候而手形認候得共、吉佐衛門事は存
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寄有之候と相見不致判形候付、重而江戸より手形致替可遣由ニ而、 藤衛門壱人之請判ニ而金子請取候由、 尤、当七月上旬元利共ニ返納致候由、水戸之儀は御手違成所故、我侭成致方、私欲同前御後闇致方と被
 
思召候
事
 
 
 
一、 石町五衛門と申者ニ御買穀払代金滞候内、 去極月中
 
水
戸様より闕 被
 
仰付候、仍之此方之御金掛り合ニ罷
成候付、右之者田地渋井村ニ を十ヶ年賦ニ庄屋杢左衛門方
江
相渡候由、近頃ニ成役人中より吟味中迄
申遣候、前方八助方より仲ヶ間
江
申遣、
 
御耳ニも立
可申処、無其儀候 何とそ相済候ハヽ無沙汰ニ可仕と之所存相見候得共、兎角不調候ニ付、無是非事ヲ軽ク紛シ役人中より吟味中迄申遣候と相見候事
 
 
 
一、右之五衛門儀、
 
水戸様より御穿鑿有之内、御町奉行
若林角兵衛方
江
右之五衛門を貰度由申入候由、右之旨
趣は、五衛門事、利発者ニ 間、貰候而手代ニ成とも致、荒子心ニ致候ハヽ、右之掛合之金子連々相済可申事と存 貰申候由、右五衛門儀、御科有之御穿鑿何分之事ニ可罷成も難計、其上乍軽者御扶持人ニも可仕と存儀、一応江戸仲ヶ間之方
江
も致相談
 
御耳ニも立可
相伺所、
 
上ヲ致蔑如候仕方、殊小石川
 
思召共ニ不
可然候事
 
 
 
一、小木津浜喜太衛門と申者、御末進之儀ニ付、訴状持参
申候所、八助宅
江
直ニ呼入様子ヲ聞、成程可相済事ニ
候間、役人中
江
申出候様ニと致指図差出候事、不届ニ
候、役人中様子承届 上申
出次第了簡を加致相談埒明
候儀御太法ニ 役人中不承以前内証ニ而様子承、役人中
江
申出候様ニと内意申候段、右之喜太衛門方
江
何とそ訳有之贔屓ニ存候故と相聞候、畢竟
 
上之御為
不存、右之者之為ニ を忘 仕方と被
 
思召候事
 
 
 
一、在水戸之内、毎日之様ニ他出仕、御用向滞候由、先ヲ
も不申置候と相見え、江戸より遣 状娘方より役人中江
致内見呉候様と申遣候由、不届千万ニ候、何様之御
密用も不相知候ニ、右之通之 、平生御用向麁末ニ致候故と相見候事
 
 
 
一、町屋抔
江
無僕ニ而罷出、穀物直段等自身聞候由、
 
上
江
対シ外聞不宜被
 
思召候事
 
 
 
一、貸人相違之儀ニ付、御蔵屋敷前於町中遅塚弥野衛門を
殊之外叱候由、尤、事ニ寄叱候儀も有之間敷物ニも無之候得共、人中ニ而右之通之儀以之外奢法外 仕方と被
 
思召候事
 
 
 
一、去極月晦日ニ 元日之
 
御代拝之義、福地半蔵相勤候
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様ニと申付候、其節御蔵方立合入候付、其旨半蔵申候得は、八助 候は 立合ニは我等可出 間其方
 
御代
拝相勤候様ニと達而申候、然共半蔵心得無之候故、立合仕廻候而御代拝も相勤候由 立合之儀は御目附方本役之義を指置
 
御代拝為勤候、其節は
 
宰相様御忌中
故
 
御城
江
之勤も無之処ニ、右之通申付、自分は休息
可仕と之所存、我侭成仕方、其上立合ニ自分可罷出と申儀言語同断、中々本心ニ而申儀と不被
 
思召候事、
〈用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
右之通ニ付、急度も可被
 
仰付候得共、御赦免被遊、
御追放被
 
仰付候、家財闕所被
 
仰付候、御領内・江
戸・水戸并御一門様方御領内徘徊仕間敷候 尤、奉公之儀は何方迄も 構被遊候、 〈拠家財闕所用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
右之趣、 御家老小原孫大夫 〈信興〉 宅ニ而被
 
仰渡候、
〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 
 雨宮利衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
父八助義、水戸ニ而勤方不届儀有之付、御追放被
 
仰
付候、仍之其方儀御暇被下置候、奉公 儀は 定之通御家門様方・御老中方 構被遊候
 
 
 
 
 
右之通、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉宅ニ而
 
仰渡
候
 
同
 
日、 御目附望月仲衛門 〈君年〉 ・御徒目附佐川清助 〈規里〉 、
先達而雨宮八助宅
江
罷越、 利衛門妻
江
申聞候は、 八助儀、
御用之義有之、小原孫大夫方ヘ被参候間、騒不被申候様ニと申聞、利衛門御暇被
 
仰渡相済、利衛門妻
江
仲
衛門申渡候は、八助・利衛門御暇被下候、利衛門・其方道具は被下 間 見分候様ニと申渡候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
八月小
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
水戸御徒目附
 船木藤衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
其方儀、 雨宮八助拝借之請判仕儀 御役儀不相応ニ付御徒目附之方被
 
召放候、急度も可被
 
仰付候得共、
御免被遊候、 吟味 は唯今迄之通可相勤候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸御蔵方
 
 遅塚弥野衛門〈吉辰〉
 
 
 
 
 
当春中雨宮八助 手廻金十両拝借仕候由、右之節八助一判ニ而金子可相渡と致 得共立合ニ罷出候 御徒目附申候は、一判ニ而金子相渡候 心得無之候間、立合判仕候儀難成之旨申 付、右之旨八助
江
申達、大貫
吉佐衛門・船木藤衛門両人を請ニ立手形認候得共、吉佐衛門事は所存有之と相見判形不仕候付、追而江戸よ
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りノ手形遣可申由ニ而、 藤衛門壱人請ニ而金子相渡由、尤、右之金子は当七月上旬元利上納相済候由、水戸之儀は、年寄共を初役人共手
違成場所ニ而、一入役儀念
ヲ入可申所、八助一判ニ而金子可相渡と仕候段、畢竟
 
上之御為を不存、八助方
江
手入之ため役儀之重キ法
を忘
 
御後闇キ致方、八助同科ニ被
 
思召候、仍之急
度可被
 
仰付候得共、御用捨被遊候、向後相慎念を入
可相勤候、若、重而不恙成儀於有之 、
 
御宥免有之
間敷候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈用部屋日次帳○本書不載日従篇次
記于茲〉
 
同
 
日、為八朔之御祝儀御登
 
城被遊、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候、 〈式台進物帳〉
 
二
 
日、善光寺如来
 
松林院様
江
被為入御家中男女・又者迄参
詣被
 
仰付候、 〈横目方日次帳、式台覚帳〉
 
四
 
日、御勘定頭久貝因幡守殿〈名闕〉并下役人・用人・取次
迄御内証より被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久貝因幡守殿
 
 
 
 
 
 
 
明石縮五端
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
因幡守殿下役人
石垣弥五衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 久留島源内
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
因幡守殿用人
 高橋団右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御家来
 
 
 中村角左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
因幡守殿御家来
山口沢右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈上二人役名未詳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人取次
 
 鳥居弥一左衛門
 
 
 
 
 
 
 
金五百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 
 住谷小助〈名闕〉
 
 
 
 
 
右、御式台物書ニ被
 
仰付候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
御郡奉行石神孫九郎長好事
芦名九郎佐衛門 為直
 
 
 
 
 
右之通姓名相改申候、 〈用部屋日次帳、横目方日次帳〉
 
同
 
日、蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉御
妹、去月晦日於淡州御死去
之由申来候、右は松平淡路守殿 綱矩〉御家老稲田修理内室之由、右之儀付、鳴物・音曲一日御停止之由相触申候、 〈横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十四
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十三
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十五
 
起元禄十四年辛巳八月七日
 
 
 
終同年同月 九日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
八月
 
七
 
日、 御使役小高 衛門 〈重行〉 ・御郡奉行大石五郎佐衛門 〈新
佳〉 ・御徒目付稲毛林平〈重実〉 、守山
江
致発足候、 〈横
目方日次帳〉
 
同
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
久貝因幡守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮崎甚衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通、御招請被遊候
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
九
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 中西忠大夫殿〈忠次〉
 
 
 
 
 
其方儀、御中小性被
 
仰付候
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御勘定頭久貝因幡守殿〈名闕〉 、一昨日初而御招請被遊
候ニ付、為御祝
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒目付
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
十四日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
其方義、水戸
江
相詰可申候
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
十五日、月見之為御祝義、
 
三之丸様（徳川綱吉母桂昌院）
江
 
 
 
 
 
 
 
鶏頭花一桶
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛
 
二枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
同
 
日、従
 
松林院様月見為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
海老一台
 
 
 
 
 
 
 
御酒一手樽
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
林松院（
マ
マ
）
様附
有田平佐衛門〈名闕〉
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右、平佐衛門
江
御吸物・御酒被下置候、 〈式台覚帳〉
 
十六日、御勘定奉行小高伊野衛門〈重本〉 ・御郡奉行芦名九郎佐
衛門〈為直〉 、水戸
江
罷下候
 
同
 
日、御目付方之挑燈之合印、御目付衆は朱之弐ツ引挑燈之
真中
江
付可申候、弐ツ引之太サ壱寸三分間壱寸定紋弐
ツ墨ニ而常之通付可申候、
御徒目付は朱之弐ツ引真中
江
付二ツ引より下
江
定紋墨ニ而附可申候、 押之者唯今迄
之通ニ而朱之弐ツ引を太ク付可申由相改申候
 
十七日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
銀一枚
 
 
 
 
 
右は、水戸
江
罷下候ニ付被下置候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡、 明日致発足候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、 御徒目附衆守山・水戸
江
罷下候節、 尻籠御借可被遊由、
御目附望月仲衛門〈君年〉
江
被
 
仰付候、 〈横目方日次
帳、同張紙留〉
 
十八日、 大御目付溝口摂津守殿 〈名闕〉
江
御家来被召寄候ニ付、
御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉罷越候処、御書付一通御渡被成候
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
一、御礼日、其外出仕之節、作
法能相慎、定候席々之外
江
猥ニ被罷越間敷事
 
一、出仕之時分、 百人組并中之御門御番所
江
無拠節は格別、
立寄申間鋪事
 
一、刀・脇指・小サ刀・長ク無之拵等、目立不申様ニ可被
致候、其外衣服等ニ至迄、是又目立不申様可被仕候事
 
一、最前書付出候通、供廻人多ク無之様可被仕事
 
一、陪臣之輩 供之人数多候由相聞候間、弥小勢ニ召連候
様ニ可被申付事
 
 
 
 
 
 
 
以上
 
 
 
 
 
 
 
八月日〈式台御条目留、横目方日次帳〉
 
十九日、御役替御加増被下候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 横山仙衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小林半大夫〈広房〉
 
 
 
 
 
其方共、
 
松林院様
江
被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次加番
 岡本伊衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、御取次御雇被
 
仰付候所、小給ニ付銀子被下
置候、并当分木内造酒衛門支配御抜無支配被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 大久保八郎衛門〈忠孝〉
 
 
 
 
 
其方義、御取次御雇被
 
仰付候、依之当分木内造酒衛
門支配御抜被下無支配被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 伊奈金五郎〈了成〉
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同
 
 
 
 
 渡部佐野衛門〈高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 新井三佐衛門〈英仍〉
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚宛
 
 
 
 
 
其方共、御供相勤候ニ付、小袖代被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚
 
 
 
 
 
其方義、御供被
 
仰付候ニ付、小袖代被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 木村郷衛門〈政春〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高金拾両四人扶持ニ被成下候
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、
 
真源院様御側ニ而被召仕候筋目をも被
 
思
召、 且又御役儀数年精出シ相勤候ニ付、 御近習役被
 
仰
付御加増被下候、并御供相
勤候ニ付、小袖代被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 水沢彦四郎〈正視〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀二枚
 
 
 
 
 
其方儀、当役被
 
仰付候付、御役料被下置候、并御供
相勤候ニ付 小袖代被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 冨田弥太兵衛〈政純〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀一枚
 
 
 
 
 
其方義、当役被
 
仰付候、御役料被下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 
 坂口条之助〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀一枚
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀二枚
 
 
 
 
 
其方義、御小納戸被
 
仰付候、依之御役料被下候、并
御供相勤候ニ付、小袖代被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓抜人
岩崎又兵衛〈為成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 
 冨岡八郎佐衛門 政信
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀一枚宛
 
 
 
 
 
其方共御中小姓 免、東之御部屋
江
被
 
仰付候、水沢
又衛門支配被
 
仰付候、依之御役料被下置候、勤方之
儀は、又衛門指図可有之候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 福地半蔵〈昌勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
其方共、御中小姓目附被
 
仰付、御代官次席被
 
仰付
候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 
 嶺岸儀兵衛〈規隆〉
 
 
 
 
 
其方義、御徒目付御雇被
 
仰付候、支配方
江
承合諸事
念入相勤可申候、御役料取来候通被下置候
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御徒
 
 
 
 芹沢団助〈広覚〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高七両三人扶持被成下候
 
 
 
 
 
其方義、 御小姓組被
 
仰付候、 御側向大切成場所候間、
念入相勤可申候、依之御加増被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
其方義、御徒目付御雇被
 
仰付候、支配方承合諸事念
入相勤可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番徒
 
 
 吉田善蔵〈正良〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而金五両被成下候
 
 
 
 
 
其方義、御供御徒被
 
仰付候、御給分並之通被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 
 
 吉沢半平〈伴光〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金五両被成下候
 
 
 
 
 
其方義、御徒被
 
仰付候、御給分並之通被下候、支配
は只今迄之通 目付方ニ而仕、御供御使等は三宅平太佐衛門指図次第可相勤候、尤、表之 番は除可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 
 
 桑原寸野衛門〈比道〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金高五両被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、御徒被
 
仰付、御給分並之通被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小川町様御附弥五衛門嫡子
林弥太夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚弐人扶持
 
 
 
 
 
其方義、表寄合被
 
召出、御目附方支配被
 
仰付候、
指図次第可相勤候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師並省戒養子
 
 
 
 水野忠兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
金五両弐人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御徒被
 
召出候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味猶衛門惣領
 
 
 
 
 根本新次郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
金三両一人半扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御番御徒被
 
召出候、精出見習可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小川町様御用人武太夫養子
田中武平次〈忠次〉
 
 
 
 
 
 
 
金五両弐人扶持
 
 
 
 
 
其方義、御徒被
 
召出、御給分並之通被下候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
一、御番組合之次第
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関
 
段衛門〈定利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
箕輪小衛門〈長春〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
箕輪清兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡本伊衛門〈忠親〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大久保八郎 〈忠孝〉
 
 
 
 
 
右、五人組物頭衆助番之儀、只今迄之通
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡田与大夫〈信吉〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小高源衛門〈重行〉
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冨岡斧衛門〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲垣藤助〈信重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
斎藤哉衛門〈本秀〉
 
 
 
 
 
右之内、哉衛門義は、源衛門御用にて奥州
江
被遣候ニ
付、帰候迄御雇被遊候
 
 
 
 
 
 
 
御供御刀番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋本五郎衛門〈義明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木角太夫〈宗忠〉
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤惣佐衛門〈重光〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡部又市〈忠綱〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野口軍蔵〈氏春〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安中紋衛門〈義次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萩谷弥市佐 長正
 
 
 
 
 
右五人ニ而昼夜壱人宛不明様ニ可相勤候、 大図右之通、但、延縮之指引御刀番支配之方ニ而心次第用捨可有之候、紋衛門・弥市佐衛門事も御番割之儀は無遠慮差引可仕 〈横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
御供御中小姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
永田弥平太〈次包〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高島源内〈信繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山田与佐衛門 正平
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大戸弥次兵衛〈幸監〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中西忠大夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
右両人宛可罷出候
 
 
 
一、 萩谷弥市佐衛門義、 御番御刀番之方助番被
 
仰付候間、
御番割之儀は無遠慮差引可仕旨、 岡田彦佐衛門 〈宜紀〉江
被
 
仰渡候、 右之通、 御供御使御番割書附ニ而頭々
江
申渡候
 
同
 
日、
 
 
 
御中小姓目付本所御屋敷守
有馬三大夫〈忠時〉
 
 
 
 
 
其方儀、 御中小姓目付御免、 本所御屋敷守一通ニ被
 
仰
付候、御用人衆支配ニ被
 
仰付候、但、席は唯今迄之
通候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
威風衆
 
 
 鈴木三衛門〈森清〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 深谷佐五衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御鉄炮方
 
 吉田善佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
右三人、 向後御目附方支配被
 
仰付候、 〈横目方日次帳、
用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御家中被
 
仰出之覚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 小原孫大夫〈信興〉
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同
 
 
 
 
 三宅八衛門〈繁賀〉
 
 
 
 
 
右両人
江
内人・若党弐人宛被下候
 
 
 
 
 
 
 
但、若党壱人ニ付金三両弐人扶持宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 
 
 
 
右、百石迄内人・若党壱人宛被下候、但、百五十石以上手前可為若党事
 
 
 
 
 
 
 
但、若党壱人ニ付三両二人扶持
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、 同家中被
 
仰出帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十五
 
終
 
       
守山御日記巻之三百三十六
 
起元禄十四年辛巳八月十九日
 
 
 
終同年同月同日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
八月
 
十九日、御家中被
 
仰出之覚
 
 
 
 
 
 
 
御屋鋪内之次第
 
 
 
一、年寄共平生若党両人宛可召連、正月・節句若党三人宛
可召連事
 
一、同平生雨天之節、長柄傘可用之
 
一、物頭以上平生急度小者可召
連、正月・節句は若党可召
連事
 
 
 
 
 
 
 
但、平生白衣等ニ而近所
江
罷出候節は、勝手次第
之事
 
一、御刀番以上成次第、平生小者可召連事
 
 
 
 
 
 
 
他出之次第
 
 
 
一、年寄共可為先供事、借足軽壱人、但、袴計抔ニ而心安
き方
江
罷出候節は、勝手次第之事
 
 
 
一、物頭以上若党弐人鑓・挟箱
為持可罷出事、但、此節若
党壱人・鑓持壱人御借可被成候、御切米取衆
江
は挟箱
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持も御借可被成候附、袴計抔ニ而心安キ方
江
罷出候節
は、勝手次第之事、乍去若党不召連一僕ニ而御門外
江
罷出候事、可為無用事
 
一、御使ニ罷出候節は、足軽弐
人御借可被成候間、若党三
人にて可罷出候事、 切米取同前
 
一、御近習以上若党召連可罷出
候、足軽壱人御借可被成候
事
 
一、御小納戸以上無僕ニ而 間鋪事 但、御小納戸衆は
少給ニ付、家持へは他出之節 御中間壱人宛御借可被成候事
 
一、惣而百石以上之衆、御用ニ而罷出候節、草履取・挟箱
持手前より可召連事
 
一、諸番共ニ向後加番無之候間、煩等有之代無之候ハヽ、
御目付方
江
可申出候、御屋形ニ而認被
 
仰付候筈之事
 
一、惣体病気痛等御目付方
江
断無之内、御供御使其外御用
向之儀申遣候節、至其時病気或は痛等之断、向後御立不被成候事
 
一、代りを請番を相勤候分、向後皆勤御立可被下事
 
一、諸番共ニ番割・御供割等、支配之方ニ而心次第割合指
引可仕候、此上委細之義は年寄共口上ニ而可申談附、御供帰より御番ニ罷出候衆、壱時休息 罷出
事
 
一、御門外より罷帰候義、唯今迄六ツ半時ニ候処、向後五
ツ切と被仰付候、但、五ツ過迄も不罷有候而不叶義ニ而罷出候ハヽ支配方
江
申出、 支配方より年寄共
江
申談可
受指図事
 
一、而御家中家来等
江
罷出、 六ツ半迄不罷帰候ハヽ、
御目附方
江
可相断之事
 
一、御長屋割御定、今度御改被
成候、連々右之通相改候様
ニ可仕候由、御目付方被
 
仰付候事
 
 
 
 
 
 
 
但、御長屋割御定書別紙有
 
一、御法度違犯之族、向後可為過料事
 
 
 
 
 
 
 
但、御法度之趣別紙有
 
 
 
一、物頭衆并御取次勤之衆、向後 使相勤候御方
 
 
 
 
 
 
 
御三家様
 
 
 
 
 
 
 
御連枝様方
 
 
 
 
 
 
 
御老中方
 
 
 
 
 
 
 
拾万石以上 方
 
 
 
 
 
 
 
御代拝
 
 
 
 
 
右之通可相勤候、但、右之御方様をも御使役衆順次第可相勤候得共、先右之通心得居可申事
 
一、御使ヶ所も多ク、或は昼以
前より罷出七ツ過ニも成候
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ハヽ、上下共認致シ入用申出可請取候事
 
 
 
 
 
 
 
但、此節は茶屋ニ而認等仕候而も不苦候、乍去罷帰其趣御目附方
江
可申談候事
 
一、病後末御番等不相勤以前、自分用として他出仕間鋪候
事
 
一、御家中
 
独身之面々之長屋、夜中八ツ過迄明相見え候
ハヽ、申入候而様子承届候様ニと、御目附方
江
被
 
仰
付候事、 附、 夜中九ツ過迄又者之部屋明り相見え候ハヽ、其主人
江
様子承候様ニと、 御目付方
江
是又被
 
仰付候事
 
一、御目附、御歩行目附 押之者、昼夜無油断相廻り可申
候、但、夜中は挑燈ニ而相廻り可申之旨、御目附方
江
被
 
仰付候事
 
一、御家中之面々、御屋鋪近所
菜園被致候衆、平四郎屋敷
御門より菜園場
江
罷出候義、不及断御免被成候事
 
一、御屋鋪之内御廻り被遊候節、御家中之面々参掛候義、
道悪鋪時分は難義仕儀と被
 
思召候間、向後年寄共を
初末々迄道悪時分は隠可申候 縦横小路抔より与風罷出
 
御目通近ク候而も
 
御免被成候間、早々隠可申由
被
 
仰出候事、附、雨天之時分中之口番人押之者御出
之節、外
江
罷出候義可為無用之由被
 
仰出候事
 
一、御家中武芸稽古致中絶候様ニ被
 
思召候、若キ面々何
成共存寄次第稽古可仕候、子共芸は父無油断若年より相応之武芸稽古為致候様ニ可仕候、但、稽古之儀ニ付自分ニ而難相調義於有之は、脇田十郎佐衛門・望月仲衛門方
江
可致相談候、尤、稽古場等も段々可被
 
仰付
候間、存寄も候ハヽ是又両人方
江
可致相談候事
 
一、御刀番以上之面々、乗馬少々心掛可然
 
思召候、御馬
数も少ク候間、存候様ニは罷成間鋪候得共 瀬谷伝次郎指南ヲ得間々ニ成共乗馬可然と思召候事
 
一、御家中料理 定之儀、先達而被
 
仰出候通可相守事、
但、他客は壱汁五菜迄御免
之事、仏事等有之精進料理
は可為制外事
 
飲酒之儀、御家中寄合之節は、先達而被
 
仰出候通可
限三献事、 或は婚姻祝義等之節は、可為制外事
 
一、表御門御玄関、明六ツニ開可申事
 
一、諸番所之面々、無用ニして猥他番処
江
寄合申間敷事
 
 
 
 
 
 
 
御法度之次第
 
 
 
一、惣而悪所は不及申、茶屋入可
為過料事、但、腰掛茶屋
は各別事
 
一、堂宮或は道辻ニ而見セ物居敷候而見物可為過料事、 但、
通掛見物は各別之事
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一、御下屋鋪
江
罷越候由ニ而、御目附方より札を借候而罷
出、脇
江
参候ハヽ可為過料事
 
一、無断而御門外より御定之刻限より遅ク帰候ハヽ可為過
料事
 
一、御門出入之木札落候歟、或は御門ニ致失念指置御目附
部屋
江
札上り候ハヽ、其小者之方より可為過料事
 
一、諸番所替り有之面々ハ相対
次第たるへし、替り無之罷
出候族定之刻限より半時過罷出候ハヽ可為過料事
 
一、御下屋鋪居候面々、頭
江
無断致他出候ハヽ可為過料事
 
一、井之元御定御制札之通違犯之族可為過料事
 
一、御供はつし候過料之場所、前々 通之事
 
一、御玄関前足軽以下あしたはき候ハヽ可為過料事
 
一、御門番所ニ而見落シ候義有之 、番人方より可為過料
事、附、見出シ候義於有之は品ニ応御褒美可被下候事
 
右之外 惣而不作法猥成義無 様ニ可仕候、若、右之類於有 は早速可達
 
高聞之旨、御目附衆
江
被
 
仰付
候事
 
 
 
過料之員数
 
一、知行取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
青銅壱貫文
 
一、切米取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
五百文
 
一、手代以下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
三百文
 
一、御中間・又者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
弐百文
 
右之通被
 
仰出候事、 〈自巻首横目方家中被仰出帳、 用
部屋日次帳〉
 
同
 
日、御家中御長屋割御定
 
一、拾五間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用達
 
一、拾間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
一、九間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
一、八間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 
 
一、七間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御歩行頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
一、六間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
辻番支配
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御腰物奉行
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御近習小頭
 
一、五間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 
一、四間半
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附小頭
 
 
 
一、四間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中小姓 頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大納戸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御矢倉奉行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御賄頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓目付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
一、三間半
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥寄合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主頭
 
一、三間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中小姓抜人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下之寄合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中小姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合並
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御馬乗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御庭奉行
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主小頭
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御中間頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御大工頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御絵師
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小吟味
 
 
 
一、
 
弐間半
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御買物使
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附坊主
 
一、弐間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諸手代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御門番小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中間小頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諸職人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新組
 
一、九尺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御草履取
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押之者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御末之者
 
一、六間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拾五人
 
御足軽一組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上〈横目方長屋割定帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十六
 
終
 
               
元禄 14 年(1701) 8 月 
 153 
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十四
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十七
 
起元禄十四年辛巳八月二十日
 
 
 
終同年九月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
八月
 
廿
 
日、
 
 
 
 
 
 
御近習小頭造酒衛門事
木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
二之御丸御番衆内山庄左衛門殿〈名闕〉と申仁、御
科之品有之御追放被
 
仰付候、右は御近習小頭並鈴木
文治〈広当〉伯父 御近習伊奈金五郎〈了成〉従弟ニ御座候由申出候、仍之先遠慮被
 
仰付候而、御老中阿
部豊後守殿〈正武〉
江
御内意御伺被遊 処、一類ニ御
構無之候由被仰出候上は、 指図ニは不被及候得共、定而御差免前之通被召仕 ニ而可有 座と存 此段相心得可申上よし、 豊後守殿用人石山嘉衛門 聞候間、御返事之趣、 急度 指図不被遊 得共、 右之者共指免、前之通召仕候様ニと豊後守様 思召 様ニ承知仕候由申談候処、其通之由挨拶ニ付 文治・金五郎遠慮御免
被遊候、 〈横目方日次帳、式台覚帳〉
 
廿一日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 
 
 矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
右願之通在所
江
之御暇被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
廿三日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 小原六郎衛門〈信本〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而金七両三人扶持被成下候
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
 
 
峰岸儀兵衛跡
 
 
 
 
 
其方儀、御徒小頭被
 
仰付候、仍之御加増并御役料被
下置候、 〈横目方日次帳、同家中被
 
仰出帳、用部屋日
次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主
 
 
 
 大和田林賀
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高三両弐分被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、御式台物書被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御足軽
 
 藤佐衛門
 
 
 
 
 
其方義、表坊主被
 
仰付旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御式台物書林賀事
大和田平蔵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主藤佐衛門事
野本林賀
 
 
 
 
 
右之通名相改申候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿四日、御供廻又者小勢ニ被
 
召連候様ニと御老中阿部豊後守
殿〈正武〉より御内意有之ニ付、播磨守様〈頼隆〉承
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合候所、唯今迄足軽三人宛召連候得共、自今已後壱人宛可召連候 尤
 
御城内
江
も足軽三人入申候得共、向
後御入被成間鋪候由被仰付候旨申来候、此方様ニ而は御足軽三人宛指出
 
御城内
江
は御入被成間敷候、小
遣壱人
 
御城内
江
可被召連候、御用御挟箱も壱張出可
申由被
 
仰出候
 
同
 
日、自今已後、御駕籠番、御徒衆可仕由被
 
仰出候
 
同
 
日、御勘定奉行小泉茂太夫〈久
繁〉水戸より罷登、御金三
百両持参いたし候、 〈上 篇横目方日次帳〉
 
廿五日、黒田伊勢守殿〈長清〉
奥方今朝御平産、御男子〈伝無
所考〉御出生被成候、 〈式台覚帳、同集書〉
 
廿六日、昼八ツ前、御物頭縣与
次衛門〈正友〉組御足軽部屋よ
り失火有之候処、大勢欠集
早速鎮申候、出火之様子遂
吟味候処、 裏之庇下ニ四斗樽ニ消炭入置申候より火出、上ニ有之 巻藁ニ燃付軒
江
移り候を、 会所
江
参候日用之
者抔大勢ニ而消申候、仍之右日用之者其外屋根屋或商人等火元ニ而働 者共
江
粥・御酒被下候
 
同
 
日、右火事ニ付、御物頭縣与次
衛門〈正友〉致遠慮候、御
足軽伝五兵衛と申者逼塞申付
 
廿七日、吟味根本猶衛門〈通繁〉 、水戸ニ而老母相煩候ニ付、願
之通、通之御暇被下、今晩致発足候、 〈上三篇横目方日
次帳〉
 
同
 
日、黒田伊勢守殿〈長清〉 、一昨日出生之御男子御死去被成
候、 〈式台覚帳〉
 
九月小
 
朔
 
日、祐天和尚 今度
 
三之丸様（綱吉母桂昌院）
増上寺
江
被為入候ニ付被為
 
召出府被致候ニ付、為御
見舞、
 
 
 
 
 
 
 
薯蕷一台
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
三
 
日、重陽之為御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御時服弐ツ
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、御物頭縣与次衛門〈正友〉
組御足軽伝五兵衛と申者、
頃日失火ニ付御暇被下候
 
四
 
日、元御代官大貫吉佐衛門〈広尚〉 、水戸より罷登候
 
五
 
日、他所御出之節、御供之御中
小姓已下御駕籠廻り、家持
之面々
江
は草履取御貸可被成候、
 
松林院様・御奥様
御出之節も同前之由、相究申候
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七
 
日、松林院様御表
江
被為
 
入御内証御慰物有之候、御役人
中并御番頭・御小姓頭・御物頭見物被
 
仰付候、 〈上三
篇横目方日次帳〉
 
九
 
日、於御部屋御女子様〈諱美野子、後改須米子、早世、諡
貞性〉御誕生被成候、 〈系図、横目方日次帳〉
 
同
 
日、清衛門、先頃欠落いたし候所、御当地罷有候由沙汰有
之ニ付尋候様ニと被
 
仰出、 御物頭高山勘五佐衛門 〈重
信〉組藤次佐衛門・藤次兵衛・久五佐衛門三人ニ而、一両日相尋候所、今日吉原ニ而見出召捕、七ツ半過罷帰候、依之清衛門ニ縄掛御下屋敷明長屋
江
入置申候
 
十二日、
 
公儀之衆裏御門
江
参候而申候は、御屋鋪馬場之前之
屋敷御旗本衆
江
相渡申候、就夫検地仕度候得共此方よ
りは薮御座候而不罷成候、御屋敷之内
江
入申度候由御
目附水野権十郎申付候由申来候ニ付、御勘定奉行小泉茂太夫 〈久繁〉 ・御徒目附萩谷丹衛門 〈副充〉 立合申候、小役人六、七人槍竿為持境検地打申候、右は山岡八郎兵衛殿〈名闕〉 ・神保甚三郎殿〈同上〉 ・松平吉衛門殿〈同上〉 ・森川清四郎殿〈同上〉
江
相渡申候由、追付槍
杭為打申候節御屋鋪
江
入申候間、其節も御役人衆御立
合可被下由申置罷帰候、追付小役人参 間押之者指出申候所、槍杭打 候
 
十五日、御中小姓小頭萩谷弥一佐衛門〈長正〉 、従水戸罷登候
 
十六日、手代今井市佐衛門、妙祇参詣之御暇被下置候
 
十七日、御用部屋組御足軽五人 御中間之内より
 
仰付、金
弐両弐人扶持宛被下置候
 
十八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
武田勘衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小貫三郎兵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木田余九衛門
 
 
 
 
 
右三人郷士ニ被
 
召出候付、
 
御目見被
 
仰付候
 
同
 
日、 御小姓組矢内奥衛門 〈重良〉 、 在所奥州より罷登候、 〈上
七篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 瀬谷伝次郎〈宗成〉
 
 
 
 
 
 
 
袴地一具
 
 
 
 
 
 
 
守山馬一疋
 
 
 
 
 
其方儀、今度守山馬
 
御召ニ罷成候付、為御祝儀袴地
一具被下置候、并 一疋飼料共ニ被下置候、尤、向後飼料一疋分可被下置旨、
 
 
 
 
 
右之趣、於
 
御前被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御馬乗
 
 所谷角衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御馬屋小頭
 
 
善衛門
 
 
 
 
 
 
 
袴地一反宛
 
 
 
 
 
今度守山馬御召ニ罷成候付、為御祝儀袴地壱反宛被下
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候、 此段可申渡旨、 於
 
御前瀬谷伝次郎
江
被
 
仰渡候、
〈用部屋日次帳〉
 
十九日、御役替御加増御褒美被下候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭格
 大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
右弐人
江
内人中間壱人宛被下候、但、中間壱人給分金
弐両壱人半扶持宛被下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御腰物奉行
箕輪清兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金五両高拾五両被成下候、但、取来候小袖代引
 
其方儀、小給ニ而表役相勤太儀被
 
思召候、仍之御加
増被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 水沢彦四郎〈正視〉
 
 
 
 
 
橋本五郎衛門、依願当分御供御番被遊
 
御免候ニ付、
其方義御供御刀番之方当分御雇被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 小林軍内〈董林〉
 
 
 
 
 
 
 
小袖代金壱両
 
 
 
 
 
其方義、鉄炮改・切支丹改被
 
仰付候処、小給ニ付、
為御役料小袖代被下旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 瀬谷伝次郎〈宗成〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増ニ而高拾五両七人扶持被成下候、御役料金
弐両
 
 
 
 
 
其方儀、御役儀情出
（
精
）
相勤候ニ付、御加増被下旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩小頭
 
 永井善衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両弐分高五両ニ被成下旨、
 
其方義、御役儀情出
（
精
）
相勤、馬も段々乗習候ニ付、御徒
並被
 
仰付、御加増被下候、御用人共支配ニ被
 
仰付
候、尤、瀬谷伝次郎下役人被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附御雇
嶺岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒目附本役被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主小頭
 木村良斎
 
 
 
 
 
 
 
御加増金一両高五両被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、御役儀能相勤候付、御加増被下候旨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御絵師
 
 
 狩野休古
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐両壱人扶持高六両四人扶持被成下候
 
 
 
 
 
其方義、御奉公情出
（
精
）
相勤候付、御加増被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附御雇
松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐両壱人扶持御加増高七両三人扶持被成下候
 
御役料銀一枚
 
 
 
 
 
其方儀、 御徒目附本役被仰付、 御加増御役料被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 舟橋武助〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両高六両被成下候
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其方義、小給ニ付御加増被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 
 
 村上金佐衛門〈一行〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両壱人扶持高六両三人扶持被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、御奉公情出
（
精
）
相勤候付、御加増被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行茂太夫惣領
小泉紋平〈繁明〉
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚弐人扶持
 
其方儀、表寄合被
 
召出御目附支配被
 
仰付候、勤方
之儀は脇田十郎佐衛門・望月仲衛門方より指図可有之候、 〈用部屋日次帳、横目方家中被
 
仰出帳〉
 
御刀番
 
 
 
 
 
 橋本五郎衛門〈義明〉
 
 
 
 
 
其方義、身上不能成候付御供
 
御免之願書達
 
上聞候
付、依之申ノ暮迄三年御供御番共御免被遊候間、随分致検約
（
倹
）
身上取直候様可仕候、 〈横目方家中被
 
仰出帳〉
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
御横目方日次帳曰、
 
 
 
 
 
 
橋本五郎衛門願出候は 私儀近年打続病用ニ付無拠物入等有之、其上当年妻産後肥立不申養生不相叶相果申候、其已後悴養育何角物入ニ而以之外不勝手罷成候、夫ニ付五ヶ年之内御番方相勤諸事検約
（
倹
）
仕度由
申出候処、御供御番共三ヶ年
 
御免被遊候旨被
 
仰
出候、 〈本書作二十日〉
 
同
 
日、御家中
江
拝借被
 
仰付候ニ付被
 
仰出之趣
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
一、何も数年小給ニ而相勤太儀被
 
思召候、何卒被
 
仰付
様も可有之と
 
思召候得共、何も存之通之御勝手故不
被任
 
思召候、依之別紙之通此度拝借被
 
仰付候、此
上内証向奢ヶ間敷義無之、随分致検約
（
倹
）
身上相続候様ニ
可仕候事
 
一、新知御拝領以後被
 
召出候族并御役
 
御免、隠居、数
年病気之面々
江
は、右之拝借不被
 
仰付候事
 
 
 
 
 
 
 
但、
 
御目見列迄被
 
仰付候事
 
一、向後身上不能成自分検約
（
倹
）
願上勤方
 
御免之面々は、其
年数之内小普請給分之十分一可被
 
召上候、今度橋本
五郎衛門身上不能成、仍 願御供御番
 
御免被成候得
共、小普請之儀不被
 
仰出已前之義故、不及御沙汰事
 
右之趣 支配中
江
も通達候様ニと被
 
仰出候、以上
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
一、知行取
 
 
 
百石ニ付金拾両宛
 
 
 
一、玄米取
 
 
 
拾石ニ付金五両宛
 
一、御扶持方 十人分ニ付金五両宛
 
 
 
一、切米取
 
 
 
給分半金宛
 
右之通拝借被
 
仰付候、上納之儀は来年従午ノ暮卯ノ
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暮迄無利十ヶ年賦被
 
仰付候事、 〈用部屋日次帳、 横目
方家中被仰出帳〉
 
同
 
日、玉峰院様
（徳川頼房娘）
、英勝寺様被為入候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿一日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉御高増之 御祝儀、
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様
江
御膳被為進候付、
 
 
 
 
 
宰相様
江
 
 
 
 
 
 
 
鮮鮭二尺
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿八日、元御代官大貫吉佐衛門〈広尚〉 、妻子共江戸
江
引越可申
由被
 
仰付、引料〈本書不載員数故不記〉被下候、 〈横
目方日次帳〉
 
廿九日、
 
桂昌院様（徳川綱吉母）
、護国寺
江
被為入候
 
同
 
日、護国寺
江
 
桂昌院様被為入并勧頂相済候為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護国寺
江
 
 
 
 
 
 
 
一種
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十七
 
終
 
守山御日記巻之三百三十八
 
起元禄十四年辛巳十月
 
 
 
終同年同月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
十月大
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 平山権八〈種正〉
 
 
 
 
 
右、水戸より御徒被
 
召出候
 
二
 
日、御内証御見セ物有之、御家中之妻子見物被
 
仰付候、
〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、従
 
公儀被
 
仰出候御書付
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
当年より来秋迄諸国之酒造高之義、去ル卯年之通前々造高之内五分一造之、其余は停止可申付候、未之年造高之儀は来夏中可被相伺之候 以上
 
 
 
 
 
 
巳十月日
 
 
 
 
 
右之御書付、御老中稲葉丹後守殿〈正通
（正往）
○拠用部屋日
次帳〉ニ而相渡申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
〈式台御条目留、用部屋日次帳〉
 
三
 
日、右御書付参候付、奥州・常州御領
江
も申遣候、 〈用部屋
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日次帳〉
 
四
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平但馬守様〈友親〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
織田能登守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中条左京殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤勘右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚右衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小島昌怡老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥山玄長老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栗崎道有老
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
柳伯
 
 
 
 
 
右両人、為御取持被為召候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御同朋
篠原儀阿弥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河合瓢阿弥
 
 
 
 
 
右両人御勝手
江
被為召候、為 馳走御内証操被
 
仰付
候、 〈横目方日次帳 同客帳、用部屋日次帳○横目方日次、同客帳、不載同朋二人〉
 
同
 
日、御老中阿部豊後守殿〈正武〉御息飛騨守殿〈正喬〉御
男子御出生付 御祝儀之御口上ヲ加、時 為 見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
鱸三本
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
六
 
日、右之儀ニ付、阿部飛騨守殿〈正喬〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、御領分御損亡之御書付被指出候覚
 
 
 
 
 
知行所陸奥国田村郡守山領、常陸国茨城郡・行方郡・鹿島郡、当巳夏旱魃并七月、八月両度風雨ニ付損亡覚
 
 
 
一、田畑高合五千弐百七十石余
 
 
 
 
 
 
田百拾石余
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旱魃不作
 
 
 
 
 
 
田畑五千百六十石余
 
 
 
 
 
水押水いかり砂置
 
 
 
一、潰家
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小百七拾軒余
 
 
 
 
 
右之外、土橋堤砂除土手少々破損仕候、以上
 
 
 
 
 
 
 
九月廿八日
 
 
 
御名
 
 
 
 
 
右之御書付、御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
致持参、
秋山惣衛門
江
逢候而御書付見セ申候処、御書付之通一
段可然候、若又重而御損亡之御書付抔被指出候ハヽ、先半紙ニ御認被成可然候、ヶ様 は豊後守明日出仕之時分御城
江
持参仕、御仲ヶ間様
江
も被申達候故、
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半紙候得は取廻も能御座候、尤、半紙ニ而も文字作余細成は悪御座候、御老人方も御覧被成能程 御認被成可宜候
 
一、高何万何千何百何十石と御損亡之高さへ慥御座候得は、
内分ヶは余御記ニ不及義 其段は豊後守御仲間様方江
申達候節、先となた御領分高如何程之損亡有之由被
仰立候段被申談候、小分迄被申達義ニ 無之様子御座候、高如何程と有之下ニ或旱魃、水入 砂置抔数少ク専要之所計被遊候事可然候、其外之儀は大方右之以御心得御認被成可然候、 惣而細 書出候方も御座候得共、夫は悪敷 座候、本利さへ違不申候得は細過不申方宜御座候、奥ニ御名被遊候事御尤之儀ニ 、
 
御城
江
御
書附持参之時分見能様ニ上ニ付札いたし持参之儀候得共、奥ニ御名有之候得は慥 而能御座候
 
一、郷之御書出、常陸国田村郡守山領と被遊候、常陸之内
ニ而郡分御 出被遊事 是も 尤之被遊方ニ而候、御知行処あなた此方 座候得は、ヶ より外無之候、縦は豊後守知行所忍領 外所々ニ御座 、脇ニ有之候所は夫々ニ申出候より外は無之候由 惣右衛門申聞候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
棟梁
 
 石田茂平治〈名闕〉
 
 
 
 
 
浪人宇野加兵衛と申者養子仕度由、 願之通被
 
仰付候、
〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
八
 
日、
 
御城書ニ申来候は、去ル三日於御目附衆宅、御徒衆
弐十八人近国
江
順見ニ可被遣旨被
 
仰渡候
 
同
 
日、
 
水戸様御城附田村小衛門方より御家老小原孫太夫 〈信興〉 方迄申越候は、 今度被
 
仰付候近国順見之御徒衆、
武蔵
江
四人、伊豆・相模
江
弐人、上野
江
四人、下野
江
四
人、安房・上総
江
六人、下総
江
弐人、常陸
江
六人被仰付
候、右之内常陸
江
は、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長瀬角衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杉浦安兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近藤十郎左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
打田茂太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杉島弥左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近藤助右衛門
 
 
 
 
 
右、一昨日御当地発足、諸国
江
罷出候由、若御領地抔
江
被相越儀も可有 座哉と御内意申進候、御用之品は相知レ不申候由、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
十一日、美野姫様
（松平頼貞娘）
御宮参被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御供
 
御用人
 
水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師並
水野省戒
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御部屋附
 
 
 岩崎又兵衛〈為成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 冨田八郎佐衛門 〈政信〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
右、省戒之外麻上下ニ而致御供候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
棟梁茂平治養子
石田加兵衛
 
 
 
 
 
 
 
御切米金五両弐人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御大工棟梁ニ被
 
召出候
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、水戸御蔵方遅塚弥野衛門〈吉辰〉 、水戸より罷登候
 
十二日、御使役小高源衛門〈重行〉 、守山より罷登、辰ノ御物成
金百三十五両、鐚五百三十二文、巳ノ御物成金三百三十両致持参候、 〈上四篇横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御門番清衛門儀、於 下屋鋪御成敗被
 
仰付候、御物
頭高山勘五佐衛門〈重信〉組藤次佐衛門致太刀取候、ヶ様之節為見習置申度由御足軽小頭願出、六佐衛門と申者罷出候
 
十三日、明日
 
鶴姫君様小石川
 
御殿
江
被為
 
入候由、御沙汰
 
御城書ニ申来候ニ付承合候所、弥被為
 
入候ニ付、
 
鶴姫君様計被為
 
入候は初而之儀ニ候間、
 
公方様御成之格ニ可申付之由、被
 
仰出候
 
十四日、夜前九ツ時之火事、火元見遣候処、中橋本材木町六丁
目より失火、同七丁目迄長サ壱丁半程、横四拾間程致焼失候
 
十五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表坊主
 井上春賀
 
 
 
 
 
其方儀、御膳番所
江
時計之住進
（
注
）
致失念候ニ付、閉門被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
十六日、此度被
 
召出候御徒平山権八〈種正〉 、水戸より罷登申
候
 
十九日、井上春賀、閉門
 
御免被遊候、 〈自十月十一日之篇横目
方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美銀三枚
 
 
 
 
 
今度奥州守山御領当御物成初而御取附御収納被
 
仰付
候ニ付、大石五郎佐衛門相談之上相極候様ニと被
 
仰
付、当秋中より奥州
江
被遣御取附相済候ニ付、御褒美
被下置候
 
右之通被
 
仰渡候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿一日、御刀番鈴木角太夫〈宗忠〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、御勘定奉行小高伊野衛門〈重本〉 、水戸より罷登、巳之
御物成金弐百両致持参 、 〈上二篇横目方日次帳、 用部屋日次帳〉
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廿三日、今日被為
 
召候衆
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家老
 
 中山備前守方〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 同
 
内記方〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 肥田十蔵
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 武藤長佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
少将様御傅
 
 
 佐藤八衛門
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 榊原新佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御医師
 
 武田如庵
 
 
 
 
 
 
 
同御同朋御勝手
 川合瓢阿弥
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
同
 
 
 同
 
寸阿弥
 
 
 
 
 
右之通参上、弐汁五菜之御料理、後段御蕎麦切被差出候、為御馳走御手前操被仰付候、 〈用部屋日次帳、横目方日次帳○横目方不載中山内記・肥田十蔵・武藤長佐衛門及医師・同朋〉
 
同
 
日、松川新河岸御取立被遊候ニ
付、徳宿村ヲも順舟いたし
候ニ付、右之村地頭宮城平右衛門殿〈名闕〉
江
御届被
 
仰遣候、 右平右衛門殿御側勤故御使難被遣候間、
 
水
戸様御城附田村小右衛門御頼ニ而御口上書被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
 
 
私領内常州松川村ニ今度新川岸申付物成等相廻申候、向後御知行所徳宿村を
も致順舟事候、若廻舟
滞申儀も候ハヽ宜様ニ被相計給候様ニ、御知行所御役人中
江
被仰付置候様ニ頼入存事ニ御座候、以
上、 〈用部屋日次帳〉
 
廿四日、御馬乗永井善衛門〈名闕〉 、守山より駒七疋為率罷
（
牽
）
登候
 
廿六日、今日之御役替并御加増御褒美被下候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番小頭
 関
 
団衛門〈定利〉
 
 
 
 
 
其方儀、御取次御免被成候、昼々可相詰候、御取次込候時分は見次可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
其方儀、御取次御雇被
 
仰付、中野平治郎支配御抜被
下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
小高源衛門跡
 
 
 
 
 
其方儀、御供能相勤
 
御喜色ニ被
 
思召候、依之御使
役被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
御褒美銀弐枚
 
其方儀、水戸
江
罷越骨折申候ニ付、御褒美被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓並
 渡辺逸平〈正国〉
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
小袖代銀弐枚
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水沢彦四郎跡
 
其方義、御小納戸被
 
仰付候、仍之御役料・小袖代被
下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓小頭
 
 
 萩谷弥市佐衛門〈長正〉
 
其方儀、唯今迄被下来候銀壱枚、御切米高ニ結被下候
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸 刀番御雇
水沢彦四郎〈正視〉
 
其方儀、 御小納戸役不相応ニ付、 御小姓組
江
帰役被
 
仰
付候
 
 
 
 
 
 
 
元水戸御蔵方
 
 
 遅塚弥野衛門〈吉辰〉
 
其方儀、当分御役儀不被
 
仰付候、但、御用向芦名九
郎佐衛門・船木藤衛門抔と相談之儀、無遠慮可仕候、勝手次第罷下可申
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、 同家中被
 
仰出帳、
用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
元御代官
 
 
 
 
 大貫吉佐衛門〈広尚〉
 
 
 
 
 
 
 
引料金三両
 
 
 
 
 
其方儀、江戸引越被
 
仰付候付、為引料被下置候、 〈用
部屋日次帳 横目方家中被
 
仰出帳〉
 
廿九日、御近習小頭木内林内〈政康〉 、不調法之儀有之、御叱被
 
仰出候被仰渡
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木内林内
 
 
 
 
 
頃日西川新平御門外より遅罷帰候付、段々申出候義共不調法ニ
 
思召候、 急度可被
 
仰付候得共、 此度は
 
御
免被遊候、支配をも致候者候間重而相慎可申旨被
 
仰
出候、右之通御家老小原孫太夫〈信興〉宅ニ而御目付脇田十郎佐衛門〈正義〉列座、孫太夫被申渡候、并過料可指出旨脇田十郎佐衛門申渡候 尤、致遠慮候
 
 
 
 
 
右は去ル廿六日御徒並西川新平〈常延〉御門外より遅罷帰候付、翌 七 過料指
出候様ニと申遣候処、林内
申候は、新平儀、座頭高都方
江
稽古ニ罷越候、夫ニ而
も為出可申哉と之儀ニ付、何之故ニも先達而断無之儀候間過料 候様ニ 申遣候得は 追而林内御目附方
江
罷出、先刻之儀
 
御意ニ而御座候、過料之儀相伺候
処、兎角御目付方より相伺候様 被仰出候由申候、仍之翌廿八日御役人中不残被為
 
召御詮儀之処、林内御
前
江
申上候は、高都宅ニ而新平申候は、私儀御門断之
儀不申達候間早 帰可申由ニ付、林内致挨拶候は、我等同道ニ而罷帰候上は不苦由ニ而留置候由 上 、御目付方
江
は新平御門外
江
不罷出已前御門断之儀林内方
迄申談候を致失念候而御目付方
江
不申出由申候、右之
通両様之申方ニ相聞候付、 御叱被
 
仰出候、 〈横目方日
次帳〉
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晦
 
日、御新知御拝領之為御祝儀、御本家様御招請被遊候御客
組
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石野八兵衛殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堀田宮内殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主馬殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤勘衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
向井伊織殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥山立庵老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増田寿徳老
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候
 
 
 
 
 
 
御勝手
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿〈昌興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬図書頭殿〈叙胤〉
 
 
 
 
 
右之通御出被成候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 岡田好春
 
 
 
 
 
右両人致参上候、 〈横目方客帳〉
 
一、宰相様・少将様於中御座敷三汁十菜之御料理附後段被
為進候、五ツ過御光駕 四ツ時御立被遊候、 〈横目方日
次帳〉
 
一、為御馳走御役者被為
 
召候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大蔵求馬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中村長兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地謡三人
 
 
 
 
 
右之通致参上候
 
一、表御門
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付壱人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押壱人
 
一、御門前番手桶出立番指出候
 
一、両切手御門 人袴着申付候
、四ツ時より商人御門留申
候
 
一、御物頭并組之者・鳶之
者、火事支度ニ而御纒番所
江
相
詰申候
 
一、御中小姓以上熨斗目致着用
候、 〈自役者之篇横目方客
帳〉
 
 
 
 
 
 
御用部屋日次帳ニ曰
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宰相様御跡乗
中山内記方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
少将様御跡乗
佐藤八衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御医師
小笠原董庵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
御同朋
 川合瓢阿弥
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呉服所
 
 
 佐藤久兵衛
 
 
 
 
 
右之通致参上候
 
 
 
 
 
右、五半時御客様方被為入、四ツ時御祝儀相済、何も様御立
 
宰相様ニは西御門より
 
松林院様
江
被為入、
夫より中ノ口より御表
江
被為入為御馳走御手前操被
 
仰付候、 夜五ツ時御帰被遊候、 御供廻二拾人見物被
 
仰
付、二汁五菜之御料理後段迄被下候
 
同
 
日、右御祝儀御振舞ニ付、為御祝義、
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛五枚
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
軽松様
江
 
 
 
 
 
 
 
鮮鯛二枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
腹太五本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
讃岐守（松平頼常）
様〈節公〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛二枚〈用部屋日次作三枚〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様〈 隆〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑後守様〈頼道〉
 
 
 
 
 
 
 
鱸
 
二本
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家老
中山備前守方〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御茶一袋
 
 
 
 
 
 
 
腹太十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 肥田十蔵〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 武藤長佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
少将様御守
 榊原新佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
蚫十盃宛
 
 
 
 
 
右は、被為
 
召候処参上不仕候付、被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様老女
 
 丸山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 沢井
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 民部卿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 式部卿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 幾野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様老女
 
 山野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 幾田
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老十盃宛
 
 
 
 
 
右為御祝儀被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十八
 
終
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「
 
□山
（
守
）
御日記
 
一百六十五
 
」
 
 守山御日記巻之三百三十九
 
起元禄十四年辛巳十一月三日
 
 
 
終同年十二月 日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
十一月小
 
三
 
日、 内藤豊前守殿 〈信季〉 奥方御安産之由、 為御知申来候、
依之内藤紀伊守殿〈弍信〉 ・同奥方・同豊前守殿・蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉 ・於はる殿 松平淡路守殿〈綱矩〉江
御歓使被遣候、 〈式台覚帳〉
 
四
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 鈴木角太夫〈宗忠〉
 
 
 
 
 
水戸様御家来加藤平次衛門娘縁組仕度由願出候処、並縁之儀ニ候間、勝手次第ニ可仕候
 
 
 
 
 
右之通ニ相済申候 〈横目方日次帳
 
六
 
日、去月晦日
 
水戸様御父子様御招請被遊候節被為召候ニ
付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御包丁人頭
加藤久衛門
 
 
 
 
 
 
 
同弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御役者
 
 
 大蔵求馬
 
 
 
 
 
 
 
同三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御役者
中村長兵衛
 
 
 
 
 
 
 
同弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地謡三人
 
 
 
 
 
 
 
同弐百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、内藤豊前守殿奥方御平産ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
温飩二十舟
 
 
 
 
 
右之通奉文ヲ以被為進候、 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
七
 
日、御近習小頭木内林内〈政康〉遠慮御免被遊候
 
八
 
日、上ノ寄合隠居小原光受〈信勝〉病死致候、 〈上二章横目
方日次帳〉
 
九
 
日、
 
八重姫君様（
徳
川
吉
孚
正
室
）御鬢上之御祝儀ニ而
 
殿様御（松平頼貞）
出被遊候、
〈横目方日次帳〉 、 御祝儀物之儀は御断ニ付御延引被遊候、 〈式台覚帳〉
 
同
 
日、
 
八重姫君様
江
 
上使御側御用人柳沢出羽守殿〈保明〉
ヲ以呉服代銀三拾貫目、御合力金弐千両、餅米五百俵御増被為進 由、
 
水戸様御用人衆より為御知申来候、
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〈式台覚帳〉
 
同
 
日、 内藤豊前守殿 〈信季〉 ニ而今度御出生之御息女 〈諱富、
早世、諡梅雲〉 、今日御七夜ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同奥方
江
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御出生之
御息女
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿〈昌興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人
奥方
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、為御馳走御手前操被
 
仰付候、
依之
 
松林院様・御奥様ニも御表
江
被為入候、 〈用部屋
日次帳〉
 
十一日、小笠原右近将監殿〈忠雄〉御息女〈名須女〉
江
稲葉美
濃守殿〈佐倉世子越智正知〉より結納御祝儀参候付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於すめ殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
同
 
日、御典薬御外科栗崎道有老、御家老三宅八衛門〈繁賀〉
被致療治候付、御礼心ニ、
 
 
 
 
 
 
 
鯛鮓一曲
 
 
 
 
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十四日、御医師塚田宗玄、従水戸罷登候、 〈用部屋日次帳〉
 
十五日、御馬乗永井善衛門〈名闕〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、
 
松林院様御用人川崎加太夫
〈名闕〉御役御免被遊、
小笠原右近将監殿〈忠雄〉
江
御返シ被遊、跡 願
仰遣候由、
 
松林院様御属木内所佐衛門〈名闕〉表
江
申出候、 〈上二篇横目方日次帳
 
同
 
日、柳沢越前守殿〈名闕〉元服〈如本書〉ニ付、 祝儀心
ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柳沢出羽守殿〈保明〉
江
 
 
 
 
 
 
 
鱸三尾
 
 
 
 
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候
 
同
 
日、右為御祝儀、
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柳沢越前守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候所、 何方
江
も御断之由ニ而御受納無之候、
〈上二篇式台進物帳〉
 
十六日、御中小姓山田与佐衛門〈正平〉 、願之通水戸
江
之御暇被
下候、 横目方日次帳〉
 
十八日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿〈信季〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
織田能登守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井五郎作殿〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊、 為御馳走御手前操被
 
仰付候、 〈横
目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、柳沢越前守殿〈名闕〉 、頃日元服〈如本書〉ニ付、御祝
儀心ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十九日、
 
麻布様御新宅
江
御移徒ニ
（
徙
）
付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
海老二十盃
 
 
 
 
 
右之通以奉文被為進候、表
立可被為進候得共、兼而御
断ニ付、奉文ニ而 〈式台進物帳、同覚帳〉
 
廿四日、玉峰院様
（徳川頼房娘）
、鎌倉
江
御発駕ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿五日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監殿〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
遠江守殿〈忠遥〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浅野土佐守殿〈三好侯源長澄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小島昌怡老
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊、為御馳走御内証御慰物有之候、為御見物
 
松林院様・御奥様ニも表
江
被為入候
 
同
 
日、七ツ半時より麻布様被為入候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
松林院様附舟田長衛門〈名闕〉致病死候、 〈横目方日
次帳〉
 
廿六日、美野姫様
（松平頼貞娘）
御箸揃、御髪置之御祝儀、 互御部屋ニ而有
之、御役人衆相詰申候
 
同
 
日、柳沢出羽守殿〈保明〉 ・同越前守殿〈名闕〉
江
松平之称
号并
 
吉之御一字被下置、出羽守殿は美濃守吉保、越
前守殿ニは伊勢守吉里と被相改 由、
 
水戸様御用人
衆より申来候、 〈横目方日次帳〉
 
廿七日、
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江
従
 
少将様（徳川吉孚）
御年忘之御膳被為進候ニ付、
 
 
 
 
 
少将様
江 
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鮮鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿八日、
 
源義様（徳川光圀）
御法事ニ付、乱舞ヶ間敷儀御停止、普請は御
構無之由、播磨守
（松平頼隆）
様御目付方より為御知申来候付、御
同様ニ御家中
江
相触申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、奥州守山御領御物成米千俵、水戸那珂川通常州御領松
川河岸
江
廻船被
 
仰付度由、
 
水戸様御役人衆
江
御家老
衆より御郡奉行芦名九郎佐衛門 〈為直〉 ヲ以申遣候所、証文被遣可然由申候付、証文被遣候、 〈用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
十二月大
 
朔
 
日、御家中拝借扶持、例年五月之直段ニ而上納仕候得共、
直段高直ニ付
 
公儀御張紙之直段而上納仕候様ニと被
 
仰出、頭々
江
年寄衆被申渡候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 鈴木角太夫〈宗忠〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
其方儀、先頃水戸御用被仰
付候ニ付、銀子被下置候
 
四
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉之御実母様〈姓岡崎、名都礼、諡闕〉
御死去ニ付、夜中四ツ過急触ニ而
 
殿様小（松平頼貞）
石川
江
御出
被遊候、右之御 ニ付、御家中鳴物御停止之儀は
 
源
義様御法事ニ而鳴物・音曲御停止之内故、相談 上相触由ニ而、 今晩は相触不申候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百三十九
 
終
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守山御日記巻之三百四十
 
起元禄十四年辛巳十二月五日
 
 
 
終同年同月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十四年辛巳
 
十二月
 
五
 
日、御褒美被下候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 
 加藤惣佐衛門〈重光〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美上下弐具
 
 
 
 
 
其方儀、皆勤仕御喜色被思召候、御番一通故上勤之御褒美被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
銀壱枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 斎藤哉衛門〈本秀〉
 
 
 
 
 
 
 
上下壱具
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番組合
安中紋衛門〈義弘〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右は皆勤ニ候得共、 御番一通故上勤之御褒美被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 
 
 水沢彦四郎〈正視〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 
 
 浦部七郎佐衛門〈直庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 村松新助〈正久〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
右は皆勤候得共、御番一通
故上勤之御褒美被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 
 
 永田弥平太〈次包〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 中西忠太夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御鉄炮方
 
 
 吉田善佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右は皆勤候得共、御番一通
故上勤之御褒美被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 小山田藤次衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元御代官
 
 
 大貫吉佐衛門〈広尚〉
 
 
 
 
 
其方儀、紙方拝借方被仰付候、取来候筆墨代手代料当年は被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 安島武平〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
 
 吉沢半平〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 脇田又蔵〈正安〉
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金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 福地半蔵〈昌勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 服部惣太夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
峰岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋
 
 
 
 
 
右之通勤之御褒美夫々ニ被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 福地半蔵〈昌勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 服部惣太夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚半宛被成下候
 
 
 
 
 
其方共御中小姓目附被仰付
候ニ付、御役料御増被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主
 
 
 
 鈴木加清
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱分高三両 分被成下候旨、
 
 
 
 
 
右之通御加増被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坊主
 休賀〈姓闕〉
 
 
 
 
 
 
 
木綿布子一ツ
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 
 小貫惣衛門〈延清〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高五両被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 福地武兵衛〈義本〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高五両弐分被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 
 野内武衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高四両弐分被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 今井市佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高四両被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 白土伝七〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 
 玉生忠衛門〈貴林〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高四両弐分被成下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 白土利衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高五両被成下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御矢倉手代
 
 根本作衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分御役料ヲ結高四両被成下候、尤、当役所 役料なしニ被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御細工所
 
 
 塙
 
孫七
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高三両三 被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御馬乗
 
 
 
 所谷角衛門
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高四両被成下候旨、
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御中間頭
 
 
 浅野仁佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料壱人扶持高御結都合三人扶持ニ被成下候旨、
 
 
 
 
 
右之通御加増被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 
 市川伊佐衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金弐分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 大和田平衛門〈守三〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金壱分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 広木外衛門〈雅重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 市川喜平次〈利長〉
 
 
 
 
 
 
 
御召御上下壱貝宛
（
具
）
 
右之通御褒美被下置候、 〈横目方家中被
 
仰出帳、 用部
屋日次帳〉
 
同
 
日、御用達町人之方より諸役人
江
遣候音物請候儀、御停止
之所、向後御免被遊候由
 
仰出候、 〈横目方日次帳、
同家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、松平伊勢守殿〈吉里〉 、今度御称号・御一字拝領之為御
祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 
 関宇衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 岡田与十郎〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 小高沖衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 
 林
 
弥太夫〈同上〉
 
 
 
 
 
右、何も小給ニ候間、熨斗目着用ニ不及由被
 
仰出候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 塚田宗玄
 
 
 
 
 
 
 
金三両
 
 
 
 
 
水戸
江
之御暇被下候付、御金被下置候、 〈上二篇横目方
日次帳〉
 
八
 
日、寒入ニ付、為御機嫌御伺、
 
三之丸様（徳川綱吉母桂昌院）
江
 
 
 
 
 
 
 
水仙花一桶
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
九
 
日、 心了院様 〈宍戸侯松平筑後
守源頼道実母〉 御死去ニ付、
乱舞音曲御停止旨被
 
仰出候
 
十
 
日、
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 田中団六〈忠次〉
 
 
 
 
 
其方儀、小川町様
江
被為進候、右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、
 
御奥様衆熊川幾衛門〈名闕〉 、病身ニ付、願之通御役
御免被成、今日御里
江
引越申候
 
十一日、染姫様、今日大奥
江
御移徒被
（
徙
）
遊候
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十三日、萱野御屋敷表御門前ニ被切者有之由御門番致住進
（
注
）
候、
右被切者は御近所ニ被居候内田源七殿と申
 
公儀衆長
屋借罷有候 ニ而候、夜前源七殿より使ニ遣候所、訳有之源七殿叱被申候得は 雑言申、其上棒ニ而手向、源七殿顔
江
棒ヲ当申候故、討被申候処、逃出、右之場
所ニ而被討留申候
 
十四日、
 
三之丸様より上使日比野七郎衛門殿〈名闕〉ヲ以、
 
 
 
 
 
 
 
蜜柑一籠
 
 
 
 
 
 
 
鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、 〈上六篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、従
 
公儀御触之御書附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
 
 
銀子并銭相場之儀、去年相触候通、向後弥金壱両ニ銀は五十八匁替、銭は三貫九百文替之積より高直ニ仕間敷候、右之相場より下直ニ成候分は勝手次第ニ候、若内証ニ而致 対銀子・銭共高直ニ売買仕候者相聞候ハヽ詮儀之上可為曲事、勿論囲置候者有之 ハヽ其所之者支配方
江
可申出候、乍存
隠置候ハヽ其所之者共迄可為曲事者也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
巳十二月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
 
 
西国中国其外上方筋は、商売もの銀遣ニ而金ヲ遣候儀不自由之旨相聞候、
向後諸国一統に金銀共無
滞通用可仕候、当分遣なれ不申候内商売等指つかへさるやうに、御料は御代官、私領は地頭より念を入可被申付候、以上
 
巳十二月、 〈上二通令条、式台御条目留、用部
屋日次帳〉
 
十六日、南都大仏堂修造勧化金知行高百石ニ付金壱分宛之積、
奈良町奉行妻木彦衛門殿〈名闕〉迄相納候筈ニ付、弐万石之御高金五拾両今日御納被成、 吟味根本猶衛門 〈通繁〉致持参候、 〈用部屋 次帳〉
 
十八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭列
 大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
来正月水戸
 
御代拝、願之通其方可被遣候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
十九日、蜂須賀下総守殿〈隆長〉御移徒ニ
（
徙
）
付、
 
 
 
 
 
 
 
海老一折
十五
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿
 
日、吟味根本猶衛門〈通繁〉 、水戸
江
罷下候
 
廿一日、
 
三之丸様より上使中沢源助殿〈名闕〉ヲ以、為歳暮 祝儀両種
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御拝領被遊候、 為御礼惣御老中御廻被遊候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、為歳暮御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御時服壱重
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
三之丸様（綱吉母桂昌院）
江
 
 
 
 
 
 
 
子籠鮭三尺〈青竹簀巻、指札有〉
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、本庄安芸守殿〈宗俊〉被任四品候付 御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
廿四日、御朦気為御見舞、
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
 
 
 
 
 
 
 
花一桶〈梅・椿〉
 
 
 
 
 
 
 
根芋一籠
 
 
 
 
 
右之通以奉文被為進候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
廿六日、 御郡奉行芦名九郎佐衛門 〈為直〉 、 水戸より罷登候、 〈用
部屋日次帳〉
 
廿七日、御祐筆曽雌権衛門殿〈名闕〉
江
御用御頼被遊候付、歳
暮之御下心ニ而、
 
 
 
 
 
 
 
煙草一箱
百抱入
 
 
 
 
 
右之通、時之御口上ニ而被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 小原六郎衛門〈信本〉
 
 
 
 
 
 
 
上下代〈本書不載員数故不記〉
 
 
 
 
 
夏中
 
松林院様御中間療治仕候付、被下置候
 
晦
 
日、御取次加番岡本伊衛門〈忠親〉 、病後出番不仕、昨日御
門外
江
罷出候付、過料為指出申候、 〈上二篇横目方日次
帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十
 
終
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「
 
□山
（
守
）
御日記
 
一百六十六
 
」
 
 守山御日記巻之三百四十一
 
起元禄十五年壬午正月
 
 
 
終同年同月 一日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
十
年
（頼貞治世）
 
 
 
元禄十五年壬午
 
正月大
 
朝
 
日
（
マ
マ
）、年始之御祝儀、如御嘉例相済、御機嫌能御登
 
城被遊
候、 〈横目方日次帳〉
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊 式台進物帳〉
 
 
 
 
 
御退出 節、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣御老中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若年寄衆
 
 
 
 
 
右之通、為年始之御祝儀御勤 候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、為年始御祝儀、
 
御台様
江
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右は、御聞合之上、初而当年より御献上被遊候
 
同
 
日、為年始之御祝儀、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀一枚
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候
 
同
 
日、為年始之御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江
 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候
 
同
 
日、為年始之御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江
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御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
両種
 
 
 
 
 
右之通御差上被遊候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
同
 
日、為年始之御祝儀、
 
三之丸様よ（徳川綱吉母桂昌院）
り
 
 
 
 
 
 
 
両種
 
 
 
 
 
右之通御拝領被成候ニ付、為御礼文候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣御老中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平右京大夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
右之通御勤被遊候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今日両度之御出ニ而御供廻太義ニ被
 
思召候、依之諸
士中
江
御酒、御足軽以下
江
は夜食被下置候
 
同
 
日、旧冬より御出相続、殊ニ今日両度迄御出ニ而、下々労
可申と
 
思召候間、吟味仕候様ニと被
 
仰出候ニ付、
遂吟味候処、御徒衆抔は、尤草臥不申ニは無御座候得共、相続可申由申出候、御中間方ニ而は 今日両度御出被遊候得共、結構ニ被
 
仰付候間、相続可申由申出
候、此段申上候処 其外之
面々も随分相続申候様ニ可
仕旨被仰出候
 
二
 
日、明日御出被遊候而は下々勝手ニ罷成間鋪候哉 又は御
出被遊候而も被苦間敷候哉、致詮儀申上候様ニと被仰付候間、右之通致詮義候処、明日御出被遊候而も下々続兼申程ニも無御座候得共、右之御尋之上は二ツ所ニは御休被遊候方下々勝手御座候由、
 
 
 
 
 
右之通申上候処、左候ハヽ明日之御出は御延引可之由被
 
仰出候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、昨日為年始之御祝儀、
 
三之丸様より為御使被参候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昆野七郎衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
三
 
日、為年始之御祝儀、
 
三之丸様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
中野平次郎〈清定〉
 
同
 
日、為御謡初之御祝儀、
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
島台一面
 
 
 
 
 
 
 
御押一面
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伊勢海老一折
 
 
 
 
 
右之通御指上ヶ被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御家老
 
小原孫大夫〈信興〉
 
 
 
 
〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、如例年御家中之面々
江
御盃并御流頂戴被
 
仰付候、 〈用
部屋日次帳〉
 
同
 
日、為年始之御祝儀、当年初而、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀壱腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈式台進物帳〉
 
五
 
日、
 
松林院様為年始之御祝儀表
江
被為入候ニ付、 為御地走
（
馳
）
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
独狂言
 
 田中喜左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 役者六人
 
 
 
 
 
右之通被為召、於御座之間狂言被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 役者
江
 
 
 
 
 
 
 
金壱両三分
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈横目方日次帳、同見物帳〉
 
六
 
日、甚衛門〈本書姓闕、疑村上甚衛門勝房乎〉申候は、水
戸筋より御飛脚等被遣時分、日暮候而は松戸御関所御通候事成兼申候、町庄屋井上源五衛門と申者
江
私頼置
可申候、不苦
 
思召候ハヽ此方様より御頼被遊可然歟
と奉存候、右源五衛門同道仕候得は、日暮候而も御関所無相違相通申事御座候由、甚衛門申候ニ付、弥其方心附之通能々源五衛門方
江
頼置可申候、追付此方より
御郡奉行芦名九郎佐衛門〈為直〉と申水戸役人差出、合判等も致置候様ニ可致候間、此段相達置候様ニと甚衛門方
江
申渡遣候、 〈用部屋日次帳〉
 
七
 
日、為年始之御祝儀、
 
八重姫君様より御使者今井小兵衛
を以、
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、季君様御家来白土三佐衛門
方より播磨守様〈頼隆〉御
家来武石五藤治方
江
手紙ニ而申来候趣
 
 
 
 
 
 
 
今日従
 
御台様、豊小路殿御使ニ而
 
季君様
江
年
始之御祝儀被為進候、 此御序
 
播磨守様 ・
 
大学頭（松平頼貞）
様
江
も一種一荷宛被為進候、先達而此方表使迄手
紙添参候、追付豊小路殿被参次第御進物遣可申候得共、右御礼御付届等も可有之と御内意申進候様ニと老女中申候間、如此御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
猶々
 
大学頭様御役人中
江
も御通達可被下候
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右之通申来候間、手紙
入御覧候処、御老中方
江
御出被
成間鋪候間、御断ニ御使遣
可申候、重而両様之御礼御
老中方
江
御出被成候ハヽ、御口上書ニ被成御持参可被
遊候由被
 
仰出候
 
同
 
日、為年始之御祝儀、従
 
御台様
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
右御目録之通、
 
大学頭様
江
被為進候間、
 
水戸様よ
り御届被遊候様ニと豊小路殿 申候ニ付、為持指上候間、御請取、早々可被
 
仰上之由、
 
水戸様御家来遠
山九郎衛門方より手紙添 右之品差越 、 〈上二篇式台覚帳〉
 
同
 
日、森川御屋鋪
江
御移徒被
（
徙
）
成候以後為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多吉十郎殿〈忠孝〉
 
 
 
 
 
 
 
鯔拾本
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十
 
日、為年始之御祝儀、
 
宰相様〈粛公〉御光駕被遊候
 
十一日、今日例年之通、御具足之御祝儀有之、其外熨斗頂戴之
面々、御規式相済申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
 
守山御日記巻之三百四十一
 
終
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守山御日記巻之三百四十二
 
起元禄十五年壬午正月十二日
 
 
 
終同年二月 八日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
正月
 
十二日、
 
御奥様為年始之御祝儀、蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
江
染姫様御同道ニ而、始而被為入候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
 
 
 
 
 
 
 
紗綾三巻
 
 
 
 
 
 
 
両種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀下総守殿〈隆長〉
 
 
 
 
 
 
 
両種
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於春殿
 
 
 
 
 
 
 
紗綾二巻
 
 
 
 
 
 
 
箱肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於縫殿
江
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
〈春子実母、諡本性〉
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
飛騨守殿女中
玉井
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 瀧井
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岩野
 
 
 
 
 
 
 
同弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 惣女中
 
 
 
 
 
 
 
同千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同御家来
桜木平助
 
 
 
 
 
 
 
同三百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
一、染姫様初而被為入候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
 
 
 
 
 
染姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
縮緬五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
御手土産
 
 
 
 
 
 
 
御帯二筋
 
 
 
 
 
 
 
八丈壱端
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀下総守殿〈隆長〉
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御同人様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於春殿より
 
 
 
 
 
御同人様
江
 
 
 
 
 
 
 
縮緬
 
二巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
御手土産
 
 
 
 
 
 
 
花色紙一箱
 
 
 
 
 
 
 
枝柿
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
梨子地御香炉一ツ
 
 
 
 
 
 
 
御双紙五冊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於縫殿より
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
御手土産
 
 
 
 
 
 
 
金入小切十
 
 
 
 
 
 
 
大井籠二組
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
染姫様女中
つな
 
 
 
 
 
 
 
金二百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同断
 
 
 さけ
 
 
 
 
 
 
 
金
 
百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於春殿より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つな
 
 
 
 
 
 
 
肱綿一抱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さけ
 
 
 
 
 
 
 
帯壱筋
 
 
 
 
 
右之通被下候、 〈式台覚帳、用部屋日次帳〉
 
十七日、夜中四ツ頃、若姫様〈諱多米子、早世、諡永寿〉御誕
生被遊候、 〈横目方日次帳、式台覚帳〉 、御一門様方
江
為御知透と無御沙汰被
 
仰出候、併明日御老中阿部豊
後守殿〈正武〉
江
は御血忌之御断使差出可申由被
 
仰
出候、 〈式台覚帳〉
 
廿
 
日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉上野
江
被為成候所、殿様当
（松平頼貞）
時御血忌ニ付、
 
還
御伺御機嫌之儀 御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
為御
伺御使被遣候趣
 
 
 
 
 
豊後守殿
江
罷越、 用人迄申達候は、 上野
江
今日御成ニ付、
還御為伺御機嫌
 
御城
江
使者指出可申処、先達御断申
達候通当分血忌之内故指扣申 用番御老中様迄以
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使者伺御機嫌候様ニ可仕候哉、前々忌中抔之時分ハ豊後守様迄以使者
 
御機嫌相伺申候、今日之儀ハ豊後守
様迄相伺御月番
江
は使者延引可仕候哉 此段各迄申談
候様ニ被申付候、去年血忌ニ而被罷有候時分、
 
三之丸様、（徳川綱吉母桂昌院）
護持院
江
被為入候節、秋元但馬守様迄血忌御断申達
候上不苦由ニ而、以使者帰御之御機嫌相窺申候旁各迄為御心得申達候由、用人秋山惣衛門
江
申達候所、委細
ニ致承知候、兎角豊後守方
江
御聞合之方可然奉存候、
併委細ニ被
 
仰入義ニは及申間鋪候、 今日御参詣ニ付、
前々ヶ様之節は
 
御城
江
御使者被指出
 
還御之御機嫌
伺可被成候得共、当分御産穢之内故御指扣被成、御用番
江
は以御使者御伺可被成候哉と迄ニ而相済可申候由
申候ニ付、何分ニも可然様ニ頼入候 申談候、追而衛門罷出申聞候は、 上野
江
御機嫌能今日御参詣被遊候、
還御以後益御機嫌能 遊御座候 先達而御産穢之義被
 
仰聞候ニ付、早速御用番土屋相模守
（
政
直
）殿
江
も直ニ致物
語候、尤、末々子之義故御用番
江
は御届不被成、私方
江
計被仰聞候段 具ニ申聞候由 申 旨申聞候、左候ハヽ御用番
江
は不申達候由申談候所、成程左様可被成
候由申聞候
 
一、廿三日迄御血忌ニ付、廿四日増上寺
江
御参詣之義、惣
衛門ニ内意承合候処、兎角
廿三日之晩方御産穢明キ之
御届可有御座候間、弥廿四日増上寺
江
御参詣可被遊候
ハヽ、右之御役者ニ而、今日迄ニ而御血忌も被為明候間、明日は増上寺
江
も御参詣可被遊と思召候段、軽ク
御口上ニ而広間迄被仰遣 得は
相済申候義ニ御座候由、
惣衛門申聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台公儀諸事窺帳〉
 
廿三日、若姫様御名為姫様と奉称候、今日為御七夜之御祝儀於
御部屋、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 小原孫大夫〈信興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 
 脇田十郎佐 義
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
右之面々
江
御料理被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
廿四日、公儀御代官窪田長五郎
殿〈名闕〉より御郡奉行芦名九
郎佐衛門〈為直〉方迄申来候は、
 
公儀御廻米松川
江
相掛候義、同役
江
も致相談、少分ニも相廻候様ニ申合
候、先拙者分近日相廻可申
と存候間、左様ニ相心得候
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様ニと申来候ニ付、右之段水戸
江
も早速以御飛脚申遣
候
 
廿五日、
 
公儀御廻米、松川
江
弥相掛候ニ相究候由、窪田長五
郎殿〈名闕〉より 御郡奉行芦名九郎佐衛門〈為直〉御指下被成候
 
同
 
日、
 
公儀御廻米、松川河岸
江
掛候筈ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公儀御代官
窪田長五郎殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 小林又左衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折宛
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同手代
 
 朝日直右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 新松八五郎
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御勘定奉行
小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御徒頭並大家小市衛門〈義治〉 、水戸より御金千弐百七
十三両弐分致持参候
 
同
 
日、舟橋左七〈式台手代乎、未詳〉 、勢州より罷下候、 〈上
二章横目方日次帳〉
 
同
 
日、為御精進揚、
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
 
 
 
 
 
 
 
あかう五本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、為御機嫌御伺、
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江
 
 
 
 
 
 
 
名吉拾本
 
 
 
 
 
右之通御差上被遊候、 〈上二章式台進物帳〉
 
廿八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 青木藤衛門〈義祐〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓目附
福地半蔵〈昌清〉
江
 
 
 
 
 
右、願之通縁組被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
晦
 
日、今度御婚礼相済候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲葉長門守殿〈正知〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀壱腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金一枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人
 奥方
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲葉丹後守殿〈正通〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
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 奥方
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、於すめ殿今度御婚礼相
済候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監殿〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人
 
 奥方
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原遠江守殿〈忠遥〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
 
 
 
 
 
 
二月小
 
朔
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉御光駕被成被
 
仰置御帰被遊候
 
同
 
日、夜六ツ半前、西方ニ替星出候由、御徒目附萩谷丹衛門
〈副充〉見出達
 
御聴申候、五ツ前消申候
 
二
 
日、御用有之候節、御目附坊主大内立賀御膳番所相詰、御
用之品相聞候ハヽ無遠慮罷出、其段申上候様ニと被
 
仰出候
 
同
 
日、本所御蔵屋鋪
江
為烏移大竹八郎兵衛致参上候
 
三
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
其方儀、 守山代罷下可申由被
 
仰渡候、 〈上五篇横目方
日次帳〉
 
四
 
日、大御目附衆御申聞候は、古金銀、新金銀と引替候義、
今以所々ニ有之由 弥致吟味引替候様ニ可仕之旨、昨日御老中被
 
仰渡候間、御家老衆
江
可申達候由ニ而、
書付御渡被成候
 
 
 
 
 
 
 
書付之写
 
古金銀吹直有之所、今以所々ニ有之候間、弥致吟味、古金銀新金銀引替候様入念可被申付候、年数過候而は紛鋪可有之候間、急度可 申付候、以上
 
 
 
 
 
右之通、御城書ニ申来候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、 御目附脇田十郎佐衛門 〈正義〉 、 弟与平次致義絶候ニ付、
 
公儀之御帳ニ付ヶ申度之由願出候、依之御町奉行衆
江
被指出候次第
 
 
 
 
 
 
 
私弟脇田与平次と申者、年四十八ニ罷成候、不覚悟者ニ而只今住処も相知不申候、右之通之者ニ御座候得は、先々如何様之悪事可仕も難計奉存候ニ付、私并一家共ニ向後義絶
仕候、為後日御帳ニ付
置申度奉願候、以上
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二月四日
 
 
松平大学頭内
脇田十郎佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口上覚
 
 
 
 
 
 
 
私家頼脇田十郎佐衛門と申
者之弟、同名与平次と
 
申者、私方ニ相勤罷有候処、四年已前立退申候、以之外不覚悟者 候故、御帳ニ附置申度由願申候間、使差添遣申候、御帳ニ被付置候様被
 
仰付可
被下候 以上
 
 
 
 
 
 
 
 
二月四日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名
 
 
 
 
 
 
 
 
松前伊豆守
（
嘉
広
）様
 
右之通、御刀番三浦浅衛門〈義重〉御使ニ而、脇田十郎佐衛門同道ニ而、 伊豆守殿
江
罷越、 御口上申入候処、
伊豆守殿御答被
 
仰候は、委細相心得奉存候、御帳面
ニ付置候様ニ可申付由被
 
仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松前伊豆守殿御家頼取次
大竹伝蔵
 
 
 
 
 
右之取次案内ニ而、 帳場
江
浅衛門・十郎佐衛門罷越候、
伊豆守殿之与力深沢十太夫と申者御口上書見候而、御文言ニ義絶と申候義無之候、願書ニ而委細相知レ申候得共、御口上書 相違候様ニ相見申候由、右与力申聞候、重而は ニ義絶之分も書加可 候
 
 
 
 
 
 
 
御帳面留候趣
 
一、松平大学頭
（
頼
貞
）方より断、我等家頼脇田十郎佐衛門弟
同苗与平次と申四十八歳ニ罷成候者、拙者方ニ召仕候処、 四年已前立退申候、 今程何方ニ罷在候哉、住所不相知候、兼々不届者ニ 間、向後十郎佐衛門并親類共不残致久離度旨願申候、為後日申入候由、使者三浦浅衛門、右十郎佐衛門召連申来候
 
一、右之通御帳面ニ記相済、夫より保田越前守
（
宗
郷
）殿
江
浅衛門
罷越、御口上申入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保田越前守殿御家頼取次
友常左次馬
 
 
 
 
 
右之取次案内ニ而十郎佐衛門・浅衛門帳場
江
罷越、伊
豆守殿ニ而御帳面ニ留候写
之通御帳ニ付申候、此節与
力樋口次郎衛門と申者出合申候、 〈横目方家人義絶達帳〉
 
七
 
日、御番御刀番渡部又市〈忠綱〉甥、他所ニ罷在候処、又
市方
江
参鑓稽古仕候、 鑓場
江
召連罷出候而も苦ヶ間敷候
哉之由、 御目附方
江
申出候ニ付、 年寄衆
江
も相談之上不
苦之由相済申候、 〈横目方日次帳〉
 
十一日、 今日御能御拝見被
 
仰付御登
 
城被遊候、 〈横目方日次
帳〉 、依 今朝、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
檜御重一組
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候、 〈式台進物
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同
 
日、昼時四ッ谷大木戸之外大慈
寺より失火、四ッ谷不残、
内藤丹後守殿〈重頼〉屋鋪、内藤宿新屋敷、麻布、千駄木、百人町半分程焼失、松平志摩守殿〈直丘〉下屋鋪不残、丹羽越前守殿〈長次〉屋鋪、算橋、百姓町、夫より御薬園土屋相模 〈政直〉 ・ 上杉弾正大弼殿 〈綱憲〉 、白金新町京極縫殿殿〈高或〉 ・松平大和守殿〈直矩〉 屋敷 高縄松平薩摩守殿 〈綱貴〉 陸奥 綱村〉屋鋪焼失 品川
江
焼出申候、 〈横目方日次帳〉
 
十二日、守山御領之百姓徒党之義、為住進
（
注
）
壁谷沢八郎兵衛ニ御
中間壱人差添罷登申候、尤、守山九日ニ発足、此方
江
今日八ツ過参着仕候
 
十五日、御勘定奉行小高伊野衛門〈重本〉 、守山
江
御用被
 
仰付
罷下申候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行
 石橋五佐衛門〈良忠〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 新井三佐衛門〈英仍〉
江
 
 
 
 
 
右願之通、縁組被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
右願之通、縁組被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
十七日、今日護国寺観音堂
江
御参詣之節 薬師
江
も御参詣ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 医王院
江
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
右之通為御初尾、御帰後御絵師狩野休古〈信光〉方より手紙ニ而遣申候、 〈式台進物帳〉
 
十八日、為姫様今日御宮参被遊候、御帰御用人水沢又衛門〈正
次〉宅
江
御寄被遊候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
右之御供
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人御子様方御用掛
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東御部屋附
 
 
 
 
 
 岩崎又兵衛〈為成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 
 
 
 
 
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師並
 
 
 
 
 
 
 水野省戒〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通罷出申候、 〈横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十二
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百六十七
 
」
 
 守山御日記巻之三百四十三
 
起元禄十五年壬午二月十九日
 
 
 
終同年同月同日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
二月
 
十九日、守山御百姓十四人訴状致持参指上候付、御勘定奉行小
泉茂大夫 〈久繁〉 、 御蔵方御金方大貫吉佐衛門 〈広尚〉 、御徒目付福地半蔵〈昌清〉罷出申渡候は、此方ニ而は御取上不被遊候、今度小高伊野衛門御下被遊候間、訴詔之儀有之候ハヽ可願出之由申渡、 早々帰シ申候、 〈横目方日次帳〉
 
 
 
一、右訴詔之訳、追而守山より申来候趣
 
一、正月廿八日、阿久津庄左衛門并木賊田村庄屋・大供村
庄屋、取次役御代田安衛門方迄申出候は、御領御百姓共、二本松領郡山観音堂
江
寄合、一列之訴詔相談仕候
処、所之代官より人ヲ出シ払被申 由承 間、御内意御註進
（
注
）
申候由、松川御郡奉行大石五郎佐衛門〈新佳〉
方迄申来候
 
一、 同廿九日、 山中村大元明王堂
江
百姓共今度之訴状ニ村々
庄屋之加判取ニ参候由、庄屋も七、八ヶ村程守山町屋宿
江
参罷有候処、庄屋共揃不申候間、五ツ時分迄罷有
百姓共罷帰候由、其節之風聞ニ御座候
 
一、右之通ニ付、守山町
江
参候八ヶ村之庄屋共呼出、内詮
儀仕候処、私共は御用之儀御座候而承合ニ参候、今度寄合之儀曽而不奉存候由申
候、左候ハヽ証文仕指出可
申候、尤、村
江
帰り百姓共人別ニ判形取差出候様ニ申
渡候
 
一、山中村之庄屋、廿九日明王堂
江
寄合之儀註進
（
注
）
不仕段不
届ニ付、遠慮申付候
 
一、二月朔日、 々 共寄合之儀、曽而不存由之証文差
出申候、并百姓共も右同様 証文差出申候
 
一、同五日、守山町三庄屋、御
代田安衛門方迄内意申出候
儀有之ニ付、御郡奉行大石五郎佐衛門・御歩行目付稲毛林平、右庄屋共呼寄承候得は、今度村々一列仕御訴詔申儀候間 明日、明後日、小川村・大善寺 ニ 勢ヲ集メ守山
江
罷越御訴詔指上、若御取上無之候ハヽ
戸
江
直ニ罷登御訴詔可申上候由ニ而、 江戸
江
登シ人数四、
五人程、先守山より大勢罷立候而 須ヶ川より引分郡山之方
江
廻罷帰可申と企候由風聞申候、御陣屋本ニ而
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罷有候間、ヶ様成儀承候而不申上も如何ニ存候間、安衛門方迄内意申由、其外色々と相尋候得共、風聞ニ而慥ヲ不承由ニ而何も不申候、尤、山中村・大供村・守山村は今度之一列ニ除候由
 
一、右之通故、段々手掛之者共
呼出詮儀仕候処、郷中夫食
願并御米須ヶ川払ニ被
 
仰付、其外之入方百姓方御免
之御訴詔ニ而御座候由申候、其内立退候者少々有之ニ付、持高之田地并妻子、家
財等迄相改、親類并庄屋・
組頭・五人組
江
預ヶ置証文為致候、其外牢舎手錠之者
夫々ニ申付候
 
一、御百姓共八、九拾人 御代田安衛門方迄訴詔差上申候
間、安衛門披見申候処、弐拾七ヶ村之名計書付無判ニ而指出候間、安衛門 は
、訴状と申は判形仕物ニ而
候、庄屋之加判取候歟、又は其方共判可仕候 扨是程軽キ願ニ候ハヽ、 村 庄屋我等方迄も相談可仕 処 、他領郡山
江
寄合申段不届成事ニ候由申候得は、百姓共
申候は、村々ニ 寄合 得は被召取候、庄屋 加判と申候得 不仕 我等判形仕候得は一列徒党と而御叱被成候間、此侭ニ而御差上可被下 由、 侭申候ニ付、無是非、其侭請取差上申候訴詔之趣
 
 
 
 
 
 
 
乍恐奉願口上書之事
 
一、当御領之儀、御蔵所之内は、
御年貢御城米壱俵ニ付四
斗一升三合宛ニ入、中札四斗入と仕、浅草御蔵
江
上納
仕候、然所、去辰之年
（元禄一三年）
より
 
殿様御（松平頼貞）
支配地ニ罷成、則
御物成米壱俵ニ付四斗入と
中札入、御屋鋪御蔵
江
は四
斗弐升宛之勘定上納被
 
仰付、外ニ為欠米壱石ニ付三
升宛為差登申 右之諸入
用金并納不足金共ニ弐百八
拾両惣郷より出シ、百姓迷惑仕候事
 
一、去巳之御年貢米之儀、壱俵
ニ付中札ニ四斗入と仕 四
斗五升三合宛と被仰付候、
其上欠米之儀、米壱石ニ付
五升宛差加え、勿論諸入用金毎年より御米納辻多御座候ニ付弥以大分ニ掛可申候、是亦迷惑ニ奉存候、
 
御
公儀様 而先例ヲ御引被遊、 江戸納ニ被
 
仰付候ハヽ、
前々之通四斗廻ニ被遊被下度奉願候御事
 
 
 
一、二本松領・三春領之儀は、須ヶ川迄百姓津出シ被
 
仰
付、 彼地ニ而御請取被成候、 願は御慈悲と被為
 
思召、
右両所並ニ被為
 
仰付被下候ハヽ難有可奉存候、以上
 
 
 
 
 
 
 
元禄十五年午二月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正直村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御代田村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木賊田村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金谷村百姓
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大善寺村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上行合村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下行合村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横川村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安原村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下白岩村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿久津村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南小泉村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
北小泉村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
芹沢村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三城目村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
根木屋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山田村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舞木村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白岩村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蒲倉村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荒井村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大平村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代木村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小川村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金沢村百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩作村百姓
 
 
 
 
 
 
御陣屋
 
 
 
 
 
 
 
御役所様
 
一、右之通訴状差上候付、先静メ候儀第一と申合、大石五
郎佐衛門方より申付候は、此間他領迄寄合訴詔内談仕候由及聞候、何分之願候哉と存候処、是程之儀は百姓可願物相見え 乍去我等了簡難成 間 江戸
江
申上
其上ニ可申付候間、其内相待可申由 安衛門以申渡候処、百姓共申候は、夫食之願ヲも 仕 得共、先此度は願不申候、扨小川村之者共此程御糺明被
 
仰付
候一列之儀は、拙者共も同前之儀御座候間、一同ニ願申候間、御赦免被遊被下
様ニと申候付、安衛門申候
は、今度之訴詔ニ付御糺明は不被
 
仰付候、他領迄寄
合御領分ヲ騒シ一列仕
 
上之御名ヲ出シ候科ニ而御糺
明被仰付候、左様成不届之願取次候儀不罷成由申呵候得は、御尤之由ニ而百姓共帰申候
 
一、御百姓共追々立退候者有之、江戸
江
罷登候由ニ付、庄
屋共
江
彼者尋候而引返候様ニと申付、須ヶ川辺相尋候
得共、 須ヶ川町ニは居不申候、 水戸
江
掛江戸
江
罷登候風
聞ニ御座候
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一、同九日、此度之一列ニ付、
村々庄屋先達而之証文偽ヲ
書指上候申分、并百姓之願ニ加り不申と之証文差出候様ニと申付 得は 奉畏候由ニ而、左之通認差出申候
 
 
 
 
差上申一札之事
 
一、此度御領内弐拾七ヶ村
、私共居村御百姓共御訴詔
之儀ニ付、二本松御領郡山観音堂
江
度々寄合一列
書判徒党企申段御聞付被成、私共被召出御百姓共之訴詔寄合之品御尋被遊候処、私共儀は一円不奉存候、村々
江
罷帰人別ニ而相改分承届、弥一列ニ
相加申候は其旨有体 可申上候、又加不申候ハヽ急度人別より証文取指上可掛御目候と申上方より右之証文ヲ仕上置候而居村
江
罷帰、村中人
別不残寄合改申候処 左様成一列連判訴詔之寄合仕者壱人も村中ニ無御座候、郡山
江
も寄合申者も
無御座候ニ付、左候ハヽ一列ニ加り不申と之証文仕候様ニと申付候処、奉畏 由ニ而御百姓共申訳之連判出申候間、御役所
江
差上置候、然所、去六
日廿七ヶ村一列訴状
 
 
 
 
 
一、込米之儀、先御代官之通ニ納申様ニ被
 
仰付可被
下候事
 
一、物成米之儀も三春・二
本松御領並所納ニ守山・須
ヶ川ニ而御請取被成、江戸付送之諸入用御赦免可被成下候由之事
 
右之通二拾七ヶ村より訴詔、無判ニ相認御代田安衛門方迄指出、百姓共大勢罷越口々ニ申出候、安衛門申候は、訴詔と申物ニは印判仕出物 候間印判仕候様ニと申付候得は、印判仕候得は、連判と而御呵被成候半間、其通ニ而御上被成 様ニと申ニ付、安衛門訴状取次差上申 得は、御役所より被
 
仰候は、兼而訴詔之儀被及御聞候得共、分ヶ
御存知不被成候所、今度二拾七ヶ村より一列之訴状指出御見届 、惣而百姓共より役所
江
品ニよ
り訴詔仕間敷物 は無之候得共、是程之儀ヲ他領郡山
江
度々出合一列仕儀、 第一
 
上
江
之恐ヲ不顧不
届ニ思召候、其段は追而御詮儀、此度之願之段庄屋・組頭共ニ為申聞、近日江戸
江
御註進
（
注
）
被遊、有
無之御左右重而可被仰渡候由ニ付、百姓共奉畏候と御請申上罷帰申段、私共慥ニ承 申候事
 
 
 
 
 
一、私共居村ニ而人別ニ而改、徒党加申者壱人も無御
座と之証文百姓共方より取、御役所
江
差上置、右
之仕方ニ御座候得は、庄屋・組頭共申分難立候、然共、御領内ニ徒者御座候而悪事進メ一列為仕、
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所之庄屋・組頭下知も用不申、証文判形為致候而も相背申、我侭成仕方、上
江
之思召迷惑奉存候、
私共儀は曽而御訴詔願上不申候、其分ヶは、
 
 
 
 
 
一、 三春・二本松御領は御城下御座候得は、 所納被
 
仰
付筈奉存候事
 
 
 
 
 
一、当御領之儀、江戸御勝手ニ而爰元ニは御陣屋御座
候迄候得は、何と而所納願相叶可申様ニは不奉存候、先々より江戸納ニ仕来
候、此段私共願申心底
無御座候事
 
 
 
 
 
一、俵込米之儀は 御領と私領と之儀ニ御座候得は、
何方も分ヶ違申 事
 
 
 
 
 
一、三春御領は、本米三斗
六升納ニ而込米五升宛ニ納
申候、元米壱斗ニ付込米壱升三合九勺ニ当申様及承候事
 
 
 
 
 
一、 二本松御領は、 本米四斗納ニ而込米六升宛納申候、
本米壱斗ニ付込米壱升五合 当申と及承候事
 
 
 
 
 
一、当御領は、 米四斗納込米五升宛ニ納申候、本米
壱斗ニ付込米壱升弐合五勺ニ当申候事、 右之付送、道中・船中、駄賃・運賃共 従上被下置候 才料は先々より付来候通ニ御座候、百姓共訴詔 は、四斗入と内札ニは御座候得共、四斗五升三合宛被
召上候由書出申候、是は御百姓共了簡違ニ而御座候、込米被
 
仰付候時分ニ私共方
江
御相談被遊候
は、本米四斗ニ込米五升、此分江戸ニ而石詰ニ納候上 少成共俵 入申程御百姓共勝手 罷成申候、三合宛と申候得共、俵
数ニ而大分ニ御座候、
扨欠米之儀 御百姓共付
送候得は、俵ニ込入申
候程其駄賃・運賃共ニ御百姓勝手ニ罷成候得 、私共勝手ニ付御請申上 事、右之了簡庄屋・組頭共存込居申上は、 百姓共願一ツとして相叶可申様ニは不奉存候、其上御代官御領之時分より年々小役定納ニ仕来 品々、当 支配罷成大分御赦免被成下候、此段難有とハ不奉存御百姓不届申 儀御座候
 
 
 
 
 
一、当御領ニ罷成御赦免之品々は、
 
 
 
 
 
一、高百石ニ付金壱分宛、
高掛金と申四拾六両三分余
 
 
 
 
 
一、大豆買納と申金壱両三分余
 
 
 
 
 
一、餅米買納と申金三拾六 弐
 
 
 
 
 
一、金納と申寄金四両三分余
 
 
 
 
 
 
 
右之通、先御代より納来候
 
 
 
 
 
一、御物成米納庄屋と申而
、御米江戸着船仕廻申間江
戸ニ相詰、此入用金弐拾両余
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一、河岸役人と申、阿久津・小森両河岸改役人毎年指
遣置申候、此諸入用金六両余
 
 
 
 
 
 
 
右七ヶ条之金子不存寄、御手当被遊御赦免被成下候段、難有仕合奉存候、ヶ様ニ被
 
仰付候上は、
為一と村方より御訴詔申上分 ハ無御座候得共、御領内ニ徒者御座候而、百姓共ヲ欲心之道ニ引込色々悪事企、今度ヶ様成一列ニ引込申段、御領内ヲ騒、他領迄之及沙汰、私共迄不届ニ奉存候領内之御為ニ御座候間、急度御詮儀被
 
仰付、何
分ニも庄屋・組頭役儀等も相勤申 様ニ奉願候事
 
 
 
 
 
一、兼而御役所より被
 
仰出候御法度書之趣、庄屋・
組頭・惣百姓中相守申と之御請仕 ヶ様成一列届ニ思召、庄屋・組頭共銘々心底ヲ不残存寄之分ヶ一札ヲ以差出申様ニ、
百姓共一列之願尤ニ奉
存候ハヽ百姓共願書ニ加判仕指出可申候、其外ニも存寄御座候ハヽ一札ヲ以申分ヶ可仕様ニと被
 
仰付、委細奉畏 、誠ニ常々被
 
仰付候御条目之
趣相守候儀も皆偽之様ニ罷成、 私共申分ヶ難達候、依之一々心底不残一札ヲ以申上候 為後日依如件
 
 
 
 
 
 
 
元禄十五年午二月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弐拾七ヶ村
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
庄屋判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
組頭判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御陣屋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御役所様
 
一、同日、右之儀、為御註進
（
注
）
壁谷沢八郎兵衛江戸
江
為差登
申候、 〈横目方守山百姓徒党帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十三
 
終
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守山御日記巻之三百四十四
 
起元禄十五年壬午二月
 
 
 
終同年同月二十一日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
二月
 
是
 
月、守山御百姓致徒党候内、立退候者共
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上行合村
 
四郎平
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大善寺村
 
三之助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金屋村
 
 
与五兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同村
 
 
 
弥十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同村
 
 
 
孫衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同村
 
 
 
長七
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大平村
 
 
作兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荒井村
 
 
善兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小川村
 
 
五衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
白岩村
 
 
弥惣兵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同村
 
 
 
伝左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿久津
 
伊兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
根木屋村
 
弥平左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蒲倉村
 
 
次郎衛門
 
 
 
 
 
右拾四人、追々立退申候
 
一、同十三日、山田村・舞木村・木村之庄屋、御代田安衛
門方迄申出候は、私共之村より壱人宛立退申者御座候由註進
（
注
）
仕候、庄屋共、安衛門ニ物語申候は、先頃於御
陣屋庄屋共申分ヶ之一札指上候処、彼者共申候は、不聞え庄 共之証文候、百姓共見捨不届成訴詔申上 段是非公事ニ仕候而埒明可申 、只今迄は
 
上
江
之御訴
詔、此上は庄 共合手ニ取公事可仕と申 而立退申候由、安衛門申遣候
 
 
 
 
 
右、立退候者
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
舞木村
 
 
喜四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村
 
 
 
伝三郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山田村
 
 
徳衛門
 
 
 
一、同廿日、小鷹伊野衛門、守山
江
致下着候
 
一、大石五郎佐衛門儀、御用之儀有之候間江戸
江
罷登候様
ニと被
 
仰出候ニ付、廿三日発足、江戸
江
罷登候
 
 
 
一、同廿四日 二拾七ヶ村之庄屋・組頭・頭取壱人宛御陣
屋
江
呼出、小高伊野衛門申渡候覚
 
一、村方之御百姓願之儀有之由ニ而所々
江
寄合、剰他領迄
打越大勢会合致候儀御領分之騒ニ罷成而已ならす
 
御
名ヲも出シ候致方、重々不届ニ候、頭ヲも取候者共と
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相見え村々より立隠候者共有之候、此者共何方ニ身ヲ隠罷有候共御詮儀之上は急度尋出シ糺明之上御仕置可被
 
仰付候得共、去六日御陣屋
江
指出候無判之訴詔
ニ二ヶ条之願相見候、何も軽キ儀共ニ而他領迄寄合申合程之儀共ニも不 然共、当御領は数年御蔵入ニ而罷有候故、私領方之手当不存、欲心之者共被語与風傾候儀と何も思召候ニ付、右之 届共ヲは此度は先御免被成、獄籠 者并手錠戸〆之者迄御免被成 間、難有可奉存候 然共、此上御百姓共所存ニ依而御たゝり被成間敷者ニも無之候 旨能々 心得可申事
 
 
 
一、右御陣屋
江
指上ヶ候訴詔無判、殊ニ村役人取次不申、
直訴御取揚無之、御大法故、御相談ニも不及 、弥相願事ニ候哉、村方
江
罷帰、小百姓共ヲ与得
（得と）
承届、弥相
願儀ニ候ハヽ、名主・組頭取次之判形致指上可申候、名主・組頭判形仕悪キ儀可有之候得共 取次判形一通之儀ニ候得は、役人共之越度ニ不罷成事ニ候、 立候品有は御立可被下 、其訳申含合点可為仕 間、一村切ニ穿鑿致、当廿七日迄ニ否可 出候
 
一、右之外、 小百姓共ニ申渡儀有之候、 此度之願之儀ニ付、
野心ヲ残シ立隠候百姓共、又は居村之者之内より村役人
江
為讐ヲ候者有之は、一類迄急度御科ニ被
 
仰付候
間、此旨小百姓共
江
能々可為申聞候
 
一、名主共儀も、小百姓願企候
段毎度穿鑿之節不存と申出
候由、他領ヲも響シ候会合ヲ不存と申儀は、畢竟下知ニ不随百姓共有之故右之通申儀と相聞候、兼而被
 
仰
付候通下知ニ不随者有之は申出御下知ヲ請可申処、隠置候ニ付如此之不届共出来候、向後左様成者有之は早速可申出候、隠置候ハヽ庄屋・組頭共越度ニ被
 
仰付
候間、此旨急度相心得可罷有候
 
右之通申付候已後、名主・組頭 計御陣屋御玄関
江
上
ヶ内意為申聞候趣
 
一、此度御百姓共之企之儀、其方共は一身不致と存候間、
内意為申聞候、 先刻申渡 趣小百姓共ニ為申聞候ハヽ、前々之訴詔指出申度と 者も可有之候、左様申候ハヽ小百姓共
江
内談可仕は、先以此度之御願難相済儀共と
存候、縦は願書指上万一其内一品も御免被遊候共下之申分計御立可被下儀とは不被存候、此度被仰渡 は、小百姓共所存ニ依而此上御たゝり被成間敷物ニも無之候由被
 
仰渡候得は、又下之誤之所ヲ何分ニも御たゝ
りも難計候、其上一両年之御手当ニ而久敷御支配ニも預不申、縦願御聞済之上当座少計勝手之様ニ
 
仰付
候而も末永ク思召ヲ請候ハヽ返而村方之為ニも罷成
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敷候間、先此度之御訴詔は相止、此上之御手当ヲ見、弥百姓共難儀致候儀も候ハヽ其節は其方共ニは掛申間敷候、我等 身代ニ掛ヶ候而も急度御願可申上候、何分ニも追而被申 敷事 も
無之由内々ニ而得と為申聞
訴詔指出不申様ニ取計候儀、村役人之働、又 一器量ニ候間、静候様ニ内意能々為申聞可然 、此段は右二ヶ条之訴詔難相立願之様ニ我等存候付、其方共
江
内意
為申聞候由、銘々為申聞候事
 
 
 
一、同日、村々ニ而牢舎之者、
手錠并戸〆之者共、不残差
免シ申候
 
 
 
一、御代田安衛門・壁谷沢八郎兵衛抔村々之様子承候処、
今度之被
 
仰付難有仕合ニ候、今日は村々神事成共致
シ申度と 取沙汰仕候由申出 事 〈自篇始守山百姓徒党帳〉
 
廿一日、今日為年始之御祝儀被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
御奥様
江
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、今日御内証御慰物、四過初申候、依之諸士中不残、御
足軽不残、御門番、辻番、会所御中間小頭、御厩方小頭、手代部屋頭、小道具之
部屋頭、御駕籠之部屋頭、
御末之者、押之者、小遣迄拝見被
 
仰付候
 
廿三日、御徒目付稲毛林平〈重実〉方より申来候は、二月十五
日より立退申候御百姓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五十五歳
 
舞木村
 
 
喜四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五十八歳
 
木村
 
 
 
伝三郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六十 歳
 
山田村
 
 
徳衛門
 
 
 
 
 
右之三人は妻子持ニ而御座候由、 守山
（
□より
申
）
来候、 〈上二
篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十四
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一
（
□
百
六
）
十八
 
」
 
 守山御日記巻之三百四十五
 
起元禄十五年壬午二月二十二日
 
 
 
終同年三月晦日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
二月
 
廿二日、今日為年始御祝儀 振舞被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊被為進候、 〈式台進物帳〉
 
廿三日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 佐川清助〈規里〉
 
 
 
 
 
 
 
金壱両壱人扶持御加増被下置、御役料は取来候通被下候
 
 
 
 
 
其方儀、当役能相勤候ニ付、吟味役
 
仰付旨、 〈横目
方日次帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 飯村彦五郎〈常好〉
 
 
 
 
 
佐川清助儀、同役ニ被
 
仰付、此度常州詰半年代り被
仰付候、幸此度御陣屋御普請有之、鈴木次郎大夫為見
分被遣候間、一同ニ罷下諸事可相勤候、且又今度津役奉行被
 
仰付、追付御指下被成候間、本役下候迄は津
役之方其外ヲも相勤、 本役下次第引渡可申旨 〈用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
 
箕輪清兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
其方儀、願之通惣髪
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、御包丁人村上金佐衛門〈一
行〉儀、勝手不如意之由ニ
而致書置立退申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
村上養玄
 
 
 
 
 
其方儀、同性金佐衛門立退申候付、遠慮
 
仰付候、
〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、今日被
 
仰出候覚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
守山詰
 
 
御郡奉行
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上下三人
 
 
 
 
 
右は、守山詰之内御扶持方七人分可被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
御代官
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
御徒目附
 
江
 
 
 
 
 
右は、五人扶持可被下候
 
 
 
 
 
但、妻有之面々
江
は跡定扶持被下候、独身之族は定扶
持之半分宛跡扶持可被下候、右支度金白銀弐枚宛可被
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下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
手代
江
 
 
 
 
 
右三人扶持宛可被下候、妻持
江
は跡扶持弐人分宛可被
下候、独身之者ニは定扶持之半分可被下候、右支度金壱ヶ年分金三分宛可被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
御足軽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
押之者
 
江
 
 
 
 
 
右支度金壱分宛御扶持 人分宛可被下候、但、喰扶持共ニ妻持は跡扶持壱人 宛可被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松川詰
 
 
吟味
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
御徒目附
 
江
 
 
 
 
 
守山詰同断、但、 銀 枚可被下候
 
 
 
一、奥州・松川共ニ郷出先々ニ而請取扶持御加扶持之内ニ
而差引可申候
 
一、道中駄賃・旅籠銭可被下候
 
一、御足軽并押、
 
御用ニ而罷越候砌、 五人迄は軽尻壱疋、
六人より九人迄本荷壱疋宛可被下候、但、九人以上は前々御定之通 壱疋之割ニ而 并支度金弐朱宛可被下候
 
 
 
一、 奥州 ・ 常州共郷出之御加扶持召連候人数程請取可申候、
〈用部屋日次帳、横目方家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、水戸詰之面々
江
被
 
仰渡候御役替、御加増
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御郡奉行
 芦名九郎佐衛門〈為直〉
 
 
 
 
 
 
 
役料金五両取来候通、手代賄玄米壱石、御中間賄壱人、前々之通被下置候
 
 
 
 
 
其方儀、奥州・常州共ニ支配被
 
仰付候、依之手代賄
料
 
御書付之通被下候、手代五人ニ致、其内壱人宛守
山
江
相詰候様ニ可仕候、追付鈴木次郎大夫罷下候ハヽ
申合、支度次第奥州
江
罷越、一通致見分、諸事可申付
候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸詰吟味
舟木藤衛門〈武冨〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無役
 
 
 遅塚弥野衛門〈吉辰〉
 
 
 
 
 
 
 
壱人扶持御加増被下、高四人扶持 成下候
 
 
 
 
 
 
 
御役料金三両
 
 
 
 
 
 
 
手代賄玄米七斗
 
 
 
 
 
 
 
御中間壱人御切米金壱両弐分御扶持方壱人半分被下候
 
 
 
 
 
 
 
手代五人
 
 
 
 
 
其方共御代官被
 
仰付候、両人ニ而壱ヶ年代りニ手代
共ニ守山
江
相詰可申候、芦名九郎佐衛門両所共ニ支配
被
 
仰付候間、諸事申合可相勤候、但、両人之内当年
は藤衛門奥州
江
相詰可申候旨、 右之通水戸
江
被
 
仰遣候、
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〈横目方家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、相馬図書頭殿〈叙胤〉奥方御出産、御男子〈名闕、小
 
名鍋千代、早世、諡闕〉御出生被成候、 〈式台集書〉
 
廿六日、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候
 
廿七日、奉文ニ而御内証より、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
 
 
 
 
江
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
干わかさき一籠宛
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、御郡奉行大石五郎佐衛門、守山より罷登申候、 〈横目方
日次帳〉
 
廿八日、相馬図書頭殿〈叙胤〉御息次郎殿〈名闕、早世、諡闕〉
御死去被成候、依 鳴物御停止之儀相窺候処、不及其儀候由被
 
仰出候、 〈横目方日次帳、式台戒名帳〉
 
同
 
日、為上巳之御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
石台作花二
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候、 〈式台進物帳〉
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 桑原寸野衛門〈比道〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増被下高七両三人扶持ニ被成下候
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚被下候
 
 
 
 
 
其方儀、御徒目附被
 
仰付候、 〈横目方日次帳、同家中
被仰出帳、用部屋日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
三月大
 
朔
 
日、今度初而
 
御目見被成候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平又左衛門殿〈加賀世子菅原吉治〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、為上巳之御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
作花石台一
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右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
二
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 
 
 塚田宗元
 
 
 
 
 
 
 
七人扶持御加増被下拾人扶持被成下候
 
 
 
 
 
 
 
引料金三両被下候
 
 
 
 
 
其方儀、江戸詰被
 
仰付候間、勝手次第妻子引越可申
旨、 〈用部屋日次帳、横目方家中被
 
仰出帳〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御郡奉行
 
 
 
 
 大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
 
 
引料金三両被下候
 
 
 
 
 
其方儀、松川津役奉行被
 
仰付候、并運送方御蔵方御
金方御買物方支配加 被
 
仰付候、勝手次第妻子共引
越可申候、勤方之儀は用人共段々可申談旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拝借方吉佐衛門惣領
大貫金助〈弘永〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒ニ被
 
召出候、御給分並之通被下置旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 
 
 
 
 
 松本長兵衛〈重明〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒並被
 
召出旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
三
 
日、為御七夜之御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬鍋千代殿
 
 
 
 
 
 
 
御産衣一重
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬図書頭殿
奥方
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
麻布様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬図書頭殿〈叙胤〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、為上巳之御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
四
 
日、時之為御見舞
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡部清吉〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
高四両弐人扶持ニ被成下候
 
其方儀、御包丁人
 
仰付候、右之通御用人水沢又衛
門〈正次〉於御用部屋申渡候、 〈用部屋日次帳、家中被
 
仰出帳〉
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同
 
日、御徒目附峰岸儀兵衛〈知隆〉 、水戸
江
為代罷下候、 〈用
部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
手代鈴木加兵衛事
深谷藤佐衛門
 
 
 
 
 
右之通、性名改申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 
 村上養元
 
 
 
 
 
同性金佐衛門儀、儀絶
（
義
）
仕度旨願出申候
 
一、右之儀ニ付、御刀番三浦浅衛門〈義重〉御使ニ而村上
養元致同道、町奉行衆
江
被遣候、帳ニ儀絶
（
義
）
之儀相記申
候、 〈横目方日次帳、同家中義絶達帳〉
 
七
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
 
 
 松本長兵衛〈重明〉
 
 
 
 
 
右は、今度被
 
召出候ニ付、
 
御目見被
 
仰付候
 
同
 
日、御領分
江
相詰候押之者
江
増御扶持被下候筈ニ相済申候、
〈上二篇横目方日次帳〉
 
九
 
日、今日御内証為御振舞、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
能登守様〈頼如〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑後守様〈頼道〉
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊、 於御内証御操被
 
仰付候、 〈横目方
日次帳、同客帳〉
 
十
 
日、
 
三之丸様一（徳川綱吉母桂昌院）
位御昇進被遊候ニ付、 為御祝儀今日御登
 
城被遊候、
〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今日御加増御拝領被成候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平伊勢守殿〈吉里〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十一日、
 
一位様御（綱吉母桂昌院）
位階之為御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
一位様
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
同
 
日、吟味根本猶衛門〈通繁〉 、水戸より罷登申候、 〈上二篇
用部屋日次帳〉
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十二日、御勘定奉行小高伊野衛門〈重本〉 、守山より罷登申候
 
同
 
日、御徒目附服部惣大夫〈清勝〉 、水戸より罷登申候
 
十三日、
 
一位様より（徳川綱吉母桂昌院）
御使守能吉兵衛殿〈名闕〉ヲ以、
 
 
 
 
 
 
 
両種
 
 
 
 
 
 
 
御樽二荷
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、 依之為御礼御老中方
江
 御出被遊
候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
一位様御位階之為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被指上候、 〈式台進物帳〉
 
十四日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
其方儀、守山代被
 
仰付候
 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
明石通本
 
 
 
 
 
其方儀、泊御番
 
御免被遊候
 
十八日、
 
一位様御位階之為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様より御使安藤源五衛門方ヲ以、
 
 
 
 
 
八重姫君様より
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
一、右為御礼、
 
八重姫君様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣御老中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平右京大夫殿〈輝貞〉
 
 
 
 
 
右之通御勤被遊候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
木内所佐衛門〈親常〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御属
 笹山平太兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之面々、駕籠御免之儀、御月番稲葉丹後守殿〈正通〉江
被仰入候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台乗物御免帳〉
 
十九日、御供先ニ而、御旗本衆
・御医師衆抔駕籠より下り被申
候、以後突申儀、前々も被
 
仰出候通弥無用可仕候、
併五万石 上之衆供廻ニ突レ候而其通ニ而指置候儀も如何ニ被
 
思召候而、左様ニ相心得罷有候様ニと小頭
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之面々
江
申合候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
元御郡奉行甚衛門惣領
村上弥九郎〈時延〉
 
 
 
 
 
 
 
高五両弐人扶持被下置候
 
 
 
 
 
其方儀、御徒被
 
召出旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
元御郡奉行
 
 
 
 
 村上甚衛門〈勝房〉
 
 
 
 
 
 
 
高五両弐人扶持ニ被成下候
 
 
 
 
 
右は、今度弥九郎儀 召出候ニ付、甚衛門御給分之内半分御分ヶ被下置旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、 同家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
 
、
（
日
脱
ヵ
）
御用御頼被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荻原近江守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
紋絹五疋
 
箱入
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
廿一日、
 
 
 
 
 
八重姫君様（綱條嫡子吉孚の正室）
今日被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
水戸様
江
為御振舞被為入候節、小道具之者三人御供
はつし、 壱人は御屋鋪
江
被為
 
入候迄追付不申候ニ付、
過料出申候、残弐人は伝通院前肴屋近所之指物屋弥兵
衛前ニ而追付申候ニ付、 不及過料候、 右之通相済申候、〈横目方家中被仰出張紙留〉
 
廿二日、 御用人鈴木次郎大夫 〈智義〉 ・吟味役飯村彦五郎 〈常好〉
水戸
江
致発足候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御徒目附松本軍六〈常行〉 ・押十衛門、守山
江
為代致発
足候
 
廿三日、
 
松林院様附横山仙衛門〈名闕〉 、致乱心候付、押り入
指置候様相済申候、 〈上二篇横目方日次帳、 用部屋日次帳〉
 
同
 
日、月次為御音物、
 
 
 
 
 
八重姫君様
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通被指上候、 〈式台進物帳〉
 
廿四日、
 
水戸様御家来成見何衛門方より下役佐藤吉大夫ヲ以
申来候は、常州一国之城下より江府日本橋
江
之道法書
出申候様ニと
 
公儀より被
 
仰付、惣体常州一国之城
下より之道法認申候、然処ニ
 
大学頭（松平頼貞）
様・播磨守
（松平頼隆）
様ニ
は御在所も不被
 
仰付候故、
 
大学頭殿・播磨守殿ニ
は末在所不被
 
仰付と書付差出申候、右之通此方様御
役人衆御存知無之も如何 存 ニ付、為御心得申達候由申来候、依之吟味佐川清助〈矩里〉罷出致挨拶候、
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〈用部屋日次帳〉
 
廿五日、今日於御内証御操有之候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原右近将監殿〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
遠江守殿〈忠遥〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原信濃守殿 〈中津侯源長円
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大隈守殿〈吉之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬図書頭殿〈叙胤〉
 
森山和泉守殿〈筑前公子源某後為世子更松平肥前守宣政〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原彦大夫殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥山玄長老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小島昌怡老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栗崎道有老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現龍院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玄性院
 
右之通御招請被成候、昼四つ過より御出、夜中五つ過御帰り被成候、 〈横目方日次帳、 同客帳、 用部屋日次帳〉
 
廿八日、於
 
二之丸御能為御拝見五つ前御出駕、
 
水戸様
江
御
寄被遊、夫より御登
 
城被遊候
 
 
 
 
 
 
 
御能御番組
 
 
 
 
 
 
難波
観世大夫
 
 
 
 
 
 
八島
金剛大夫
 
 
 
 
 
御
羽衣
 
 
 
 
 
 
花月
金春大夫
 
 
 
 
 
 
祝言
七大夫
 
 
 
 
 
 
 
狂言
 
 
 
 
 
 
 
 
福神
 
 
 
 
 
 
 
 
しびれ
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰付候
 
一、御料理三汁十菜、御料理半ニ御老中御出、御挨拶有之
候、 御給仕奉行黒田甲斐守殿 〈長重〉 ・永井伊賀守殿 〈直敬〉 御馳走付大御番頭衆之由ニ 座候
 
一、右相済御退出、 暮前御座候 〈横目方
 
二之丸御能拝見
帳〉
 
同
 
日、
 
一位様より（徳川綱吉母桂昌院）
時之為御尋守能吉兵衛殿〈名闕〉ヲ以、
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通、御拝領被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御登
 
城被遊候処、於
 
御城御目附布施孫兵衛殿〈名
闕〉より御徒目附組頭岩室伊右衛門殿ヲ以、御供 刀番斎藤哉衛門〈本秀〉
江
御内意被申聞候は、先日駕籠
神文之儀被仰達候、定而相止申ニ而は有御座間敷候得
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共、于今御沙汰無御座候、若此方より之御左右御待被成候儀も可有 座候、中々此方よりは御左右不仕候、判元見鈴木次郎左衛門殿〈名闕〉ニ而御座候、神文之文言等彼方へ御聞合被成可然由被申聞候、 〈式台乗物御免帳〉
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
大小性
 
 
 田中島権衛門〈兼忠〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 冨田弥太兵衛〈政純〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御茶道頭
 
 木村良斎
 
 
 
 
 
右之面々、鹿島瑞龍
江
之御暇、願之通被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 浅香伊平治〈忠之〉
 
 
 
 
 
其方儀、水戸休息之御暇被下置候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
松川津役奉行
大石五郎佐衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
 
 
引料金三両
 
 
 
 
 
其方、水戸
江
引越候ニ付被下置候
 
晦
 
日、御下屋鋪ニ三拾間之御長屋被
 
仰付候ニ付、今日御役
人中罷越致縄張候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
是
 
月、従
 
公義被
 
仰出候御書付
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
一、前々酒造米之員数、御料は御代官、町方は其所之奉行
人、私領は地頭より領分きりに改 員数無相違書付御勘定所
江
可被差出候、元禄十二卯年以来は酒造米不
同可有之候間、丑年、寅年両年分きりに書付可被指出候、但、丑年、寅年之酒造米員数不相知候所々は、いつれ之年成共相知次第書付可申候、右両年以後造酒相止候もの有之候 、酒造米之員数は書出可申候、諸々之酒造米書付取 其上ニ而当年 之分量極り間、有体ニ書付可申旨 酒造候者共
江
念入申聞セ、無
相違様ニ被致吟味、当五月中迄之内出来次第少もはやく可被指出候、委細は荻原近江守
（
重
秀
）方迄可被承合候、以
上
 
 
 
 
 
 
 
午三月
 
 
 
 
 
右之通御座候、 〈式台御条目留〉
 
 守山御日記巻之三百四十五
 
終
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守山御日記巻之三百四十六
 
起元禄十五年壬午四月朔日
 
 
 
終同年同月八日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
四月大
 
朔
 
日、御徒目附稲毛林平〈重実〉 、守山より罷登申候
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並長兵衛事
松本軍平〈重明〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
三
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 
 鈴木吉兵衛〈利貫〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
娘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
右願之通縁組被
 
仰付候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
松林院様御属木内所佐衛門〈親常〉
 
 
 
 
 
御奥様御属笹山平太兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
駕籠 免之儀ニ付、為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩室伊衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
蚫拾盃
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、 中山備前守 〈名闕〉 新宅
江
 
殿様初而被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山備前守方
江
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
昆布壱箱
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山内記方〈名闕〉
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱箱
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山備前守方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内室
江
 
 
 
 
 
 
 
紗綾三巻
 
 
 
 
 
 
 
折肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同人
母儀
江
 
 
 
 
 
 
 
紗綾三巻
 
 
 
 
 
 
 
折肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山備前守方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 息女
江
 
 
 
 
 
 
 
紗綾二巻
 
 
 
 
 
 
 
折肴一種
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
五
 
日、夜中松平美濃守殿〈吉保〉
御屋鋪より失火、南角長屋
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少々残、其外不残致焼失候、夫ニ付小石川
江
 
御出馬
被遊候、夫より小川町様
江
 
御出、御老中方も御勤被
遊候、 〈横目方日次帳〉
 
六
 
日、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
松林院様御属木内所佐衛門〈親常〉
 
 
 
 
 
御奥様御属笹山平太兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
駕籠 免之儀ニ付、御番頭中野平 郎〈清定〉右致同道、鈴木次郎左衛門殿〈名闕〉
江
致参上、右之面々神
文等相済罷帰申候、 〈式台乗物御免帳〉
 
同
 
日、御屋鋪失火ニ付、為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
干菓子一箱
 
 
 
 
 
 
 
子籠鮭三尺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平伊勢守殿〈吉里〉
 
 
 
 
 
 
 
干菓子一箱
 
 
 
 
 
 
 
塩引二尺
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
七
 
日、御家来駕籠
 
御免相済候為御礼、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木次郎左衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳、同乗物御免
 
同
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護国寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堀田宮内殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主馬殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目白
 
 長谷寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護国寺
 中老僧五人
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、御老中小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
御留主居之者罷出候
様ニと申来候ニ付、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀 罷出候処、佐渡守殿より御渡 成 御書付
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平播磨守
（
頼
隆
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭
（
頼
貞
）
 
 
 
 
 
 
 
護国寺火之番安藤長門守事、日光
 
御名代被
 
仰
付候付、御用仕舞候迄は近所之事候間、護国寺辺自然出火之節家来衆指出候様ニ可被致 、当分之儀候条火消道具等引替被申不及候、長門守方
江
も
可被相談候
 
右御書付御渡被成候節、御口上ニ而彦佐衛門方
江
被仰
聞候は、小石川
 
御殿火之御番御太儀ニ候得共、安藤
長門守当月廿日日光
 
御名代被
 
仰付候間、其内護国
寺火之番御両所被仰合御勤可被成候、少之内之儀ニ候
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間、火消道具等引替被成ニ及不申候、其段長門守方
江
も申談候間、長門守方
江
被
 
仰談御勤可被成候、此段
可申上由佐渡守殿被仰候
 
 
 
一、右之儀ニ付、小笠原佐渡守殿〈長重〉
江
松平美濃守殿
〈吉保〉 ・松平右京大夫殿〈輝貞〉并御老中方
江
御届之
儀御伺被遊候処、御届ヶニは及不申由被仰聞候
 
同
 
日、右之儀ニ付、御用御頼之御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
一通為御知御使被遣候、 〈上二篇式台護国寺火之番届
帳、横目方護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、右之儀ニ付、御用番寺社奉行永井伊賀守殿〈直敬〉御
出入、御目付多門伝八郎殿〈名闕 ・同鈴木源五右衛門殿〈同上〉
江
為御知御使被遣候
 
一、右之儀ニ付、 定火消小出主計殿 〈名闕〉 ・ 三浦監物殿 〈同
上〉 、右之衆は御近所之事候間、御使被遣候 〈式台護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、護国寺僧正為御振舞 今日此方
江
御招請付、火之番被
 
仰付候由、
 
御直ニ御意被遊候、 〈横目方護国寺火之
番帳〉
 
同
 
日、御大工頭石田茂平治〈名闕
〉 、従水戸罷登申候、 〈横目
方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓抜人
安藤彦衛門〈矩重〉
 
 
 
 
 
其方共御坊場被
 
仰出候付、 御纒番被仰付候、 〈横目方
日次帳、同護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、於松川御陣屋五拾弐間ニ四拾間致出来候、御郡奉行
江
廿間ニ廿三間程、 代官十五間ニ廿一間程之屋敷相渡申候、 津役奉行大石五郎佐衛門 〈新佳 川端ニ御蔵徤候
（
建
）
而内ニ御長屋徤申
（
建
）
候由、委細絵図ニ而申来
 
 
 
 
 
 
 
松川御陳屋
（
陣
）
絵図
 
【
 
口絵図版
 
⑯
 
】
 
八
 
日、
 
 
 
 
 
 
御近習御取次御雇
大久保八郎衛門〈忠孝〉
 
 
 
 
 
其方儀、 物頭
江
加り火事御番相勤候様ニと被
 
仰付候、
〈横目方日次帳、同護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、火事御番被
 
仰出候ニ付、為御礼小笠原佐渡守殿〈長
重〉
江
御出被遊候御口上之趣
 
 
 
 
 
 
 
昨晩家来之者
江
被仰渡候護国寺火事番之儀、奉承
知候、少之内ながらヶ様之御役被
 
仰付、誠以難
有仕合奉存候、同性播磨守
（
頼
隆
）と申合、安藤長門守殿
江
申談候得は、 長門守殿
江
日光御暇被
 
仰出次第可
相渡旨申来候、護国寺
江
も直ニ申談候、右之御礼
旁為可申入致伺公 今朝ニも早々伺公可仕候得
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共先申合、右之乍為御知可致伺公と存延引仕候、当分播磨守父子共ニ病気ニ罷有候、長門守殿申合次第ニ相請取申ニ而可有御座候
 
一、護国寺
江
は、 昨日此方
江
御振舞ニ御出候節、
 
御直ニ御
意被遊候得共、 右御出御礼為御知旁御出被遊候、 〈式台護国寺火之番届帳〉
 
同
 
日、 今度護国寺火之御番被仰付候ニ付、 小笠原佐渡守殿 〈長
重〉
江
御伺使播磨守様〈頼隆〉御同様御指出被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
此度被
 
仰付候護国寺火之番之儀、安藤長門守殿
日光
江
御暇被
 
仰出候付、小石川御殿・
 
八重姫
君様御守殿近辺之儀、只今迄火之番相勤申候、併此度被
 
仰付候通、護国寺近辺失 節家来指出
申候、 依之右両所
江
は人数指出候儀無用可仕候哉、
 
八重姫君様御守殿之儀は程遠候間指扣、小石川
御殿近所之儀ニも御座
候間、人数差遣可申哉
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰入候処、御返答被仰聞候趣
 
 
 
 
 
 
 
小石川御殿失火之節は前々之通御勤可被成候、護国寺筋失火之節少人数ニ而
も被差出候様ニ可被成
候、
 
八重姫君様御守殿御勤方之儀は、前々豊後
守御指図之趣、私儀は聢と不存候間、以往
江
御聞
合候様ニと存候、此段相心得可申上仕由
 
右之通小笠原佐渡守殿〈長重〉被
 
仰聞候得共、阿部
豊後守殿〈正武〉
江
は御聞合無御座候
 
同
 
日、
 
八重姫君（徳川吉孚正室）
様御守殿
江
御勤之儀は播磨守
（松平頼隆）
様被
 
仰合、
万一小石川失火と申候ハヽ至時宰相様
（徳川綱條）
〈粛公〉
江
御断
使被遣候筈ニ相済申候、 〈上二篇護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、火事御番被
 
仰付候ニ付、護国寺場
所為見分被遣候ニ
付、護国寺
江
御使被遣 所、僧正より御返答
 
 
 
 
 
 
 
被入御念委細御口上之趣致承知候、此度安藤長門守殿日光 名代被
 
仰付候ニ付、御用御仕舞迄当
寺火之番被
 
仰付候ニ付、寺中見分之儀被
 
仰聞
候趣致承知候、何時成共 勝手次第御家来之衆可被指遣候、御案内可申付候、其内
 
御成御殿之内
はむさと人入不申候様ニ先達而寺社奉行衆より以御書付被
 
仰渡候間、 私了簡一通ニ而は難相究候、
夫共 見置 成度 ハヽ長門守殿より御老中方・寺社奉行衆
江
御断之通其元様よりも御断被成、其
上ニ而御見分可被
 
仰付候、其内
 
御成御殿御庭
迄は御案内可申付候、 併当分之儀ニ御座候間、
 
御
成御殿為 見置被成候ニ及申間敷 外廻り計見分被
 
仰付候ハヽ相済候様ニ奉存候、此上は御
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勝手次第御見分候様ニ可被成候、尤、御自身御見分と申ニも及申間敷奉存候
 
 
 
 
 
右之通御座候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒頭
 
三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
〈式台護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、護国寺火之御番為承合安藤長門守殿〈重行〉
江
御徒頭
三宅平太佐衛門〈繁利〉被遣、播磨守
（松平頼隆）
様御家来松下八
郎左衛門同道ニ而致参
上候、承合候趣
 
 
 
一、風廻、朝五ツ、昼九ツ、夕七ツ、但、昼計其内観音縁
日又は不寄何事人込之節は、見合次第廻申候
 
 
 
 
 
 
 
廻場所
 
一、表門より入中口・台所口近所、 夫より護魔堂
（
摩
）
、 女坂通、
観音堂之裏ヲ廻仁王門
江
出、水溜差置候処迄廻申候、
寺内
江
は中間入不申、足軽計召連申候、廻申候節断ニ
及不申候、雨天之節は廻不申候
 
一、消場青柳町計先消申候積ニ御座候、音羽町・桜木町
江
は構不申候、夫共ニ火消衆不被参候前ニ有之候得は、人足火元
江
遣為消申候、尤、定火消衆被参候得は、右
両所之場所ニ而相渡
 
一、大塚町失火之節は、護国寺
江
差出候人数は火元ニ無構
護国寺
江
差遣、兼而被仰付置候八町四方失火之節指遣
候、欠付之人数ニ而為消申候
 
一、護国寺順失火相見候節、右之場所
江
人数差出申候、火
元遠候得は寺内
江
は入不申、門前ニ見合罷帰申候
 
一、火消道具大概護国寺ニ指置申候、夫共ニ不足ニも可有
之存、此方より階子団水籠之類為持申候
 
一、護
（
魔
摩
堂
）
ニ掛申候
 
御額入之箱為持申候、右之箱給人役
申付指置申候、
 
御額はつし申候役人・大工共右之給
人召連罷出申候 服忌無之者申付候
 
一、護国寺寺内
江
足軽四人付置申候、右之水溜桶毎日吟味
仕、水悪敷罷成候節汲替申候、右之足軽明ヶ六つより暮六つ迄指置申候、尤、相 儀も有 得は、早々注進申筈ニ申付置申候
 
一、小出主計殿〈名闕〉 ・三浦監物殿〈同上〉御近所之定火
消衆故断申達候
 
一、惣人数五百人、騎馬十五騎、指出申候
 
右之通、長門守殿御家来神谷十蔵・長瀬市兵衛 聞候
 
同
 
日、今晩より護国寺辺失火有之候得は、
 
御出馬被遊候筈
ニ被
 
仰出候
 
一、火之見櫓明ヶ申候
 
一、御中間不足ニ付、町より三拾八人被召抱候
 
一、鳶市兵衛組下十五人被召置候外ニ、先陣鳶と申候而八
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人被召置候、是は丸腰ニ而階子持出申候、火事羽織は鳶之者同断ニ有之候
 
一、御手前作鳶之者十弐人罷出
申候外ニ、欠付鳶十人程欠
付申候、右は御内証より指引諸事御草履取指引
 
一、護国寺寺内
江
毎日御足軽壱人御中間壱人遣置候、尤、
如何様之騒敷事有 候ハヽ早速注進可仕候由申付候
 
一、護国寺立番之御足軽・御中間ニ棒為持、観音堂之廻ニ
而参詣之者煙草制可申候、水溜桶抔之内毎日吟味可仕候、 〈上二篇護国寺火之番帳〉
 
八
 
日、火之御番御請取為申合、長門守殿家来神谷 蔵方迄手
紙遣候処、返事
 
 
 
 
 
 
 
火事御番之儀、夜前得御意候通、長門守日光
江
御
暇被
 
仰出候節、御案内可申進候間、其節諸事御
請取被成、 人数等も可被指出候由被
 
仰聞候趣、
則長門守
江
も申聞候処被致承知候、 尤、 御暇被
 
仰
出候迄は此方ニ而火之 相勤申候心 ニ而罷有候、此段各迄宜申進候様ニと申付候、右之趣御相談仕候様ニ先刻長瀬市兵衛致伺公候、委細 得其意と奉存
 
 
 
一、
 
御筆御額入箱寸法之儀被
 
仰下、則書付進申候
 
 
 
 
 
 
一、長サ五尺六寸三分
 
 
 
 
 
 
一、横三尺壱寸弐分
 
 
 
 
 
 
一、高サ壱尺壱寸
 
 
 
 
 
 
 
 
但、かぶせぶた
 
 
 
 
 
置道具書付之儀、市兵衛持参仕候筈ニ御座候
 
 
 
 
 
右之通申来候、 〈式台護国寺火之番届帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十六
 
終
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「
 
[ 
 
 
（
守
山
御
日
] ）記
 
一百六十九
 
」
 
 守山御日記巻之三百四十七
 
起元禄十五壬午四月九日
 
 
 
終同年同月二十六日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
四月
 
九
 
日、安藤長門守殿より以使者被
 
仰聞候趣
 
 
 
 
 
 
 
私儀、日光御暇今日被
 
仰出候、依而兼而申進候
通、火之番之儀只今より御請取可被下候、為其以使者申進候
 
一、右之通申来候ニ付、護国寺之寺中見分并火消道具等為
請取御物頭衆・御目附衆罷越、長門守殿家来
江
出会申
合候、 〈式台護国寺火之番届帳〉
 
九
 
日、今日より火事御番御請取被遊 風廻り抔今日は播磨守
様〈頼隆〉より 出シ被遊候、此方ニ而は明日より御出シ被遊候筈ニ相究申候
 
 
 
一、今日より火事御番御勤被遊候間、在宿之面々火事支度
仕可罷在旨、
 
 
 
 
 
右之通、押之者ヲ以御家中
江
相触申候
 
 
 
一、小石川辺は呼掛差図次第拍子木打可申候
 
 
 
 
 
 
 
護国寺前失火之節消場
 
 
 
一、青柳町失火之節は火元
江
壱番掛ヶ申筈被
 
仰出候、音
羽町通は御構無御座候
 
 
 
 
 
 
 
安藤長門守殿〈重行〉 消道具等護国寺ニ被差置候分、別紙ニ而参候書附
 
 
 
一、御殿之後
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
一、御庭之内
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
一、御玄関脇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
一、
一位様
御殿之後
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
一、護
（
魔
摩
堂
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
三ツ〈前・脇・後〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
三十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十五積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木階子二挺二間半
 
階子
 
 
竹階子一挺四間半
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さすまた二本
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御額はづし脚立一ツ
 
 
 
一、高山御茶屋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
箒
 
 
 
 
五本
 
一、下御茶屋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
箒
 
 
 
 
五本
 
一、権現堂
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
二ツ
小
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六ツ積水溜上
 
 
 
一、観音堂
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
四ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
三十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十五積南方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
五挺五間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さすまた
 
十本
 
 
 
一、大師堂
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺三間半
 
 
 
一、大師堂脇廊下
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間
 
一、僧正居間後
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
一、経堂之前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
一、書院前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺三間
 
一、玄関前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
二十一
 
一、中門内
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
一、内玄関前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
四挺二間半
 
元禄 15 年(1702) 4 月 
 212 
一、台所前土蔵脇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺三間
 
 
 
一、台所後
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
一、台所脇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
一、台所御供長屋前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
二挺二間半
 
一、小普請小屋脇御供長屋前
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間半
 
一、中門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間半
 
一、仁王門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
二ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
二挺三間半
 
一、大門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
二挺三間半
 
 
 
一、黒門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
一、外土手通
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
六ツ
 
一、亮尚院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間半
 
 
 
一、普門院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
一、観喜院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水溜
 
 
 
壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手桶
 
 
 
十五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺二間半
 
一、医王院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
一、蓮花院
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
一、薬師堂
 
 
 
 
 
 
 
 
 
階子
 
 
 
壱挺三間
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右之通御座候、 〈横目方護国寺火之番帳〉
 
同
 
日、播磨
（頼隆）
守様
 
風廻御人数致見分候処、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
騎馬壱騎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
足軽八人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鳶者十人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
継階子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長階子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
柄杓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
莚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釣瓶
 
二ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
押者
 
 
 
 
 
右之通御座候
 
同
 
日、護国寺風廻明日より被差出
候、尤、朝五ツ、昼九ツ、
夕七ツ、 右三度宛廻申筈ニ被
 
仰出候、 〈上三篇横目方
日次帳〉
 
八
 
日、
 
八重姫（吉孚正室）
君様被為入候ニ付、
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
 
 
 
 
 
 
 
石鰈
 
拾枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
十
 
日、 御郡奉行芦名九郎佐衛門 〈為直〉 、 従水戸罷登申候、 〈横
目方日次帳〉 、尤、小林作衛門〈水戸手代乎、未詳〉子共権平此度被
 
召出候ニ付致同道候、 〈用部屋日次帳、
横目方日次帳〉
 
同
 
日、 大小姓田中島権衛門 〈兼忠〉 ・御小納戸冨田弥太兵衛 〈政
純〉 ・御茶道頭木村良済、従水戸罷登申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御徒目附嶺岸儀兵衛〈知隆〉従水戸申越候は、御陣屋
御普請来春ニ相延申候、依之押之者も当時御用無之候間為登申候様ニと御用人鈴木次郎太夫〈智義〉被申付候間為差 、 〈横目方日次帳〉
 
十一日、今度御焼失ニ付、為御見廻、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
大間鍋
 
 
十
 
 
 
 
 
 
 
生鯛
 
 
三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
伊勢守殿〈吉里〉
 
 
 
 
 
 
 
和紙
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
石鰈
 
 
十枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十二日、中山備前守方家来渡辺伝五衛門と申者、雑司谷下屋鋪
ニ罷在候処、上屋鋪罷出候ニ付、小者迎ニ参候節、音羽町 而鳶之者ニ行当り及口論、小者之持 傘ヲ鳶之
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者引取打破申候故、小者脇指ヲ抜切申候、其切疵壱尺弐寸程御座候、所之者才人ニ入候処、是ヲも一太刀切申候得共浅手ニ而有之候、仍之昨夕
 
公儀より検使参
備前守方よりも役人出合疵等相改口書仕、右之小者備前守方ニ請取申候由、
 
公儀より別而御構も無之由ニ
御座候、 〈横目方日次帳〉
 
十三日、火事御番相勤候騎馬之面々
江
今日御蕎麦切被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 小原孫太夫〈信興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 
 高山勘五佐 重信
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 佐野惣内〈忠勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 縣
 
与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同並
 
 
 
 大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習組頭
 木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓
 
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 縣
 
雲平〈忠正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 田中島権衛門〈兼忠〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
 
 大久保八郎衛門〈忠孝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 伊奈金五郎〈了成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 新井三佐衛門〈英仍〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 渡辺佐野衛門〈高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御纒番
 
 
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 安藤彦衛門〈矩重〉
 
 
 
 
 
右之通頂戴被
 
仰付候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
龍雲院様為御精進揚、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江
 
 
 
 
 
 
 
鰍
 
十盃
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
讃岐（頼常）
守様〈節公〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
十五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御附
横山仙衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 渡辺又市〈忠綱〉
 
 
 
 
 
 
 
御切米金七両三人扶持
 
仙衛門義、乱心仕候ニ付、圏
江
入被指置候、又市義、
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縁者ニ付、仙衛門御預ヶ被成候、御切米
 
松林院様よ
り被下置候通御扶持方共ニ向後御表より被下置候、仙衛門老母共ニ乱性之義ニ而慥成介抱人も無之候而は壱人ならず両人之介抱旁以物
入等も有之、縁者迄之儀ニ
而預介抱仕候義太儀 被
 
思召、先右之通被下置旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
十八日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
定火消衆
 三浦監物殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 小出主計殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 高木善左衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
十九日、
 
御成前ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
薄茶碗五箱
 
五百
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、守山
江
詰越候ニ付被下置候
 
同
 
日、御用人鈴木次郎太夫〈智義〉 、従水戸罷登申候
 
廿二日、 安藤長門守殿 〈重行〉 、 今
 
日光より被致帰府候、 〈上
三篇横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
廿三日、安藤長門守殿〈重行〉衆より申来候趣
 
 
 
 
 
 
 
長門守日光より帰府之
 
御目見、明日被
 
仰付候
由、御奉書致到来候、就夫護国寺火之番明日より請取可申由、 小笠原佐渡守殿
江
相窺候処、 明日
 
御
目見以後受取候様ニと被仰
聞候間、其節受取申ニ
而可有御座候由
 
右之通則申上候処、 此方よりも
小笠原佐渡守殿 〈長重〉
江
御窺被成、其上ニ而御渡可被成由ニ而御伺使御差出
シ被遊候
 
廿四日、安藤長門守殿〈重行〉より護国寺ニ被差置候火消道具
引渡申候、仍之、
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様頼隆御家来
 
近藤三郎衛門
 
 
 
 
 
右之通罷越
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安藤長門守殿重行目附役
 
高木五郎衛門
江
 
 
 
 
 
不残相渡申候、尤、立番等も為引申候
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 同
 
新次郎〈名闕〉
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右、猶衛門弟在所ニ而病気大切ニ付、通之御暇願之通父子
江
被下置候、仍之早速致発足候、 〈上三篇横目方日
次帳〉
 
廿六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
大納戸手代
 
福地武兵衛〈義本〉
 
 
 
 
 
 
 
横山仙衛門跡
 
 
 
 
 
其方儀、
 
松林院様
江
被為進候、 〈横目方日次帳、同家
中被仰出帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
公方様〈憲廟〉今日被為
 
成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
名吉十本
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物 〉
 
 守山御日記巻之三百四十七
 
終
 
       
守山御日記巻之三百四十八
 
起元禄十五年壬午四月廿七日
 
 
 
終同年五月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
四月
 
廿七日、
 
御成首尾克相済候ニ付、為御祝義、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平又左衛門殿〈吉治〉
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、秋本伊賀守殿〈喬房〉御婚礼御整被成候ニ付、為御祝
義、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋本但馬守殿〈喬朝〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
伊賀守殿〈喬房〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被遣候
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廿八日、
 
真源院（松平頼元）
様御征月忌ニ付、
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
御精進物一台
 
 
 
 
 
 
 
御花
 
 
一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、右御同断ニ付、
 
 
 
 
 
麻布様
江
 
 
 
 
 
 
 
御精進物一台
 
 
 
 
 
 
 
御花
 
 
一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上四篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
真源院様御征月忌ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深光寺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
法伝寺
 
 
 
 
 
右之通被為
 
召御斎被下置候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿九日、御郡奉行芦名九郎佐衛門〈為直〉 、妻子致同道水戸
江
罷
下候
 
同
 
日、一ッ橋より之道法積被
 
仰付候、仍之御足軽儀佐衛門
道踏仕候
 
 
 
一、一ッ橋より御台所町通百間長屋辻番脇橋迄
 
 
 
 
 
 
 
八百拾三間五尺町積ニして
 
 
 
 
 
 
 
拾三町五 五
 
 
 
一、一ッ橋より
 
水戸様表御門
 
 
 
 
 
 
 
八百四拾七間町積ニして
 
 
 
 
 
 
 
拾四町七間
 
 
 
一、一ッ橋より小川町通
 
水戸様表御門前通百間長屋辻番
脇橋迄
 
 
 
 
 
 
 
八百七拾間壱尺 積ニして
 
 
 
 
 
 
 
拾四町五拾間壱尺
 
一、一ッ橋より
 
水戸様表御門迄
 
 
 
 
 
 
 
七百九拾三間三尺町積ニして
 
 
 
 
 
 
 
拾三町拾三間 尺
 
 
 
 
 
右之通御座候
 
晦
 
日、
 
御奥様御用人四宮茂兵衛〈名闕〉願ニ付御役儀
 
御
免被成、跡役成田権太夫〈名闕〉被
 
仰付候由、
 
御
奥様御属笹山平太兵衛〈名闕〉御目附方
江
申出候
 
 
 
 
 
 
 
五月小
 
三
 
日、於
 
御城内藤紀伊守殿〈式信〉 ・留主居杉浦清太夫申聞
候候は、大御目附衆御一座ニ而安藤筑後守殿〈名闕〉被仰聞 鳶烏移候義弥無油断可被
 
仰付候、此段
向寄次第可申合候、右、加藤越中守殿〈明英〉被仰聞候由、筑後守殿被仰聞候旨 右之通
 
御城詰合之諸大
名衆御家来
江
可申合之由被仰聞候、 〈自四月二十九日之
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篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、為端午之御祝義、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
 
 
 
 
 
 
 
御時服二
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
四
 
日、御普請中為御見廻、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
御障子紙二箱
三拾束入
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
御普請奉行曽野衛門惣領
西田源二郎
 
 
 
 
 
其方儀、願之通
 
御目見被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
五
 
日、為端午之御祝義、
 
 
 
 
 
八重姫君様
 
 
 
 
 
 
 
御肴一箱
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
六
 
日、今度護国寺火事御番乍少之内首尾克御仕舞被遊候ニ付
御内証御操被
 
仰付、 御家中之面々
江
拝見被
 
仰付候、
〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
七
 
日、為姫様御箸揃之御祝義有之候、 〈用部屋日次帳〉
 
九
 
日、火事行列之儀被
 
仰出、頭頭
江
被
 
仰渡候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
其方共向後御纒番被
 
仰付候、壱人宛御屋鋪
江
残可申
候、番繰等は追而可被仰付候由
 
同
 
日、火事御供騎馬十騎宛被召連候筈ニ被
 
仰渡候
 
同
 
日、御老中秋本但馬守殿〈喬朝
〉より御渡被成候御書附
 
一、惣而馬ニ荷物附候儀 其馬之様子ニ寄荷物之分量ヲ考、
馬不致難儀候様軽ク附可申候、并道中荷附馬定之貫目弥無相違様ニ入念、重荷 申間敷候
 
一、病馬并痛有之馬随分いたわり、左様之馬は御かひ申間
敷候事、但、右之類之馬育兼候者は、最前も相触候通可訴出
 
右之趣堅ク可相守候、若違背之族於有之は可為曲事者也
 
 
 
午五月日
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰出候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御移
（
徒
徙
ニ
）
付為御祝義、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿〈吉保〉
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
塩鯛一折
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昆布一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十
 
日、黄梅院様三十三回御忌ニ付、御寺駒込龍光寺
江
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
小泉茂太夫〈久繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 桑原寸野衛門〈比道〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小貫惣衛門〈延清〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈手代乎、未詳〉
 
 
 
 
 
右之面々相詰申候
 
 
 
一、為御代拝、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 野口八郎太夫〈氏庸〉
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十一日、今日御内証ニ而御慰物有之候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三浦監物殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小出主計殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高木善左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
亀之助殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土井主求殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多修理殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石川久太夫殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤勘衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戸田四郎衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
右之通、四ツ時分より御出被成候
 
 
 
一、 御操四ツ時より初り九ツ半時相済申候、 〈上二篇横目方
日次帳、用部屋日次帳〉
 
十三日、
 
松林院様・御奥様・小川町様、今日御有卦ニ被為入
候ニ付、為御祝義、
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
御帷子
 
一重
 
 
 
 
 
 
 
御風呂敷
 
一
 
 
 
 
 
 
 
御服紗
 
 
二
 
 
 
 
 
 
 
船焼五十一箱
 
 
 
 
 
 
 
麩
 
七
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
御筆
 
 
十対
 
 
 
 
 
 
 
小鳥
 
 
十
 
 
 
 
 
右七色、白木大台ニ積
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
海老
 
 
一折
 
 
 
 
 
右之通、御持参被為進候
 
 
 
 
 
御奥様
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御帷子
 
一重
 
 
 
 
 
 
 
御風呂敷
 
一
 
 
 
 
 
 
 
御筆
 
 
五対
 
 
 
 
 
 
 
麩
 
 
 
 
七
 
 
 
 
 
 
 
船焼
 
 
五十
 
 
 
 
 
右五色、白木大台ニ積
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
右之通、御内証ニ而被為進候
 
 
 
 
 
小川町様
江
 
 
 
 
 
 
 
鯔
 
 
 
五本
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御近習
 
新井三佐衛門〈英仍〉
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
鯔
 
 
五本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御用人
 
水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
御奥様
江
 
 
 
 
 
 
 
海老
 
十
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈用部屋日次帳〉
 
一、右為御祝儀、
 
殿様、
 
松林院様
江
被為入候、仍之御
慰物有之候
 
十五日、
 
 
 
 
 
 
 
本所御屋鋪守三太夫惣領
有馬隼之助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行曽野衛門惣領
西田源次郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行五佐衛門惣領
 石橋伝八
 
 
 
 
 
右之面々
 
御目見被
 
仰付候、 〈上二篇横目方日次帳、
用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今度御領分酒造米
之書附差出候様ニと
 
公儀より御触
御座候ニ付、今日御勘定所
江
左之通
 
 
 
 
 
 
 
酒造米之覚
 
 
 
 
 
陸奥国知行所高壱万八千七
百拾弐石壱斗五升五合三勺
五才
 
 
 
一、米百九拾九石七斗五升
、元禄十一寅年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋拾壱軒
 
 
 
 
 
外米五石酒屋壱軒廿ヶ年以来酒造不申候得共、元来酒株穀高御座候ニ付書出シ申候、常陸国知行所高八千七百五拾三石七斗四升九合七勺六才
 
一、米三拾六石五斗、元禄十一寅年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋弐間
 
（
軒
）
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外米百拾石壱斗五升酒屋弐軒年久敷酒造不申候得共、元来酒株穀高御座候ニ付、
 
一、米百九拾七石三斗弐升
 
元禄十丑年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋拾壱軒
 
 
 
 
 
外米五石酒屋壱軒廿ヶ年以来酒造不申候得共、元来酒株穀高御座候ニ付、書出申候
 
 
 
 
 
 
 
常陸国知行所八千七百五拾三石七斗四升九合七勺六才
 
一、米三拾二石、元禄十丑年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋弐軒
 
 
 
 
 
外米百拾石壱斗五升酒屋弐軒年久敷休酒造不申候得共、元来酒株穀高御座候ニ付、書出申
 
 
 
 
 
弐ヶ国分
 
 
 
 
 
知行高合弐万七千四百六拾
五石九斗五合壱勺五才、込
高共ニ米合弐百弐
拾九石三斗弐升
 
 
 
 
 
右之通村々相改、酒造米致吟味如是御座候、已上
 
 
 
 
 
 
 
元禄十五年午五月十五日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭内
 岡田彦佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印形
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定所
 
 
 
 
 
 
 
酒造米之覚
 
 
 
 
 
陸奥国知行所高壱万八千七
百拾弐石壱斗五升五合三勺
五才
 
一、米百九拾九石七斗五升、元禄十一年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋拾壱軒
 
 
 
 
 
外米五石酒屋壱軒二拾ヶ年以来酒造不申候得共、元来酒株穀高御座候ニ付、書出シ申候
 
常陸国知行所高八千七百五
拾三石七斗四升九合七勺六
才
 
一、米三拾六石五斗四升 元禄十一寅年酒造米
 
 
 
 
 
 
 
酒屋弐軒
 
 
 
 
 
外米百拾石
（
斗ママ
五
）
升酒屋弐軒年久敷休酒造不申候得共、
元来酒株穀高御座候ニ付、書出シ申
 
 
 
 
 
知行高合而弐万七千四百六拾五石九斗五合壱勺壱才、込高共ニ
 
 
 
 
 
 
 
米合而弐百三拾六石弐斗五升
 
 
 
 
 
右之通村々相改、酒造米致吟味如是御座候、已上
 
 
 
 
 
 
 
元禄十五年午五月十五日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭内
 岡田彦佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印形
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定所
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右之通御書附御出シ被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓目附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 
 
 
右は御供先
江
朱之二ッ引烑灯持参仕度候、尤、御道之
内は燈不申御供先ニ而燈候様仕度之由、願之通被
 
仰
付候
 
同
 
日、横山仙衛門〈名闕〉 、致病死候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
十九日、時之為御見廻、
 
 
 
 
 
八重姫君様
 
 
 
 
 
 
 
生鯛二枚
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新組
九衛門
 
 
 
 
 
右妙祇
江
之御暇被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
廿一日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平摂津守様〈義行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿〈信季〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
織田能登守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
市正殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中条山城守殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候、為御馳走御内証御操被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御家頼
浅羽伝四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 菅
 
六衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 美濃部又五郎
 
 
 
 
 
右之通被為召候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿三日、今度御移徒ニ
（
徙
）
付、為御悦、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平伊勢守殿〈吉里〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、時之為御見廻、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平加賀守殿〈綱紀〉
 
 
 
 
 
 
 
生鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御菜園奉行
 小泉小佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
烏取
 
 
 
 大竹八郎兵衛
 
 
 
 
 
右之面々、 大山参詣之御暇願
 
仰付候、 〈横目方
日次帳〉
 
廿六日、今日為御振舞御出被遊候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主馬殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代黄金 枚
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中山主馬殿
奥方
 
 
 
 
 
 
 
綿拾把
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主膳殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、昨日市谷ニ喧嘩有之候由ニ付、承ニ遣候処、永井信濃
守殿〈尚長〉ニ而小姓頭相勤弐百石取之子共、中小姓相勤罷在候処、近年致牢人候而浄光院前ニ罷在候者之由、
 
公儀御台所役人織野伊佐衛門と申仁之中間と致
喧嘩、双方共ニ手負申候而牢舎被仰付候由承参候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 村松新助〈正久〉
 
 
 
 
 
右は水戸
江
之御暇願之通被下置候
 
同
 
日、福田五郎太夫〈名闕〉 今度帰参被
 
仰付候、此段御役
人迄申達候様
 
松林院様御意之由、
 
松林院様御属木
内所佐衛門〈親常〉御目附方
江
申出候
 
同
 
日、大御目附衆御城附之者
江
被仰聞候は、何方より参も頃
日鶴方々飛廻申候、一両日鉄炮渕辺筑地辺ニ有之 、昨日は
 
尾州様御屋鋪之内ニ参候由ニ御座候、此已後
何方之御屋鋪
江
参候共早速番人御附置御目附衆
江
早速
為御知可有之候、若又鶴外ニ飛参候ハヽ是又御目附衆
江
早速御達シ可有之候由、 右之段御家老中
江
可相達候由
被
 
仰聞候
 
 
 
 
 
右之趣
 
御城書ニ申来候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
廿七日、今度新宅御移
（
徒
徙
ニ
）
付、為御悦、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平伊織殿〈川越公子源安通〉
 
 
 
 
 
 
 
塩鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平左門殿〈川越公子源時睦〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
廿八日、為御約束、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主馬殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御鑓柄一本
 
 
 
 
 
 
 
御茶杓
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百七十
 
」
 
 守山御日記巻之三百四十九
 
起元禄十五年壬午六月
 
 
 
終同年同月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
六月大
 
朔
 
日、今朝御登
 
城之御供ニ彦兵衛と申御中間小遣申付御仕
着并合羽相渡申候所、寄触
之節相見へ不申候付部屋致
詮儀候得は、 候品々は其侭有之候、然処其日之内何方より歟罷帰候ニ付、押之者を以遂詮義候得は、彦兵衛申候は、今朝御供 御仕着合羽等請取置、御馬屋
江
当日之礼ニ参候処、川村道巴方参月代剃度由被申
候付同道仕、松林院様前迄は慥ニ覚参候、夫より先は覚無御座候、右之道巴見へ不申、小坊主壱人案内ニ而結構成座敷
江
参内
江
入候得は、 赤飯出し給申候、 然処女
中之笑声少計耳ニ入申候、其節犬殊外鳴申候 右小坊主申候は、其方義、三日程
も留置可返候得共、跡ニ而
朋友御屋敷中を尋、其上国ニ而欠落仕候とて親共騒敷候間、唯今宿
江
可遣候、乍去氷川辺へ参間鋪哉と申ニ
付、参間敷由申候得は、右之小坊主見へ不申候、夫より人心付候而斎木七兵衛脇之くねを乗り越罷帰候由申候、飯抔少々給様子慥相見へ申候、依之稲荷山致吟味候所、くねも破レ見へ下駄之跡所々ニ有之、 堂之内
江
赤飯上り申候、是ニも下駄之跡之様成所少々相見
へ申候、夜明候而得と致吟味候得は、赤飯一へき鳥居之辺に引散し有之
 
三
 
日、 御目付坊主大内立賀 〈竹書〉 御膳番所
江
判取ニ参候処、
御小性組熊田清六〈可重〉御膳番所ニ碁を打罷有候間御用ニ而御出候哉と承 得は 私用ニ而参候由申候ニ付御定法之通相断申候、此段達
 
御耳候所、御小性組
は折々被為召候者ニ候間御膳番所へ参候段可有之事ニ候得共、碁打申候段不届ニ被
 
思召候、併過料ニは及
申間鋪候、二、三日も逼塞可 付由被
 
仰出候
 
同
 
日、御膳番所ニ而碁打申候儀
兼而御免ニ候得共、打掛り
候節は御用も弁申間敷候間、碁盤指上、重而は打申間敷候由被
 
仰出候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
六
 
日、今日之御役替御加増被下置候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭並
三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾五両被成下候
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
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其方儀、少給ニ付御加増被下置候、只今迄取来候銀五枚御引被遊候、并御腰物方被仰付候、仍之役銀被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老孫大夫嫡子
小原林蔵〈武郷〉
 
 
 
 
 
 
 
銀十枚三人扶持
 
 
 
 
 
其方義、大小性格ニ被
 
召出候、御供之方御手支之節
指図次第ニ相勤可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横山仙衛門
母
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐両壱人扶持
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 
 
 渡部又市〈忠綱〉
 
 
 
 
 
右は、横山仙衛門相果候ニ付 母無片付所候ニ付御預被遊候、介抱可致由被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、 同家中被
 
仰出帳、
用部屋日次帳〉
 
七
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 
 
 渡部又市〈忠綱〉
 
 
 
 
 
右は、甥久之丞と申者 牧
野備後守殿〈成貞〉家中ニ
罷有候、右御次
江
相詰可申候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 
 
 野口軍蔵〈氏春〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾両ニ被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、
 
公儀向見習候様
 
思召、御使役見習被
 
仰
付、依之御合力御直被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 明石通本
 
 
 
 
 
 
 
薬種代金五両
 
 
 
 
 
其方儀、御内証ニ而療治等太義思召 ニ付被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
其方共、 当分御使御供
 
御免被遊、 御纒役被
 
仰付候、
御使之者養子ニ仕度由 願之通被
 
仰付候、 〈横目方日
次帳〉
 
同
 
日、御蔵手代白土理衛門〈義重〉 、通之御暇ニ而在所
江
罷越
候、 〈用部屋日次帳〉
 
十二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 根本忠八〈忠辰〉
 
 
 
 
 
右は、 山野辺若狭守家中より縁組
 
仰
出候
 
同
 
日、裏町坂戸屋作兵衛方
江
今日出家壱人参候而色々咄候上
ニ而占抔仕申候は、爰元土蔵之内土之内ニ観音被成御座候、五ツ時より四ツ迄之内堀出し不申候ハヽ出申間敷由申 付、則堀申候得は、観音一体堀出シ申候 瀬戸物之様ニ相見へ、右之出家 音羽町ニ罷有候者之由ニ御座候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
十三日、
 
松林院様此間御■御煩被遊候処、御全快ニ而今日御
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床上之為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
銀弐拾枚
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
寿御盃壱ツ
 
 
 
 
 
右之通、御持参被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様老女
外山
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様中老
広瀬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 奥津
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 みき
 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様女中
若
キ
衆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様女中
御小性衆
 
 
 
 
 
 
 
金五百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈用部屋日次帳〉
 
十四日、明日
 
東福門院様御年忌ニ付、
 
公儀并御三家様より京都
江
御届御座
候由
 
同
 
日、御膳番所ニ而碁・将
（
碁
棋
仕
）
候儀御停止被
 
仰出候得共、
日永之時分故、碁・将
（
碁
棋
御
）
免被遊候由被
 
仰出候
 
十五日、平四郎御門、自今以後御家老・御用人・御目付之切手
ニ而、昼夜共ニ男女致出入候筈ニ相済申候
 
同
 
日、御菜園之者、畠
江
罷出着物抜候而畠之端ニ差置候処、
通之者ニ盗レ申候、何も裸ニ罷成候故追欠候義も不罷成、盗人を見失申候、然処、久永飛騨守殿〈名闕〉屋敷之くねニ右之着もの押込置候を屋敷守見出し、先程其元之衆盗レ申候着ものにてハ無御座候哉と セ申候処、此方 着物ニ而請取申候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
百五拾石
 
 
 
 
 
其方儀、 只今迄取来候知行、 御表より被下置 旨被
 
仰
渡候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御包丁人頭広木勘兵衛〈忠雅〉相果申候
 
同
 
日、
 
御城書ニ申来候覚
 
 
 
 
 
明日於
 
御城六ツ時より忌服御改有之候、諸大名御左
右次第登
 
城可有之由申来候、依之大手より内
江
致御
供候面々忌服有之候ハヽ相改候様ニと被
 
仰出候
 
元禄 15 年(1702) 6 月 
 227 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 佐野宗内〈忠勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 縣
 
与佐衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
右は、同役高山勘五佐衛門病気大切ニ付、岡田与大夫三男三太郎儀養子ニ仕度由、其方共を以願上候処、願之通被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
同
 
日、本所御屋敷守有馬三大夫〈忠時〉方より申遣候は、昨
夜暮時分、御蔵屋敷辻番近所殺生札之側ニ而、年頃七十五、六歳計 尼身を投申候を辻番見付、早速取上ヶ様子承候処、霊厳寺中ニ居申候音澄と申出家之方ニ罷有候妙玄と申尼ニ而御座候、此間兎角難差置候 由申ニ付今朝音澄方ヲ罷出申候、 親類等も無御座者 得は、生テ無益之儀と存身を投申候間 其侭被差置可被下由申候ニ付、段々申聞候得は 承届、駕籠ニ乗セ人を付音澄方
江
遣、証文等も取置候由
 
同
 
日、御嘉祥御祝儀、例之通諸士中被下置候
 
同
 
日、吟味根本猶衛門〈道繁〉 、水戸より罷登候
 
十八日、御物頭高山勘五佐衛門〈重信〉 、致病死候
 
十九日、高山勘五佐衛門取持之からくり鉄炮
 
御前
江
御預り置
可被遊旨被
 
仰出、其段御物頭縣与次衛門〈正友〉方
江
申談候処、則鉄炮指上申候
 
廿
 
日、
 
御奥様元御用人四宮茂兵衛
儀、蜂須賀飛騨守殿〈隆
重〉ニ而御仕置被
 
仰付候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 瀬谷伝次郎〈宗成〉
 
 
 
 
 
右は手前致遠慮候、 〈上十篇横目方日次帳〉
 
廿一日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 佐野惣内〈忠勝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 縣
 
与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
其方共火事番
 
御免被遊、御取次之方見次候様可仕候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
 大久保八郎衛門〈忠孝〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小性
 
 田中島権衛門〈兼忠〉
 
 
 
 
 
其方共物頭見習可申候、両人ニ而火事番相勤可申候、尤、 御番之方只今迄之通相勤候様ニと被
 
仰付候、 〈横
目方日次帳、同家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、元御物頭高山勘五佐衛門〈
重信〉組佐野惣内、縣与次
衛門組
江
御入被遊、壱組弐拾人宛ニ被遊候、残人は御
用部屋組
江
御入被遊候
 
廿二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩別当
 瀬谷伝次郎〈宗成〉
 
 
 
 
 
右は、今日遠慮
 
御免被遊候
 
廿四日、御取次関団衛門〈定利〉妻之兄西尾治大夫と申者、丹
羽和泉守殿 〈岩村侯源氏音〉 ニ相勤罷有候処、 此度
 
公
儀御仕置被
 
仰付候、依之、
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御取次
 
 関
 
団衛門〈定利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 同
 
宇佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右両人遠慮被
 
仰付候
 
同
 
日、丹羽和泉守殿〈氏音〉被
 
仰渡候覚
 
丹羽和泉守殿、昨日於土屋相模守
（
政
直
）殿宅御老中列座ニ而
被
 
仰渡候は、 今度家中仕置不宜候段不届被
 
思召候、
依之城地被召上壱万石被下置候、居屋敷本庄ニ而浅野内匠頭上ヶ屋鋪被下候、先
只今迄之屋敷ニ而閉門仕可
有之旨、相模守殿被
 
仰渡候、大目付仙石伯耆守殿・
御目付津田三左衛門 ・石井伊織殿出席、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹羽和泉守殿家来
 浅井新衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 多胡平蔵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西尾治大夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 須賀見金左衛門
 
 
 
 
 
右四人、 頭立廿五人之者共連判為致徒党之段不届ニ付、死罪被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 妻木郷右衛門
 
 
 
 
 
主人之為之由ニ而書付指出候得共、致落捨〈如本書〉我意を立候段不届 候 依之遠島被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 前田清兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 鈴木権右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 原田太郎兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今井八郎兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西山与右衛門
 
 
 
 
 
右之者共、最前一党致連判候之処、致了簡連判除キ候ニ付、追放被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通、 昨日於評定所町奉行松前伊豆守
（
嘉
広
）殿 ・ 保田越前守
（
宗
郷
）
殿、御目付鈴木次郎左衛門殿・大久保甚兵衛殿列座ニ而、御目付衆被申渡候
 
廿五日、 吟味
江
被下置候御長屋、 向後四間宛被下置候様仕度由、
御用人共願ニ而相済申候
 
廿七日、
 
 
 
 
 
 
 
元御物頭高山勘五佐衛門養子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡田三太郎事
 高山三太郎〈重明〉
 
 
 
 
 
右は、高山勘五佐衛門後家并勘五佐衛門弟、
 
播磨（頼隆）
守
様御家頼同名曽衛門依願 養父之名字名乗 様ニと被
 
 
仰付候
 
同
 
日、御取次関団衛門〈定利〉遠慮之儀ニ付、為御窺御老中
阿部豊後守殿〈正武〉御使者ヲ以被
 
仰達候処、御用
人五十畑伊兵衛を以御返答被
 
仰聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
御書付之趣具致承知候、又者之義ハ
 
公儀より御
構無 座候、ヶ様之義は脇々御並も可有之候間、
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御聞合被成、其通被仰付可然存候由被仰聞候
 
右ニ付、 伊兵衛方迄承合候は、 ケ様之御指図之上は脇々ニ而承合相応ニ申付ニ而可有御座候、此上は其節ニ至又候哉御届仕ニは及 間敷哉と申談候処 中々夫ニは及不申 由、伊兵衛申聞候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
晦
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
右は、守山代りより水戸
江
立寄十日程逗留仕度由、願
之通被
 
仰付候、 〈上八篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百四十九
 
終
 
          
守山御日記巻之三百五十
 
起元禄十五年壬午七月
 
 
 
終同年八月二十四日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
七月小
 
朔
 
日、日帯食卯之時五分半、 〈古暦便覧〉
 
同
 
日、 七月以後御用ニ而遠国
江
参候者
江
は、 暮御切米不残御借
被成候筈相済申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今度御用ニ而水戸
江
罷下候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋〈用部屋日次作銀一枚〉
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 嶺岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
其方儀、父儀佐衛門病気ニ付、従水戸一日も早ク罷登申度由願出申候ニ付、病用之義 間、代り相待不申罷登候様ニと被
 
仰付候
 
三
 
日、御刀番格浅香伊平次〈忠之〉 、水戸より罷登候
 
四
 
日、
 
一位様より
 
上使日比野七郎右衛門殿〈名闕〉ヲ以瓜一籠・御
肴一箱御拝領被遊 為御礼、御老中方
江
御出被遊候、
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諸事前々之御振合ニ御座候
 
五
 
日、御徒目付萩谷丹衛門〈副充〉 、今日水戸
江
致発足候
 
同
 
日、御徒目付峰岸儀兵衛〈知隆
〉 、水戸より罷登候、 〈上六
篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
木内所佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
六人扶持
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈横目方家中被
 
仰出帳〉
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
大納戸
 
 
 安島杢衛門〈豊昌〉
 
 
 
 
 
右は縁組願之通被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、七夕之為御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
七
 
日、七夕為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御取次
 
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
九
 
日、 御徒目付萩谷丹衛門 〈副充〉 、 水戸より御用ニ而罷登候、
〈横目方日次帳〉
 
十
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 川野立佐
 
 
 
 
 
右は、徳永頼母殿〈名闕〉組頭大場七郎衛門妹縁組仕度由、願之通被
 
仰付候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、松平内匠頭殿〈昌興〉奥方、御奥
江
被為入候、 〈横目方
日次帳〉
 
十一日、
 
松林院様御生身霊為御祝儀表
江
被為
 
入候、松平内
匠頭殿〈昌興〉奥方ニも被為入為御馳走、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太夫
 
 
 竹田近江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太夫
 
 
 竹田平助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
新四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
役者拾五人
 
 
 
 
 
右之通被為
 
召、からくり被仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 竹田近江
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳、横目方見物帳〉
 
十六日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 手賀弥次郎〈絵治〉
 
 
 
 
 
右は願之通永 御暇被下置候、御屋鋪
江
も可致御出入
由被仰渡候
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十七日、御徒目付萩谷丹衛門〈副充〉 、水戸へ罷下候、 〈上二篇
横目方日次帳〉
 
十八日、御老中稲葉丹後守殿〈
正通〉より御家来壱人指出候様
申来候ニ付、岡田彦佐衛門〈宜紀〉罷出候処、御書付弐通相渡
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
一、当午年酒造之儀、寒造之外新酒一切可為停止事
 
一、当暮寒造之 分量之義、元禄十丑年酒造米之五分一た
るへき事
 
一、古来より人も存造 計家業
ニ仕来候所之者、以書付御
勘定所
江
相窺之上、丑年酒造米高三分一之積可造之事
 
一、来未春右米高之外造か
け候儀停止たるへき事
 
一、家業之外酒造候者ハ一切停止たるへき事
 
右之通諸国共に堅可相守、若違背之輩於有之は可為曲事候間、所之奉行・御代官、私領は地頭より念を入相改相違無之様に可被申付候、来未年酒造米之員数は来年五月中可被相窺候、以上
 
 
 
午七月
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
近年米穀不足ニ付而下々及困窮候、就夫、為御救当年之酒造米員数相定候、向後米并諸色共に近年之 場を
直し相応之直段商売可仕候、尤、諸職人作料日傭賃ニ至迄高直に仕間敷候、若不相応成義於有之は、急度遂吟味曲事可申付者也
 
 
 
 
 
 
午七月〈上二通令条、式台御条目留、横目方日次帳〉
 
十九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番格伊平次事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改候様ニ被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
廿
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 小野崎団四郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高四両ニ被成下候
 
 
 
 
 
其方儀、 御部屋住より御奉公仕、 其上御内証御用情を
（
精
）
入
候ニ付、大内十野衛門並被
 
仰付候、御人少之時分は
御徒並 御供罷出可申候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同家中被仰出帳〉
 
廿二日、御徒目付桑原寸野衛門〈比道〉 守山
江
致発足候
 
廿三日、主膳
（頼愛）
様附加藤善兵衛〈賢忠〉 、水戸より罷登候、 〈横目
方日次帳、用部屋日次帳〉
 
廿四日、主膳様附加藤善兵衛〈賢忠〉 、御用相仕舞今夕水戸へ致
発足候為路金、
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿五日、 木村治佐衛門 〈名闕、 役名未詳〉 、 水戸より罷登候、 〈横
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目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
八重姫君様
 
 老女五人
江
 
 
 
 
 
 
 
粕漬蚫一棬宛
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
廿六日、
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉四ツ時被為入候而、七ツ前御帰被遊
候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 
 関宇佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右は遠慮
 
御免被遊候
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 
 岡部武衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右は通之御暇願之通被下置候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
八月大
 
朔
 
日、八朔之為御祝儀、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候、 〈式台進物帳〉
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
奥御坊主小頭
 
木村良斎
 
 
 
 
 
右は火事場ニ而名常衛門と呼可申旨被
 
仰出候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合沖衛門事
小高津衛門〈梢行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥坊主役茂吉事
小川沢衛門
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
三
 
日、御徒目付稲毛林平〈重実〉 、水戸へ致発足候
 
五
 
日、御中間頭浅野仁佐衛門〈名闕〉致病死候、 〈上四篇横目
方日次帳〉
 
七
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 広木外衛門〈雅重〉
 
 
 
 
 
 
 
金五両弐人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、勘兵衛家督被下置候、 〈横目方日次帳、同家中被
 
仰出帳〉
 
八
 
日、御徒岡部武衛門〈規政〉 、水戸より罷登候
 
九
 
日、御物頭高山勘五佐衛門〈重信〉
江
御預被遊候御軍用并
鉄炮威風衆、鈴木三衛門〈森清〉方ヘ御預被遊候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 河合黄楊衛門〈正澄〉
 
 
 
 
 
右は去頃於
 
水戸様（徳川綱條）
同名〈本書姓名闕、疑本藩同朋川
合瓢阿弥乎〉ヲ以被
 
仰付候は、黄楊衛門耳も段々聞
へ候由御聞被遊候、併早速は本復成兼可申候間、随分無気遣二、三年も緩々養生可仕候、尤、他出等も何方江
成共心次第無遠慮罷出可申候、此段御帰被遊御役人
共
江
も被
 
仰付候
 
同
 
日、御徒目付稲毛林平
 
〈
（
マ
マ
）重実〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主繕様御家老
鵜殿十太夫〈広道〉
 
 
 
 
 
其方儀、 平生勤方不情ニ
（
精
）
而御小家ニ不相応ニ有之ニ付、
御帰被成度由ニ而、主膳様
 
〈
（
マ
マ
）頼愛〉より被仰上候、
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於主膳様勤方不情ニ
（
精
）
有之被召仕悪御帰被成候、於此方
可被召仕様無之ニ付御暇被下置候、押立候御科も無之候間御構無之候、然共近キ御一門様方
江
奉公之儀遠慮
可仕候、住所之儀は何 ニ罷有候共御構無之候
 
 
 
 
 
右之趣、去ル五日於水戸主膳様附加藤善兵衛〈賢忠〉宅ニ而、 御徒目付稲毛林平 〈重実〉 ・ 萩谷丹衛門 〈副充〉 ・加藤善兵衛列座、林平申渡候、 上五篇横目方日次帳〉
 
十二日、
 
 
 
元御物頭勘五佐衛門養子
 高山三太郎〈重明〉
 
 
 
 
 
 
 
金拾五両四人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、勘五佐衛門家督被下置候、尤、大戸市郎衛門支配ニ被仰付候、 〈横目方日次帳、同家中被
 
仰出帳〉
 
 
 
 
 
右之趣、 御物頭佐野惣内 〈忠勝〉 ・同縣与次衛門 〈正友〉方
江
被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳〉
 
十五日、御月見之為御祝儀、
 
一位様
江
 
 
 
 
 
 
 
御花一桶
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
 
 
 
 
 
右之通御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
十六日、
 
松林院様長局
江
夜中五ツ過男入申候由ニ而住進
（
注
）
有之
候ニ付、早速何も罷越致穿
鑿候得共相見へ不申、夫よ
り御山之内不残致詮儀候、
曽而怪儀も相見へ不申候
尤、下々又者等迄致詮儀候得共、相違無御座候
 
十九日、御徒目附松本軍六〈常行〉 、守山より致交代私用ニ而水
戸
江
立寄今日罷登候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、吟味飯村彦五郎〈常好〉 、水戸より罷登候、 〈用部屋日
次帳〉
 
廿一日、御代官船木藤衛門〈正勝〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、於みの様御名、於すめ様と御改被成候
 
廿三日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭
 
 縣与次衛門〈正友〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 渡部逸平〈易正〉
 
 
 
 
 
右願之通、逸平儀、与次衛門養子被
 
仰付候、 〈上三篇
横目方日次帳〉
 
廿四日、今日
 
御城書ニ申来候被
 
仰出之写
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
従前々被
 
仰出候通、人々風俗を慎、志正敷、行跡相
嗜、惣而品あしき遊興仕間敷之由、弥念を入可申付之由被
 
仰出候間、急度可相守候、且亦組支配有之面々
は常々無油断、右之趣可申渡候、以上
 
 
 
 
 
 
 
午八月廿三日
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
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一、悪所之儀は不及申、見せ物之場或は船遊、其外猥のあ
そひ無用之事
 
一、博奕之儀は不及沙汰、かけの諸勝負無用之事
 
一、殺生弥堅相慎、生類あわれみ可申候事、以上
 
右之通、昨日諸役人衆
江
御老中被
 
仰渡候、 〈上二通令
条、式台御条目留、横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十
 
終
 
             
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百七十一
 
」
 
 守山御日記巻之三百五十一
 
起元禄十五年壬午八月二十五日
 
 
 
終同年同月
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
八月
 
廿五日、御徒目附佐川清助〈規里〉 、水戸
江
罷下候、 〈横目方日
次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 小泉小十郎
 
 
 
 
 
 
 
金三両弐人扶持
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 市川伊佐衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金高六両三人扶持被成下候
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
「
 
 
 
其方儀、
（製本時の乱丁ヵ、後丁と入替）
御中間頭被
 
仰付候、 〈上二篇横目方日次帳、
同家中被仰出帳〉
 
廿八日、御番御刀番峰岸儀佐衛門〈義清〉 、致病死候
 
 
 
 
 
 
 
閏八月小
 
三
 
日、今日之御客
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本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相馬図書頭殿〈叙胤〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図書頭殿
 
 奥方
 
 
 
 
 
右は為御祝儀御振舞被為入候、 相馬弾正少弼殿 〈昌胤〉奥様ニも、去ル朔日被為入候而御一同ニ御祝被成候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図書頭殿
 御家老弐人
 
 
 
」
 
「
 
 
 
右は被為
（製本時の乱丁ヵ、前丁と入替）
 
召御料理被下置候
 
五
 
日、
 
近衛様〈名闕〉御簾中様御逝去ニ付、鳴物音曲三日
御停止被仰出候
 
六
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 
 
其方共御膳番所
江
御番相勤候処、向後
 
御免被遊候、
月並式日ニ
江
罷出見合可罷帰候、尤、病用有
之歟、障入候者は式日ニも罷出候ニ及不申候由被
 
仰
出候
 
七
 
日、御城書ニ申来候覚
 
 
 
 
 
仏光寺御門跡薨去之由、依之鳴物音曲御停止被
 
仰出
候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 
〈自八月廿八日之篇横目方日次帳〉
 
八
 
日、
 
松林院様・相馬弾正少弼殿〈昌胤〉奥様被為入候ニ
付、御内証ニ而御操被
 
仰付候
 
九
 
日、相馬弾正少弼殿奥様 今日御帰被成 、 〈上二篇用部屋
日次帳〉
 
同
 
日、御屋鋪土取場之後通り土橋之下ニ死人捨有之由、廻り
之押御目附方
江
申出候付、早速御目附望月仲衛門〈君
年〉 ・同脇田十郎佐衛門〈正義〉方
江
申通シ達
 
御耳、
則御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉為御使者御目附衆鈴木源五衛門殿〈名闕〉
江
被
 
仰遣候御口上書
 
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
 
 
私居屋鋪北之方屋敷際小キ土橋有之候、右之辺今暮過廻番之者罷通候時分、右之 之下手之頃五十四、五と相見え申候死人こさニ包橋下
江
指込置
申候ヲ見届住進
（
注
）
仕候、此段為御知以使申入候、此
上之儀、何分ニも可然様御差図頼入存候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月九日
 
 
 
 
 
 
 
 
御名
 
 
 
 
 
右之通之御口上書ニ而、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉被遣候処、源五衛門殿御逢候而被
 
仰聞候は、御書付
御名御認被成候、是は以往様方ニは結構過申候、各方名ニ而相済申候、肩大学頭内と被成 認可然候、ヶ様之儀御届御座候は、御書付
私共方迄ニ而相済申事ニ御
座候得は、如何様ニも御自
分と 御相談次第ニ而相調
申候儀ニ候得共、此 書付
 
御城
江
差出申、其上ニ而
御詮儀次第ニ而相済申事ニ御座候得は、御 付之被成
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方ニより彼是と当分之御穿鑿六ヶ敷罷成儀故、御書付被成 大切ニ御座候、以往様より被遣候御書附直シ申事憚入申候得共、私存念之通直シ可申由被申、別紙之通被相認、此趣御認可然由ニ而、則源五右衛門殿祐筆長谷川次衛門と申者ニ被申附認申候 此御書付明朝
 
御城
江
指出申候、其上検使参ニ而可有御座候間、検使
指図次第ニ被成可然由被仰聞候 尤、右 場所様子共御自分見分有之候哉と 尋候 付、私儀は不罷越候、外役人罷越 仕候段申達候得は、御役人衆御越 得は御同前之儀ニ候由被申候
 
一、右之御口上書、源五衛門殿御直之御書付、彦佐衛門致
持参候
 
 
 
 
 
 
 
 
口上之覚
 
 
 
 
 
 
 
大塚松平大学頭居屋鋪際北之方ニ土橋有之候、此辺今暮過手前廻番之者相廻り候処、右 之下ニ死人こさニ包捨置申候ヲ見出シ申 、早速為申聞候ニ付、役人共罷越様子見申候所、廻番申候通ニ御座 、右之死 こさ包候
上より見申候付男女之
訳相見え不申候、右御届申上 、可然様御差図被成可被下候、以上
 
松平大学頭使者
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月九日
 
 
 
 
岡田彦佐衛門
 
右之通、鈴木源五衛門殿御直之由ニ而、彦佐衛門致持参罷帰候
 
十
 
日、八ツ時分、松永九助・黒川理助と申御小人目付辻番所
江
被参候由註進
（
注
）
有之候付、御徒目附稲毛林平〈重実〉 ・
同松本軍六〈常行〉早速辻番所
江
出合致挨拶候、右之
捨物見分可致由申候ニ付、其場所
江
致案内、死人取出
シ申候所、先病死之体ニ相見 年之頃 十四、五程ニ相見申候、珠数首ニ為掛、裸身ニ致シ、足ヲかゝめ、縄ニ而からけ申候、御小人目附衆も此体は弥病死ニ相見え申候、外ニ疵も相見え不申候、道之辺ニ揚置、今日より三日曝置候様と被申渡、辻番所
江
罷帰、口書等
被申付候
 
 
 
 
 
 
 
 
口書
 
 
 
 
 
 
 
午閏八月九日、暮六ツ過ニ屋鋪廻ニ罷出候処、屋鋪垣際下水之内ニ糸立包捨有之候ニ付、支配松本軍六ニ為申聞候得は、早速罷出見届、則番人付置候由申候、此外相替儀無御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名内
甚兵衛判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 源佐衛門判
 
 
 
 
 
 
 
 
松永九助殿
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黒川理助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
午閏八月九日暮六ツ過屋鋪
外廻り罷出候甚兵衛・
源佐衛門申来候は、屋鋪垣際ニ捨物御座候由申ニ付、早速罷出見申 、則番人附置申候、此外相替儀無御座候、以上
 
 
 
御名家来
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十日
 
 
 
 
 
 
 
松本軍六判
 
 
 
 
 
 
 
 
松永九助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
黒川理助殿
 
 
 
 
 
右之通、文言御小人目附衆大数被好、弐枚ニ相認申候
 
 
 
 
 
 
 
 
口書
 
 
 
 
 
 
 
午閏八月九日暮六ツ時、廻
仕候得共怪鋪者も通不
申候、何方より何時捨申候哉、且而存不申候、此外可 上儀無御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八兵衛判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市衛門判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
彦兵衛判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀬佐衛門判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
与衛門判
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喜兵衛判
 
 
 
 
 
 
 
 
松永九助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
黒川理助殿
 
御小人目附衆被申渡候は、 御目附衆より被
 
仰付候は、
右之死骸三日曝置、三日過候得は御目附方
江
可申出候
由被申渡候ニ付、右之御請書
 
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
 
 
右之死骸之儀、今日より三日曝、主出候共主出不申候共、向寄 御目附様方
江
相伺候而、御差図次
第可仕之旨奉畏候、以上
 
御名家来
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十日
 
 
 
 
 
 
 
 
松本軍六判
 
 
 
 
 
 
 
 
松永九助殿
 
 
 
 
 
 
 
 
黒川理助殿
 
右之通口書被申附候、 口書為致候刻、 脇田十郎佐衛門・望月仲衛門両人出合致挨拶候、尤、茶・たはこ・菓子出申候、右相済御屋形
江
致同道、温飩・御吸物・御酒
被下候
 
一、御小人目付検使ニ被参候而委細被申渡候趣為御知、且
亦昨晩之為御礼鈴木源五衛門殿
江
為御使者岡田彦佐衛
門〈宜紀〉 遣 処、御返
事被入御念預御使者候、昨
晩被仰聞候御屋敷脇捨物之儀、 今昼御小人目附致参上、三日御曝被成被指置候様ニと申上候由、依之被仰聞候
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趣致承知候、三日之内相替儀無之候は三日過候而四日目之朝可被仰立候、尤、申上候ニ及不申候得共、其内は番等被入御念被仰付候様ニと奉存候、被入御念御礼等被仰下忝奉存候、 何様以参上御礼等可申上 由、 〈上二篇横目方捨物帳〉
 
十一日、御代官船木藤衛門〈正勝〉 、水戸
江
罷下候
 
十二日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
右は、親病気ニ付、在所
江
之御暇願之通被下置候、 〈上
二章横目方日次帳〉
 
十三日、御目附鈴木源五衛門殿
江
岡田彦佐衛門〈宜紀〉被遣候
御口上之覚
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭屋鋪際捨物之儀ニ付、閏八月十日御小人目附衆両人御出、 御見分之上、 其所ニ三日曝置、相替儀無之候ハヽ其節至 目附中様迄又々相窺可申由、 御指図御座候、 昨日迄ニ而三日曝置申候処、相替儀無御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御名
 
 岡田彦佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰遣候
 
一、右御口上書付、彦佐衛門御目附方
江
言出申候は、先達
而申合候通、口上書弐通ニ相認申候得而源五衛門殿家来
江
相談被致候由、分は、右之通之案紙壱枚、又壱通
は御小人目附被参見分之上其所三日曝置相替儀無之候ハヽ其節ニ至御目付中様
江
又々相窺可申由指図ニ御座
候と相認、以上弐枚差出、家来衆
江
相談仕候得は、成
程此文言能御座候、併指図ニ御座候と被成候は御小人目附申候差図ニ而は無御座候、御当番 御目附衆より御差図之通被申渡候儀ニ御座候間 先此分は初之御口上書可然由ニ而慇懃ニ相認 ヲ差図 致候由申候
 
一、右御書附致持参相渡候所、彦佐衛門方迄源五衛門殿御
返答之覚
 
 
 
 
 
 
 
御屋鋪脇捨物之儀ニ付、此間当番より御差図申上候通三日御曝被成候所、主
も出不申候由、依之御
使者被成下被仰下候趣奉得其意候、御書付之趣残所無御座候、後刻従
 
御城御左右可申上候、其内
は被入御念可被指置候、此等 趣可然様ニ可申上之旨、如何様近日以参上可申上候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十三日
 
同
 
日、八ツ時、杉野甚衛門と申御小人目附壱人辻番所
江
被参
候由申出候付、早速稲毛林平・松本軍六出合申候、甚右衛門被 渡 は 御当番御目附衆被仰遣候は、此間之捨物主も出不申候由、何方
江
も御片付候様ニと被仰
遣候、右御答之趣
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御当番御目附中様より被仰渡候、屋鋪前捨置候糸立包ニ有之候死骸主無御座候付、今日片付可申之旨被仰付奉畏候、以上
 
 
御名家来
 
 
 
 
 
 
 
 
閏八月十三日
 
 
 
 
 
 
 
松本軍六
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野甚右衛門殿
 
 
 
 
 
右之通被申渡被帰候ニ付、死骸相仕廻候段、鈴木源五右衛門殿
江
御使者被遣候、右死骸は金子壱分指添、東
性寺
江
被遣候
 
一、先達而御小人目附見分
被参候時分出合候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 稲毛林平〈重実〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
口書留
 
御式台物書
住谷小助〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通出合致挨拶候、 〈横目方捨物帳〉
 
同
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番格
 浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金三両高十両被成下候、小袖代銀三枚ニ被成下候
 
其方儀、御近習
江
被
 
仰付、御腰物方被
 
仰付候、御
供之方
 
御免被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 小野崎安衛門
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両高六両被成下候、御扶持方弐人分
 
 
 
 
 
其方儀、御台所下役人被仰付候、御椀方・御菓子方相勤可申候、 格式市川伊佐衛門並、 尤、 御用人支配被
 
仰
付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 大和田平衛門〈守三〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分高五両被成下候
 
 
 
 
 
 
 
 
市川伊佐衛門跡
 
 
 
 
其方儀、御肴部屋被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、御役銀御褒美被下置候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 河合小弥太〈正利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 鈴木三太佐衛門 政休
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 根本忠八〈忠辰〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 坂口条之助〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 渡部逸平〈易正〉
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 冨田弥太兵衛〈政純〉
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀壱枚
 
 
 
 
 
其方共、上下ニ而御供相勤候ニ付被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 脇田岡衛門〈正道〉
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同
 
 
 
 水沢彦四郎〈正規〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 熊田清六〈可重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 芹沢団助〈広覚〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金壱両宛
 
 
 
 
 
其方共、少給ニ而折々御供上下ニ而相勤太儀
 
思召候
ニ付被下置候、 〈横目方家中被
 
仰出帳、 用部屋日次帳〉
 
十四日、昼九ツ時より雨降、八
ツ前嵐ニ成、御屋鋪御長屋等損
申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
一位様、八重姫君様
江
御成之儀被
 
仰出候
 
十六日、津役運送方大石五郎佐衛門〈新佳〉 、水戸より罷登候、
〈上二篇横目方日次帳〉
 
十七日、常州鹿島郡居切村論所之儀ニ付、
 
公儀御代官手代両
人骨折仕、右論所之義も段
々首尾能済寄、御証文絵図
被
 
仰付、出来次第被
 
仰渡筈之旨、両人之手代衆よ
り内意申来候付、両人
江
為御肴代、
 
諸星内蔵之助殿手代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
不留川兵八
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
窪田長五郎殿手代
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太田半蔵
 
 
 
 
 
 
 
金拾両宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、年寄衆・御用人衆口上ニ而、吟味根本猶衛門〈通繁〉使ニ而遣申候、 〈用部屋日次帳〉
 
十八日、
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御附
福地武兵衛〈義本〉
 
 
 
 
 
右は於在所母病気大切ニ付 願之通御暇被下置候
 
同
 
日、松平式部少輔殿〈広瀬侯源近時〉御死去之由申来候、
〈上四篇横目方日次帳〉
 
廿一日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉白山御殿
江
被為
 
成候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、表御門
江
相詰申候御足軽ニ申付候は、
 
公儀御徒衆御
屋鋪廻り可致由被申候ハヽ、壱人御徒衆之案内ニ致先立候様ニ可致候、尤、道筋は新長屋前より小原孫大夫前、平四郎口、夫より岡田彦佐衛門前五段屏、望月仲衛門 坂下より三宅八衛門前致案内候様ニ申付候
 
一、
 
公儀御徒衆坂原源衛門と申仁指図ニ而、東辻番ニ相
詰候者不残東御門より相引申
 
一、
 
公儀御歩行衆廿七人、右之内小頭大川仁左衛門・同
上羽庄左衛門両人
江
 
御成相済、御馳走被下置候、 〈横
目方日次帳〉
 
廿二日、
 
一位様護国寺
江
被為
 
入候
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同
 
日、御目付脇田十郎佐衛門〈正義〉 、水戸罷下候、 〈上二篇
用部屋日次帳〉
 
廿三日、林光院殿、
 
松林院様
江
被為入御逗留被成候、 〈横目方
日次帳〉
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御外科吉田永微弟子
 益田永仙
 
 
 
 
 
 
 
金五両四人扶持
 
 
 
 
 
右之通被下置被
 
召出候旨、於水戸被
 
仰渡候段申来
候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿六日、 林光院殿御表
江
御出、 御内証ニ而御慰物被
 
仰付候、 〈横
目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
廿九日、御徒目附萩谷丹衛門〈副充〉 、水戸罷下候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 萩谷弥一佐衛門〈長正〉
 
 
 
 
 
其方、当分水之手之方被仰付候
 
同
 
日、
 
一位様護国寺
江
被為
 
入候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十一
 
終
 
    
守山御日記巻之三百五十二
 
起元禄十五年壬午九月
 
 
 
終同年同月二十五日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
九月小
 
朔
 
日、林光院殿御帰被成候、 〈横目方日次帳〉
 
二
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 野口八郎大夫〈氏寿〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増百石高三百石ニ被成下候、内人弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 中野平次郎〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増百石高弐百五十石ニ被成下候、内人弐人
 
 
 
 
 
其方共、御先代より筋目有之者付、御家老被
 
仰付候
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八郎大夫事
野口兵衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平次郎事
 中野九佐衛門
 
 
 
 
 
右之通、名相改候様ニ被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之段、於
 
御前被
 
仰渡候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増五十石高百五十石ニ被成下候、 合力金十両相引
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其方儀、数年
 
公儀向相勤太儀ニ
 
思召候、太切之御
役所ニ候間唯今迄之通可相
勤候、御中小姓支配
 
御免
被成、御刀番支配被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
 
 
御合力金十両
 
 
 
 
 
其方儀、御中小姓頭被
 
仰付、公儀向相勤候ニ付、御
合力金被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金五両高弐十両ニ被成下候、内若党壱人
 
 
 
 
 
其方儀、御小姓頭
 
仰付、御加増被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小頭並同
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
伴助
江
は内中間壱人被下候
 
 
 
 
 
其方共御徒頭被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 鈴木次郎大夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増五十石宛高百五十石宛ニ被成下候
 
 
 
 
 
右之通り被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒頭座上ニ被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
一、内人若党被下候面々、御切米取之分は若党ニ成共中間
成共勝手次第可仕旨、 是又被
 
仰出候、 〈用部屋日次帳、
横目方家中被仰出帳〉
 
同
 
日、御中屋鋪御移
（
徒
徙
為
）
御祝儀、
 
 
 
 
 
鶴姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
塩鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御取次
 
 岡本伊衛門〈忠親〉
 
同
 
日、
 
一位様御守殿
江
被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
錫切立十
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御取次
 
 小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
三
 
日、
 
一位様、鶴姫君様
江
被為
 
入候、 〈横目方日次帳〉
 
四
 
日、多米姫様御髪置之御祝儀有之候
 
 
 
 
 
殿様より
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多米姫様
江 
 
 
 
 
 
 
御小袖一重
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
一折
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
多米姫様
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
 
 
 
 
右御祝儀、赤飯・御吸物・御酒
 
上々様方
江
差上御祝
儀相済申候、女中不残赤飯被下候、 〈用部屋日次帳〉
 
五
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 峰岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
 
 
金十両四人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、儀佐衛門家督被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
一位様
江 
 
 
 
 
 
 
干肴一箱
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
同
 
日、
 
鶴姫君様
江 
 
 
 
 
 
 
干肴一箱
 
 
 
 
 
右之通、御指上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御取次
 
 大久保八郎衛門〈忠孝〉
 
六
 
日、今度御加増被
 
仰出候為御祝儀、
 
 
 
 
 
日門様
江 
 
 
 
 
 
 
岩茸一箱
 
 
 
 
 
 
 
昆布一箱
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈上三篇式台進物帳〉
 
七
 
日、今度水戸より被
 
召出候御外科益田永仙、昨晩罷登申
候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、常陸御領居切村・長柄村干潟新田論有之、
 
公儀御裁
許相済、居切村理運ニ罷成絵図出来、御裏書被成御渡被成候
 
 
 
 
 
右、御絵図之写
 
【
 
口絵図版
 
⑰
 
】
 
一、右絵図裏書
 
常陸国鹿島郡居切村と同郡長柄村地先論之事、居切村百姓訴候は、海辺村之地先干上り次第致支配候処 今度居切村地先
江
長柄村之者致新開候由申之、長柄村百
姓答候は、深芝村・長柄村古来より地境有之、居切村支配之地先無之由申之 為検使諸星内蔵助手代不留川兵八・窪田長五郎手代太田半蔵差遣シ遂見分処ニ、長柄・深芝両村海辺地境不分明、海辺は地先干上り次第面々開来候と相見候、鰐海
江
村々入会藻草取来候、然
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は海辺之地先居切村も持来儀分明也、依之地先続海辺は居切村分ニ相極候、居切村田地内ニ川筋有 間、向後鰐海
江
舟可通之
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹遠江（丹羽長守）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保越前（保田宗郷）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松伊豆（松前嘉広）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本弾正（本多忠晴）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿飛騨（阿部正喬）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
永伊賀（永井直敬）
 
 
 
 
 
右之通ニ御座候、 〈用部屋居切村長柄村論所絵図〉
 
同
 
日、本庄安芸守殿〈宗俊〉
江 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉近々被為
 
成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本庄安芸守殿
江 
 
 
 
 
 
 
薄茶茶椀二箱
百入
 
 
 
 
 
 
 
干肴一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 
 
 
 
次、居切村地先ニ長柄村之者致新開三拾年之為古田旨申掠候 吟味之上水帳も無之場所地押案内難成由口上書指出候条、長柄村百姓申所非分ニ候、今度長柄・居切と居切・深芝両所之 境 絵図之面引墨筋名加印判双方
江
下置間、可為後鑑者也
 
 
 
 
 
 
元禄十五年壬午九月七日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戸備前（戸川安広）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
久因幡（久貝正方）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
荻近江（荻原重秀）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
井対馬（井戸良弘）
 
八
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御外科
 益田永仙
 
 
 
 
 
右は今日初而
 
御目見被
 
仰付候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、増上寺大僧正ニ被
 
仰付候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
増上寺
江 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
九
 
日、御加増所替被
 
仰付候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲垣対馬守殿〈重冨〉
江 
 
 
 
 
 
 
干鯛十枚
 
 
 
 
 
右之通被為遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、御加増之御礼申上候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 野口兵衛門〈氏寿〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 中野九佐衛門〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 鈴木次郎大夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛〈本書不載員数故不記〉
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右之通致献上候
 
十二日、
 
 
 
 
 
 
松川津役奉行
大石五郎左衛門〈新佳〉
 
 
 
 
 
其方儀、
 
思召有之候ニ付、永之御暇被下置候、
 
御
家門様 ・御老中方奉公遠慮可仕候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
十三日、御月見ニ付、操被
 
仰付候、御家老野口兵衛門〈氏寿〉
妻
江
も拝見被
 
仰付候、
 
御奥様
江
も初而御目見被
 
仰
付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野口兵衛門
妻
 
 
 
 
 
殿様
江 
 
 
 
 
 
 
小鴨七ツ
 
 
 
 
 
御奥様
江 
 
 
 
 
染姫様
江 
 
 
 
 
 
 
生鮭弐尺宛
 
 
 
 
 
右之通献上仕候、 〈用部屋日次帳〉
 
十四日、御加増所替被
 
仰出候為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本庄安芸守殿〈宗俊〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牧野周防守殿〈康通〉
 
 
 
 
 
 
 
同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
周防守殿
奥方
江 
 
 
 
 
 
 
同断
 
 
 
 
 
右之通被為遣候、 〈式台進物帳〉
 
十八日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓格
 小原林蔵〈武郷〉
 
 
 
 
 
右は御供番之所、御供触以後御奉公相引申候ニ付、過料為差出申候
 
同
 
日、御徒目付萩谷丹衛門〈副充〉 、水戸より罷登候、 〈上二
篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、今度守山御領大水ニ而御損毛有之、
 
公儀
江
御書出被
遊候覚
 
 
 
 
 
 
 
知行所陸奥国田村郡守山領閏八月十三日十四日洪水ニ付損亡之覚
 
一、田畑高合六千弐百九十石余
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当不作永荒共
 
一、堤五拾四ヶ所
 
一、江関九十二ヶ所
 
一、土橋五十 ヶ所
 
一、溜池拾七ヶ所
 
以上
 
 
 
 
 
 
九月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭
 
 
 
 
 
右之通半切紙ニ相認、御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
被指出候所、御返事
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御書付之通致承知候、大分之儀ニ御座候間、御用番
江
も可被仰達候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰聞候ニ付、御用番秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御書付御差出被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
十九日、松平美濃守殿〈吉保〉 、焼失以後新宅
江
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉初而被為
 
成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平美濃守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
薄茶茶碗三箱
百入
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、主膳様〈頼愛〉より為御使大内軍平罷登候
 
廿一日、於東御部屋御男子 〈世子源頼尚、字子徳、号喜山、
小名丹波、叙従四位下、称丹波守、依病蟄居、更宮内〉御誕生被遊候 〈上二章横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
若子様御側
江
相詰候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 堤
 
昌益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 水野省戒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東御部屋附
岩崎又兵衛〈為成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 冨岡八郎佐衛門 正信
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤養仙
 妻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村郷衛門
母
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やな
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御すめ様
御乳持
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作兵衛
 娘
 
 
 
一、御産所
江
相詰候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習役
 浅香孫兵衛〈忠
（
□
之
〉
）
 
【
 
見開一面白紙、脱落ヵ
 
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□□□（御医師）
 
 
明石通本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 塚田宗元
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 村上養玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木春庵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 益田永仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小佐衛門
女房
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作兵衛
 女房
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なか
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はち
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右之通、昼夜明不申候様ニ代々相詰申候
 
一、御七夜之内、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御勘定奉行
 
 小泉茂大夫〈久繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 小高伊野衛門〈重本〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 
 
 根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 飯村彦五郎〈常好〉
 
 
 
 
 
右は、 昼夜御部屋明ヶ不申候様ニ相詰申候、 〈用部屋子徳君誕生帳〉
 
廿二日、御徒目附稲毛林平〈重実〉 、水戸御用被
 
仰付候
 
同
 
日、御徒目付福地半蔵〈昌勝〉 主膳
（頼愛）
様衆大内軍平水戸
江
罷
下候
 
同
 
日、今度水戸詰之内度々登下太儀ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目付
 
 
 萩谷丹衛門〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金三百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、今度水戸
江
被遣候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 稲毛林平〈重実〉
江
 
 
 
 
 
 
 
銀一枚
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓組合
 吉田善佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右は、其止〈如本書〉長佐衛門殿家来松沢新平方
江
娘
縁組之儀、願之通被
 
仰出候
 
廿四日、御徒目附稲毛林平〈重実〉 、今日水戸
江
致発足候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 松浦善庵
 
 
 
 
 
右は、昨晩御目附方より病用之儀被
 
仰付候所ニ、罷
成不申由ニ而罷帰候段不届被
 
思召候、御目付方より
被
 
仰付候儀、
 
上より被
 
仰付候も同様之儀候、依
之逼塞被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右は、昨晩新組飯島九衛門妻致平産候処、今昼気色以之外悪敷候ニ付、御医師衆
江
為見申度旨願候ニ付、幸
善庵
 
御奥様御供ニ而唯今罷帰御広式ニ居合候間、其
元仕廻次第見廻候様ニと押之者ヲ以申遣 所、昨日も今日も御供ニ而御座 、殊ニ爰元も仕廻不申 間見舞申儀罷成申間敷由返事申越候間 又候押之者ヲ以申遣候得共寄不申罷帰候ニ付、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈上七篇横目方日次帳〉
 
廿五日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 安島武兵衛〈正利〉
 
 
 
 
 
其方儀、御徒目付御雇被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同家中被仰出
 
同
 
日、
 
八重姫君様御殿
江
被為
 
入候ニ付、
 
一位様
江
 
 
 
 
 
 
 
生鯛三枚
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右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、右ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 【
 
以下脱ヵ〔守山御日記巻之三百五十二
 
終〕
 
】
 
              
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百七十二
 
」
 
 守山御日記巻之三百五十二
 
（
三
）
 
起元禄十五年壬午
（
□
九
月
）
二十七日
 
 
 
終同年同月二十九日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
九月
 
廿七日、
 
若子（頼尚）
様御七夜之御祝儀、上々様方
江
赤飯・御吸物・
御酒指上申候、追而二汁七菜之御料理指上申候
 
一、年寄衆
江
赤飯・御吸物・御酒被下、追而御膳前御料理
被下候
 
一、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目通
 女中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御次
 
 同
 
 
 
 
 
右之面々、赤飯・御吸物・御酒被下候、追而二汁五菜之御料理被下候
 
一、御近習向不残、其外表向当番
江
赤飯・御吸物・ 酒被
元禄 15 年(1702) 9 月 
 249 
下候
 
一、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
右之面々
江
赤飯一重宛被下置候
 
一、若子様、御名丹波様奉称候
 
一、右御祝儀ニ附、当番之面々熨斗目致着用候
 
一、御七夜之為御祝儀
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉より
 
丹波様
江
 
 
 
折肴両種
 
季君様（綱條正室）
より
 
丹波様
江
 
 
 
右同断
 
少将様（徳川吉孚）
より
 
丹波様
 
 
 
同一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方姫様
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴種
 
（
マ
マ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平出雲守様〈義昌〉より
 
 
 
 
 
殿様
 
 
 
 
 
 
 
鯛五枚
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様〈頼隆〉より
 
 
 
 
 
丹波様
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑後守様〈頼道〉より
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筑後守様〈頼道〉
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
右同断
 
松林院様より
 
殿様
江
 
 
 
干鯛一折
 
松林院様より
 
丹波様
江
 
 
 
紗綾三巻
 
 
 
干鯛一折
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御樽代三百疋
 
相馬図書頭殿叙胤
 
奥方より
 
殿様
 
 
 
御肴一種
 
相馬図書頭殿
 
奥方より
 
丹波様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
御樽代三百疋
 
小川町様より
 
殿様
江
 
 
 
鯔拾本
 
丹波様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務大輔殿〈政武〉より
 
殿様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
昆布一折
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務大輔殿より
 
丹波様
江
 
 
 
御産衣二重
 
 
 
御肴両種
 
 
 
御樽代千疋
 
松平内匠頭殿昌興
 
奥方
 
殿様
江
 
 
 
鯔十本
 
丹波様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
御樽三
（代脱）
百疋
 
御奥様より
 
丹波様
江
 
 
 
羽二重弐疋
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
御樽代三百疋
 
染姫様より
 
丹波様
江
 
 
 
縮緬一巻
 
 
 
干鯛一折
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相馬図書頭殿〈叙胤〉
 
丹波様
 
 
 
御産衣一重
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主膳様〈頼愛〉より
 
殿様
江
 
 
 
雁二羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主膳様より
 
丹波様
江
 
 
 
縮緬三巻
 
 
 
昆布一折
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寿経院様より
 
殿様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人様より
 
丹波様
 
 
 
干鯛一折
 
麻布様より
 
殿様
江
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
縮緬二巻
 
右之通被為進候
 
右御祝儀ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 小原孫太夫〈信興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 三宅八衛門〈繁賀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 野口兵衛門〈氏寿〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中野九佐衛門〈清定〉
 
御肴一折
 
御酒一手樽
 
宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人御部屋附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 鈴木次郎太夫〈智義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 三宅平太佐 繁利
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭並
 
 大家小市衛門〈同上〉
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様 傅
木内所佐衛門〈名闕〉
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御奥様御傅
 笹山平太兵衛〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野沢
 
 
 
干鯛一折宛
 
一、御内証より御祝儀物指上候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
 木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 鈴木文治〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習役
 
 浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 鈴木春庵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 明石通本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 村上春玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 塚田宗元
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御外科
 
 
 益田永仙
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤養仙
妻
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
 
 
 
 
小鴨三羽
 
右之通指上申候
 
 
 
一、右御祝儀ニ付、御内証より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
 
 
 
 
 
殿様
 
 
 
 
 
 
 
生御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やな
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町はゝ
 
 
 
 
 
丹波様
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なか
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村郷衛門
母
 
 
 
 
 
丹波様
江
 
 
 
 
 
 
 
芝肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金兵衛
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
腹太五本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
母
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つや
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西川新平〈常延〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐吉
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金兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
母
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐衛門
 
 
 
 
 
丹波様
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さや野
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やな
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なか
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
郷衛門
母
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩崎又兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冨岡八郎佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堤
 
昌益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水野省戒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野休古
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
兼子市衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
島村藤七
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高都
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉八
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
右之通指上申候
 
一、右ニ附、為御祝儀被下置候面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 小原孫大夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 三宅八衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 野口兵衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 中野九佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 岡田彦佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 大戸市郎衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 鈴木次郎大夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 三宅平太佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
 
 望月仲衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭格
 
 
 大家小市衛門
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人御部屋附
水沢又衛門
 
 
 
 
 
 
 
金五百疋
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御近習小頭
 
 木内林内
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 
 鈴木文治
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 三宅伴助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習役
 
 
 浅香孫兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 
明石通本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 塚田宗玄
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 村上養玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 鈴木春庵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 堤
 
昌益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御外科
 
 
 
 益田永仙
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水野省戒
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩崎又兵衛
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右は、御箟指上候ニ附被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冨岡八郎左衛門
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
江
 
 
 
 
 
 
 
金千疋
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
御肴一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町はゝ
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
御肴一折
 
 
 
 
 
 
 
赤飯重箱 組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤養仙
 妻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村郷衛門
母
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なか
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
 木内所佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御奥様御属
 
 笹山平太兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野沢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
金兵衛
 
 
 
 
 
 
 
同三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四方野
 
 母
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
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佐衛門
 妻
江
 
 
 
 
 
丹波様より
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小衛門
 妻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐兵衛
 妻
 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐兵衛
 娘
 
 
 
 
 
 
 
鳥目五百文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
与米姫様
 御乳持壱人
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右は、御乳附仕候ニ付被下候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
須米姫様
 御乳持弐人
 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やな
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たき
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せき
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はち
 
 
 
 
 
 
 
銀十匁宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
りや
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さもん
 
 
 
 
 
 
 
鳥目五百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せきや
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あかし
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
椿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やなき
 
 
 
 
 
 
 
鳥目三百文宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
美鳥
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
一、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
座頭ごせ
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐両弐分
 
 
 
 
 
右は、長谷川検校方
江
被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
非人
江
 
 
 
 
 
 
 
銭三貫文
 
 
 
 
 
右之通被下置候 〈用部屋子徳君誕生帳〉
 
廿九日、御目附脇田十郎佐衛門〈正義〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
御小姓組団助事
 
 芹沢甚内〈広覚〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭六郎衛門
小原源吾〈信本〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒文衛門事
 
 
 鈴木四平〈久雅〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
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同
 
日、
 
一位様より
 
上使中沢惣衛門殿〈名闕〉ヲ以、呉服五ツ御拝領
被遊候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、 松平右近将監様 〈義賢〉 御結納相済候ニ付、 為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平出雲守殿〈義昌〉
 
 
 
 
 
 
 
鯔十本
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一荷
 
 
 
 
 
右之通被進候
 
同
 
日、
 
一位様より為
 
上使被参候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中沢惣衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
干鯛十枚
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十三
 
 
（
終
脱
ヵ
）
 
     
守山御日記巻之三百五十四
 
起元禄十五年壬午十月
 
 
 
終同年同月二十七日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
十月大
 
二
 
日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細川越中守殿〈綱利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
内記殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通、御招請被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、此度所替被
 
仰付候為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
井上大和守殿〈正岑〉
江 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲垣対馬守殿〈重冨〉
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
すめ姫様御不快ニ被為入候ニ付、於御部屋、
 
 
 
 
 
 
 
大盤若
 
 
 
 
 
右之通、御執行被
 
仰付候、 〈用部屋日次帳〉
 
三
 
日、御息女御婚礼相済候為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
加藤越中守殿〈明英〉
江 
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鯔十本
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
同
 
日、昨夜中風雨ニ付小石川筋水出、
 
水戸様御屋鋪大名小
路船ニ而致往来候、小笠原信濃守殿〈長円〉前より筑後守様〈頼道〉裏御門前之橋通迄腰切ニ而致往来候、改代町は床上迄水上、 往還は船ニ而通申候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、右風雨ニ付、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
為御機嫌御伺、 月番御老中
江
御使被遣候、 且又、
 
一位様為御機嫌御伺、御老中秋元但馬守殿〈喬朝〉
江
御使被遣
 
候、 〈式台覚帳〉
 
同
 
日、
 
八重姫君様
江
去ル廿六日、
 
一位様被為
 
入候為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫君様より
 
 
 
 
 
 
 
紗綾五巻
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通御拝受被遊候、為御礼御老中方
江
御出被遊候、
〈式台覚帳、横目方日次帳〉
 
五
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 野口兵衛門〈氏寿〉
 
 
 
 
 
殿様
江 
 
 
 
 
 
 
駒壱疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通献上仕候
 
同
 
日、右之儀ニ附、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野口兵衛門
江 
 
 
 
 
 
 
御召小袖一重
 
 
 
 
 
 
 
御手樽一荷
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口者弐人
江 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
六
 
日、 御外科益田永仙、 水戸
江
罷下候、 〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 松浦善庵
 
 
 
 
 
右は、逼塞御免被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御部屋附
 
 岩崎又兵衛〈為成〉
 
 
 
 
 
其方儀、
 
丹波様被為附候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
八
 
日、
 
すめ姫様御不快ニ付、義高上人御頼、聖天之法一七
日御執行被遊候ニ付、為御初尾、
 
 
 
 
 
 
 
銀二枚
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候
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御使
 
御徒並
 
 
 
 西川新平〈常延〉
 
 
 
 
〈用部屋日次帳〉
 
十
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
 
 根本新次郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 高島団平〈信次〉
 
 
 
 
 
右両人御供被
 
仰付候、 御切米並之通被下置候、 〈用部
屋日次帳、横目方日次帳〉
 
同
 
日、例年玄猪御登
 
城前ニ御目見ニ罷出候面々、向後罷出
候ニ不及由被
 
仰出候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木次郎太夫事
師岡次郎太夫 〈重広〉
 
 
 
 
 
其方儀、願之通養父之名字師岡ト相改可申候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次
帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、被
 
仰出候御書付
 
一、御小姓頭自今以後昼々相詰候筈ニ被
 
仰出候、尤、御
出之節何時成共罷出候様ニ被
 
仰付候
 
一、御取次格式無構御取次と可申由被
 
仰出候、尤、只今
迄は御使者有之節御取次請取御小姓頭
江
申達申上候所
ニ、自今以後は御取次直ニ
 
御前
江
申上候様被
 
仰出
候
 
一、御使御取次は只今迄十万石以上相勤候所 向後は壱万
石以上相勤可申由被
 
仰付候、 〈横目方家中被仰出帳〉
 
十一日、御徒入野武次衛門〈名闕〉 、水戸より罷登候
 
同
 
日、 御小姓組矢内奥衛門 〈重良〉 、 在所奥州より罷登候、 〈上
二篇横目方日次帳〉
 
十二日、御知行野論之儀相済ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諸星内蔵助殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
塩引弐尺
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
十三日、頃日於
 
御城初而御逢被遊候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木伝八殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
名吉十本
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、辻番改御徒目附本多又兵衛殿・伊谷儀衛門殿方より申
渡候は、自今以後御成之節辻番所
江
毛氈・屏風出申間
敷由申聞候
 
十四日、
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 河合黄楊衛門〈正隆〉
 
 
 
 
 
右は、願之通永之御暇被下置候
 
十五日、表寄合火事羽織拝借之儀、願之通相済申候
 
同
 
日、御用部屋組御足軽、本組之通金弐両弐人扶持ニ被仰付
候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
十六日、従
 
公儀相渡候御書附之写
 
 
 
 
 
 
 
覚
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諸人仁愛之心有之様ニと常々被
 
思召御故、生類あわ
れミ之儀度々被
 
仰出候所、今度橋本権之助犬を損さ
し不届ニ被
 
思召候、依之死罪被
 
仰付候、弥人々仁
愛之心罷成候様ニ大身小身共ニ相守、末々迄急度可申含候者也
 
 
 
 
 
 
 
午十月日
 
 
 
 
 
右之通、御老中土屋相模守殿〈政直〉宅 而、大戸市郎衛門〈良正〉請取申候、 〈式台御条目留、横目方日次帳〉
 
同
 
日、右被
 
仰出候御書附之趣、御家中
江
も相触申候
 
十七日、
 
 
 
 
 
 
 
表寄合宇佐衛門事
 関
 
佐内〈名闕〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 
 
 
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
銀弐枚
 
 
 
 
 
右は、守山詰為支度金被下置
 
廿
 
日、去ル十八日之夜失火有之、芝新堀ニ而同朋町無学坊と
申道心者火元ニ而、松平薩摩守殿〈吉貴〉屋敷三十間程、御城坊主三谷休甫・金森出雲 頼時 弐十間 立六町横壱丁程、海際致焼失候
 
廿一日、明廿二日
 
丹波様御宮参ニ付、御道筋御玄関より出、
御厩脇八幡ニ御参詣、夫より弐枚戸御山之内薬師へ御
参詣、夫より東土戸御出、御玄関前通稲荷御参詣被遊候、
 
松林院様
江
被為入候筈御座候
 
同
 
日、明日御出之節御家中之面々熨斗目上下ニ而御目見ニ罷
出候、尤、忌服有之面々は御出之節罷出申間敷候、御帰之節御目見可仕候由相触申候、 〈上六篇横目方日次帳〉
 
廿二日、今日御宮参之次第
 
一、八幡・稲荷・薬師
江
昼九ツ時御参詣被遊候
 
一、御部屋より
 
大殿様御居間
江
被為入、夫より表御玄関
より御出被遊候、此節御家中之面々御式台之間ニ並居一同ニ御目見申上
 
一、三社
江
為御初尾、
 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
右之通御備被遊候
 
一、銭三貫文御道筋ニ而蒔銭ニ仕候
 
一、玄姓院五ツ時より罷越、三社
江
御祈祷申上候、御参詣
被遊候御先々
江
罷出候
 
一、御通筋御玄関より出 御八幡
江
御参詣、夫より薬師へ
御参詣、御山之内御通被遊候、土戸より御部屋前
江
御
出、 玄関前 通、稲荷
江
御参詣被遊候、夫より
 
松
林院様
江
被為入候
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丹波様より
 
松林院様
江
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
蕨樽一荷
 
右之通、御持参被遊候
 
大殿様より
 
松林院様
 
 
 
伊勢海老十五
 
右は
 
丹波様、
 
松林院様
江
被為入候付、被為進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木内所佐衛門〈親常〉
 
松林院様老女
外山
 
同
 
 
 
 
 岩野
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様附
 今井忠佐衛門〈宜智〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 萩
 
十太夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広瀬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
みさ
 
 
 
 
 
 
 
金二百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御次惣女中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
りう
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
くう
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しか
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
るい
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なか
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こせん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町はゝ
 
 
 
 
 
 
 
金百疋宛
 
 
 
 
 
右は、
 
丹波様御宮参為御祝儀被下置候
 
一、於御部屋御祝之次第
 
 
 
 
 
 
一、御長熨斗
 
 
 
 
 
 
一、御盃
 
 
 
 
 
 
一、御一献
 
 
 
 
 
 
一、御長柄
 
包冷酒
 
 
 
 
 
 
一、御吸物
 
 
 
 
 
 
一、赤飯
 
 
 
 
 
 
一、御煮しめ
 
 
 
 
 
 
一、胡麻塩
 
 
 
 
 
 
一、むしり物
 
 
 
 
 
 
一、御吸物
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一、御肴三種
 
 
 
 
 
右は、
 
上々様御祝被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣女中
 
 
 
 
 
右之面々、赤飯・御吸物・御酒被下置候
 
 
 
一、於御表当番面々并御供之面々下々迄、赤飯・御吸物・
御酒被下候
 
 
 
一、丹波様御供
 
一、御先乗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 野口兵衛門〈氏寿〉
 
一、御跡乗
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 中野九佐衛門〈清定〉
 
 
 
 
 
右之通ニ而御座候、 〈用部屋子徳君誕生帳、 横目方子徳君誕生帳〉
 
廿四日、御中小姓目付服部惣太夫〈清勝〉 、守山
江
罷下候、 〈横
目方日次帳〉
 
廿五日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井五郎佐殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐藤勘衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
栗原道有老
 
 
 
 
 
右之通、御招請被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
柳伯
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
柳円
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中務太輔殿御家来
 
 浅田新一郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 
 斎藤孫八
 
 
 
 
 
右之通被為
 
召候、 〈横目方日次帳、同客帳、用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、
 
松林院様御幼少之節、御抱申候女中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そこ
 
 
 
 
 
 
 
壱人扶持
 
 
 
 
 
右は、渡世難送候段被及召候ニ付被下置候
 
同
 
日、
 
丹波様御誕生之為御祝儀、
 
水戸様（徳川綱條）
〈粛公〉御光駕
被遊候、即刻御帰被遊候
 
同
 
日、今 之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多門伝八郎殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木源五衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲斐庄喜衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
右之通、御招請被遊候
 
元禄 15 年(1702) 11 月 
 262 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
右は被為
 
召候
 
廿七日、今日之御客
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細川越中守殿〈綱利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥山立庵老
 
 
 
 
 
右之通御招請被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狩野梅雲
 
 
 
 
 
右之通被為
 
召候、 〈上四篇用部屋日次帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十四
 
終
 
           
「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百七十三
 
」
 
 守山御日記巻之三百五十五
 
起元禄十五年壬午十一月四日
 
 
 
終同年十二月十四日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
十一月小
 
四
 
日、御徒目附桑原寸野衛門〈比道〉 、従守山罷登候、 〈横目
方日次帳〉
 
同
 
日、
 
公儀御触も堅ク御座候旨、就中当年は博奕下々堅ク
不仕候様支配
く
江
可申渡旨被
 
仰出候、 〈横目方日次
帳、同家中被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、禅定院様御一周忌ニ付、
 
 
 
 
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉
江
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
 
 
御花一桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
五
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 岡本平治郎〈泰親〉
 
 
 
 
 
今日御徒ニ被
 
召出候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、今日御精進揚ニ付、
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少将様〈恭伯〉
江
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老壱台
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈式台進物帳〉
 
六
 
日、
 
殿様・御姫様方、暮時より御家老野口兵衛門〈氏寿〉
宅
江
被為
 
入候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
日門様今日被為
 
入候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東光院
江
 
 
 
 
 
 
 
岩茸一曲
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
九
 
日、御出入之御城坊主被為
 
召候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木宗斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 勝村長益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 高田道葛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 同
 
貞俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 加藤春悦
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 宅間玄佐
 
 
 
 
 
右之通、御振舞ニ被為
 
召候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 佐々木文斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中村道務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 長谷川露三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 星野円寿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 三谷休甫
 
 
 
 
 
右之通、為御振舞被為
 
召候処、御断ニ而参上不仕候
 
一、右為御馳走人、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御物頭見習
 田中島権衛門 兼忠
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 伊奈金五郎〈了成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 渡辺佐野衛門〈高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 新井三佐衛門〈英仍〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 根本忠八〈忠辰〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番 刀番
 三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御絵師
 
 
 狩野休古
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師
 
 
 村上養玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 川野立佐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 塚田宗玄
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
相伴
 
御番頭
 
 
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
同
 
 
 
 
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸様御城附
菅
 
六衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
右被為
 
召候、 〈横目方客帳〉
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十
 
日、昨日被為
 
召候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 三谷休甫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中村道務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 星野円寿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 勝村長益
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田幸俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 同
 
貞俊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 加藤春悦
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 長谷川露三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木宗斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 宅間玄佐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 高田道葛
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御城坊主
 
 佐々木文斎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木一斎
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈式台進物帳〉
 
十一日、先頃
 
一位様小石川
江
被為
 
入候節、御足軽小頭共ニ拾壱人御借シ被
成候ニ付、
 
水戸様（徳川綱條）
〈粛公〉より右之者共
江
金千疋被
下置候、 〈用部屋日次帳〉
 
十三日、御中小性目附福地半蔵〈昌清〉 、今日水戸より罷登候
 
十四日、御中小性目附福地半蔵〈昌清〉 、今朝水戸
江
罷下候
 
十五日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉 、今日御前髪被為執候、 〈上三篇横目
方日次帳〉
 
同
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行格御刀番組合
 
安仲紋衛門〈義弘〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両
 
 
 
 
 
 
 
御役料金弐両
 
 
 
 
 
其方儀、水戸定役被
 
仰付、津役運送方御金方拝借方
共ニ御蔵方路銭方可相勤旨被
 
仰付候、来二月中妻子
等引越可申旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味衆
江
 
 
 
 
 
其方共、水戸御買物 御賄御中間指引水戸詰之者支配可仕候、依之藤沼数衛門其方共手代ニ被
 
仰付旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸役人中
 
 
 
 
 
岡崎安佐衛門義、段々老人ニ罷成当役太義ニ有之候ニ付、御役
 
御免被遊、安仲紋衛門支配被
 
仰付候、此
上勤方之儀は紋衛門可申付候、佐川太郎兵衛義は、紋衛門手代ニ被
 
仰付候、藤沼数衛門義は、吟味衆手代
ニ被
 
仰付旨、
 
 
 
 
 
右之通
 
仰渡候、 〈横目方家中被仰出帳、 用部屋日次
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帳〉
 
同
 
日、
 
少将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉 、今日御前髪被為
 
執候、為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通被指上候
 
同
 
日、寒入ニ付、
 
一位様
江
 
 
 
 
 
 
 
三度栗壱箱
 
 
 
 
 
 
 
生鯛弐枚
 
 
 
 
 
右之通、御使者ヲ以御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
少将様〈恭伯〉 、今日中将ニ御任官被遊候、 〈系図〉
 
廿一日、御用達町大工内木市兵衛無訖度願上候は、旅等仕候節
刀を指候様ニ仕度旨申出候ニ付、則達
 
上聞、左之通
被仰出候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内木市兵衛
 
 
 
 
 
其方儀、旅行之節并御当地ニ而も 火有之候節は、勝手次第刀ヲ指候様ニ可仕候、尤、刀指候而勝手ニ不罷成時は可為各別之旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市兵衛悴
内木長十郎
 
 
 
 
 
其方儀は、末前髪も有之候間、御当地向共勝手次第刀指候様ニ可仕旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰付候
 
同
 
日、内木市兵衛義、御屋鋪御近所出火之節参上仕候時分、
御紋付之挑灯為持参上 度旨願出、則御紋付之 挑灯被下置候
 
同
 
日、元御郡奉行村上甚衛門〈勝房〉義、段々病気致快気候
由、然共御屋鋪中は勿論、他所
江
も不罷出罷有候儀達
 
上聞被
 
仰出候は、剃髪ヲも仕無腰ニ而他所并御屋
鋪中共向後自由ニ罷出 様ニと御用人衆より御勘定奉行小高伊野衛門〈重本〉ニ申渡相達 、 〈上三篇用部屋日次帳〉
 
廿一日、寿光院様御十三回忌ニ被為当候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
播磨守様〈頼隆〉
江
 
 
 
 
 
 
 
根芋壱籠
 
 
 
 
 
 
 
御花壱桶
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、小笠原遠江守殿〈忠遥〉より今日松平安芸守殿〈綱長〉
江
御結納被遣候ニ付、為御祝義、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原遠江守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱折
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右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、従
 
一位様寒中為御尋
 
上使日比野七郎右衛門殿〈名闕〉ヲ以生鯛
三枚御拝領被遊候
 
廿二日、水戸定役安仲紋衛門〈義弘〉 、今日水戸
江
致発足候
 
廿五日、為御茶口切
 
松林院様表
江
被為
 
入候
 
廿八日、
 
源義様（徳川光圀）
御法事、於水戸明日より御修行被遊候ニ付、
御家中鳴物音曲可致遠慮旨、 相触申候、 〈上四篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
中将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉御任官被
 
仰出候御礼、今日被
 
仰
上候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
八重姫（吉孚正室）
君様
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛壱箱
 
 
 
 
 
中将様
江
 
 
 
 
 
 
 
鯔拾本
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈式台進物帳〉
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並軍平事
 松本伝八〈重明〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
 
 
 
 
 
 
十二月大
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
無役三太郎事
 高山勘五郎〈重明〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、従
 
公義被
 
仰出候御書付
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
相触候書付之通、御料は奉行・御代官、私料は地頭より堅申付之、当年迄たはこ作り候所之町歩之高書付、其内半分たはこ作り候様ニ申付、残る半分ハ穀類作り候様申付候段書記之、来年二月迄之内御勘定所
江
可被
指出候、且又穀類可作之所々種不足之所ハ、奉行・御代官・地頭より種之義申付 、田畑〈本書脱下文〉
 
 
 
 
 
 
 
覚
 
 
 
 
 
前々よりたはこ本田畑ニ作間鋪旨度々相触候得共、連々たはこ大分作り出シ候、来未年たはこ作り候義当年迄作り来 候半分作之、残る半分之所ニは土地相応之穀類可 之候、若相背輩於有之は可為曲事者也
 
 
 
 
 
 
 
午十二月
 
 
 
 
 
右之両通、御老中稲葉丹後守殿〈正通〉よ 御家来壱人御指出被成候様ニと申来 ニ付、御番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉御指出被成候処、右之御書付御渡被成候、〈式台御条目留〉
 
三
 
日、小笠原八之丞殿〈名闕、吉田侯小笠原佐渡守源長重三
男、早世、諡幼容〉御死去被成候、 〈式台戒名帳〉
 
五
 
日、小笠原佐渡守殿〈長重〉 、御忌中為御見舞、
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小笠原佐渡守殿
江
 
 
 
 
 
 
 
岩茸壱曲物
 
 
 
 
 
右之通被遣候
 
同
 
日、中山半右衛門殿〈名闕〉 、今度御役替被成候ニ付、為御
祝義、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山半右衛門殿
江
 
 
 
 
 
 
 
鯔拾本
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
六
 
日、今日
 
源義様御法事御結願ニ付、御普請一日相止申候
 
七
 
日、
 
 
 
 
御腰物奉行清兵衛事
箕輪団兵衛〈永常〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
源義様御三回忌之為御精進揚、
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
〈粛公〉
江
 
 
 
 
 
 
 
名吉拾本
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候
 
十
 
日、中山主殿〈名闕〉 、今 移
（
徒
徙
ニ
）
付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中山主殿
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛拾枚
 
 
 
 
 
右之通被下候、 〈上二篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御小性頭
 
 三宅平太佐衛門〈繁利〉
 
 
 
 
 
 
 
銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、毎々之通御褒美被下置候
 
十四日、従
 
一位様上使守能吉兵衛殿〈名闕〉ヲ以、
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、為歳暮之御祝義、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御時服弐ツ
 
 
 
 
 
右之通、如例年御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
同
 
日、右同断ニ付、
 
一位様
江
 
 
 
 
 
 
 
子籠鮭三尺
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
〈上二篇式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十五
 
終
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守山御日記巻之三百五十六
 
起元禄十五年壬午十二月十五日
 
 
 
終同年同月二十八日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十五年壬午
 
十二月
 
十五日、昨夜本所回向院後元高家衆吉良上野介殿〈義英〉屋敷
江
故浅野内匠頭殿〈故赤穂侯源長矩〉家来大勢押寄、
上野介殿ヲ討取、死人大勢有之旨、風聞御座候由、本所御屋鋪守有馬三大夫〈忠時〉方より申越候
 
 
 
 
 
 
 
右細書は介石記ニ而補致附録置候
 
同
 
日、今日之御役替御加増
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
其方儀、数年実体ニ御奉公相勤太義ニ
 
思召候、段々
年も寄候ニ付御用人役
 
御免被成、御部屋一通之御用
向相勤可申 、座席之儀も御改、岡田彦佐衛門次ニ被
 
仰付候、向後寄合之面々御預被成候間、左様相心得
可致支配候、尤、御部屋 等も無之時分は只今迄之通御用部屋
江
可罷出候、差当候御用等も有之候ハヽ御
用部屋向之御用等も無遠慮可相勤候、支配之者共年寄共より可申聞候間可承候、 内岩崎又兵衛儀は別而丹
波様
江
御附被成候者之事ニ候間、此壱人は小頭之支配
ニ不及候旨、於
 
御前被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御普請奉行
 西田曽野衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金三両
 
 
 
 
 
其方儀、高十両ニ被成下旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御賄頭
 
 
 鈴木庄大夫〈正吉〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、数年実体ニ相勤候 付、御扶持方御加増被下候、思召有之付、席は只今迄之通ニ而 蔵方被
 
仰付
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御蔵奉行
 
 石橋五佐衛門〈良忠〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御賄頭被
 
仰付候、御台所向之儀は
 
思召有
之候間、段々 用人共
江
承合可相勤旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 峰岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚半
 
 
 
 
 
其方儀、御中小性目附ニ被仰付候、依之御役料御直シ被成下旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 鈴木吉兵衛〈利貫〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、御包丁人頭被
 
仰付候、依之御扶持方御加増
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被下旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 関
 
左内〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田与十郎〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小高津衛門〈梢行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 林
 
弥大夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小泉紋平〈繁明〉
 
 
 
 
 
 
 
金五両被
 
成下候
 
 
 
 
 
其方共、御番等相勤候ニ付、御給金御直シ被遊候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
拝借方
 
 
 大貫吉佐衛門〈広尚〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、役義等相勤候ニ付、御役料被下候、平生之勤方吟味衆ニ指続諸事御用向相達候様ニ可仕候、附り、御下屋鋪支配只今迄小山田藤次衛門相勤候、向後其方支配可仕旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御坊主
 
 
 木村良斎
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、小給ニ付、御扶持方御加増被下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性組合
鈴木庄大夫〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金壱両
 
 
 
 
 
其方儀、数年無懈怠相勤候ニ付、御加増被下高六両ニ
被成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人見習
広木外衛門〈雅重〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増壱人扶持
 
 
 
 
 
其方儀、 未若年ニ有之候得共、 祖父より之旧功ヲ被
 
思
召、御扶持方御加増被下置候、此上役義情出
（
精
）
シ致習候
様ニ可仕候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御大工棟梁
 石田嘉平〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、御役料被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御台所役
 
 小野崎安衛門〈冨昌〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、当役被
 
仰付候付、御役料被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御祐筆
 
 
 浦部七郎佐衛門〈直庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小林軍内〈董林〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 村松新助〈正久〉
 
 
 
 
 
 
 
筆墨代銀壱枚宛
 
 
 
 
 
其方共筆墨代被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 鈴木政衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 岡部武衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 脇田又蔵〈正安〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木四平〈久雅〉
 
元禄 15 年(1702) 12 月 
 270 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 水野忠兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美麻上下壱具宛
 
 
 
 
 
其方共加役相勤候付、御褒美被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
 永井善衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美絹壱疋
 
 
 
 
 
其方儀、段々見セ馬等ニも罷出候付被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 舟橋武助〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、役義之外御用等被
 
仰付候ニ付、御褒美被下
置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
 白土伝七〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、小給ニ付御加増被下、高四両弐分ニ被
 
成下
候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御式台物書
 大和田平蔵〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、此度御加増被下、高四両ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御式台役
 
 飯島吉衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、数年実体ニ相勤候付、小頭ニ被
 
仰付候間、
御役料被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 野内武衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御加増被下、高五両ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御酒部屋
 
 今井市佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方義、御加増被下、高四両ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 玉生忠衛門〈貴林〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御加増被下、高五両ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会所手代
 
 神永権兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御加増被下、高三両弐分ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御厩手代
 
 所谷角衛門
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御加増被下、高四両弐分ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附坊主
 大内立賀
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御加増被下、高三両弐分ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
 小貫惣衛門〈延清〉
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
其方儀、御褒美被下置旨、
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一、其外小給面々、御加増御褒美被下置候
 
同
 
日、皆勤之面々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
 冨岡斧衛門〈政直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番 刀番
 野口軍蔵〈氏春〉
 
 
 
 
 
 
 
白銀壱枚宛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 坂口条之助〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性目附
萩谷久平〈副充〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 服部惣大夫〈清勝〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性
 
 中西忠大夫〈忠次〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 峰岸儀兵衛〈知隆〉
 
 
 
 
 
 
 
絹壱疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 松本軍六〈常行〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性目附
福地半蔵〈昌勝〉
 
 
 
 
 
 
 
上勤金弐分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 
 小原源五〈信本〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 桑原寸野衛門〈比道〉
 
 
 
 
 
 
 
中勤金壱分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 岡田与十郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
右は、上勤有之候得共、御番一通故、中勤ニ罷成候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 小高津衛門〈梢行〉
 
 
 
 
 
 
 
上勤金弐分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 吉田善佐衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
 安島武平〈正利〉
 
 
 
 
 
 
 
皆勤絹壱疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 脇田又蔵〈正安〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木政衛門〈利尭〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木四平〈久雅〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 吉田善蔵〈正良〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 吉沢半平〈伴光〉
 
 
 
 
 
 
 
皆勤絹壱疋
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御徒
 
 
 
 
 水野忠兵衛〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 平山権八〈種正〉
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 小山田藤次衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
上勤金弐分
 
 
 
 
 
右は、皆勤候得共、御番一通り故、上勤ニ罷成候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性抜人
 安藤彦衛門〈矩重〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、 寄合組頭ニ被
 
仰付候、 依之御役料被下置旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水戸御買物手代
藤沼数衛門
 
 
 
 
 
 
 
御役料金壱分
 
 
 
 
 
其方御買物方相勤候ニ付、御役料被下置候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附御雇
 安島武平〈正利〉
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金壱両
 
 
 
 
 
其方儀、御役儀 雇被
 
仰付候ニ付、為御褒美被下置
候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御坊主小頭
 
 小林嘉卜
 
 
 
 
 
 
 
御褒美金弐分
 
 
 
 
 
其方儀、御役儀之外
 
御用被
 
仰付骨折候ニ付、御褒
美被下候旨
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御国者小道具
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五人
 
 
 
 
 
 
 
御加増金弐分宛
 
 
 
 
 
其方共御加増被下、高三両ニ被
 
成下候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰付候、 〈上二篇用部屋日次帳、 横目方家中
被
 
仰出帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
御番御刀番
 渡辺又市〈忠綱〉
 
 
 
 
 
其方儀、御部屋住より数年相勤太義ニ
 
思召候、段々
年寄耳も遠ク成候由被為及
 
御聞、泊り番太義ニ思召
候間
 
御免被成候、加藤惣佐衛門と格日ニ昼番可相勤
旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
 萩谷弥一佐衛門〈長正〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小性抜人
安藤彦衛門〈矩重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 関
 
左内〈名闕〉
 
 
 
 
 
右三人ニ而朝夕泊り可相勤候、関左内儀は、当分 人少之内計御加へ被遊候旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
 深谷佐五衛門〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 吉田善佐衛門〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小高津衛門〈梢行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田与十郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 林
 
弥大夫〈同上〉
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右五人ニ而、御玄関不明様昼夜共可相勤旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰付候、 〈横目方家中被
 
仰出帳〉
 
十七日、井上中務殿〈正任〉御三回忌ニ被為当候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
井上大和守殿〈正峰〉
江
 
 
 
 
 
 
 
干瓢一曲
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十八日、
 
 
 
 
 
 
御祐筆七郎佐衛門事
浦部庄七〈直庸〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
同
 
日、 郡司茂佐衛門 〈名闕、 役名未詳〉 兄小野十衛門と申者、
町奉行松前伊豆守殿〈名闕〉与力相勤罷在候処、去ル頃致頓死候、実子無之跡目継可申者無御座候付、茂佐衛門
江
跡目可被
 
仰付由ニ御座候間、茂佐衛門義、御
暇被下置候様ニ奉願候由、津軽越中守殿〈信政〉御家来郡司立衛門と申者願書持参
 
松林院様御属木内所
佐衛門〈親常〉ヲ以相願 付、願之通御暇被下置候、〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
中将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉御部屋
江
 
八重姫（吉孚正室）
君様被為
 
入、元
服御任官御祝義ニ御膳被為進候ニ付、
 
 
 
 
 
中将様
江
 
 
 
 
 
 
 
名吉拾本
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈式台進物帳〉
 
廿一日、丹波様御箸揃御祝義相済申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、右御祝義ニ付、御料理之次第
 
 
 
 
 
 
 
御赤飯
 
 
 
 
 
 
 
御吸物
 
 
 
 
 
 
 
御酒
 
 
 
 
 
 
 
二汁七菜之 料理
 
 
 
 
 
 
 
御吸物
 
 
 
 
 
 
 
御酒
 
 
 
 
 
 
 
御茶菓子
 
 
 
 
 
 
 
惣御菓子
 
 
 
 
 
右之通御祝被遊候
 
一、御家老衆・御用人衆・御目附衆・御近習小頭・御徒頭・
 
御目通女中迄
江
 
 
 
 
 
 
 
二汁五菜之御料理
 
 
 
 
 
 
 
御吸物
 
 
 
 
 
 
 
御酒
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
 
 
一、右御祝義ニ付、惣女中侍衆并定番迄
江
 
 
 
 
 
 
 
一汁三菜
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、右御祝義ニ付、被下物之次第
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げん
江
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
やな
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たき
江
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹波様附
 岩崎又兵衛〈為成〉
江
 
 
 
 
 
 
 
金百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 加藤養仙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
妻
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せき
江
 
 
 
 
 
 
 
銀子十匁
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丹波様
 
 御乳持
江
 
 
 
 
 
 
 
右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御同人様
 御半女
江
 
 
 
 
 
 
 
銀子五匁
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町姥
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
赤飯一荷
 
 
 
 
 
右之通、為御祝義被下置候
 
同
 
日、
 
松林院様御属木内所佐衛門〈親常〉 、松林院様より御
使ニ被遣候付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松林院様御属
 木内所佐衛門
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、大神楽御部屋
江
被為
 
召、狂言等被
 
仰付候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大神楽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七人
江
 
 
 
 
 
 
 
金弐百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
松林院様より丹波様
江
今日之為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
金三百疋
 
 
 
 
 
右之通被為
 
進候、 〈上五篇用部屋子徳君誕生帳〉
 
廿二日、昨夜之失火、芝新堀際ニ而御典薬衆火元ニ而、織田監
物殿〈柳本侯平秀親〉屋鋪二十間程焼失、夫より同朋町裏通十間程、三谷休甫屋鋪少焼、夫より八町程飛火ニ而芝三丁目裏通海際
江
移り、 弐拾間四方程焼失仕候、
〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、今日之御客
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甲斐庄喜右衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多門伝八殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮崎甚右衛門 名闕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木源五右衛門殿〈同上〉
 
 
 
 
 
 
 
右之通、為御振舞御招請被成候
 
廿三日、水戸より御金百五拾七両、
 
水戸様御家来福地定右衛
門頼、為指登申候
 
廿六日、夜九ツ前、浅草門跡東光寺より失火、俵町
江
焼出、川
向
江
飛本庄御蔵屋鋪焼失仕候、 蔵二棟共ニ別条無御
座候、辻番所も相残申候、 〈上三篇横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
廿八日、御用部屋組御足軽、昨日御奉公相当罷出候処、病気之
由ニ而急ニ相引申候付、過料 出申候、軽キ者ニ而も急断之儀御目附方
江
相知候ハヽ過料取申筈ニ御座候
 
同
 
日、今昼本所御屋鋪前へ川流女死人寄申候処、押付三人尋
ニ参、爰元
江
死人寄申候由、是は鳥越橋ニ而伊勢屋伊
兵衛と申者之妻ニ而 座候、七月中産仕、産後血不納罷有候処、 昨晩近所
江
罷出候由ニ而下女壱人召連罷出、
下女ヲも帰シ何方ともなく相見え不申候ニ 相尋候得は爰元ニ而見付 候、死骸御渡可被下由 ニ付荻原近江守殿〈名闕〉衆抔と相談之上、川流之義殊
主も出候間死骸相渡遣申候、右、伊兵衛儀は酒屋ニ而男女三十人程召仕候由御座候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、 向井将監殿 〈名闕〉 、 一昨夜被致類焼候ニ付、 為御見舞、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
向井将監殿
江
 
 
 
 
 
 
 
雉子三羽
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十六
 
終
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「
 
守山御
（中表紙題箋）
日記
 
一百七十四
 
」
 
 守山御日記巻之三百五十七
 
起元禄十六年癸未正月
 
 
 
終同年同月 四日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
十一年（頼貞治世）
 
 
 
元禄十六年癸未
 
正月小
 
朔
 
日、如例年之御規式相済、御機嫌能御登
 
城被遊候、 〈横目
方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
公方様（徳川綱吉）
〈憲廟〉
江
 
 
 
 
 
 
 
御太刀一腰
 
 
 
 
 
 
 
御馬代白銀壱枚
 
 
 
 
 
右之通、御献上年始之御礼被
 
仰上候
 
同
 
日、
 
一位様
江
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
御台様
江
 
 
 
 
 
 
 
御樽代五百疋
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
右之通、御献上被遊候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 大戸市郎衛門〈良正〉
 
同
 
日、
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
御時服壱ツ
 
 
 
 
 
右御拝領之御時服、例年之通被進候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御徒頭並
大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
〈上三篇式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
一位様より以
 
上使森弥五左衛門殿〈名闕〉 、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一箱
 
 
 
 
 
 
 
昆布一折
 
 
 
 
 
右為年始御祝儀御拝領被遊候、
 
殿様未御留守故、御
家老共罷出請取、 則御先
江
申上、 為御礼御老中方
江
御廻
被遊候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
二
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
森弥五左衛門殿
 
 
 
 
 
 
 
石鰈一折
 
 
 
 
 
右は、
 
上使ニ被参候ニ付被遣候、 〈式台進物帳、用部
屋日次帳〉
 
同
 
日、為年頭御祝儀
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丹波様より
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
雉子二羽
 
 
 
 
 
丹波様より
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
雉子二羽
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
塩鱈弐本
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
御奥様
江
 
 
 
 
 
 
 
塩鱈弐本
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
三
 
日、為御諷初御祝儀、
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
松林院
江
 
 
 
 
 
 
 
島台一面〈西王母御土器弐ツ〉
 
 
 
 
 
 
 
押蕗
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
御奥様
江
 
 
 
 
 
 
 
島台一面
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老 折
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
島台一面
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老 折
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈上二篇用部屋日次帳〉
 
四
 
日、
 
御台様より以
 
上使日置七郎左衛門殿〈名闕〉 、
 
 
 
 
 
 
 
御肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御樽一荷
 
 
 
 
 
右之通御拝領被遊候ニ付、為御礼
 
八重姫君様、御老
中
江
 
御出被遊候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、為年始之御祝儀被為入候ニ付、
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
雉子弐羽
 
 
 
 
 
右之通被為進候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
御台様上使
 日置七郎左衛門殿〈名闕〉
江
 
 
 
 
 
 
 
白銀弐枚
 
 
 
 
 
右は、 当年始而
 
御台様より上使ニ被参候ニ付被遣候、
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〈式台進物帳〉
 
五
 
日、為年始御祝儀、
 
松林院様御表
江
被為入候、 〈用部屋日
次帳〉
 
同
 
日、御膳過為御慰、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木三右衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
役者拾人
 
 
 
 
 
右之通被為
 
召、狂言被
 
仰付候
 
同
 
日、従
 
松林院様、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木三衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤本紋之丞
 
 
 
 
 
 
 
百疋宛
 
 
 
 
 
右両人
江
被下置候
 
 
 
 
 
御奥様より
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣役者
江
 
 
 
 
 
 
 
井籠代弐百疋
 
 
 
 
 
右之通被下置候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惣役者
江
 
 
 
 
 
 
 
銀五枚
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上三篇横目方見物帳〉
 
同
 
日、夜五ツ時 御表御立被遊候
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
色羽二重三疋〈桑・紅・浅黄〉
 
 
 
 
 
 
 
豆板弐百粒
 
此目九拾壱匁六分
 
 
 
 
 
 
 
御服砂地十
 
 
 
 
 
右、白木之台ニ居被為進候
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
鴨三羽
 
 
 
 
 
 
 
御鼻紙袋三ツ
 
 
 
 
 
右之通、御持参ニ而被為進候、 〈用部屋日次帳〉
 
六
 
日、御小納戸鈴木三太佐衛門〈政休〉 、伊勢
江
御代参致発足
候
 
同
 
日、自今以後、老衆初頭立候面々御借人ニ罷出候御足軽、
絹小袖絹羽織ニ而袴着シ可罷出候、当分羽織所持不仕者も仲ヶ間ニ而借候 成共急度明日より着シ罷出候様ニと年寄衆被申聞候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
九
 
日、旧臘廿六日、本庄御蔵屋敷御長屋雑御蔵等致焼失候
付、翌廿七日、本庄御改赤井六兵衛殿〈名闕〉 ・瀧川清衛門殿〈同上〉
江
以御使、右類焼ニ付当座御囲并御小
屋等被
 
仰付旨御届被成候所、 六兵
衛殿より申来候は、
御類焼之儀候間絵図御出シ被成候様ニと申来候、 就夫、
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名主案内ニ而本庄御屋敷守有馬三太夫〈忠時〉方より聞合候所、御屋敷絵図之儀は御類焼御長屋雑御蔵并有来候御蔵等迄委細御印、六兵衛殿
江
御指出被成候様ニ
と下絵図ヲ以申遣候 付、今日委細絵図出来、吟味根本猶衛門〈通繁〉被 処、六兵衛殿被致対談被申候は、右之絵図御使者之衆口上書弐通印形并本庄名主口上書致印形候得而持参候様ニと被申候ニ付、則六兵衛殿家来右書付相認呉候間、猶衛門致印形差出申候、兵衛 被申候は、名主方
江
被仰遣、勝手次第口上書印
形共指出シ候様ニ被申 間、右之通猶衛門方より有馬三太夫方
江
申越、 三太夫方より名主方
江
申遣候様ニと申
越候、右六
江
指出候絵図、前々之通御用人衆名
所ニ而遣候所、 印形ニ而御指出シ 様ニと被申候 付、御用人師岡次郎太夫〈重広〉印形ニ而遣シ 、相納御書付之写
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
南本所伊奈半左衛門様御代官所松平大学頭致所持候地面千拾七坪之地子抱屋敷、去ル十二月廿六日之夜類焼仕有来候篠囲南北東三方折廻シ八拾四間四尺八寸焼失 候、不用心ニ御座候付当分軽キ葭簀囲ニ仕度旨奉願候 御伺之上其通可致旨奉得
其意候、右屋敷囲相済不申候間堅ク其旨相心得可申旨是又承知仕候、為其如斯御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
元禄十六癸未年正月九日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭内
 根本猶衛門印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井六兵衛様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧川清衛門様
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
南本所伊奈半左衛門様御代官所松平大学頭致所持候地面千拾七坪之地子抱屋敷之内、有来候建家四棟ニ而七拾六坪之家、去ル午極月廿六日之夜致焼失候ニ付、右焼失家坪之内ヲ以此度弐間梁ニ拾壱間之笘葺
（
苫
）
当分小屋壱棟掛置申度奉願候所、場所御
見分被遊御吟味之上其通可致旨奉得其意候、尤、絵図之通相違之儀仕間敷候、重而本家作之節 々絵図ヲ以御断可申上候、為其如斯御座候、以上
 
 
 
 
 
 
 
 
元禄十六癸未年正月九日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭内
 根本猶衛門印
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井六兵衛様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧川清衛門様
 
 
 
 
 
右之通、弐通絵図共御差出シ被成候、六兵衛殿被申候は、脇々之御方ニ候得ハ口上書帳壱冊ニ使者之衆名主
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共付込致印形取候得共、
 
大学頭様御儀格別成御儀候
間、御使者之口上書名主口上書印形共別紙ニ可申付旨被申、右之通相済申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、南龍院
（徳川頼宣）
様三十三回御忌被為当候付、紀州中納言様〈綱
教卿〉
江
 
 
 
 
 
 
 
岩茸一箱
 
 
 
 
 
右は御断ニは候得共 格別之御儀故、御家老岡野信濃守方迄被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御使役
 
 
岡田与太夫〈重長〉
 
 
 
 
〈式台進物帳〉
 
十
 
日、
 
中将様（徳川吉孚）
〈恭伯〉 為年始被遊御光駕候、 〈横目方日次帳〉
 
十一日、 松平内匠頭殿 〈昌興〉 奥方為年始松林院様
江
被為入候、
〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
新知百石
 
 
 
 
 
其方儀、御用人被
 
仰付候、仍而新知被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
白銀三枚御役料
 
 
 
 
 
其方儀、御小姓頭被
 
仰付候、仍而御役料被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭並
 
大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
 
 
新知五拾石
 
 
 
 
 
 
 
御役銀取来候通
 
 
 
 
 
其方儀、御小姓頭被
 
仰付候、并新知被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
御役料白銀五枚
 
 
 
 
 
其方儀、御側物頭被
 
仰付候、并御役料御増被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
渡辺佐野衛門〈高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御取次
 
 
小高源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
新知五拾石宛
 
 
 
 
 
 
 
御役料白銀三枚
 
 
 
 
 
其方共儀、御目付被
 
仰付候、并新知五拾石御役料外
ニ内人壱人被下置候
 
 
 
 
 
右席は、物頭之次座有之由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾五両ニ成
 
 
 
 
 
其方儀、 御近習組頭被
 
仰付候、 依而御加増被下置候、
并内人壱人被下置候
 
 
 
 
 
右席は、御徒頭之次座有之由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓格
 小原林蔵〈氏郷〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 野口軍蔵〈氏春〉
 
 
 
 
 
其方共大小姓被
 
仰付候
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右、何も於
 
御前被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使役
 
 
三浦浅衛門〈義重〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾五両ニ成
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番
 
 
生駒十兵衛〈定行〉
 
 
 
 
 
 
 
新知五十石
 
 
 
 
 
其方共御取次御雇被
 
仰付、御纏番只今迄之通可相勤
之旨、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
坂口条之助〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾両ニ成
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、御近習役被
 
仰付候、并御加増小袖代被下置
候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
川合小弥太〈正利〉
 
 
 
 
 
 
 
高拾両ニ成
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、御供御刀番被
 
仰付候、并御加増小袖代被下
置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓組
 
矢内奥衛門〈重良〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒小頭
 
小原源五〈信本〉
 
 
 
 
 
其方共御小納戸被
 
仰付候、依而御役銀小袖代並之通
被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥寄合
 
 
西川新平〈常延〉
 
 
 
 
 
 
 
高七両三人扶持ニ成
 
 
 
 
 
其方儀、御小納戸被
 
仰付候、并御役銀小袖代並之通
被下置候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御中小姓
 
大戸弥次兵衛〈幸監〉
 
 
 
 
 
 
 
金壱両御加増
 
 
 
 
 
其方儀、御小姓組被
 
仰付候
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方家中被仰出帳〉
 
同
 
日、自今以後、御供先ニ而御供廻御酒不被下候筈ニ被
 
仰
出候、 〈横目方日次帳〉
 
十二日、 御老中本多伯耆守殿 〈正永〉 、 御加増拝領、 城主ニ被
 
仰
付候ニ付、為御祝儀、
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈式台進物帳〉
 
十三日、
 
御奥様・染姫様、
 
水戸様〈粛公〉
江
四ツ過ニ御年
始被為
 
入候
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
宰相様（徳川綱條）
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
季君様（綱條正室）
江
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干鯛一折
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
 
 
 
〈○本書不載大夫人之幣物、按染子之幣自侯家也、夫人
之幣所自贈也、故不記乎〉
 
同
 
日、御小姓組衆、明日より御供羽織ニ而罷出候様ニと年寄
衆被申渡候
 
同
 
日、三浦浅衛門〈義重〉 ・生駒十兵衛〈定利〉 、御取次被仰
付候ニ付、右御番割朝夕弐人昼泊壱人宛相詰候筈ニ御座候
 
同
 
日、播磨守様〈頼隆〉衆参候得而暮過罷帰候ニ付、吟味飯
村彦五郎 〈常好〉 御目付方申出御門断押之者指遣候所、最早相通申候、依之御門番致詮儀候
（
マ
マ
）得は、小石川播磨
守様・筑後守様御侍中は昼之内相通 候由ニ候、昼之内は尤候得共、 行燈付候而通候段不調法之 申 得は、行燈付候所
江
参掛候程之儀ニ御座候間通申候由申候、
夫共ニ不調法ニ候得共、 も御門打不申内故其通相済申候
 
十四日、今日之御役替
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒
 
 
 
安島武平〈正利〉
 
 
 
 
 
 
 
高七両三人扶持ニ成
 
 
 
 
 
 
 
役料銀壱枚
 
 
 
 
 
其方儀、小原源五跡御徒小頭被
 
仰付候、依之御切米
御扶持 御役料御加増被下置候、只今迄御目付方御雇情入
（
精
）
相勤候段、御喜色
 
思召候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
吉沢半平〈伴光〉
 
 
 
 
 
其方儀、唯今迄御徒ニ入込 供仕候、向後御膳番所
江
相詰、御供罷出候節、御駕籠脇ニ相立、御供仕候様ニ被
 
仰付候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
無格
 
 
 
大内十野衛門〈正矩〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
小野崎団四郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
其方共向後御徒番所
江
相詰候様ニ被
 
仰付候、 〈用部屋
日次帳、横目方日次帳、同家中被仰出帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御医師並
 
水野省戒
 
 
 
 
 
其方儀、 只今迄御近習支配之所、 水沢又衛門支配被
 
仰
付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候、 〈横目方日次帳、同家中被仰出帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十七
 
終
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守山御日記巻之三百五十八
 
起元禄十六年癸未正月十七日
 
 
 
終同年同月二十六日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十六年癸未
 
正月
 
十七日、本庄御蔵屋敷御抱屋敷と申儀は、
 
公儀
江
御願被遊候
得而相済申候得共、御圍御家作共御勝手次第新地御奉行衆
江
不及御聞合御拝領地御同様ニ相済申候由ニ付、
赤井六兵衛殿〈名闕〉家来高田条左衛門と申者ニ吟味根本猶衛門〈通繁〉被遣御聞合候所、六兵衛殿
江
御頼
被成候得は、御願之御相談ニより御拝領地御同意罷成申候由致挨拶候 又平御勘定久保田佐次衛門殿 〈名闕〉江
も御聞合被遊候所、同様之儀ニ付、御使者ヲ以六兵
衛殿
江
御頼被遊候所、御願之通相済可申候得共、同者
御老中阿部豊後守殿〈正武〉
江
御内意被
 
仰入、其上
ニ而御願被
 
仰達は猶以御首尾能可有之由、愈左様思
召候ハヽ、豊後守殿用人石山嘉衛門と申者、箇様成儀取扱申 間、此方
江
御頼御相談可然候、其節、御使者
口上書被
 
仰入候様ニと被申候ニ付、口上書之儀も不
案内ニ御座候得は、 指図被下候様ニと申候所、六兵
衛殿文言ニ而猶衛門相認持参仕候、則右之口上書御刀番頭岡田彦佐衛門〈宜紀〉御使ニ而阿部豊後守殿
江
被
遣、石山嘉衛門方
江
被
 
仰入候処、右指図ニは此方
江
も被
 
仰入置候旨御書加へ新地御奉行衆
江
御頼可被成
候、尤、御口上書は御直之御名所ニ被成候様ニと指図有之 依而左之通御認させ六兵衛殿被遣候、阿部豊後守殿用人石山嘉衛門方より指図之御口上之覚
 
 
 
 
 
 
南本所伊奈半左衛門殿御代官所私持来候地面千拾七坪之地子抱屋敷囲屋作奉願候、尤、拝領下屋敷有之候得共、居屋敷より程近ニ而、自然同時ニ焼失之節致難儀候間 右屋敷致家作、 火事等之節退場ニ仕度、且又在所より運送も能御座候ニ付、諸色入置候蔵ヲも相建置申度候、可罷成儀ニ御座候ハヽ囲家作永々御免被下候様ニ奉願候 右之旨阿部豊後守殿
江
も申
入置候、以上
 
 
 
 
 
 
 
正月十八日
 
 
 
 
 
 
 
 
御性名
 
 
 
 
 
 
 
赤井六兵衛様
 
 
 
 
 
 
 
瀧川清衛門様
 
右之書付
江
絵図御指添被遣候、御屋敷之かつこう迄御
認させ被遣候様ニと嘉衛門申聞候ニ付、右之文言ニ而六兵衛殿
江
被遣候、印形ニ而も入申候儀候哉、当テ所
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様付ニ而候哉、殿付ニ而御座候ハヽ御指図次第相認直シ可申由被
 
仰遣候所、御書付之通ニ而能御座候由ニ
而、御印形も無之、右之通様付ニ而相済申候
 
十八日、赤井六兵衛殿・瀧川清衛門殿、本所御屋敷為見分被参
候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
師岡次郎太夫〈重広〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
小鷹源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
相詰申候、右為御馳走御弁当為持候得而
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吟味
 
 
 
根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御包丁人
 
白土伝七〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
手代
 
 
 
深谷藤佐衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■主
 
 
 
井上春嘉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大工茂衛門
 
 
 
 
 
右、何も罷越候
 
同
 
日、九ツ時、新地奉行衆両人、御蔵屋敷
江
被参被致見分、
即刻被罷帰候、 御馳走も請不被申候、 〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
吉沢半平〈伴光〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表寄合
 
 
小泉紋平〈久繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒並
 
 
松本伝八〈重明〉
 
 
 
 
 
其方共、羽織ニ而御駕籠廻御供可仕由被
 
仰付候
 
廿一日、
 
 
 
 
 
 
御近習条之助事
 坂口軍次〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大小姓軍蔵事
 
 
野口権六〈氏春〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、蜂須賀飛騨守殿〈隆重
〉御賀御祝被成候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
御盃壱ツ〈外鶴亀松竹、内寿ノ一字〉三盃入
 
 
 
 
 
 
 
寿饅頭壱箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三百入
 
 
 
 
 
 
 
 
紅ニて寿字銘之書之上書共ニ紅ヲ用
 
 
 
 
 
 
 
腹太一折
 
 
 
 
 
右之通、為御賀御祝被為進候
 
 
 
 
〈用部屋日次帳、式台進物帳〉
 
同
 
日、
 
御奥様・染姫様御同道ニ而、飛騨守殿
江
年始両様御
互御出被遊候、御賀 祝儀、
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
 
 
生肴一折
 
 
 
 
 
右之通御持参被遊候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿四日、
 
 
 
 
 
 
御目付佐野衛門事
渡部孫衛門〈高〉
 
 
 
 
 
右之通、名改申候、 〈横目方日次帳〉
 
廿五日、
 
殿様、御賀之御祝儀御祝被遊候
 
同
 
日、右之儀ニ付、御進物并献上物左之通御座候
 
 
 
 
 
松林院様より
 
 
 
 
 
 
 
御手樽弐ツ
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饅頭
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
御奥様より
 
 
 
 
 
 
 
干鯛
 
 
一箱
 
 
 
 
 
 
 
染縮緬
 
二巻
 
 
 
 
 
 
 
御樽代
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本多中務太輔殿〈政武〉より
 
 
 
 
 
 
 
小鯛五十枚
 
 
 
 
 
 
 
海老五十
 
 
 
 
 
 
 
御手樽壱荷
 
 
 
 
 
小川町様より
 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代三百疋
 
 
 
 
 
麻布様より
 
 
 
 
 
 
 
鯛三枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内藤豊前守殿
奥方より
 
 
 
 
 
 
 
鴨弐羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀飛騨守殿〈隆重〉より
 
 
 
 
 
 
 
生鯛一折
五
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
蜂須賀下総守殿〈隆長〉より
 
 
 
 
 
 
 
鮑
 
一折
十
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
於春殿より
 
 
 
 
 
 
 
海老一折
 
 
 
 
 
 
 
作台一面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平内匠頭殿〈昌興〉
奥方より
 
 
 
 
 
 
 
腹太五本
 
 
 
 
 
 
 
三百疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山より
 
 
 
 
 
 
 
腹太五本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野沢より
 
 
 
 
 
 
 
饅頭一箱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
玄性院
 
 
 
 
 
 
 
御礼
 
 
 
 
 
 
 
饅頭二箱
 
 
 
 
 
染姫様より
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
 
 
饅頭一箱
百
 
 
 
 
 
丹波様より
 
 
 
 
 
 
 
御樽壱荷
壱斗入
 
 
 
 
 
 
 
伊勢海老一折
 
 
 
 
 
御姫様方より
 
 
 
 
 
 
 
五百八十七海老一折
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御手樽壱ツ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老四人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭衆三人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人衆弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭衆三人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付衆弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御歩行頭弐人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側物頭
 
 木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
 浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中奥女中衆二人
 
 
 
 
 
 
 
生肴一折宛
 
 
 
 
 
右之通、被進并致献上候
 
同
 
日、右御返礼并被下物
 
 
 
 
 
松林院様
江
 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御手樽壱ツ
壱斗入
 
 
 
 
 
染姫様
江
 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御手樽壱ツ
五升入
 
 
 
 
 
御子様方
江
 
 
 
 
 
 
 
生肴一種
 
 
 
 
 
 
 
御手樽壱ツ
五升入
 
 
 
 
 
右之通被為進候、其外之御方々様
江
被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御家老
 
 
 
 
 
小原孫太夫〈信興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
三宅八衛門〈繁賀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
野口兵衛門〈氏寿〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
中野九佐衛門〈清定〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御刀番頭
 
 
 
 
岡田彦佐衛門〈宜紀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭寄合支配
 水沢又衛門〈正次〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御番頭
 
 
 
 
 
大戸市郎衛門〈良 〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御用人
 
 
 
 
 
師岡次郎太夫〈重広〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
望月仲衛門〈君年〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小姓頭
 
 
 
 
三宅平太佐 繁利
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
脇田十郎佐衛門〈正義〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
大家小市衛門〈義治〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目付
 
 
 
 
 
渡部孫衛門〈高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
小鷹源衛門〈重行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御側物頭
 
 
 
 
木内林内〈政康〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒頭
 
 
 
 
 
鈴木文次〈広当〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
三宅伴助〈繁久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習小頭
 
 
 
浅香孫兵衛〈忠之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外山
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野沢
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中奥女中弐人
 
 
 
 
 
 
 
弐百疋宛
 
 
 
 
 
右之通被下置候、 〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、右之儀ニ付、年寄衆・御近習向不残御料理被下置候、
当番之面々赤飯・吸物被下置候、 〈横目方日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
浪人
 
 
 
 
 
 
若林忠次郎〈名闕〉
 
 
 
 
 
右は、従水戸御徒被召出候、 〈横目方日次帳、用部屋日次帳〉
 
同
 
日、従勢州御代参御小納戸鈴木三太佐衛門〈政休〉致帰府
候、 〈用部屋日次帳〉
 
廿六日、
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 
 
 
鈴木三太佐衛門〈政休〉
 
 
 
 
 
 
 
十両四人扶持成
 
 
 
 
 
 
 
小袖代銀三枚
 
 
 
 
 
其方儀、今度御近習役被
 
仰付候、依之御切米御加増
小袖代並之通被下置候、 〈横目方日次帳、 同家中被仰出帳○用部屋日次帳作二十五日、今従横目方日次・被仰出帳〉
 
 守山御日記巻之三百五十八
 
終
 
 
「
 
□山
（
守
）
御日記
 
一百七□□
 
（
十
五
）
」
 
 守山御日記巻之三百五十九
 
起元禄十六年癸未正月廿七日
 
 
 
終同年二月朔日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十六年癸未
 
正月
 
廿七日、麻布様為御年始被為入候、 〈横目方日次帳、用部屋日次
帳〉
 
同
 
日、麻布様より
 
 
 
 
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
雉子弐羽
 
 
 
 
 
右之通、御持参被成候
 
 
 
 
 
殿様より
 
 
 
 
 
麻布様
江
 
 
 
 
 
 
 
郡内島弐反
 
 
 
 
 
右之通被為進候
 
同
 
日、本所御蔵屋鋪之義ニ付、新地御奉行赤井六兵衛殿〈名
闕〉より吟味根本猶衛門〈通繁〉方
江
手紙ニ而申来候
は、申談度義有之候間押付参 候様ニと申来候ニ付、
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猶衛門早速被遣候処、本所御蔵屋鋪之義御願之通阿部豊後守殿〈正武〉
江
申達候処、御願之通御囲家作共ニ
御拝領地御同様ニ相済申候旨被申渡候、且、此節本所名主新平ヲも六兵衛殿より被呼申候処、不快之由ニ而手代嘉衛門と申者参候、具ニ新平
江
申聞候様ニと右之
趣嘉衛門方
江
も被申渡候、
 
公儀
江
相納候口上書絵図共
ニ左之通六兵衛殿家来衆
江
被申付相認させ判形被取候
而相済申候、并六兵衛殿
江
猶衛門相尋候は、本所屋敷
拝領地同前ニ相済候ニ付、
江
大学頭方より御
礼被申候義、直ニ被参候而可然候哉、又は以使者 申候而相済可申候哉、無御心置御指図被成被下候様 と申候処、六兵衛殿被申候は 脇々ニ而候得は不申談候得共、 毎度御熟意被仰下候 付、 御自分迄 談候、 脇々ニ而は直ニ豊後守殿
江
御礼ニ被参事ニ候、併大学頭様
御義は格別之御事ニ候間、御使者ヲ以 礼被仰進可然候、 自身御出ニは及申間鋪 、依之取次高田条左衛門
江
相談仕候は、 使者柄ニ而も入可申歟と相尋候得は、
条左衛門申候は、夫ニ及申間鋪 由申候
 
一、右之通、六兵衛殿より被申渡候ニ付、其座ニ而猶衛門
承候は、願之通囲屋鋪 相済申候ニ付、御書附ニ而も御出シ被成候義御座候哉と条左衛門 相尋 処
 
公
儀御帳面
江
相済申候趣具ニ相記、御書付并御使者口上
書絵図共ニ相納置候、其上豊後守殿
江
御礼被仰遣候義
御座候得は、永々慥成御事御座候間、少も御気遣成義は無 由申候由
 
一、赤井六兵衛殿より
 
殿様
江
 
 
 
 
 
 
 
此度本所御抱屋鋪御長屋類焼ニ付、自今已後御囲御家作共ニ永々御拝領地御同様ニ被成度之旨、御書附ヲ以御願被仰下候ニ付、右御屋鋪見分仕、御願之通阿部豊後守殿
江
申立候処、御首尾能御願之
通御囲家作共ニ永々御拝領地御同様ニ相済、珍重奉存候、私義も一段之義奉存候、委細之儀は御使者
江
得御意候由、宜相心得候様ニと被申候
 
一、赤井六兵衛殿
江
相納候書附
 
 
 
 
 
 
 
 
口上書
 
 
 
 
 
 
 
南本所伊奈半左衛門様御代官所松平大学頭致所持候地面千拾七坪之地子抱屋鋪、此度囲家作永々免被下候様ニ大学頭口上書ヲ以奉願候ニ付、場所御見分 遊御窺之上願之通被
 
仰渡奉得其意候、
為其一札如是御座候、已上
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平大学頭内
根本猶衛門
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元禄十六癸未正月廿二日
 
 
 
 
 
 印
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井六兵衛様
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧川清衛門様
 
一、御屋鋪絵図
 
【
 
口絵図版
 
⑱
 
】
 
 
 
 
 
右之通、絵図六兵衛殿
江
相納申候
 
同
 
日、右御屋鋪相済候ニ付、阿部豊後守殿
江
御礼使被遣候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御番頭
 
大戸市郎衛門〈良正〉
 
 
 
 
 
同断、六兵衛殿・清衛門殿
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
御使役
 
岡田与太夫〈信吉〉
 
 
 
 
 
右之通被遣候、 〈自正月廿七日之篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、御徒目附松本軍六〈常行〉 水戸
江
為代致発足候
 
同
 
日、御外科益田永仙、妻子召連従水戸罷登候
 
同
 
日、
 
水戸様（徳川綱條）
・播磨守様〈頼隆〉 ・筑後守様〈頼道〉
江
之御
取遣、向後両敬ニ被
 
仰合候、 〈上三篇横目方日次帳〉
 
廿八日、本所御蔵屋鋪、御願之通相済候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧川清衛門殿〈名闕〉
江
 
 
 
 
 
 
 
干鯛一折
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
吟味
 
 
 根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
私持来候本所抱屋鋪囲家作等永々御免願之通以御取持相済忝存候、 尤、 昨日乍御答以使申入候得共、猶更右之御礼申入度目録之通進之候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 赤井六兵衛殿〈名闕〉
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
雉子
 
弐羽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御樽代千疋
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
吟味
 
 
 
根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上、右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤井六兵衛殿取次
 高田条左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 
 
 
 長沢孫衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三百疋宛
 
 
 
 
 
右御願ニ付、何角取持候ニ付被下置候
 
同
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
屋鋪改衆
 
酒井与九郎殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
御口上
 
 
 
 
 
 
 
私持来候南本所抱屋鋪囲家作共永々御免之儀、御改衆迄相願 処、願之通相済候由、赤井六兵衛殿より被仰渡難有仕合奉存候、右之旨為御知以使申入候
 
右之通被仰遣候処、相応之御答ニ而取次之者申候は、本所御蔵屋鋪御普請之節当座 囲被成候ハヽ為御知可被成候、其節此方役人出
合見届申儀ニ御座候由申聞
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候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
本所御屋鋪守
 
有馬三太夫〈忠時〉
 
廿九日、
 
 
 
 
 
 
 
屋鋪改衆
 
 
 
坪内角左衛門殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
御口上、右同断
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
根本猶衛門〈通繁〉
 
 
 
 
 
右之通被仰遣候処、取次之者申候は、角左衛門儀は罷出候、帰宅次第可申聞候、扨与九郎殿
江
も定而可被仰
入候、角左衛門義新役ニ而不案内御座候、諸事与九郎殿
江
御聞合御差図次第可被成候、其上ニ而又々乍御六
ヶ敷被仰聞可被下候由、 〈上三篇用部屋日次帳〉
 
同
 
日、
 
 
 
 
御取次大久保八郎衛門事
 関宇衛門〈忠孝〉
 
 
 
 
 
右之通、依願姓名相改申候
 
 
 
 
 
 
 
二月大
 
朔
 
日、
 
 
 
 
 
 
 
 
御近習
 
 
 
 坂口軍治〈雅知〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小納戸
 
 
 小原源吾〈信本〉
 
 
 
 
 
其方共御薬方被
 
仰付候、 〈上二篇横目方日次帳〉
 
同
 
日、七ツ半時
 
麻布様御帰被遊候、 〈横目方日次帳、用部屋
日次帳〉
 
同
 
日、従
 
公儀被
 
仰出候御書附
 
一、最前も相触候通、寺社侍屋鋪鳶烏巣をかけ候ハヽ、弥
無油断早速取払、巣をかけさるやうにニ可
（
衍
）
仕候、若見
落候巣有之、玉子かへり候ハヽ、巣うつし候而山本藤衛門・佐原喜衛門方
江
可遣候、手前ニ而巣うつし候儀
難成候ハヽ、其段右両人方迄可申越候、両人方より支配之者遣うつさせ可申候事
 
一、江戸廻元御留場之内、鳶烏巣をかけ候ハヽ、其所之百
姓より寄合番岡田甚衛門・近藤与兵衛・河原喜兵衛・桜井太郎左衛門方
江
住（注）
進可仕候、右四人之者も相廻可
致吟味候間、左様ニ可心得候事、已上
 
 
 
 
 
 
未正月日〈用部屋日次帳、横目方日次帳、式台御条
目留〉
 
 守山御日記巻之三百五十九
 
終
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守山御日記巻之三百六十
 
起元禄十六年癸未二月四日
 
 
 
終同年同月七日
 
 
 
世子源頼寛子猛父
 
 
 
撰
 
 
 
元禄十六年癸未
 
二月
 
四
 
日、
 
 
 
 
 
 
御小姓組弥次兵衛事
 大戸弥八〈幸監〉
 
 
 
 
 
右之通、名相改申候
 
同
 
日、今日頭々之面々
江
年寄衆被申聞候は、火事ニ而御出馬
之節、何も宿より欠出シ急キ候故、御屋鋪之内人馬等込合怪我等有 候而は不宜候間、馬上并歩行立共ニ御屋鋪之内は静ニ罷出 様ニと被 聞候
 
 
 
 
 
 
附、歩行立之者、鳶口提候而持候者も相見候、前々被
 
仰出候通かつき候而罷出候様ニ、是又被
 
仰出
候
 
同
 
日、昨晩出火有之候節、御殿場
江
御徒使当番より村上弥九
郎〈時延〉
江
御口上、御纏番生駒十兵衛〈定利〉申合
遣候処、間違、播磨守様〈頼隆〉
江
参御口上申入候、
あなたニも御人数出申候由ニ御座候、弥九郎初而之故と相見候、重而之ため能々可申含由、年寄衆被申渡候
 
同
 
日、御郡奉行芦名九郎佐衛門〈為直〉 、従水戸罷登申候
 
同
 
日、細川越中守殿〈綱利〉
江
御預ヶ之衆中、今日切腹被
 
仰
付候由、越中守殿衆より申来候、就夫、明朝御徒目附本所御屋鋪
江
参候而、吉良左兵衛殿屋鋪之様子承合候
様ニと被
 
仰出候、 〈上五篇横目方日次帳〉
 
 
 
 
 
 
 
介石記略曰
 
一、未正月廿二日、御老中稲葉丹後守殿〈正通〉宅ニ而、
四家之留主居共被召寄、四十六人之浪人共親類書出候様ニ被
 
仰渡候
 
一、二月四日 於御評定所、去年十二月十四日之夜、浅野
内匠頭殿家頼、吉良左兵衛殿
江
押込、父上野介殿を
討候節、 左兵衛殿義、 仕方不届ニ 今日御預ヶ被
 
仰
付候ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大目附
 仙石伯耆守殿〈名闕〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町奉行
 丹羽遠江守殿〈長守〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 長田喜左衛門殿〈重昌〉
 
 
 
 
 
左兵衛殿同道
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 荒川丹波守殿〈定照〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 猪子佐太夫殿〈正興〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 片岡兵衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 堀田勘左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内藤清兵衛
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 向山安左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 石丸定衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 荒木権六郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 吉良左兵衛殿〈義固〉
江
 
浅野内匠頭家頼共、上野介を討候節、仕方不届ニ付、領地被
 
召上、諏訪安芸守〈忠虎〉
江
御預ヶ被仰付候
 
 
 
 
右之通、仙石伯耆守殿被
 
仰渡候
 
一、同日、右之儀ニ付、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 荒川丹波守殿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 猪子佐太夫殿
 
 
 
 
 
右両人、上杉弾正大弼殿〈綱憲〉
江
被相越候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上杉弾正大弼殿〈綱憲〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 同
 
民部太輔殿〈吉憲〉
 
 
 
 
 
父子共ニ遠慮被
 
仰付候旨、
 
 
 
 
 
右之通被
 
仰渡候
 
一、吉良左兵衛殿、十八歳ニ被成候由
 
一、未二月四日、浅野内匠頭殿〈長矩〉家頼共御預ヶ之方
江
各検使被遣切腹被
 
仰付候、其朝御老中連名之御奉
書御預り之大名衆
江
参候御文言
 
 
 
 
 
 
 
御預被置候浅野内匠頭家頼御仕置被
 
仰付候之間、
追付 目附何某・御使番何某可差越候、其節御自
分被出合ニ不及候、家頼計可被差出候、已上
 
 
 
 
 
 
 
 
二月四日
 
 
 
 
 
 
 
 
稲葉丹後守
（
正
往
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秋元但馬守
（
喬
知
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小笠原佐渡守
（
長
重
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土屋相模守
（
政
直
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阿部豊後守
（
正
武
）
 
 
 
 
 
 
 
 
何某殿
 
 
 
 
 
 
四十六人之者共
江
被
 
仰渡之趣
 
浅野内匠頭義、
 
勅使御馳走御用被
 
仰付置、其上時
分柄殿中を不憚不届之仕方ニ付而御仕置被
 
仰付、吉
良上野介義、無御構被指置候処、主人之讐を報候と申立、内匠家頼四十六人致徒党、上野介宅
江
押込、飛道
具抔持参、上野を討候始末、
 
公儀ヲ不恐段重々不届
ニ付、依之切腹申付者也
 
 
 
 
 
 
未二月四日
 
 
 
 
 
検使之衆中御預ヶ之方
江
御越被成御目附被
 
仰渡候処、
何も如何様成重罪ニも可被行之処 切腹被
 
仰付候段、
難有仕合ニ奉存候と謹而御請申上奉り 夫より壱人宛切腹之場所
江
参候、御検使は座敷之上、御徒目附は縁
之上、御小人目附は縁之下ニ居申候 庭ニ畳弐畳敷、上ニ浅黄大蒲団敷、両脇と後
江
は白幕くひちがへに張
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り、扨何も行水致シ、新敷着物、上は黒ク下は浅黄むく麻上下各定紋付たるを着シ、仰を承り、壱人宛場所江
行、 肩衣之前をはづし後
江
はね、 三方之脇指を取上候
処を介錯、首を討申候、各切腹之体神妙ニ而、平生之如ク顔色もにこやかに見へ 常々申合ける故に候哉検使方
江
礼式作法一様に仕、首揚候と死骸
江
蒲団打掛、
白屏風引廻シ幕之すそ打掛、死骸を蒲団共ニ幕之内
江
引退、又跡
江
蒲団敷替、右之如クに仕候、家之作法替
候得共大略如此候
 
 
 
 
 
御目附荒木十衛門殿〈名闕〉は 赤穂引渡之好ミ有之故、言渡相添候而、内蔵介
江
向ひ先年之事挨拶有而、
扨吉良之家も御つぶし被成、左兵衛 今朝領地被
 
召
上、諏訪安芸守殿
江
御預ヶ被成候と語り給へは、何も
嬉しげに見へ 頭を地につけ申候
 
 
 
 
 
吉田忠左衛門、介錯
江
、年罷寄り候而息切レ申間、声
をかけ候迄は御待給り候得と申、脇差取上 右之腹
江
突立引、左をも突 刃味能 と而腹之真中
江
突立而、
手をつき被遊候得と申候而、討セ申候
 
 
 
 
 
岡野金衛門、内々申候 今時切腹は刀を取候と討候故、腹を切申事不罷成 由、某は介錯如何様ニ 共あつはれ仕り見セ可申と申けるが 其如く脇差 取と其
侭裁きもせず腹
江
突立、一文字に切申候となり
 
一、検使は御目附壱人、御使番壱人、御徒目附五、六人、
御小人目附六人宛也
 
一、細川越中守殿〈綱利〉
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 荒木十衛門殿〈政羽〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使番
 久永内記殿〈重利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 黒柳弥市兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 大場源太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 江口文左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 村上覚左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 伊藤杢左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 安田藤兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 三宅権七郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
 小泉半十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 柳川五太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 石原半左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 近田茂八郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 磯山角衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 原左五八郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 安原助八
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 神田清助
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同
 
 
 
 
 西村作衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 三宅藤一郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 木村 四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 浅井小四郎
 
 
 
 
 
浅野内匠頭殿家頼
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大石内蔵介〈良雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 安場市平
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉田忠左衛門〈兼亮〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 留森清太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
原
 
惣衛門〈元辰〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 増田定衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
片岡源五衛門〈高房〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 二宮新衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
間瀬久太夫〈正明〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 本取喜助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小野寺十内〈秀知〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 横井儀衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
間
 
喜兵衛〈充延〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 栗屋平衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
磯貝十郎左衛門〈正久〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 吉田五左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堀部弥兵衛〈金丸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 米良市衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近松勘六〈行重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 横山作之丞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冨森助衛門〈正因〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 氏家平吉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大石瀬左衛門〈信清〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 吉田孫四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢田五郎衛門〈助武〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 竹田平太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥田孫太夫〈重盛〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 藤崎長衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤垣源蔵〈重賢〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 中村角太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
早水藤左衛門〈満尭〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 魚住藤衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
潮田又之丞〈高教〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 一宮源四郎
 
 
 
一、松平隠岐守殿〈定直〉
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 杉田五左衛門殿〈勝行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使番
 駒木根長三郎殿〈昌秀〉
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御徒目附
 
 瀧野八郎衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 都筑又左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
 永田平四郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 狩野平吉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 杉野甚衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 中村忠二郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 杉山伝七郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 大野平兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 金差又市郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小山弥兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 野口勘衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 林
 
孫衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 渡辺八平治
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 須藤半六
 
 
 
 
 
内匠頭殿家来
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大石主税〈良金〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 波賀清太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堀部安兵衛〈武庸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 荒川十太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中村勘助〈正辰〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 大島半平
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅谷半之丞〈政利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 加藤斧衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
不破数衛門〈正種〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 荒川十太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
千馬三郎衛門〈光忠〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 波賀清太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木村岡衛門〈貞行〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 宮原久太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡野金衛門〈包秀〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 加藤斧衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貝賀弥左衛門〈反信〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 大島半平
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大高源吾〈忠雄〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 宮原久太夫
 
 
 
一、毛利甲斐守殿〈綱元〉
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 鈴木次郎左衛門殿〈重息〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使番
 斎藤治左衛門殿〈利之〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 神戸十太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小山与衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 神谷伝五左
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 手島三衛門
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同
 
 
 
 
 竹内与十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
 長坂彦八郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
 飯島勘三郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 高橋平次郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 黒川理助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 太田与惣衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 浅岡杢衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 並木才兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 金子伝二郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 稲田権左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 加藤惣兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 小倉弥兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 直井藤八郎
 
 
 
 
 
内匠頭殿家頼
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡島八十衛門〈常樹〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 榊
 
庄衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吉田沢衛門〈兼貞〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 近藤為衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
武林唯七〈隆重〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 鵜飼惣衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
倉橋伝助〈武幸〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 江良清吉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
村松喜兵衛〈秀直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 田上五左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杉野十平治〈次房〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 榊
 
庄衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勝田新左衛門〈武尭〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 近藤為衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前原伊助〈宗房〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 鵜飼惣衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小野寺幸衛門〈秀富〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 江良清吉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
間
 
新六郎〈光胤〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 田上五左衛門
 
 
 
一、水野監物殿〈忠之〉
江
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御目附
 久留十左衛門殿〈正清〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使番
 赤井平衛門殿〈時尹〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御徒目附
 
 服部惣太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 花井新衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 関口文左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 堀野庄衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 伊藤新六
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御小人目附
 浮田六太夫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木伝十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御小人目附
 山田治衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 鈴木弥五衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 落合権蔵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 梶間勘十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御使
 
 
 
 永井安兵衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 塚田重助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 笠倉平左衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 原
 
藤十郎
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 岡田門衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 
 
 
 向井藤吉
 
 
 
 
 
内匠頭殿家頼
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
間瀬孫九郎〈正辰〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 小池権六
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
間
 
十次郎〈光奥〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 青山武助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥田貞衛門〈行高〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 横山笹衛門
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢頭衛門七〈教兼〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 杉野源助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
村松三太夫〈高直〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 広瀬半助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
神崎与五郎〈則体〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 稲垣佐助
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
茅野和助〈常成〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 須賀又蔵
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横川勘平〈宗利〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
 
 山中源七
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三村次郎衛門〈包常〉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介錯
 田口安衛門
 
 
 
 
 
右、其夜死骸共、刀・脇指・鑓・着込等ニ至迄、悉ク泉岳寺
江
送被申候、葬礼之料として、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細川越中守殿より
 
 
 
 
 
 
 
金三拾両
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松平隠岐守殿より
 
 
 
 
 
 
 
白銀三十枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毛利甲斐守殿より
 
 
 
 
 
 
 
白銀二十枚
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水野監物殿より
 
 
 
 
 
 
 
白銀二十枚
 
 
 
 
 
右之通、四ヶ所より被贈ける
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五
 
日、
 
水戸様より被為進候五千石御物成金目録之覚
 
一、金千弐百八拾弐両壱分弐百拾四文
 
         
内六両弐分五百五拾四文
 
切賃
 
 
 
 
 
残千弐百七拾五両三分
 
 
 
 
 
 
内六百三拾七両三分〈未二
月二日水戸ニ而相納ル〉
 
 
 
 
 
 
 
六百三拾八両
 
 
追而水戸より可相渡由
 
 
 
 
 
右之通、半金相渡申候、 〈用部屋日次帳〉
 
同
 
日、吉良左兵衛殿〈義固〉儀 承参候処、昨昼過伝奏
江
被
為
 
召、諏訪安芸守殿〈忠虎〉
江
御預ヶ被成候由、左
兵衛殿家来夜中引退、屋敷は今四ツ時分
 
公儀御目附
衆相渡申候由
 
同
 
日、吉良左兵衛殿〈義固〉様子、今一応承ニ遣候様ニと被
 
 
仰出、本所御屋鋪守有馬三太夫〈忠時〉方
江
承ニ遣
候処、左兵衛殿儀、諏訪安芸守殿〈忠虎〉
江
御預ヶ被
 
仰付、安芸守殿より騎馬三騎・足軽四十人程ニ而迎
ニ参り、左兵衛殿乗物ニ而被相越候、屋敷も未上り不申、
 
公儀御役人衆并上杉弾正大弼殿〈綱憲〉家来共
左兵衛殿家頼も居申候由、委細ニは相知不申候由申来候
 
同
 
日、吟味根本直衛門〈通繁〉 、水戸
江
罷下候
 
同
 
日、御徒目附服地半蔵〈昌清〉 、水戸より罷登、御金六百三
拾七両三分致持参候
 
七
 
日、於御部屋御男子様〈頼寛、字子猛、号黄龍、清和帝二
十六世
 
神祖玄孫〉 御誕生被遊候、 〈上五篇横目方日次
帳〉
 
 守山御日記巻之三百六十
 
終
 
  《主要人物説明》
 
公方様
 
五代将軍徳川綱吉
 
三之丸様
（のち一位様）
 
徳川綱吉母、桂昌院
 
鶴姫君
 
徳川綱吉娘、和歌山藩主徳川綱教正室
 
殿様
（大学頭）
 
守山藩初代藩主松平頼貞（徳川頼房四男頼元の長子）
 
松林院
 
徳川頼房四男松平頼元の正室、小笠原右近将監忠真娘、頼貞母
 
黄門
 
徳川光圀（徳川頼房三男） 、元禄三年に隠居して綱條に藩主交替
 
宰相
 
水戸藩主徳川綱條（徳川頼房長子頼重の子、徳川光圀養子）
 
季君
 
徳川綱條正室
 
少将
（のち中将）
 
徳川吉孚（綱條嫡子） 、宝永六年に没し藩主とならず
 
八重姫君
 
徳川吉孚正室、徳川綱吉養女
 
讃岐守
 
高松藩主松平頼常（徳川頼房長子頼重の養子、徳川光圀長子）
 
播磨守
 
府中藩主松平頼隆（徳川頼房五男、松平頼元弟、松平頼貞叔父）
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